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まえが至

本報き をは林ﾡ桜ﾡﾡが本野示 ヒのを任協来)2よっ て矢し てい 

ろて林米主産の地ﾡﾡ使 zﾡナろ研究のうろ、 なﾡ果)こおけろ具 

家林ﾡのﾡ査ﾡ求を収ﾡしたひのごあろ。また二め研疑は沢林*産 

核ﾡ会報め主委研究課乃ぞあろ「求ﾡ林求2戻ナろ許央」はも用更 

研と してﾡ係していスめぞ、 課賜あﾡや研ﾡ方法zついてはこの 

崩英 と共ﾡナろあるが多い.

本報き者はﾡﾡ製本め内ﾡがら三部2研= て いみが. 内お橘 

本は大く=初に今ﾡ火未ろ。 一都く梁-今預)z収ﾡ)ぞは、本 

研ﾡの課照と方法ならび2なﾡ派2おけろX区林茶問ﾡめ所在を同 

らが乙すみレボートをはじめとして. ﾡ全体スは数郷のﾡﾡﾡめ 

結承を比験検ﾡすろ如さ、総お的報き名ﾡしていみ. こね)z対し 

てﾡ=くダ=. 三か押)ごは. き々が行ったヲっのﾡ査地め部 

表報きがそ々※祈査地ごとに僚ていろ. そのうち、 =今 

呼においては承の中北ﾡのﾡ掛スはスざと ノ キのク預材本及声の 

使光音、 笄 三分冊ビ は アカ マ ツ林ﾡ共地滞そ 至 ヒ してRﾡった報き 

と ま ごめ乙いろ。

ﾡﾡ本米の矢ﾡをﾡらかこ之ﾡ爆は. 研ﾡめ問期ぶﾡと、* 

糸め芝嵌ﾡ)2よっ て統一するニとの西ﾡなﾡ ど多ﾡ化ナろざあろろ.

移々る多< の河査費ﾡ勢京 して 共同辺役や关 河研究を京始 したが 

予悪 りまとま りのっかない報告者ヒなってしまった。 こゐこに)z 
は当初から研ﾡの就火を々らラよ りは、 ﾡ別ルzよ って所疑の力 

を持たせろ ことそとくに歳数して之せいるあみが。 したがって 

そのためて、 ﾡ数z一質した新や最名領玄み こY)2よって従-を

らず. そぞクレオートを放めめの2取ﾡった"論文ﾡ」形 

英)2した. また単なろ灰ﾡﾡ査にﾡ始ナることのないよろ2、ﾡ書 

地別の報宅)2おいて %. 末ろだけﾡ還気のﾡ西)2え2注い ﾡっ% 

りごあろ - しかし研ﾡ的)て%毎令的に%ﾡい移々の研ほブルー て 

は、 未熟なﾡ采しかあけらなかったのは、 こめレボートめ内ぶが 

示して\みﾡりごあろ. 合後めいﾡ正をﾡ型ナス.
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山村ﾡ 条と林東

—— 山村量条の就賞ﾡ並をめぐって- 

郡加計町 (団北山同部) の号合 

I 村経系のサスと現状

1 山村とは何か.

われわれが苦通「山村-と呼ぶとさ 英然とてはあるがさまざま 

な特性を天えている。 選村と対ﾡして山対をﾡえると, す比地形や 

受候ﾡ件に差かあるし, 交通案. 地目求忠もおのずから興ってい 

る。 しかレ. このよっなﾡ4をとれ程なうく. かつ詳組にあげたと 

しても山村のそﾡ的性生格を規定したことにはならない。山#ヒはい 

わば歴支的ﾡ令である . 東洋が西洋と の権触に おいて始めて その世 

格を 明藤に したのと同じように, 封的自総経来が海品任済の進属 

に件ないﾡﾡしてゆく漫程て. L村が山村としての本ﾡを ﾡわに し 

て< る のてあろ、 自然性ﾡを営んて ﾡたﾡ民が高ﾡそ済にﾡたして 

ゆく 万向は2 っある. 「/つは従索の自給的生起てるつたﾡ賞生雇 

そのものを商ﾡ生蔵としてみくヶ向てあ り, e/ つは太芸たるﾡ 

* 生産 は 多 か れ 少 かれ 自給 節 生産■のま ま止めて , 浸ボ以外八生産 

印口において米業的に高品生座で従事する方向てある。」 (ﾡ 

山#においてはその自然的社会的ﾡ案片によって 翼業主産を自給 

生産 に止のr まま, 林*を中じとした系業およ び副業への依存を強 

めて行くてあっう. こに 二 さ u村をして山 村たらしめているﾡし基本的なメ レ 

クマールと言わねはならない。 %論山村においても差業生ﾡをﾡ己 

生ﾡにあたさせよっとするﾡ刀は幽え同なくﾡけられて aた・ 個斜 

の強い林野に高い石ﾡをﾡいて水田をっく り, まにーカではﾡ金 

物ぐ参ﾡが入されてきたのしこの現れてある。しかし, 資本主ﾡ 

経者の飛展はﾡ業生起の立化を促進し, 山村ﾡﾡはﾡ産物市号に 

滋州てさなく なる。 ﾡ条の夕ても外部経済との交功がﾡﾡとなって 

ﾡ移後得の 要求は大するが 山ム村てはﾡ業生起を高めてゆく余光 

に と ぼしく, 大部分は林※とﾡ運した茨ﾡにﾡしてゆくものとだ 

われる。 こが不可能であれは, 脱息 ・離村の過程をたとらさるる
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得 ない.

山村当字が*とﾡびつく能域にさわめてさま Sてある。#第 

生産に部して分邦す/は, 育内量程, ﾡ送理, 加工程かあ" 

手 すろ形ﾡから み れば賃 ウィ着と してﾡ労する場合や自営生艦そ 

営む場合し列ろっ また林ﾡにする灰存ﾡにもさまに段内; 

ある。 このような結びつさのﾡ様と, ﾡ:ほ/に』氏をﾡの構ら 

如何によってﾡﾡ-1, 地域的にみるc, ﾡサ生産と#搭生雇"ﾡ 

活方合にr つて段るてあろっ。 われはこのようなﾡ点かっ力計 

内 I2おIる雇 の夜逐をあと すけ, 村及矛が吉面す 「)同 既 そ

所らかにしさ ><ﾡフ・

(注/) ﾡ百ﾡ 「ヨ本ﾡ*のﾡだﾡ→

2 近世末ﾡにおける 山村そ済の衣ﾡ

広含ﾡみ田 北部 に位才る二の町は, 中国L 所にﾡ う山回部に 行 ﾡ 

し, 大部分3名めな*にうあわれ, 小な封セバ大田の本流ち 

o支流に沼つて数左する。 したかってﾡ象茶件も 陰に ﾡ以す

るところ多く, あ 南端：也 とい われる 広 頂 界 の なか ぐ 冬 冷 残雪 確 北帯 

のえを受けている。

年平均号るは ノ4°C前なて, な島 飛のなかて は寒冷並ﾡに重し, 

年平均隆雨番は /ラ202つて比較的ろい. 平均岡ﾡ期同/ 7S日, 

平:降 発周//ノ日てともに長く, 冬期 には雪しくれの日 が 多い。

円ユラ年, 旧ﾡﾡ村と旧加計 町が合併 L < 翌現在の 加計町を形炭 

した。 雑面積?./5平ヶ料, その86%そ山林が占めの, 耕)也 は 約 

6%にきる S.43平あﾡ(水田3S / ん8, メ 2/2 K?> に す ざ

い. いすにしても, 加計町周辺は山黒郡という那名か示すう 

に 「山の多いぺである。この>な自然的矢件をﾡ景しなか 

ら, =の町の産業基止は とのょ う)こ変 ってきたで•あろう か、現た, 

ﾡ計町では すぐれ町史がﾡさ んさ れて いるから, 1B加計町を中 心 

にアウト ラインだろってみよっ.

次の文金天保ラ年 (/83ぷ年)大田ﾡ村々 が落 にし「
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ﾡ元顧中よげﾡ」の/新であるが 江戸 末期に おける この世城の 

状待をよくあらわし ていると思っ.

T大田川ﾡ村々 のﾡはﾡ てﾡ永知ﾡさ れ候通り, 田ﾡ作地はく 

却つて人みくにて, f出 末米はわ寸かに二, 三目分の飯用にも引 

足り申ささるにな, I内ロﾡSﾡ等よりの*スはせ日市上りﾡ 

国米手ﾡ入飯用にフかまつり, 野長ほ従来御ﾡﾡﾡ銀上の内御 

年届ワ 遣 た る。右えし飯*代銀はャームかせさ, 武外検, 業 

零のﾡ帰をして相調候7云々」(ﾡ計町ま才2巻) 

このヌきから知られるように, 当時米の生ﾡ高に「ﾡ用にも引足 

) 4 ぬ状 ﾡて列つ下から, 年米をにﾡのることかてき す. そ の 

代 り に惑用の本ホペ炭, そのの王云作物を著に両上げて もらい, 

その〒からﾡめさるとﾡさかつのてある- このことは反面,ﾡﾡ 

% 及び震 物 が 発 の 導 密 ﾡIﾡえ通 してかなりﾡ呂止さ れていTここヒ 

乙ﾡ記るものであろっ- 孝県ノ2年(/ワ/2)の景ﾡ村々材合 

党による と加計村と し て次のも の か上 フている-

* ﾡ投作物(大・小豆 ま, 契神 番 «, 消浜)ェ〒, 請ﾡ 

ﾡ( 4200舌) 茶/ .22○f) ﾡ(フ260言> 麻 (ク^o 
ﾡ)御用木 (Soo0本)炭(soo依)示 (ノ銀)ﾡ( 

25000 運) ・

当時, 加計村のﾡじはﾡ/に対し てやさの 9 合 , y ﾡ 运 も を 当 

っていたようてあるか 市呈作物 かかな»へつて いた = ヒ か分 ろ. 

さらに時べを下ると, ﾡ岳化部み言いものに集キし, 文政2申 < 

/&/ラの 記会 ては週せの ク。 % に点 を 作 付け, さらに/o% の 

煙 を運ﾡ作に利用し 残りは大・小豆. 群, 刀 を 4ミ .1+ けていだと 

いう。すでに この頃, 〒ﾡ, 迫ﾡなどのﾡ入町料か京やﾡﾡに 
・ *

当用いられていたようてある。 とにかく, 幕末におけろ海ヨ作ﾡ業 

の 住属 にはいちビるしいもの があ フ。ﾡ帝経済に広汎にまさこま 

T地ﾡ業のﾡﾡか明ﾡに現れているといえよう- 

またこの諾色覚帳にもあるよう2, ﾡﾡ"ﾡﾡも電要なﾡ物でお 

つ2- そしてﾡ民のr足し 銀米 代ﾡ」も F山 かせさ によってﾡお
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れていたのてある-

休産物ハ存号化さ てく るﾡﾡそﾡの林野改緊と ﾡ運させて 商単 

に デッ オン しておこっ。 島客においてﾡﾡ物かﾡﾡ化され.るのは 

か早く, ﾡホ"許ﾡみとしてﾡしていたか, 一救的にはﾡﾡの 

あ寺 ワ 唯んて いない北す の 愛 民秋済 気 の 性格 が強くて, 小額の上 

4及を納める程アのしのてあつァた。しかし, 元承後からっ次交ﾡのﾡ星 

とくに河川水路の南楽や都Tの飛ﾡによって, f史に発及してくる- 

林木がﾡことしての伝をもつよつ2なるとともに /8世る初形, 

落は主9 「 矛会野へ の 支 民京 愛を打ち出してさ。 移内の 

木にﾡ由に商品化すろことそ茶し すべての木# は材木 号をそ由さこ 

せろという木庫声かそれて5る。<使 / 7 世 紀役ﾡから 財 

政の及株を未してい た広立島ﾡに とつて林ﾡ城のﾡ売はきわめて電 

な 意 彝 と もち, 加計を中とナるﾡ郡ﾡ師はその休ﾡ物の主産地 

であっ2。 このよっな林ﾡ物の瞬愛は片ﾡ位て行ルれ 平京W取の 

族氏加利用されて いた。町ち, ﾡﾡ々由底がﾡﾡ的な為主になり, 

法 から 買 金 を 話 賞 され,ﾡの責任においてﾡ子で人夫を集め 字 や 

太材を出していたのてある。広島落の 林起物 ﾡ売による利宿はﾡ大 

て5ったといわれ, 事ﾡ, ﾡの買上価 珞 は E くおしT げられてい。 

二 れにガし て村々は* 価格なと の隣ﾡをﾡ田に炭や太材のﾡ上段, 

的 送普 の 硬 と げ を し はし は凜 求している- ともかく, 伝い裕てあ 

った2せよ, 妹逢物の買上を延じてﾡﾡの生活は幸ろっじて支えら 

れていアのである。 ところが, 藩司 荻産物の 賢村 け は, 領や2特甲作 

物と同しように, 文政のﾡ(/522年代)から救ツを始め。 天保 

ﾡ代には 救戒 するのてある。 しかもミれ か加計村 の ﾡ戻の3ﾡが 

ん定といhる天 保ﾡ催の ﾡヤてあって, 農 民居の今ﾡに 激化 し 

ロ計村本郷ては芦買八 ラ が神 3反ﾡﾡになったたという。 頁 

付 けポ加の受求 がﾡ 秘にﾡ返さ it る か, 頁 上る だけ の 余力 は者に 

3もは"なくなっていた。そこてﾡ氏は生きるためのﾡ売 ( 狀、売 ) 

を始め, 太田川ﾡ村々 もこそつて百性山の他ﾡの許可を求めては 

ﾡを行つている. 一方この頃には 村ﾡ表 とし て奇主に な て い

双人ﾡが特ﾡの個人 と してﾡ用の林産物をﾡ止するよ うにﾡってさ 

ている- ﾡ民局の分毎か性み 小作人層か楽生して承細そ営を神う 

ためつ制川英がま すま す成要なしのになつてき 2こ と と, 地主層 か 林 

産物取扱を通じて利 ﾡ取科 そ志向し場めなことにその基庭が求めら 

れよっ.かくして, 藩の林野政護はEﾡそ営か ら貝同刊の吸い上 

げの形とな り, 地主届の音人とし ての活動そﾡめこ c になるか 

形の上てIは依然と してﾡの支配下にふくたたるﾡてなかっ- この 

方針 はﾡﾡﾡﾡ ま で破けられる.

こっした推移にォ して 喪氏はどの よ うに動いてさ たかみ てみょつ。 

ャ/表は加計村におるア攻のﾡ愛を示す。 ここて▼本守 といち 

ャノ表 家ナ数のﾡ愛(/)

年 代 ホ 京 小 家 子 週
神主・ 
& ﾡ 
ミ の

串 ・ 計

光圭 フ 年 (/&7ラ) 3 4 /27 2
享保/2年 (/727) % s3 // / q $8s
文治2年 (/8/9) 828 3 $o /2 (28) 4242
・治 ◇年 (/s7/) ど"

のは本百姓株をもつノナ前の百姓をいい 「小家ュ は検逆帳には天 

御な士地所有看としてあらわれるか, 実ﾡには本百性に対してﾡ令 

的に就層し, /戸ﾡの百姓とほみな、れないものそいう。 「ﾡほ- 

と はﾡ地そ 的 料 せず日届 方何 によて生討計を/てる/ 得局 力 哂 町 J 
あろ、 ャ/委によると, 室?年からﾡ保/2年にかて本条か増 

大し小の球少か目立つ。 永ノケ年(/く38) の本百は ナ 

人 と記こﾡさ れているから, かかる幌向は世初期からﾡしていた 

しのてあろう。 こは下人や守ﾡﾡ重るをって営んていた古い大 

ル主営が近世封建領主刷のもとてさす ま り, 単③あにせる自 

F そ営 2今 解したのてある。 き時は未 だ貸 締そﾡの受浸はﾡ引てあ 

り, 自ﾡ自足の岩業が営まれていたと思われる。 ところか享候/2 
年から文政2年にかけてのナﾡのﾡ化にはでわめて注目すべさもの
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かある。 次政2手 Iに は 小字が完全に姿を消 し本百共がﾡ営する が 

これ と 同 得 に お たしいﾡ の 浮ﾡがﾡ生 し 総ア数し2信血くに 

ふく才上ク. この樹しい 信添はとかよっ)こ親温とねるが私阳：U"ば貨将怒済か及 

ヒ-ン ル氏系的工>プロイメントのネに由呼ろと考えろ.林ﾡ物の油ﾡてついてはすて・ 

に比へたか, このほか袋山ﾡの茶風 舟里, 銀来寺の成立ものか 

す こ と てきない。 しかし 「ャ/ に 必かせぎ」とき わるさうに, 

林要エンカ クイメ ントの炭 立楽展か長も室 要なしのてあった。(き3 
ともかく, 夕くの夏民ぼ材すを始めと寸る非ﾡﾡ的工>フロイノン 

卜におうク号を*めてウく. ミのﾡ受, 作 池圭 そ営はﾡ業ラクカ 

の砂保力困避と なっで,薪地を合与, ダちしたため, そ営規ﾡの分 

ﾡとﾡ小にま すます柏建をかけること に な。 従風 し ていたﾡ民 

もﾡすﾡ会か成立Lﾡため 零Nなそぼﾡ池しかたなくとも, 自 

立することが可ﾡになってきのてあろ。小ほ若しいﾡ少と本ﾡ 

の消大かかる ﾡ永にお いて型解さるべきてあろう。 さらに痞 用 の 

を求めて 参ﾡ し た他村か らの外未者も加わつて ﾡ戸#は 環落に増 

大した・いすれにしても, ﾡ営規ﾡは陸小され, 兼ﾡﾡ多が一似化 

するが, 系ﾡを星してﾡ民ろ済の依化はﾡみ, 就栄生窟において 

し山材立地にした同旦作物が積ﾡ的にとりいられた。

しかし 音ﾡ全 清の広炎な幽及は 登済的ﾡ盤の死いﾡ民を ﾡ落さ 

せ, 階局分化をみしくすろ作用を要す。 落ﾡ林ﾡ物のぽ上げ番が数 

高し た天タ 所代に 凄民ﾡの 今ﾡが急速にﾡんなとい う事矢はそのよ 

いﾡてあ る。兼 業 を’天 い 生活 に 耐え られなくなつたﾡﾡの なかには 

田 林を手隆して浮墨のﾡに自らを恐するもの が相 き 少かった 

てあろう・ すた上層ﾡ民や商人に耕地々山林などのﾡ手段そ手ﾡ 

ヒ, 地主小作岡係を結ぶしのも多かっなた. とくに/ク世紀ころから 

ミク 王小作岡係ぼ一似化し 四治期に検ﾡする。

.(注つ) 但し, ﾡ山のﾡ木は御用木を除さ. 自由にば孫させ 

採ﾡ地確保も認めた。 文政の頃 てに共ﾡ と い っ のは 

そハ入なとなり. 分Wさて個人有2なって いたこいうから 

笈 希 の 高為 权は宿 当早くからﾡ立していたしみろべセ ざめ 

ろっ・ カっナ町こ函・公相ﾡめナくないのはこのためざあろ.

商す, 鉱工賞の次及についてはﾡのﾡ保てﾡ愛せ 

さる を 理 なり、 っ 尼。 鉱山*については(主フゝ のx 熱を a 
っれねい.

3 朗治以ﾡのﾡみと 現

/$25年. 維肃欧 枚は碾立し,近 普連部 第拘まは救ﾡされて 

く。 勿論, これシの超来は桑末における海民至済の進展ととも 

に, 事上熊れていものてあ り, 落政時代 の王済体制 が一挙に な 

化したというわけてはない。 しかし, すてにみたよゝに, 近世 後期 

にあいて ﾡ品ﾡ落か世ﾡL て いたといって 当時にまたﾡ体ﾡに 

支えら. その枠内ての商目そてあっ。 林産物々費産物も憲の 

売制度を通してき己化されていたものてあり, 専売料友加侖tれ 

は一時的であ るにせ ル営算的工 >フロィメント3 ﾡ小する. m計 

の場合は落の買上そが減少したまま明ﾡ期に移し, 新しい 域展 

そみるまてにほかなりの時同を要した。またこのﾡき村の火ゅの常 

口 製鉄渠か 官営)こ移り, その ﾡ し俺ハ さている。即ち 井皆葉工 

> ス・ロ4 メ ン トは崎小したのてある。 このこ と は ス2 表 0 户数の 附 

さから も条されよゥ。 大ﾡ2ェには 24o ナておつた加計# 

ア*は明治4年にぼ58夕. 戸/9年にはク74戸と 滅ル L こ 

る・ このア 数の減少ほﾡ ら く 天保代以降ﾡいてまたの <はぁる3 
いか。 汚地々零組属 民 か•就'印 八場を失つて体村 して 行ったと想: 

れる。

明治/ヲ年に77ッナテて戒少した終アﾡはW治ミ7年には 

220 ナも増大 していろ が, ミれは町村合併によろものと思かる 

。 そ以後◇○○ナ前移て昭和/○年きてﾡ示してい。 ーテ 

農みナ事をみると天正中炉をﾡにしてﾡ少そ場め, 大正$年か品 

和初年にみIて /一○*証い式ナそみた。 eナ数にずるだナな 

のは明月治37年85% 昭和2年67%, 昭和っよ午にはﾡナ数 

か増力DL た 反面ノ ﾡ家/核〜しているのて今っ%となえ, ・a
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*2 だ 条 デ «ス の 交 臺 (2)

年 ス ﾡ月や 參集廖掲 *業英る ら3室 黄茉豊象辛

戸 ア 戸 % ン%

明治/2年 フク4

37
*)

s73 2s$ as。 30.8

ノe2o se0 4 $20 so.5 3^7

x モ $年 o32 $98 "夕 ふα7 8/。 2ラな

2 ノe3s 462 2 ?/ 7 &s。 3s.6

町和 2年 ク2ク3 34/ 33 6ワラ 670 8

/2 260

2$ 222 /◇7 $$6 4d3 $22 ふo

メ 明治っっ 津長村 と合件. ﾡ河:沿 s ・ﾡ河内村のノ

を編入・

ﾡ以陰わか国のﾡ字ア数ほ比敦的コ >スタン トに維ﾡさてさた- 

(注" というﾡと考え合わせるとさ, 旧ﾡ計町における賞条戸 

数 の ﾡ 少 か如何 に はけしいものてあつたかが分る。 ャ2表から知ら 

れるもう/の事矢, 所ﾡしいﾡ客もﾡ業への依存を強めて行 

ったということてある。 営家ア救に対するﾡﾡ尽家戸なのﾡ合から 

うと, 胡治末期において30%ﾡﾡてあったものが, 昭和わ頭 

$○%くに増大し, 戦後の四和25年には8"% さ らに最丘で 

ほク0%そ起える。 ここていうﾡﾡ農等の定ﾡは明らかてはないし, 

請査午彦に てﾡ つているかも知れない。が ﾡ ﾡ 化 か ﾡんてま 

たという矢は産然としている。単後 のﾡ化を記しておこっ。合 

併後にお け る加計町全体の ﾡ料に よつてﾡ家戸数と 黯 喋'就案 者 の 推 

地 を 示す と 次 の 如く てある。

昭和 22 2$手 3○
3, s? 2.ワ7$ 2,244

度客ナ 数 (ア / 6a2 $3/ 2422
昭和22を oo(就業着 /e2o e37
とした

表 ( 教
/ののo ラ/ o 8aど

22年からうの年にがかけてﾡ家戸ﾡは/つ%のﾡ少をみ 凄英 

繁者数は突にふと、3%の減少をみ。 部和コ2ﾡの京ほナせは総 

ヴに よ そ 帰ﾡなと もあって, 一時的に普大 していたもの とx わる. 

フ5になると / 3o ナがﾡ少 し, つ5年"らふ0年にな/アの滅 

をスている。 ことﾡ常看の野ミとそ併せてﾡかヒ, フ2手から 

フ5年にかけての就業巻の滅少はﾡ家戸数の減少に伴なうものか多 

のったにﾡ係され, 25から30年のそれはﾡﾡ化の看しい 行 

を示すものて功ろう。 なおﾡ守/戸台りの ﾡ業着事ぼ田和22 
フ27/人 2$年ハ?人 3の年/$2人である。

かかる 税ﾡ化と泉す化そもたら したものは, いうきてもなく非※ 

ﾡ的工> 。ロイメ ン 十の祐大にあるが #*エ ンス □イメント の幅 

小もこn にあすかつ ている- この点に ついてに後程また触れるてあ 

ろう。 しかしまたム村炭家のﾡ業生ﾡのﾡ移のなかにいまひとっハ 

奪 因か•求められ なけれ ぼな らない。即ちる 済発展 に件 うム村業の 

支退か, 遂氏をして 非ﾡ*的エ ンフロイノ>卜にたらせ, ﾡ茶化さ 

らにほ脱ﾡ化をﾡ皇したと型ﾡされるからである。以下ﾡﾡ生ﾡの 

性移をあとギけ よ う。

3本はﾡ地竹有ﾡ ﾡア数とﾡ芝ﾡ作減字 ナ数る層 ッにみたも 

のてあろ。戦前において, 耕地所耳選ﾡの80 %と耕作ﾡ字のo 
念がケ反未ﾡてあった- 大正す年から大正ノ○品にかけてﾡ作点ﾡ 

ア攻は/3○ナ減しているが, ﾡゞしたﾡ条の大部分$ア未満 

てあたこと が知 らる。そ して優かてはあるがよホ以上ハ ※家が 

増加している。このよゥ な 耕作 受模 上昇 の候向 ば戦前のP さのなか 

て 一賃 し て 認め シれるところてあるか 耕作 限界かい ちごるしく 低 

いことにﾡﾡされアい。ﾡ作ﾡ象と 有数家そﾡして分るように, 

$反へ /町を有するﾡ条の> ちすて相ちのものが貸付を行い 

2以 上のては例? なく ダ付けている ことになる 費業生ﾡ兵件 

の方ﾡさか進しはからよ っ。こ のこ とは守生的大地主のﾡ生そさ 

た, 多くの 手作小地主 を生むﾡ因となたとﾡわhろ。
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才3表 日加計町ﾡ地保ﾡ及

よ-/0友 o -ユ2反

明治 4年
?3。 ブ フ... 二"/ 27ア

保 大正 $年 "zs2s ゲ クァ

大正/年 ・a3xッ 4 分 c. kノ

田和 2年 ・22 co 4A wr

大正 $年 ラ。 * 37 か

大正/0年 ee cso う 2s

函和 2年 Q ・s &2 っs

昭ヌ2今年 そ老耕光 

力突别户数(ル耳し刃
722 ～ 22S/3s 22 。

び耕地ﾡ作ﾡ家数

_20-30反 3o -50友 $o-/20反 /00浜以上 計

--z 22 ブ 'カノ ペ ノ "うか

・ oe S e sas
& ・ ee J Q。“7
22 ・ • ax 3 /"e4so

ノ oo S*7
宀“

/O
o _____ l /°22.3

地 主 小F 胸 係を昼地9 3みxると, 水田の小辛に甲治後期から大 

正にかけて30%, 昭和初頭に火の%となる。 地の小作字も相対 

的には水田 と同じﾡさを示 し, 経値ては水田よ りも呑千ﾡく なっ 

ている。 昭和王における水臣あよひﾡの小作地年はそ れそれu/
オ4表 自 作小 作別田畑面積(カソコロは 小 作地)

自 E 小 作 合 計

田 畑 田 畑 畑

明治37年

・ 3 ・
大正 年

・ /2?
田和 2 年

・ ダ・

2 2$・

8$0
860
ふ$2

24.7
ノ◇く 4

所
/ヘ/

e
/32.
/ジタ2
/207

ラ&7
?a/

(8あ ﾡ32 
(2533xo 
(3.3z2 
(2-3cs 
(3245z-

“シノ

7うあ 雨S人ジ (248) $42 (26$) $23 (289)
$く$ (332) 20 

(なめ)
み7 (&o) 

/ク

//タ○ 

/2/o
ノ22 
/207 
ノ2$o 
/3o/
207

-両
/ラ2S 
ノラ/7
/み28
/85 7
/ テ29
ノ64

e7,3

%とふ*となているが<ャタﾡ), この時の自作美家は32/ 
ア(ク4、2%), 自小作2ケ/ナ(3ど%), 小作(/8)てあ 

った。 昭和火以『のﾡ沿を欠くるﾡ言はてきないが。 昭和ノ? 

年の水田小作地字は ○%, 対池のそはヨ2%といわれて いるか 

ら, 昭和初期のﾡ造は終戦まて院いていたとﾡえてよい。

次に, このよっ な前ﾡのﾡを戦後の責地改ﾡかビのよ うにかえ 

たかみ なけれはならぬ。改革mの地主挙はノ ふ9人( 矢故/フ2 
戸), 不左地主ノ20方 (耕地面積/災町8), 左村地主$3月 

( 2 6 町余 )て, こらの耕 芝か 22年末から23 の ま ま てm 
役よﾡ,卜作人38/戸にﾡ却され。 不在村地さの同波封逆面ﾡ 

悟/戸 ビ り に する ヒ/夕2 となって,旧 加ﾡ町にお ける不在村 

光圭の大初分は天組雑村ﾡﾡではなかったかと思われる。 左村 

クっち 売収ﾡ地面渡よ〜/2 町及びう〜よ町恩のﾡ ﾡが それそん/ 

ナすっ・ 反へ3町グ火ナあるか それ以外は夕反未消である。 他 

方充ﾡを受け た小作人の収得面稿 は$～ 7戻がﾡﾡて2戸, 会体の
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S?%に当る33方は まがてあ /方当り千均に7官強て 

あろ。 このことか ら小作人 ハ大 部分催か な耕地を何人 して他 わて 

いた二とかわかる。税ﾡとたﾡ み離村 し たﾡみの 工 地を附匠の 送 

等 か借 りる というケースし相き多 か.た てあろう。このﾡみに 

Jってく の作人が エを 所有 することこなり. クフ人の小自

ャ5ろ 日家計ぼ丁Iにおける主要生ﾡ物

※ 愛 甘 褫 大

大正 今年

両3ん35ク 

(ラ/2%
/ 2/ 
(/38)

ク α2よ

“、？)

/o, ダ/ ?

(み.ダ)

大 正 /0年
ク2445
( 2クク)

484?5 
(/フ3)

っ$く 

(o.7)
2 6 Sテ0

(4.5) [

9和元年
5728

( /5o)
3$/9 

(92) (27)
7$3テ 

(2.の)

昭和6年
37ラ//

( っ/夕)

/5$クタ 

( ラ/)

ど クタaパ

(zo)
/ク$ 

()

昭和2年
( シ3の)

22 2必 

(//.</)
28

(ダ

2/$/4
(ハ/)

昭和年
ラ/24今

(/タタ)

36,29?
( ク?)

イ 26テ 

(0.2)
&/ o3o
(/53

昭和 28年
/ラ4火e
(/54)

3、ラ 

(ふ3)
/ 22
(ヘジ)

—

注 / 昭和 /$年まてのﾡ 林業 生産物は委要 なものを かかけ た

2 昭和 25年の分は表に あげにIほ か, ﾡﾡ (ハ3%> , 
うちわけは素材 (33、ク%ゝ と製林(2/、4%> に 今た

たもの てあ 2 , 昭和 / $牛まては 工求にかかげた主要生

3 料は 林撲金融基ﾡ調査報吉 (2o) を用いた。詳細

作か自作となった。 ャミ表にって昭和 2$年の耕作規ﾡ別ﾡﾡア 

救とみろと 田和初頭に比べて/〜2町の層が減ルし, $及〜ノ町 

層の増加かめだつ。戦中, 戦後をじて, あるﾡ味ての中渡環ﾡ化 

が認ぬられるか., ここての中ﾡは安定的ﾡ英ﾡ条から程ﾡく, ・給 

的長ボの性格をますますめたというにとごまる。s 反未満の浸豕 

価額 (単位・円,但し昭和28は /oo。 円 )

請 茶 頁 材 末 巣 た 吃

24,7? 32 244 2. 75o /44o
(22.) (2.S) (2.2) (2. (/«、2)
62097 74Sと ふ4よ00 / 27000 ss50?

(57) (ハワ) (コハラ) (e.s) (9/)
4o3os 2,44? / $4$22 /S67

(/Sタ) (o.?) (xo) (e.s) (&8)
フ/ 345 ? $2 328み 27テ75 /S02?
(/ っ) り/) (/9.2) (/4、3) (s9)
フシラ// 2,6/ ノ4$$0 242$0 /$280
(/2ジ) (ハ3) (8分 (2.7) ゎ勿

/み32s 87o 87ノ2ク /よイ&$$ “ 70
(α.2)

C
(o.2) (/S、ラノ (3コラ) e)

s4 — $5ワ 23 / s. よ2 2 ・

・ (o$) — (5Sジ (?3)
にととすウ, エ ﾡ物は 会ﾡ であるへ 、

ﾡ(oレ),写鈴著(の%),ﾡ(ハ7ダ%)がある。 た用材?

る。なお昭和28年の百分字はﾡ林生ﾡ物価線紀計を/20とL 
ﾡ物の 合計 をノク0としたも のてラ ろ。

a を 粕 そ
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が然 として2? %に い制合を占 め , そ 営ﾡの矛姫性 さと うて 

い ﾡ服さかれえなかった。

さて, かかる条件人もとてﾡ業生ﾡはとのよっにﾡつて末たてあ 

みっか。 生雇ﾡによつてそをみょう、 彼計数位の信石性に若〒 

の不 安が あ るが, * $表に J って 5加計町マおけ る主 要生 藩ﾡ価繰

夕化2たとると, 彦産物のウェイ トが戒少し ーカ林産物のウエ

4 ト か高ま ってほている。さら に地前 と教後 を た政す る と農常生を 

報が相対的にﾡ小しといっだけてはなく ﾡ業生藩の上に, ﾡ的 

な玄化があみとるハてある。ﾡ論的にﾡえばﾡ前わすかながらて 

もォつ て いたﾡす的浜 ※ か性格を 殆 んと完全に倉て 去り,自 ﾡ的た 

ﾡにﾡﾡし てしまつたということてある。戦詢 に おけろ天患 ・ 茶・ 

本の生産額はオﾡに匹改するﾡの大いさ てあファのてある か, ﾡ 後 

それが始ん どﾡく なっている。 このことは畑地面積の看しい ケか 

らもうらずけられよう (キ 4 度 参 居, 9月治大正期に比べてﾡ後は約 

学減している )。 部ﾡ物のﾡ退かﾡ地の終ハをきし自客来司ク 

・湾すことになったとﾡわれる。 主なﾡ作ﾡについて筒単にその椎 

移をたどり及い。

[*稲] サ ム表ほ 水稲作村而種,収壇量, 反収を"〜と生平 

て示したしのてある。 作付面積にはあまた大きなﾡ化ほみられない 

が反 收 はかな り 不安定な標相 を呈し くし、る。 え素, この加計町を中

とする山果耶は明治期の反当収登を指ﾡとすると, 宏： 島 県 の なか 

てし神石郡, 北ﾡ耶とならんて後れﾡたせ帯にあり その生ﾡ力は秋 

田者森なとのﾡ北段階にあつといわれている。 (走タ.> しかし 

環近 の反収の神 グは着しくノ 合併後の加計町の資料てあるが, 28 
年 以降の反 当収ﾡは次のよ うに なってい る.

田和28年 2、00石

2ラ・ /a 2
30" ユ?2
3/・ 244
3っ・ 2、3フ
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*6ま 卜稲の面ﾡ,種置の務(平)

_____ 年___ 辰 E付ロ
うう登 今驾収量

甲治3o -34年
町 //22 / /4 三

/○女

3ケ -3? ノラ ノ 227 /。 ?

◇ 0 -44 ノ2/ 2 22α ハ8$
大正 / ー a ノコ2/ 226 7

s - 9 ノ22$ 2548 ハ33
/ o - ノ /2ハ? 2o53 ノ フ/

昭和 / ェ /2&ダ ノ ラ7夕 ハ$?

s - ? ノ2タラ 2347 ハ82
/ o - /S /23.4 2 2ラ ハ82

昭和 2 S /o. 7 /タル /7
このよクに反当 収ス は伸 び て い るが, 水 田 ﾡ作規ﾡが 零ﾡ て あ る 

ため, *の収ﾡ番の90%はﾡ多の自ﾡ消費に向けられ, 浸家み素 

し うる部分は/ﾡにすぎない。

〔愛】 裸支が大部分を占める。 旧力計町の友作付面ﾡは部治中 

ﾡにク0町台からノ○○町歩にポ加し ﾡ若千式少するが. 大正 

初期にぼ/$。 町歩 (全新の半分)を湿え, そ か ら 再 び減少に 

転じ, 昭和/S年にぼ5○町歩となつている。 昭和25年の度前セ 

ンサスによると約/2 o 町歩 となってい るが, ﾡ匠, ﾡの作付画 

ﾡは湾しくﾡ少しつつある。 合年後の新#で示すと

昭和2»甲 2ラ年 3○年 3ノ年. 33年
茨作付面ﾡ ララ、4町 ラ7/ ラ8.2 夕4/ ;as 
Iの連設計ﾡ害は32年の頁常な戒少を「会ﾡ才情の好転にJり, 

生産書のﾡく っく 表作をやめ翻作の早場栽ﾡによる増収」をはかろ 

うとし ていろからだと説明している。しかし相対ﾡに不利になつた 

ﾡ 作が稲 作との競合によつて救少したと云えるてあろうか。基本的 

にはﾡ業との競合によ ってﾡ落し た と 理解しない. 元末, ﾡ作は星 

炭, その他の林業労ﾡとﾡ合する面か多く, また昭和32年からﾡ
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源用※工章が場まフて多致ﾡ歌ノゴか「及4ヌされている てある、 

いずれ2せす, 娘求会のポ大, 愛業生産の立地化が着ﾡそきの周 

部口と なっていたﾡ作を戒受せしめたといえるてあろっ.

C大ﾡコ きくから「大呂-と 呼子はれ た大ﾡは加計町周の長 

大のﾡ号作物てあつた。 円治前所におけろ友島果の大京生ﾡ額はき 

わめて多く あ末具につい てァ 2 位であった。 1界郡 もその/ つの 

〒じを な し てい ねの てある。 工戸ﾡ代か ら大阪に 型はれ, 联 のﾡ具 

ﾡﾡとして利用さていたよ ってある。 師治に入ってから栃木ﾡの 

ﾡ州大ﾡにおさたのと, 元ﾡか ら 洋制 に充った 2めﾡ次妄 しr
ャ7云にって付面ﾡの夜 

愛をみると, 明月治2○年に約 

ラ。 町Tラ て地の約半分に作付 

けられていたことか今る。 以降 

新戒し昭和初ﾡを底にしてまた 

增財 して かる。 ャ2次六ﾡ( 

昭和 25>には /S町理残 

つているケ, 現左 は殆んと作ら 

れていない、

大京に喜の変ﾡ かは げし <

一災には云えない が 平 耳 で ・

3 ○ とれ た と

い オっ れる。 *がノ石3 円 て

あ っ たﾡ, 大麻はノo * 4 円 ～

s 円 であつから, 米 乃 反 収 2
后 と して, 反当ﾡ収入 は ノ o 円

ャ7表 六ﾡ作付面ﾡの移

年 ﾡ 作付画ﾡ

明月 治20 年
3o
35
&o 

大正元年

$
/ ○ 

昭和元年

s
/ o
ノS
2 s

(や) 9o.o 
フ?

62.2
62.0
42o
4夂ク

ラ3テ
4ア' 3
4ラo 
e/o 
/,7

前後, 大ﾡ/$〜ジ。 円となる。「田でてきるもののうち て麻 

トに金になろものはなかつた- といわh ているように, =の地方の 

ﾡ 業矢件 からすれ ぼ 恐らく これ 以上 すぐれた 作物 は なかっ たで あ 

ろ っ。

• 〔ﾡﾡフ 明治中期頃からの大麻の衰に代てﾡ系か盛2なつ 

て< る。 治の末契から 町自体が共励にの ウし, ﾡ家も本格的に 

取組み。始めね. 大正?年の加計町事 務報 きは卜本町ノ 副葉ノ 主ル

モノ ハ番ニシテ年々雌サシ目下生産高郡内ﾡノ位ヲ占ムルニ至レ 

り益々ニレカ 発ほセシムルコ トニ全カラ注ギツツァリュ とべ, こ 

の頃からっ及示の最整期を迎えた。当時 ﾡ看組合に昼するものは 

4 S。户(金居 家の 45%) ノ 系園4○町歩 あ収量も/万メに8 
んだ。部ロに入つてからの序ﾡなる不況ﾡてﾡ価はﾡ落したが, まだ

相 対的う に有利てあつたためﾡﾡは統けられるく ヤ別表)。ところか 
ノ

昭和ヶ年の大恐はﾡ価の 大ﾡﾡをもたらし 表香は急定なま退そ 

始のた。 さらにﾡ2次大戦は ﾡﾡをﾡ会に打ち のめして しまつたが 

現在町当 局は「当地区はﾡ系のﾡ地てあり, 反当収入が他の作物ま

「夕いとして, 27年以ﾡ米ﾡ復計画をﾡしている。

ミのほか達草 ﾡ業

の栽培を明治期には若 

干みられる が, それ以

才8表ﾡ番の変せん 旧加計町

年 戻
塗 ﾡ 戸 数

収減番
春 蚕

降なくなつている。ま 

た系 ( 明治期 の 作村 面 

ﾡ的 20町サ, 戦後3 
〜 4• 町 程彦 > ノ ﾡ弱 

( 甲9以ﾡ鷲増 戦後

ﾡ治/9年

2
28
32

戸

8 
3s 
s?

F ズ

すく なく なる) など も
37 $ //«

ﾡ 料町 を利用した換合
42 /os 43

作物てあつた。
大正2 /oす s4 ク2se

以上を #健-氏の 片
7 ノ+2 / 78 343/

渝(米0)を引用しな
/2 2/ラ 22 sce/

がら要約しよつ。林氏
昭和さ 3ク シ?8 ②37テ

は山# で営ま れる脳 茶
s"$ 7 /s?

のﾡ票をあ特地ﾡ英,
3 203 2/8 3 4o

市場止隔地選茶, 小 規
/e /74 /7& 3 082

ﾡﾡ地ﾡ業てあると現 L 25 /a 2s /ラs
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定し のゥに生べておっれる。

「オすか ﾡ山林の主ﾡ産式 と して ﾡ展しなかった 請においては. 

生 針 か:奥/ 弭 る にほ, ﾡせてぼ そのﾡ殊の立地を利用して平ﾡ地 

方て ﾡﾡ しﾡいﾡﾡな堺金=ﾡを入する とともに, 耕地メトのエ 

地を次な形てﾡだ的に利由才ると要かあつた」 したかつてささ 

ま s ﾡ用作物か入 さ る の < 5 る が, 「こ れ し の 用用作 物 は山 村 

のﾡ岳的ﾡ物として, 山村ﾡ※を支えたはか こまなく ほ森 

ネ#物を. 茶は"茶を iる, 三性けﾡ紙をﾡじて, 山ボ 住民に 冬期

の雇用を5え, 不T から しﾡﾡと中 IC とし至 ネ社会 をﾡお

デろことバ て さた の てあみ。 な フ て山, オtだ:袋 , でこれら

持産物 ) 動 向 に かかて いたのて あるっ し かハ し.が 不幸 Iに し て

ム村 のﾡ弊行産の? くは 浜本主表子 のﾡ展、伴 い. J• 芸製 

との筋争 外国ﾡ化せ域との生存院争の結票衰退のﾡ2 ら む に 至

呂

つ
た。-かく して村業英は「

山,対#ﾡの解体と行し て皮

自給的炭 *

シLてす =

にし ムおのﾡは 「-

な う な かたのてある -

務 氏 ハ 師 t を京ずけ る 以 ?卜 の 何 り

いて

票 う な ととに 異 

すてに彦栄て自立.し

り, 法 そるの

たりい農民を歹

飯米代ﾡ」は「キ/に山

ね はな ら なかつ た の て あ

、方 iこ

ここ」

の て も

愁

な 段 が早

数 生 え 出払

7

リ

<

し,

か せ ぎ, 共 卜 (水, 英等の

1夕

二 下 グ な

ズ だ ﾡ

方 こ の 

tt * ;

らっの)「

生雇

地 力

»つ お

足 し

子-」て、補わ

る. また同呂ﾡﾡﾡは江 ナ 期 I2 お い て 若

しい生展 を み, 他 万 ﾡ ハ 妹 鹿 物田也制風纟诵じて 林ﾡ物のﾡ品 止も ん

で,

よ っ

休業賃方への依存を 

な地ﾡだがあるに せよ

あ る 程 可能にしていたのてあ 

, 商品生ﾡﾡﾡのﾡ退に伴い,

る。この

ム村ﾡ字

か なかん林ﾡへ )
カヽ くして登場し て < つ 林

依な を強めさ 

ﾡは何なろ

る をﾡなかつた。

性格をもち そし てﾡ戻と

ロ何株に結び て あ ろ か わ L わ れ Iは ご

て対何なるみ を ﾡ し て た か を9 らか Iつ し な

し 残念白 がら
林ﾡ生ﾡの

画当

務 芝

な 預を く

商 単 に 触れ て

たの, 系的

おさちい とﾡ

な

て 林業がﾡﾡに対し 

けれはもらめ。し か 

記述はてさな い か

う .
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玉 の母元体制が全く無く なっ明 治ネ 期に林ﾡと し て 海乱 

引ものぼ木灰 ( 大麻. 営ﾡのﾡ白剤) てあったか, 甲治 2○年代に 

は下ﾡの荒太の製使販ﾡ, ごらに下つて明治末期にに木ﾡと 鉄造* 

*の多く出るよウになり, 素#が大遥に生逢されるようになるのに 

大正中声以降てあろ。 前 に用 げたヨさ奏 によ っ て用は及び太炭生 

産親をスると, 大な変ﾡはあろか, 昭和ノS年には犬業生達額 

を 凌ﾡ *a に及人 だ. こ らに昭和 2S年にはﾡ雇ﾡの生産ﾡ24$3 

万円にﾡし. #雇物のそハは7夕26万円て的3倍てある。 きた田 

和ノ今年と28年の林産物の内冬を比ﾡすると, 25年は素 

フョ.ラ$2お, 製#/O.483戸(昭和/$年の甲 対生起受/3なs 

石), 木ﾡ。火438ﾡ(/ケ年ノoつ33$味ゝとなつて甲材の 

は坪量 は相当考大し, 越 に 木炭の 生産 事 は茶 って いる.

一方吉林ﾡはとのよっにﾡ戻したてあろっか、 これもﾡ当な浜 

と 欠 く ハ・ 前鉄山英 そ きんて いKﾡ(現左 の所河山 *約/ 3oo 

町ﾡ, っち当町内に/ 53町歩ある . h町ﾡ大のネ地主 )の記 

ﾡては安改$年 ( /8$5 ) に杉引 ○○本をﾡめてﾡ飛したとあり, 

こ れかお そらく この町における育林ﾡの請すてはな いか とﾡえら 

ろ。 Kﾡすその後ム業の末退からﾡ林束にはつさと走向L始め, 

明 治//年 ﾡから 継術的 に ﾡ戒し, ー ラ 吉 野林1 "天を状業る ﾡ保 

し /- リ. 為 をﾡいて回べ・枝技術の這な受けていろ。 大正 

/2 年 に 大阪穴 抹区財山株技手 に 施* 衆 もﾡ成させている.(ﾡ7) 

旧可全体の年同福栽元積をスると, 甲合未期からャ2次大勲ま 

<大休○〜ユと町, 引いときて$○町歩てあつて, Kほ以外 

植 秋 面 承 にミ してみく 高「かったこってある、

次 に在 の状 況をみよ ゥ。新しいﾡ 外は 合 益 の加 計 町が単位とな 

つているクてそれる使う。 す有形ﾡ列, ﾡ層面ﾡそ示すと, 

*ウ表に久るように. 私有林がﾡ倒的に多く93% 国有林,町有 

杯, ラP 落 河 株 は かである。 全休野面ﾡつ>ち針ﾡ掛に34 %, 

広ﾡﾡはと/%を占め, 町当り番積はそ そ <。 3石とノ。 3 

石てあろ。単後 この町でも林面ﾡが増大 した こと は 率 実 であ る
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ガ 9 F「有形能5・ 型列林野玉示 (K22 )

・ 箱 曲 登設画ご。

ゲ, 28～3年のﾡﾡﾡﾡては, 針十ﾡﾡのﾡﾡ面ﾡは公保面稿に 

及んていないく ァ/○表 )。 また//表から浜型の述移をみる 

と,針ﾡ樹は〜.22o〜〜s2g2石, 広楽樹〜22o。 ～ 
今◇○◇o石となているが, この町全体わ 成長 量はそれぞ 

242ecた およがクパcた 7夕 ごあみのら 針ﾡ栃に至つては 生長番の2近く 

か 板採されて いる ことに なる. 統計 数八設ﾡを勘ﾡしても, 本林

ﾡ 数 回有林 町有* 包著有 私有

面 ﾡ 22,03o6 フク2ク3 Q46% 23225 743342
針 ﾡ 尉 224273 2320a osシ2 2S3クと

ﾡ 対 $Q2926 20/95 /4888 454743
交 株 Q228/ o 228/ — 一

m 林 Q25ワ2 — — — c.o892
ゲォ跡せ 一 — --- / o 75

野 ○.2774 cc2?マ — .22222

オ10表 加討町における格お面積

B3 和 2 2 年 昭 2 2 B8
4 ﾡ 画 積 ペ 灰 画 燈 

林

N L ―一甘 N L 計 羽

総 数 57 220 25 &75 /2 2 277 $22

針 ハ 計 み4 220 220 /タ7 コ2 225 4/
赤 松 78 78 /oo

葉 杉 4x 5% s« /2$ /a
桧 22 <7 47 ノ2 s s3 23

神 その // //
広 業 樹 / 2$ 2s 3 フ7ク 277 2
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ﾡﾡか方ﾡ化し つつあることは否めない。

かかる部次の状性が山#農民にとのよ ウな彩響そ与えるがﾡ単に 

ほ言てさない。 ここては形匠林水エンフロイメントの上に 現わ

めた新しいﾡ化をW記するとどめよ う。 きず製決素ﾡについて 

いうと, 製炭示木そのものの通易に加えて, 里ムの所炭林ては戻木 

の要付けそめぐつてパ ル フ. 会社 と の ﾡ合が生 じてさたため, 暴炭ﾡ 

は他村のﾡ山へﾡ行せさるそ得なくなった。 た系の木炭 価裕 

は暗いポﾡ需要の 見通 しを近映して か,交訪のをﾡげてさている.」 

こういっ 事情 はいすれも製ﾡエンフ。ロイメントを不安ミにし か 

つﾡ小せすにほおかないてあろう。 さらに甲材林伏物も付* 

商に煙わ専ﾡ務若の混当するところとなつて, ﾡうのﾡ労ﾡ 

会としては向されつつあるといっ. 極端 な表現を甲いるなら は 一 

方には林 数に依でせ ざ'る を 得ない 農 民がお o, 他うには依存しえな 

く なりつつ ある な 業 加 ある と 寸 るな うは： あまりにも才宙した科当 

をﾡ呈しているといわなけ な らない。 渡民はこそ どの うに 

うI とっているてあろうか。

*ロ西) ・暴

和3の 年 ﾡ3/年 -------- ------ -- -- 1
昭g_和3コ 年

伐採菌痛 お 才 面 ﾡ 战 ﾡ面ﾡ

N L 計 N 上 記 N L 計

20? 30? s/8 ”2 22s ;/& sα2 /3ラ 2/ラ 32 ss/
297

?4
87
42

207
76
87
4o

4

/夕/

/

/ワ

/e

224 
72
s« 
$? 
/3

224
72 
s
s7 
/ラ

/38
/ 

サア 

&み

2/7
/o8

3
se

コ/7
/o8

3
&4

2 3o? 3// / 2 シ/火 3/e / 2 322 マ2
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ャ1;哀 枝 採* の 花 ﾡ 率 た

一熒 計
今t事が」

交

B8和 2み年 543-o <480o 7 $20
2 ? 55200 ◇1夕$0 "2. 72
3 o ン イ ceo 4735o
3 / ～672
3 2 9ろ 220 ,,ソ ; s22cc

火の/ノヌ加計のあろ声*う に.ク /$9/2月 

ノ2日付) に # ロ 文 さ ノゴ てある。

' m 計ﾡの作 i 力は/ ﾡ今4り甲地 翻：・ ぷとァール の 零 相ヨ 

・ 現様 てあウま : ﾡ →てﾡ事そせの にほ - ラクそ済を 空 神 T 
ろ o が 困芳なナたの, 剛外以ヌ入にﾡ弓されいます。 このﾡ外収入 

たるや和下並傷のよっな同定的ぎ外 ヌ入 て円 な<, ﾡめて F ほ 定 

な収入て年同収入計画もた s ない行ミ つさはっ r り の 現状 てあ o 
ラ +

れ に か か、ず六天ﾡヲ年の「ﾡa 卵部上げ式」とべると 「号究- 

が「行きあた ) ばつ ミり→ の「不安定七収入-という 現代 的表現と 

はなっていても, 全 か ら受7る感じにあまり にし 詳似 している。 

江ア末ﾡから現左き で, =の うなﾡにもはげ しいﾡ史の波は否 

海く等せてさたてあろう。 ﾡ民の生活の上にもさまS まな表化 

が起っに違いない。 にかし, 山本農ﾡをめくるさまさまな同ﾡは 

如ﾡにその「因るところ深く且つ遠いものてあるか」を知るのて あ 

る・ さらに この 段 ﾡ着 はﾡけていっ。 「木炭ﾡ甲は化学燃料にﾡ倒 

され 累毛の-金をたどり→ この地おて期待のかけられるのは「用 

材とし ての木研ﾡ茶のス- てあるが こも相当登切り っく こて 

いる・ ー方生活荷は手と共夫に※大し「二のま3の状悠ては年々因難 

のたそ死えるのみてある U と.

(注«) ﾡ見談三ﾡ「ﾡﾡ人口の田定性」 百本そ済と嵐 ボ.上老

ﾡ3章.

(注 6) 日本尽業充足契(4) 「広島景漠英式 37ﾡ
(ﾡ4ゝ 本ﾡ一稿, 「u村における接ﾡと林米→日本林業のﾡ 

と秩方, ャs幸.

(注7) K家の鉄そ送の束をﾡらかにしないと. それに件 

>山林つ挙預 →本書そ営への示向といっそ発が理解てきな 

い。 この口ﾡ官休きわめて共味あろテーマてあるが 詳ﾡは 

下記のをﾡ告 を象照さない。

○ 広さﾡ農ﾡ部「ﾡ林型設計語にﾡするﾡ査 一広島景山 

ﾡﾡ方河内町 - 」 (記和27)
ニの調査報告には広島大 学のﾡ田五部氏や向井武節氏っ 

のすくれたﾡ実的ﾡﾡ が合 れている.

○ 株 *金岡速ﾡﾡを報吉 (2o)—- 広島黒1界取m計町アﾡ 

四 町 —— (田和3○ﾡ)
以上のタ注はお点ﾡかこ面する同題を は左 夫的なﾡ理のなかて 

ﾡし, 林*との際ﾡをかかるﾡﾡにおいてﾡﾡし」っとﾡみたも 

のてある。

ﾡの甲売制ﾡを通じて, 広託な商品ﾡ済の»通 林英エンプ・ロイ 

/ ン トの成立 —— ﾡ属がしたらさ, それか自給自足月*を営くて 

い山村だ民をどのように変えていつたかる われわれはﾡ単にﾡ 

ﾡした。 ここにおいて, この町か村としてのるﾡわにし同 

昨に いわゅる山村向ﾡなる ものをﾡ命的にぜ負っことになったのて 

ある。 株業に依存した紫ﾡだ民を多牧生み出すとともに, 農みナ* 

の大, ﾡ作ﾡﾡ のいちじるしい最細化がもたらされた。ところか 

林ﾡエンフ。ロイメン ト の成立 は 林葉 自 •体 の近代的発展 に よった もの 

ではなく 軒前友 とい う 形 で 充 展 したため に,新体ﾡの表 微師体 

ととももろくしﾡ解しなけ はな らなかつな. かかるﾡ業ﾡ会の 

ﾡ矢に際して, 賞生電達蛍のあﾡな山村意民はさわめて不突定な 

ﾡ相を受呈するのてあろ。階 扇 分と は救化 し,王地 内ﾡ のﾡキは年 

展する。 現左 み る不安定なﾡ細ﾡ戸は こゝし た品ﾡてﾡ会さ た と 

きわねは-ならぬ,ﾡ*を失一たﾡﾡのある右は誰村してく。そし
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てﾡ送 -た長ﾡほ ﾡ今作 物を作 り, 同に 6B小 し た非ﾡ茶師エ ン 7。 

ロィ メ ン ト にﾡりながらキ>じて生若とええていたとﾡわれる。

そみ夜, 百巨作ﾡ英はﾡ文表塁し, 他方明治微ﾡから大正にかけ 

てわが国育本主義そ 済のﾡ展に伴っ ﾡ系エ>フロィメント が成立し 

多くノ以民は 二にﾡ労して行く。 勿始休賞以外の工> フロ I メ ン 

卜も力大し, 大 正時代 に炭与ア救がﾡルするのはこれに起因すると 

こみ多いてあろう。

才2次大Wが ず*主産に全に自絶虐にﾡし, 共災への存 

度をヌ的に強めた。しかし, 累近新炭帝平の式少, 山林新果の方 

ﾡに 伐出 凝 本の 止 ねな と•によ って, 林ﾡエ>フ。ロイメント ぬ 小

し っとしている。 かくしてム村ﾡ客の同ﾡはきわめてシビや一に 

現れろ ことに なつ 尼。わnれほエス下において当町の/ 歩ﾡをと 

り, 個々 のﾡ察がかかる同向ﾡにﾡ面してどの っ に対ﾡしよ っとし 

ているかをみるてあろう。 そして林*一巣家か林業そ営を営む場 

とL ての林算とﾡﾡの場としての林英 - 思ほとごのようにﾡび 

つさ, ま-農家に対してどのよっな役ﾡを票していろかﾡ条したい 

と悪う。 工では調査集ﾡの概況とﾡ家のﾡ む 炭業生雇へ 突 熊 を 期 

らかこ し, Iでは山村ﾡ家の就業形ﾡについてべる-

ロ ﾡﾡﾡ生産の実ﾡ

1 網査果の凝元

われわれ の 開 花 爆 客 で ある 川登 部 若 は 加計 の 时 衡 光 から 丁川 ( 太 

日WI支ﾡ) に恐って約4Kさかのほつたところにある- 大正の中

, 加計から製平に賃Iるﾡかてき上り. この部落を貫通するこ 

とになつた。漂ﾡがてきる以前ば馬々人向のﾡを利用したり, また 

停 大八 車 に 炭 などをﾡんて加計まてﾡ D に公 ていたというへ

川盗部系は丁をﾡにしてV型に切れみ l に い 部分介が細 

長いﾡ田として利ﾡされ, ﾡ斜メ, 山林がムﾡにそって続く。 部ﾡ

の縦ナ数$とア うらﾡ家4ふア 非ﾡふナてあみ。 このア歌は 

ﾡ治ﾡからあま り支っていないらっしい- 勿論 転入"転はあった 

かﾡらが動くということはそんなになかったよ うてある。 これと対 

ﾡ的なの は ﾡの 和ﾡ足部逐である。 和ﾡ尾の継ナ教は岬治期に20 
户 近く あっ たが., A次大戦ﾡねには8アになり. 現ﾡは$月にﾡ 

している。 古ﾡの話では, 郡ﾡ足は交近の便が意く仕ﾡに行くに 

も加に法るにも一旦後まてﾡなけれ はな らす. そのためにて 

行ったとい う。 行くﾡは町内にとどつた看もあ つたが茂島 な どc
ていつTものも多かつよってある. 前新<ﾡ若したように長* 

で自できなく なつ7ム村貴氏はﾡﾡに活張をまのるのであるが, 

業桜会にだまれていな けれ ばそ こにﾡ倉 しているこ ヒは不可ﾡと 

なる で•あ ろ う。 和ﾡ思と川致の場合にはこれが交型立光の差として 

奨わ, ーカは承号ナ攻のボ 他はﾡﾡをﾡﾡしたとﾡ爆さる 

部落の諾面ﾡは約200町サ, ﾡ地/6、3町(水田ふ7町, 畑 

74町)残りは大部分林野である。 林野の>ち広茶 掛が 7割 針素 

樹が3制で 地部落の着か内ﾡする山林は面積てﾡ3てある、部 

落民の話によると, 炭向ﾡからの前借りが返せなくなつて流れたも 

のが夕く, 他部落のものか片有する山には「ス ギがよ < っている 

山が多いとのことてある。

この小論の/ つの主題は ャノ章てべた村翌済の表ﾡに対し 

て, 側別のﾡ条はどのよっな対たの仕方をしているか, そを名ボ 

条のﾡ業形熊から考索し 山村米ﾡと林業とのﾡびつきをみよゝと 

することてある。 後にもﾡれるが, ﾡ家のﾡ挙形徳をま夫ﾡする主ﾡ 

的案件は※永のﾡむﾡ林業生権の如何と家ﾡボ成にあ るとﾡえる。 

かか る 観点か ら書業生ﾡと林業生起の矢ﾡをそ 営ﾡ層 別 にﾡ福す る。 

ﾡﾡ生産てはそ 営耕地 階層 別 に み, 林業生権にあつては 委営野商 

層別にみる。 非常に不ﾡ一のよ うではあ るか ここては 濃林ﾡ生産 

の階層的性格をつかむことに主腰をおミ こに 対業類規型を加え た 

最終 的な統一はI以降 の課理でおある.

2 炭ﾡ生ﾡの索ﾡ
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ニクﾡ客の慮業 生産 の花務は前存りそれとﾡんご同じﾡさ とた 

フていろ。 ここても大ﾡ・茶・こんにやく等の精用が作れなくセ 

り, 古い 施家へ 行くと, かつてほてあつたところにスキャヒノ キを 

花えていることか多い。 現圧地となっているところも ひ ど い ﾡ 

斜畑で おまり に年 «西や発の 被密 そ受けているありさ ま こ みる

*1ら浜 4 と y と 4 さ 地 の保有状 況

A(s9以上) 三(..:ヨ) C(aネ*) Dei初〕 ___ 出____

②5反〜 ノ町

*、

7 白3 方 2
③3スへ5夕 ク / e

1
/

②3スえ満 2 / 月
/ / / 23

計 夕 / * / s // ン

みル引ナ 

当り ﾡ地配羽
・ / ・F,s ア

2 /

16表 王 ﾡ ﾡ 地 の 号 指 状 泥 と 鏡

層 ______ 入

田 田 ___
P 最户 牧 面 須 户 数 回 ﾡ 月 数 画 ﾡ

C $ 夕〜/ 町
戸 

/ $ 戸3
乏

/ /
戸 天7 合

シ, 

S
③ 3ふ〜$反 2 22 2 Q7 /
③ 3友未ﾡ 3 a4 / Q

計 3 フ7 &o 火

改役の耕地務E
農改臻における耕地の減少 寝 改似におけ る 耕地のﾡ大

田 田 田

シ 数 画 頑 数 画ﾡ 画 ﾡ ナ 数 回 種

/夕

o ・

戸
イ

2

/

示 
.7

ハ

o

产
/

・

/ Q2

フ

/

反
O

戸 

/

反"
6

っ 7 63 2 ae s 2.4 / a6

オ17ﾡ ﾡ 地 所 有 ﾡ の 移 割 状 テ 昭

不新作 〜ノス ノ〜2ス 2～3及 3～4
雄 ﾡ 側 36 s.s ノ・2 /み3
ﾡ 受 例1 — 2? ノ34 / ラ

和30～ 322年の全休の画積を/20 ヒ寸る。(%)

K〜さ反 $～クほ 7 ～。 反 /2及～ 計

ノy1
/ フ$

2○7 
2ラ/

/2ラ

久/

2、/

2、2
7 面 積 

卜25町7友 
ノ (/00%%)

く 治 んどの 

なくなり現 

面k 田は呑

とぼきて 

も川の流 

い すれもホ 

不足, 用*

このようて傾の利甲としては系のﾡﾡか比較的し 

つてあろう。 失この部落ても大正末期から昭ﾡにかけ 

脚か求ﾡを行なって いた。 ところが*2次大戦な会く 

左故アが役活さとているにすさな い。地かボy した反
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たしのの/

〒ﾡ加している。 大正初用にﾡの神町をﾡて甲水ﾡを引きの一部

と不田にすることができたからってある・ しかし 増えた 

も劇味/ア当リの水田面事は2反歩に蒼たす, その水田 

にそ った 幣 状 の 柵 田 や/ ﾡにもﾡたないちいさ な田て, 

い石ﾡをﾡにﾡり合つてでさたものである。 日照ﾡ商の

通ﾡ 支い耕士などがわざわいして 万は低く かつ不定にな 

りゃすい。 下旧別加査表のサ計を基述にしながら, この部落におけ 

る鬟集生理の実旅を明らかにしよう.

の) 経営ﾡ地

ャノ$表から知らるよっ!に, 登区新ミﾡ未浩のﾡ なが的 半
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やとさめ, /町ジ上を至ﾡする戻ほは存さしない- /戸当にす 

ると 死計るの内と認甲しく. ふ$反とする。整附改単による彩 

電はﾡ したﾡネ2ナ(巨と3反, ﾡ○.2反), 何枚を 受けたﾡ条 

&ナ(田ふ$及, 畑日つヨ反>こあつてさわめて小 視ﾡ なものてあつ 

た。ﾡ改後のﾡ地の道式と型左のﾡ地の管信ﾡ係をみると (*/e 
まゝ / $反〜ノ町ﾡてﾡ付ないしﾡ少というのかや多くなつて 

いる。 この局の中ても上届になる程分けて々つたり新しく 年付けた . 

りしてﾡ地をﾡ少させる爆向か強い。 上層斐字ては 耕 増大への彦 

ﾡがあ まりないものと思われる。 計町全体の 有わ の ・.さ をみて 

もこのことがはつ き りと現れている.

河計町におウる前キﾡの移動は件枚面飛ともﾡ加してさていろが 

それを 該表と該受に分け てﾡア別の面柄判合をみると * / 7表の* 

くてある。 3ス未ﾡと7反上のﾡせﾡﾡした面ﾡのﾡか多く 3 
ヘフ反て はﾡ受したﾡﾡのケか多い。いわゅる中業ﾡﾡルのﾡか 

みられるが ﾡ作限界がいちしるしくﾡく この地ﾡのﾡ*矢件か 

切何に方ﾡてある か知 られるてあろう。 た加計町の農ほて/町 

以上をﾡ作するﾡﾡはﾡか2%にすきないという有気もこのこ と を 

ﾡすけている。

*) 耕地移ﾡの件数と面積。

深い。

昭和32 74 件 今町つ及

s / ノ27件

3 2 ノ38件 // ・ ノ・

計 32/件 2チ。 フ。

ﾡ 地務訪がﾡ繁に なりっつ あるというﾡﾡは さわめて以味

(2) ﾡず全宮組教

新地利用からみると川登師客ノ全耕のうち キ ば強 が水田と なつ 

ている。 新作規ﾡ別の水田ﾡは② (s反ゝ上) - 44、3%, ③( 
3一$及) 423%,③(3以下) —— ノク.クとなつてよﾡﾡ 

水田字は 高くなり, ③ 階届 23ナのうち水田をもたないﾡ字は ノ
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戸にユする。 き 通 <れた ﾡﾡ芝ﾡにあつ こに水田のもつ意味は 

大さいとﾡえられる。 というのは. 水稲作か自家労物の再主ﾡヒ 

ﾡびついて良家の基盤を冬定さ せる目を果すからである。(装め 

しかるに, こ の部 の 場合下 沼東坂理 ― 屈対的に ほ 勿除 —— * 

田孝か低い といっことは, 生ﾡ基社 こますま す不安定なしのにし 

ているといえるてあろう.

作物別 の作付面積比を加計的全体に ついて理定する と*/8ま 

の うになる・ 調査失落についてはﾡ急ながらﾡ料をﾡることか 

てきなかった。 しかし, 町金法の資料 からある程麼渡栗すること 

はてさるであろう。下 の作物 奏 ほ 上/版 てべ た賞ﾡ生産の次ﾡ 

と合せて院むとその到点そ示すものとして共味深い。 目につく 

点そあげる と, 木臣の 裏作利 用 があ ま り行われていないといっこ 

とがますあげられる. るﾡの5家系件も=モ作を防げる/つの要

*18表 作物別作付面項 加計町 昭和32年

水田(%)

Mス向 大友 小 馬賢磨 なたね 大 ﾡ 小 S. 資年4 計 利用率

1724 — Q2 S.z o/ 3 2o o.6 /ooo く24

大友 小ﾡ せ 商 馬齢著 なたね 大京 大 ・ 小豆 あ わ

37 &. 22よ 2s 2.4 3/ &/ /oS 2./
さ ひ• とうもろこし そ は いんげん もろこし

c4 2ラ 42 24 ス38
因にはいないが 以に相当作付られていたのてあつて枚的 

に不可能といっわけてはない。この 点についてはすてにﾡれた。 

畑作では 商ﾡ作物か殆んと黒く なって, 大京か催かに残つ ている 

程ﾡてある(尚 表には出ていない が系 園 か 2o 町歩 ---- の

/ - ある)。麦 類,大 •小豆 ノ 封か大*を占め, さ まさ 演 

な雑穀頬も 未だお当 売つている.
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川l 基部落の家高飼送 状ﾡ はャ/7長に示されていろへ 一番事要な 

泳をである和〒はﾡとしてるててありﾡﾡてあると同ﾡに取り 

し行われる- 3反以上のﾡ2テナのゝち23アまて和中か入つ 

ていろ が, 他う3反未遠のﾡﾡてはめたつてすくなくる。 その 

他 の 永 都はる 階層 に ら ら は D, ﾡﾡを行っているﾡをは②階届 

に ダ ア, ③Tアに ファみら れる。

ヤ19表 み飼永炭多と ﾡ浜飼吉 ﾡ

?ア* 和 キ 竿
送 五 |

②5反～/ 町

②3皮ヘタ反

③3反ネﾡ

戸
/ ユ

ノ3
23

ア//
2
2

戸

/

2

- 二 コみ 2 6 --2
(ッ) 生産手段の茨黒

主な農茶救わのﾡ願状況は* 2o 姿 にみる つに, 階層にさ る 

差かかなりはつき ワ とﾡれている。 ②ﾡ層 ては ﾡﾡﾡを始め ﾡ製 

城, ﾡ招み, 房ﾡをかなりの巣 家かﾡ [< い るか, ②噛届 

下ては自ﾡ 相 かナ くなく なつて共有か や* ﾡえる. ③ﾡにな 

ると, 自字P有, 共有てあろとを同わナﾡﾡ具をも,つているﾡほ

*20浜 生 ﾡ 手 段 の 装 点

ﾡ英がﾡのf有大況 ( ﾡ、は

ﾡﾡ求 ﾡ% 教 极、 扱 才 松 モ ー

自み所ﾡ 共 有 自 包 共 旬

0 $反〜/町 s / ヲ $ s
②3反～$反 — — 2 8 — 3 /

③3ス未浦 / — — 2 — — —

計 4 / / / /3 6
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が授cにボ少する. また農業税おと牛ﾡの使用状えては②③r届 

にあまりﾡはないが 3反以下のﾡては何ら 松村力々畜 力 を利用 

しない農 ふか大 ¥を占める。こ の届 には裸の手労幼に頼り ながら 

催かの土地るﾡし, 林英項労けや製炭に出て行くﾡ等タい・ 

彼らはまさしく「土地つきのフ。ロレタリアート ( ・Cawtcc 
usムtaua二 )」 (注?) の共型てある。

() 残産物の商品化

階ﾡの*枚にぎると方が米を販たしているがいすし販ﾡﾡ 

は多くない(8万ﾡがﾡあてノ戸. ノ〜3不ﾡか2月. あとは/ 

万円以Tてある). 巻系にる収入をあげているﾡ象はらアてい 

すも /〜3万程度. こくにゃく. ﾡ明による収入はごくわすか 

てある. とさたま牛の収入かあると尽われるが いすれにして 

し当失をの迷家か販ﾡL うるﾡ産物すこれ/けてある。 求ﾡを除 

いて. 自家※昇をした余列称分ースび自う消告 を切 りつめ 

たﾡ分(?) 一一 か 西 品,化 ざれて いる Iこす ぎ'す”, 積ﾡ的な声ﾡ生産 

、の向はしは"見られない (ャ2 ノ表)- ャコ2表から 加ﾡ計町 

に おけ るﾡ産物の 生ﾡ額京成 と 宮ら消ﾡ字をみると自給生産へ 

格の明ﾡに 出ている。 そﾡ寒として の願亮版撮庆比 ては米 が

・3%をちめてﾡもうく. ﾡ9日 20%, 和ノノ%, 特用作物s

と岐用状

五 a &象数)___ 便 F m ﾡ う 牧 牛馬新をした宣象改
? _ 飛 動 ポ 襄 ﾡ 

た 熬
表い行 

秀容12
英 自 共 わ 資

く - 4 /2 ノ/ // ノ2
/ 3 / 2 ヲ // /a

— 一 / < 9 ラ

ふ 4 火 3 3s 2ぷ 5. i



-3G —
%というのかこれにたく。 しかし妖後の2ﾡは それそ れ 生産 全 

はの2%強を占のるにすざさない。 このﾡの ﾡﾡ長 条部 お ?ノ%( 

全国子4み、%) /ア当リ銅遂故はノ○、/ﾡ(合回子内/4? 
) て決してﾡくはないか ﾡ額の上てはﾡ卵か2○%も占か, 

如何に海ﾡとされうる民作あがすく さいかを雄ﾡ弁に物語つていろ. 

晃方をかえ れは 羽迫販売の一 ﾡを示、して (、るとうえるてあ ろう。

ア21表 ﾡﾡ物をﾡ引しうるﾡ字と受配送う

0 (今反〜ノ町) ②(3反〜る) ②(シ反まﾡ)

水 格
ラ 

合
戸 

/
ア

こ / 2
三 ゆ 夕 2
a 9 2 / 

.--
/

ﾡﾡ以上の及差物を 

販亮しているﾡう ヲ 伙 3
受 記 残 舞 / と 22

飛にア2/スにもうノ ﾡたちかえつてﾡ配戻 ﾡの状え をスよ 

ゥ。 この部ﾡにはﾡ米すら確保てきでいﾡﾡかどﾡ証くもある。 

あ赤の人数*水田面ﾡによって相当のﾡはあろゝが 大体そ営ﾡ 

地5ス以上のﾡ条はどうにか主食の自給が可能てあり, 3反未若 

て に殆人と自 給合がて・さ ない. 3-$ぷの眉ては 自給可能な渋*と不 

可能で炭な かや 半表すつ になつて いる.

() ﾡす労物

ほ族教とﾡ※従事者なとを 店層別!にみる. 百ﾡ と も星営ﾡが 

普大すろと多く なるﾡ向がみられる。 このことは加計町会はのﾡ 

料 か っ も 明確 にﾡすけられる。 米ﾡノナ当りの平表赤数は〜? 

人, 長業だ事着表2よ人となって, ﾡ平均のよ3人及ひ2、人 

にへると, 前呑かすくなく後ﾡか多くなつている。 こは若い 

労の人□か他出していることと. 抹読 労功 を 果 棄 とする 凌 業起 

君が多いことに由因するものと更ゝ。ﾡ芝ﾡﾡが少てあるに 

しかかわ ら す遂 *従再呑が多いということは, フルァィムの従事 

若がすくないか 巻しく非能率な労仲桜入が行われているかのい

オ22表 ﾡ産物の主産親と販売

注 ﾡわ生産ﾡバ入ていない。

* 表 類 雑 殿 特用作物 亜 ※ 県 ﾡ 夢座加工

生 産額ﾡ成も $/ / 82 47 っ.3 s.3 us
自家消食字 82? 922 980 28/ 9a6 S2? 883
販売額ﾡ炭 32,9 久ク as ふo ラ & 2?

額 (%)

L 和 4 め人羊 山 ¥ 取 828日 計
22 os ノノ Q2 6 — /2Q0

/ワ2 o 4&7 s5/ — $S

&/ /o8 Q$ 25 ノ?フ o2 /oo2

/戸当 I)の家ﾡ必とﾡ茶

3 反 末ﾡ 3～5反 < 友 ～0反 /○浜ヘタ

家ﾡ女 久3 人
22

〜、0^
24

ろ3 ス

32
ズ

カロ ।

ﾡ 1、残集•衽爭者敕

4、a
22

〜.?

28
s, 7
ふ 3 ふ

ﾡ 笠

平 均 票平

ムク3 ^ 人

248
2,8ヲ $3
242 23
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すれ 力 を意味すろてあろう. 非ﾡ辛的な 一 ﾡちﾡ平生ﾡ性が2 
にいよ うな - . 仲力桜入が行われている かも知れ な い が 労 力 

生屋性を さわめて怎く するよ うな件にな つている ことは魂かで 

ある。ﾡ地系件はその英型的なものてあろっ。 ャノロは川ﾡ部客 

のノﾡ家をとっておﾡの記受を示したものておる. ﾡ地ﾡ面ﾡは 

6反. 永田辞/謳く 比較的 思 きれた応家 で ある か そのﾡ地ほ4 
つのHルZ分れ, いし自宅から相きの距ﾡにあろ。 とくに上

才1図 経営耕地の配置 (面ﾡのﾡに 畝)

□ 水 田

時 商 

郎 の

く不

(宅かう3ク分)

ヨ ギ

2、/5 ハ2ダ

400
レ 
ン 
ケ" (ネﾡーゼﾡーネま)

(裸為一5学ル.e
らの水田は日R\2 
の不足とﾡ*不)06- 
ためニモは イクサ.
可 注

深

3o

代'

/07

-39-

・-0/2 i- ○/s- o/ 2./9
7072.253.

200
レンケ")

2,
ノノウ(き代>

水 
稲

■ — y
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方の一団地は息な山堂そ金ってヨ○分かかるところにあって. 海 

地の約半 分がこ こにﾡ字している。 このよっ 12分敵 していること 

に加えて, 日ヨ/枚当の 面積か 省し<となつていることに 

注ﾡこれたい。 しかも, *田のヨ合には高い万ﾡが案かた 、畑 セ 

のんとはﾡ端な頃てあ かいるﾡ芝系件2よて ィ 

能字にﾡしくのらハれているとﾡっ. の殊なだず条片にっ 

いては要に多く のこ とがべらるけはならないか ここてに

料活ア式に岡して味ある点を ノ ・ 2店し <お〜 .

傾 足そ新す際はあ土のﾡ下 

なけれはならない. えのﾡ培を 例j 
し、瓦ﾡなF2/2〜/ お き 

ろﾡエをラナとの, 作 大をすると 

わ 乙 傾斜 にそつてけ, 才2回に 

上の段か っ か かん て作革 す 

ろのしﾡ工 を上方へﾡ認 さ 

せろためてある。 たﾡ

へ は後浜肥や落ﾡが入 

っれてい といゥ. 表土が残 

く, 土 下にすれるから て 

ある。 したがフて尋ら化学 

肥外に依存する」りほかは 

ない。 巻分の流亡がはけし 

いのに加えて, 市城愛肥料 

か全 く入 らないとす

を残けるこのﾡ味ﾡを払わ 

にと。 ますﾡの向に対 

につけっ。 こ か 添Tしてく 

さの足 ﾡ を株ナみ・次にﾡのう 

みるよう)キ％•こ•作英を進める

ォ2回

※のﾡﾡ化は系ﾡするてあうウ。 こうい事情を方えれ は 

過地 か戒し っつある といっ夫もﾡ首される。 m時に=の こ と 

は, そ営新地の拡大 → ﾡﾡ所得のﾡ加 → ﾡ数炭ほの受とい 

>ﾡ程を 因 に し 自給遺ﾡにﾡﾡさせたノつのﾡ因でしある。

ﾡﾡ生産のウエィトか低くなつて, 無 領 の ウェイト がﾡ すと 

減*生たぼ当然方弱なゅィカにゆねられてゅく。(注/2)次の表

社 して, 是に 年別, 

野女別のﾡ成比を示

したものである・ S- 
反 ～ /町のﾡ層ては 

ェ手男す の労ﾡかか

な多 いが 登営画

がくなる硬, 走

人 やﾡ人 の 労 f めr ツ 
くなる. 全はとしてス

ﾡﾡ労ﾡのﾡ成

ると年男子の労仲は約 んにす さす, 走

2 / オ上 40才未造

男 女 女

②( -/2) 
③(;- sx) 
③(～3ぶ)

% /20
249
/86

% /o.9
ノ2$
//ク

る 
ジスな

2
/2/

%

$22
s3.2

平 均 /夕$ /2.4 28 3ダ

へ及ひ好人の労位か大半を占める。いすれにせ, 方ﾡ守ﾡﾡ条 

件に 5ﾡび労仲力そ加えなから, 農ずは営まれるのてある.

(主s) 金ﾡ群「ﾡ作を営の及同ﾡ地-余照. 氏はわが回 

上ﾡ受のﾡさ2自ﾡ物力の武 産が 完会なう之にまﾡ生 

点そ 基礎る 受いているからだと説ﾡされる-

及索の営む# す生達であっても均べ同じことがえろ* 

う に 思 っ .

ﾡ旧-ﾡ「ﾡ(注ワ>

内 阪 編「世系至済と日

(主/。 ) 休健一宿「 

研ﾡ報告, H, I/号 

か フられ る。

■人口 の今日 と明日一有沢, 野

本そ済- ス.

#地 峯の椎唯 とその訪向- 遂常校ﾡ

(和223月) にも 鬲棲 の指筋

5 林茶生ﾡの実態

このﾡては当ﾡ逐のﾡ家かどのように官ﾡグ林野をﾡﾡし, 木 定 

生産 ( ホ林英)をきんているかをみる。

(/) 林野所ﾡの状ﾡ

*/表から 林野有 の 状をみ ると. #地の所有と 教約子 

行している・ 林野Tﾡ ラのノナ当耕地司ﾡによつても, A(s町 

以上) $フ7反 B(/〜ケ町)な/夕 c(/町以下)ふ、2反
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p(非ﾡ) /○反となって, 面ﾡの相区々係は明既に出ている。

A 階層 の なかで 目. $0町余を石するﾡ字クノナ, ノ◇〜/5町 

が2ナあり, 残りの6戸はノ○町以下てある- 本野をﾡしない戻 

*に ノバ デ 全麦多の約に当る が, ﾡ地面ﾡか らっするとこら 

の涙条ほ例外なく3反以下のﾡ盾にﾡしている。 このよっ12, 林野 

ﾡ務い約80%は←の長象によって所有これる反面 一方のﾡに 

非有のﾡ家か 多数みらるとい うこと は活層分化が あるﾡ及ﾡん 

でいることを示すむのてあろっ。 従末のム村そネ索 ﾡﾡ社和もをて ② 

「村にあ ○ながら込をもたない送 字 が切何に 多いかそ示 して い 

る. 込村にあおいてこのよ うな現彩のあらわれる原因 は 何て•あろ うう、。 

大方ﾡ氏は西亦業の実ﾡ調査る個 して, ・ 村にまける 林米労仲 

の大千はﾡ用ラであるといつ事央→を指磁され, このことは「- 

面本*がﾡ英 り有利なこ とを示す及面において ム林有の 午中 

とを促し, その結乗山村において然的 に階級分とが濃村 にﾡべ て 

苫しくﾡﾡに現れることを示す- (注// ) と去わる。 川地方 

の*く 言ﾡ妹業が進戻している帯ては, 林業の資本主験的殊及の 

なか に 修届 分化 の主体的契米を見込ことができるかも知ない ・ 

しかし わわれのﾡ査せﾡにおいては林詳賃労わの大部うは製ﾡ 

てあり, それに 次いで 代 出 関 係 の 労 例 で ある。後にも 述べ るように 

ﾡ成ﾡﾡに戻霊したﾡ労は ごく わすかてある- かかる革 情 からす 

れは育成林業の冬影が山林所有の生中ヒ そのﾡﾡと し ての店ﾡへ 

化をﾡ起したと いク説所ぼﾡモのよ うにだわろ. ﾡかにこの地滅 

c もﾡ盾分化の 契ﾡとなったのは近中ﾡから後期にかけ ての林ﾡ 

エンフ・ロ メ ントの成立であった-:ﾡだ, ここで注ﾡしなけれはな 

らないのは は業がﾡ本王ﾡ的発殿 をげ 一方のﾡ に代的な林業 

賃考仲ﾡを生み したというこ とてはないのてふる。ﾡ政ﾡ代の林 

繁さ せいせい 資源利国 にと とまり, 有成林としてﾡ及しなかつた 

=め, 林サエ>ロイメ ントし 当続 的て不安定なしのてあ った と 

雇う。 たから こそ. #業偏労仲はﾡ民にとって「足 し飯米べタ→ か 

tちの性格L かも ら 得丁かつ たのである。そ し てかかる不央ﾡな林
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*エ> スロィ メン H に依存し なけれはならなかつァ。のは, なかくす 

く農業生産番後のﾡい下アﾡ民てあったから, 派天ﾡBが到まする 

と, 彼らはﾡちにそﾡ的なﾡﾡをまたし, 所ﾡ林野やヤﾡ地を離し 

たと悪りれる。ﾡ野を集稿した上層ﾡﾡ"ﾡ人もﾡ成林※を営かと 

い つ ので はケく, 大 都うは #木の祝取のみ を行> 一単なる地主」と 

い ゥ 性格が強かっ たて•あろう。彼ら か、蘭成女 薫に 定 向し めるのは 

木材が安定的な市ﾡをもつようになってからてあるか, それても音 

林ﾡ仲為を生み出す理の力すなかった。ﾡ業ほめが系取妹業 

みに依存する唄り ﾡﾡの消ﾡ→ ェ>フ・ロイメ ントの総人はﾡけら 

近 ない。 かくしてこの地滅て「山をも たで い 澳氏」が析■出 さ れる指ﾡ 

ばﾡﾡ生産達堂のﾡ さ は東エンフ•ロイ メ ントの不安定性一 ﾡじ 

てい え は思家差済のも ろこに起因ナ るとﾡえる。

⑵株東圣営の状況

ま*23表によつて林ﾡの誉ﾡをみよっ。 集客全失としては針 

来ﾡ林甲33%, そのうちめ半分は/○年生く下の4令てある。 

林野ﾡ有規ﾡによ る応層送そスると, 針ﾡ樹失 字ではそ れ程はな 

いが, M相規ﾡが小さくなるにつれて幼令役 ( /○年生以下 ) の・1 
合 か•* くもーウ, 利甲可能令級(20年生※上) がす くなくなる。ﾡ 

ﾡ林の幼令級( 年生メ下) と 利用可能今飯 (/$年生上 と 

の同にはこ ゥいった階層ﾡがそれﾡﾡﾡ てぼない.

通去5年向の植ﾡ及び 市 向 け 深 の状況ばネ2火 表と*2$ﾡ 
に示す・ 株野を所有する夏ﾡの大半が植数を行い, ノ町ま遠の#野 

を所有する進家 でも 3の農 ほが植費 していることが知られる。瀆 

去5ﾡ向に植栽し平均回ﾡ及び/町当 り の平均植栽面 積は A 階ア 

3/ﾡ( 面積ふ6反), B 階層 23H(ふ○) Cﾡ倉/3回( 

○8反) て, 有林野がﾡとなればなるほど, ﾡﾡ面積, 植税療 

友ともすく なくなる。 全体と して 村承造林 と林種転ﾡがる々 納4← 
%を占めずりは原呼並株てある。 木ﾡの販ﾡ状えはネ25表にみ 

られるうに, 当然のことなから 有規ﾡがちいさくなると全く 

販売 したことないﾡﾡが多くなる。 ここて両表からﾡ対面ﾡのすく
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ャ23表 経ご林野のﾡ

雨ォ林
効人叙 中 令 4及 利用可能々ね

A
(←ロ以上)

夕
/35/
( ?)

eミ7
(タム)

/ ・8ワ

(3)

B
(/〜・ 町)

/3 52
(3 2、2

フワ

(32)
ラ

イムハ

C
(/町え )

/ /32
(s s6) ——

/○
(27)

計 引7 23o、7
(e.5)

7/4
(so) (/ s)

位灰

戻 沐
计

ハ、 計 幼令級 剥月可能令祝 小 試

3〜?フ «88s 2ラ? っ55? ィ/3ふe
(ジo4) (x;.2) (4.2) (44) (/22o)

ed.2 ss4 人、/ /・9 ? 2$$, フ

イ“. "今 Gsう.4) (-o (rs4 (/o00)
/〜2 /5./ 5 2コ ラ?/

(3ふ3) ルA ノノ (フタ) 厶/.2) “クスク)

・く ス ? 4 ○ユ$ ・c4.3 ラs8 ノレ244
(sフ5) イ“ ◇ (</ ◇) (コ) (e フ2)

24 ﾡ 去 $ 年 同 (2ラー33年)

混主今年同に 
ﾡ栽したこと 
のあるど 条

$年向の 
林彦

/( )四にY
、 グ ナ当 リ 丿

る下尾 nﾡﾡ面ﾡ合

ﾡ 林 本稲振換 原野島 株 

らス 

(ワ.ラ)
A ラ

ア 回2 $
(3、/)

/$/

(4ウ4%
万348

% (4e.$

B / 3 /3 っ 2
(2.s)

3o.o
むくつ

4ラo
(s?3)

6.$
(ク4)

C / /ク
/3

(. 3) (50.2)
人 o

イ2カ

○. $
( <. ?)

計 37 3 / 4 7 
(2.2>

ss.4
“ 〜.7)

86ふ

(* 6.〜)
/ 6、o
(s.4)

(注) 上表て/当リ とているのはﾡ桜したここ

こけナろﾡﾡﾡﾡ

( 6 年 向) 現 三5年に 
のノナピリ

ﾡ地地林 針

云909
/ %«/0の.の)

万

/人"

(。 o.2) 4.4

○. 6
(sワ)

oく

(/oo2) /&

c.6
(o.3)

ノ572
©co。 )

ど.o

の浜ろ濃字/ナ当 りのことてある。
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ャ2らﾡ 去3手同におけろ立太竹のﾡﾡ

------- -

素

% !
/

準 * ** • *** 拳 ﾡ • *ャ業季 ・

a交5ほ
に!に立木

した

2
1

/

******-*デ--*マ*-***で* **マ* ** **T*
ﾡﾡﾡ馴 ﾡﾡ数

m の F

売領氏

以たみ

/ナ当
4 ﾡ 同1 

同】 伐'
--- -- -

要樹
___________ 1

A

B

C

D

部

?

/3

ノ /

45

ゝ

12

7

ノ 1

/

3

/

フ

・業番平で= - ﾡ

/

一 〜*** - - -r |

/

/ /

s

-一

ノ8

ハく

ハ2

ハク

ノ

③いCルとﾡしベ A居とど 店 とのだそみう。 立ホ 

の販元てはAのテ き!が 販売していろが とてはやにﾡたな 

い。 一方植栽ﾡ家字はAか約み○ィ, らかノo○となつてい 

る。 IFちA落店の数新は同商的てほすえが☆本をﾡ死しながら 

種求 をすすめていろものがみいのにL c, Bﾡ層ては販をを 

全く行わすﾡ林のみを行っているﾡ字のうい。このことはそﾡ 

赤野のﾡか ら 委 すられる。 BはAに比へて林野面預がち 

い上に 利用司能令級のﾡ合もすくないのてあるから, 林ﾡ自 

佐ての面生産かラすます不可能にならさろを得びい。 Aては再 

ﾡ林のうか多いのに反し てB Cは林ﾡ転ﾡがみく なっ て い るの 

も こういったことのﾡ果てある. いすれにせよ, 日さらには 

Cﾡ層においてしﾡﾡ的に人工植栽るめているﾡﾡへ /群か 

みらhるのてろる。 当地区の甚当林ﾡ書及ﾡのﾡによると人工 

造林がこのよ うにﾡみﾡめ「のは つい最匠の こと <あると し 

そ の理由力 林神助金の交付と林業技ﾡの普及に末めていた. 

歴かに性林をしたﾡ家の約シる は 本ﾡ 助金を何らかの形て受 

けており. きた皆及戻の功線も決してﾡ視されるべき では ない. 

た戸営ﾡの知の見ﾡは若干異つている。 3町理の山林る所 

有し, ﾡ林しているノﾡ条は次のJように就ﾡした。 圭林神 
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町金己大五ﾡﾡえれ 相 当とまるから役に立だろうが. 小面 

積すつの林てはﾡ助会の親も優かて. 去ってスばﾡいよりま 

し というくっいのものてある。 普及の名ﾡすら知らない責条 

非常に 多い し, 申吉しないて止状しているﾡ字もあるといっ。こ 

の農害の話てロノ この部逐てし尚に神社のスギをつてつた 

そうてあるが 麗 かな 面 瘦 しかなかつ たのに 「桑大なノ収入 があ 

フた・ 部幸のﾡ条はこのスギ林をりにて行き, スキ林のﾡけ 

をまのあた り に 知って 以来告 かポをだ したとい う。勿論ﾡ犬のﾡ 

行きに対するﾡﾡとしたﾡ安も手伝つていたに違いない. しかし 

いま の 記が事実 たと す る と最近の造林に は かな り投ﾡﾡ な要ﾡが 

入っていることになるが, 本野面積がちいさく 林分構もよく 

ない変表には確かにかかる傾向かあったと考えられる。 ところが 

寄ﾡの 造か 侵て山休面の大さいﾡらはもつと 現失的てあつ 

て ﾡ業と林業生産だけて何ん とか自立レよ っとしている 候向が 

強い。この点についてはﾡ程また触れるてあろう。

(3) 林野利用の状況

このﾡﾡのﾡ家がどのく らい塚軍L ているかを大ﾡにﾡ定す 

ると次のくてある。 ¥営ﾡ地層引にそれをみよう、

山林か らの探軍量 京野 唯ﾡ

耕地S反上 4oo* っso* $o- /Soく

3〜午夕 s o 22o
2oo ノso ◇

(3反未満の ﾡ層 こは全くﾡしていないﾡ 家が ノノナあ る。) 

個々の料ﾡによつて相当異るが) ﾡ耕地がち いさくなるにつ 

れて探ﾡ番もﾡし, 3反未若になると塚ﾡしないﾡ象が相当あ 

る。 また尻野がすくない ﾡ係 てム林が監ﾡなﾡ革場所となってい 

ろ。 勿論, 全部のﾡらが自ごの有 林野か らﾡ軍しているわけて 

すない。 ャ26表にみスるよっに, 林野面ﾡが/町以下のﾡ条では 

多か少なか人の林野に依存している ことみ"知らる。なお 

l林からのﾡﾡは林の下をもﾡることがろく 他人の込



ャ26 休野ﾡ別ﾡ所

8己済のみから 
け草してLT算女

gこと人のアせか 
番駐している型安

こくのP1存の入か 
ら状ザしてい。を女

全く平動 していな 
いシみ t

A (H～) 7 / / 9
B(/4改) // 2 /3
C (～ 'ﾡ) 3 & /ケ

D (非所ﾡ) 3 8 /
計 2/ ? 7 / 45

かるル合にﾡて手こハれるこか多いという。

次 に そた- 3さの自 給況 花示そ> ( フ7表)。 そ た ・ ま

の便 用 番は名「居としあまり大きな送は な い が, 自ﾡ・ に おい て

は 通 - い ﾡ がみられる。 休野ﾡﾡ$町す ハ 上のA階層て は え 全 3
自 給 か 可能でろり, /町以下の影家ては ん と不ﾡて あ る。 自

て

*

ないあ合のそだ・ まさの入手方法は

27ま そた- き・炭

次の うにな

わ 彼 南

て い る-

と

() そ夏字について。能 受/総侵用ェ=ﾡﾡ平をﾡ定し

衣春苗層 ・tr:-.コ sン.
便 ェ / j Cが 二 当 ・) 田 

豆 种

そ ～ -： 炭
そ rた・」

き き

A ; 7 戸3 戸 
ワ

王 3? 24タ

B /3 7 /2 /3 4e 255
C a / ケ s3 2/

/ / 3 8 /o 28 /タフ

②製品をﾡ入するもの そた"○アまさ 2ナ

これによると製品をﾡ入するとい>ケースはすくなく, 相当す 

る現会 ・現物を支払っﾡり, その他のﾡ法によつて立木を得 自 

ら採つ ている もの とﾡえられる。

の自 給字 は大体製ﾡ家字と比例しているため上層の庭 家が 

かえつてすくない、

いすにしても, 室やそT・ まきの塚京をほじてﾡ家は#野と 

姿接2つながってい るか 所有林野がすく ない演家は自分の林野 

とはﾡびっかず むしろ人の林野と結びついている. 革をとる 

にも新をとるにもあま りに ちいさ星さるということてあろうか。 

ぞしてこのちいさ いムかス ギの直林地 になろっとしている。

(注// 大内ﾡ穂「面地方の林英そ営」表株計画 ﾡ免会

報» ノ 号 ( S2フ$ )

自給状沈

更 数
そた.さを

全にﾡ給 
できる賢安

ﾡを充会に 
自給できる 
巣ら

千ョゃ 室 d
• 夏 そ た ま ぎ

?2 戸 %

/00 /20
る 

ミダ

76 ? 8 7/ っ 62

62 6 7 s3

$ラ o S o 2 せ

各「ﾡの自給字を合討して それをるﾡ活の甲 実ら

O他人 の fT有地から取る

イ 事の左れたから そだ/ナ すき$ア

ロ) 1のﾡ看理に当るから ・ / ・ / ・

ハ) 相もする 現会 (現物) そ 支払っ て S ・ a ・
=) そ nの方法て, 2 ・ o ・

I 村及ﾡのﾡ形ﾡ

消ほといっのは, ふうまてしなく 家涙を当位とした王済主はて 

ある。渓家は家族の条計的科貴欲求を満すために旅労めを一定の 

方向に活動させ所得をﾡ得しなけれはならない。 したがって その
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表 あがとのようなところへ, と のは なかたらて就労していろかを 

み h は とこから, とのようにして得をﾡているか知られさっ。 

ミ?ロﾡ済の主るﾡ家の就茎形ﾡはそれをと り まく外田のマ ク 

口そﾡのﾡきとともにﾡえす來化するものである。 それええに 

へた村そ済の及実的友愛に対 し てﾡ家の と つた必応の結果が業 

ﾡ能のなかに表受されているとﾡえる. そして. これに慶毎の内部 

円チ鮮一 淡ﾡ件, 黒衛生惫纪件, スの林*生産条件 —— によっ 

てしいろいろと次化すろてあろう。このよゥに, 卜部柔系と内部天 

件の統一の場としてﾡほのﾡ業形ﾡかとられるならは村ﾡ条の実 

の 姿がさ れるﾡてある。 ミの小論ではかかる方法て山村ﾡ条の 

次悠とその同ﾡる提之よっとした。 序念"ながら 十分に は 展用ざれて 

いさい。 しかし, 従まのﾡ業引とか一=崇ﾡとかいったﾡ学で& 

分は さら Iに 深の られる要があるとﾡっ。 とく に山#においては子 

担ﾡ村にべて岩挙宝産のやエイ ト が低く,亘 つ豊家 の 階層 的分化 

か!んているたけe, ﾡ*のからも著し<梅確て, ﾡ求形ﾡに 

ろ彦条のﾡ型化がﾡ受な起まをしって < そ。

※客の成*予旅と考ﾡするといっことは 当画 わnわれの課駅 

に対して2っのきをもつ。即ちわ /2, このﾡ業形ﾡのなかから 

林業がと のう に現れ てく るかを明確にすれは 山村ﾡヶ と材と 

の締ひつきの ﾡ採がえ らろ番てある。 才2に斑* 形ﾡ か ち みい、 

は 至 済主 抹の 性格の 理 票となり, そ済行野のちみいとして現る。 

したがつて, ﾡ条が営む#*=ﾡに対とても, 興った行動/貳を木 

し, 具つたう向そ起向することしの論ちえいれる。 わ 出 われ か山 甘 

農条を捉える 際に 就業杉 族 を番祝し > と するﾡは以上のY点に 

ふる。 ところて ﾡ業形態を中じにﾡ衆をめてゆくためにはﾡら 

かのﾡて様型化L なけれはならぬ。 従末, 専、着藤 喙 と 無策農 家 とい 

う区分が用 いってい るか 一 次的な区今 としてわわしこのﾡ 

念 を 使 いたい と 思 う。(注/2) なだし) ここ では 議 派 の 自常 療 装 

と自営林業(育#¥) をﾡﾡのぬにおき, 書ﾡの在佳生逢人ロか 

こら自営ﾡ林事以外の ラの をした gす*務に労する場合,
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そ2「ﾡ英- と見ﾡし 三の うなﾡﾡ究労ﾡのいる登家を「東

発 炭家」とする C の商, このﾡ業業家にユされるものは専革会ﾡ 

であろ. 普, 兼業ﾡうという場合はﾡ宅ﾡ業を中にﾡえﾡほが 

王営する林英は自営染ギのなかに入られている. しかしわれん 

の 立 場湯か らす はこのり方は室当てない. 貴家がム #そ r地に 

有する→ 段階か ら 「ﾡ神的に場営す る 厶 段ﾡに至れは, 恐らくﾡ条 

のた向ぐ行動と も一致し ないもの かあ るてあろう. ※業そ営におい 

てる々の部口 が設合 し補ﾡしあい ながら相る 因係を ﾡぶと 同 e 意味 

て, 牀 葉ををは 後葉生産 とも規的に 困連 し, 円じ土*艦業としてﾡ 

紫の中核 を占めると力キる。K. A4e参救根が決る おける林せは 

/フの作目 ( KuCこuaこ ) てあるといゝのもして故なしとC 
ない。(注/3)

このキ ウに兼茶を規定する と. 自 ﾡ典林業以外の工 >ロイメン 

・に するﾡはすべて炎ﾡ農等となるわけておるか ら. 紫ボ費 

と規定されるもののなかにに当然さきさまなものが合まる。J 

条の営むﾡ英生差ないし林業由ﾡのみにﾡﾡして毛条す れは, ビこ 

へ鷲 していよう とﾡ業ﾡ家てあること かわか り せいせいﾡ#業 

とﾡ業のい才れにウエイ トが おか ているかそ知るく らいで尽り る 

かも知れない。 しかしわれわれの知りたいのはﾡ家の号そのもの 

てあり. 極端な云い 方 &すぼ自官ﾡ林*の性格が業 業化を規定す 

る也張な要因てある としてし, ﾡ林業そ営自体は ノつの対ﾡ ﾡさて 

あるにぽ さない・ した か、って論議をよ ○ﾡ窓にしてゆくためには, 

ミの其ﾡ的なポ業漠条を同じよ っな性格をも っ 農家群に 類型化し こ 

ﾡ泉しなけ ぼな らス. われわれはます系業々ﾡそのものによる区 

分を行ウ。 ここて明らかにしたいことぼ. ※業へ確が自営てあるか 

被備てあ るか, 夫したもの てあ るか不安ﾡ なものてあ るか, 性統 

し てﾡ労する 性要の ものてあるか否か といっこと, さ らにこの小崎 

のテーマからして#本 的な ものか否か と いった こと 力加 わる。aか 

な送に圭目 してE分すは際限はないが, わめれはﾡ査生著の* 

ﾡに即して次のように分緑した。 ここ で主なすべさこと が/つる る。
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* 2 8麦

費ﾡﾡ号
経者工逆

面項7営
家ﾡ数

笑 労 林

さしむす2人 室要役す有 =しすする

/ ②-A 3 圭 主,ﾡ子 主

2 ②-A 6 主 主暴 長☆ 次女 主

3 ②-A 主 主ま 長帰 受女 主

幺 ②-A 妻 在 主 主

s ② -B 6 主 要引 主,要 圭

2 - A 主 主 * 契 4 ノ 主

7 C 7 主

② - C ? 圭 主, 主

ラ ②-B 7 父 ネ ・ 主 欠

/ ○ ②-A 夕 主 : 品 長引へ翌

/ / ② - B 主 主.

/ 2 ② - A ヲ 主 :一 为 次女 主

/ 3 ③-C フ 主 娶 主 主
/ < ・ C 3 圭 主

/ ダ ②-B 2 圭 * . 主
/ e ③-B 火 主

主,製 4r 主

/ 7 ② -B 3 主 圭表 主

/ s ③-B % 主 も手 子(2) 主

/ ? © -B & 圭 主 イ 主

2 2 ②-B s ・ 
主 夫 兄表 主

2 / ②-C $ 父 ち裂メ 4- 父

22 ② -B 主 主町明ま u 主

23 ③ -C * 主 主髪 次男 主

2 ③-C 主 主,要 主

2$ ② -c s 主 主 史

2 6 ② -B ・ $ 泰 表 主.長男 主

_ 加 東

ﾡする人 下刈 除底 ﾡ*卜の栄業 製 巣 4*賃みの

求子 子 .

主 (受のルパ(®)

・ ・ 主 ()受男

(あ)主

主長男 主長男 ⑺六女 主,長ッ

主 圭 (取)主

圭,達

・ (ﾡ)主

父 ベ.主 (旬羣K (鷺)主

圭老浜明 あ場長 (本5)浜男

主 王 (話添)キ

キ 装 主を

主 主

長引

主 表 / 主惠
主 主,差予

主環 主,軍 (新)長男 ・

考ﾡ 主乳 圭

主 主 主

主.堀対 主 堀夫

圭場母 主,薬機 (おじゝょ,(弟)

主ロ男 主 ( ﾡ)m
主 主 圭

主 主 主,ﾡ (出)ま

(伏) 主

主 主 (エギ)圭



-54- -55一

島系番号

「そ答地 亥 業 労

セしtする人 主要役する 神助ﾡ さしすする人

2 7 ③-B s 主 主 主

2 s あ-c 主 = 藜 男 主

2 ワ ③-C s 主 主三引 主

3 o ③-D 今-

s / ③-D 7 現,長号ﾡ 受引

3 2 ③-B 2 圭 王基 主

33 © - A 2 主 ま製 主

3 « ③-C a ◆ ﾡ,分 夕 父

; ダ ③-C S ま. キ 次男 主

36 ③ -D 々 主 主

3 7 ③-D ・ ネ.長界ﾡ

③ C 字 主 主

3ラ s 主 主

< o ③-C 2 主 主

〃/ ③ -c 主( 主(な)

2 ③-A テ 主 * ヽ 主

43 ③-D 3 主

« 火 ③-D 4 主 ﾡ 主

<s © -D 室 考 ﾡ

・ 6 ③-D 夕 表 主

③-D 6
シぷ ③-D 主

オ25表をみらたい・ そ営耕地の大きい順にﾡ争密号を附し 六 

がとこへ就労し ているかを示したものてある。 一ﾡ L て分るよっ 

, 着多なﾡﾡへ字ﾡぐるみ就労している農 がか なりみられるか 

ミこてはﾡとしての衆業を次定して遂ﾡ群を作つた。戸一家族てそ 

れぞ翼つた業ﾡにﾡ引している場合には, ﾡ家のﾡ幹テノカ ー

英___ • 引 イカ 津 *

ﾡ付する人 下刈ﾡ代 本*卜の決英 は*賀うの

主 主 主

主,妻 主,具 (ﾡBﾡ)ロﾡ キ (福)四明

主 主 主

()主

玉号全・

主

主,場 主

欠 父 (才)主

主 主 (福仲)主

主

長明

(お)責男 

(◇ェ列

圭 主 頃日雇)キ

(ほラ)

(～主

主 主

(あ)砕や

主 (高来)主

(ﾡ)主,ﾡ男

うそ

(費日管)=ﾡ全老

(自由挙)キ

(*)主

=男 (出)三引

..
(細工)主,(転)=男

軽営圭や長男 - の行うに注目し また同一のそ営主が 複数 の兼条 

々確に灰勢している 場合はﾡ労日枚や 神 をみて決定した。 ※英 

労着 の全く 尾ない貴ﾡぼ 寺漠ﾡである。

,レ_
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ﾡ ﾡ足 条

'非林業的ﾡ 彝望 蒙 彳

**ex*as {

卑 当 、

ﾡ聴灰ﾡ買にてて いる型み 

み業以外の賃労にてて いる漠 学 

ﾡ人にてて いる 書 条

※# 英外 の 第程を 包 曾す ろ 躍. 黑

営条
みすﾡけにててしるﾡﾡ

(非的 (書9) 業ﾡ条

ﾡ凝家
道大 的 ( 上層 ) 

家計本え的 ( 下ア ゝ 兼業農家

こ れは い わ ぼ卜 あらわれた決々による類型化てあるが 同 

・ ﾡ*々 ﾡに対みすろﾡ合てわﾡ字にと つてそのﾡ味は吐T しも同 

じてすい、 そしそしﾡﾡがず化する要因はっっおる。 (さ/ユ)

/ 7はﾡみの消ﾡ欲求の大き さ③字赤ラ人コ③軽営土の広か 

り及 そ の帰循得作能力 と いっ3 フの因子の相対的肉係によ るもの 

てある。これを受等的にみは, 自営ﾡ材ﾡ午御と家ﾡ求怪の差

として現るっ 才2のﾡﾡ化要因は官営林ﾡ計行力とﾡ 葉 所强 力

の相対的際係に家められる。 渡ユカの表現をりは, 前ﾡの 

妥因に対ﾡすろのが「み計ﾡﾡ的栄ポ条」ごあ0. 後ﾡのﾡm 
に対示ナろ ②のが「 得消大的ﾡ集農ﾡ」 zちたろ.ﾡ矢によ<Eハ 

リみとこ みごあろが. ﾡぎ土地を十分ﾡ有ナみ上ﾡ家ごち っz o
自 ﾡ ﾡをﾡ 甲労め )Z りだ な がゅらよレ右ﾡなﾡ業2従労ナろ場

合今が2? ・ た/力どろして%ﾡﾡ2ﾡらけ&ば主活を交えろ二 

とクごこない氷 ﾡﾡ条があって ・ 所じごﾡ共ﾡときつてめがなり 

要 資的 であお. 前考を上忌系求 後有 そ下ﾡﾡ 来と内みことュてよ ら-

平業書家もﾡ的にアる2つのタイフが列る。 本末ﾡ業ﾡﾡに務行 

する希室をもち ながら, 兼業•化し うる 茶 件パﾡ条 の内外に存在し ら 

いため止むを*十宝1 に止る場合, 聖ち *化へ のポテン シでルを 

も早業濃 家がか かるホテ> シャルをもない本ﾡのﾡだﾡ家と対

産される。 後有を安定的章業ﾡ家といっならば, 前ﾡは着左的ﾡ業 

賞条, あるいは失茶的ﾡ挙ﾡ争と呼ぶ= ともてきよっ。ﾡ約すると 

次のようになる。

ﾡみのﾡ業ﾡ型はこのほかにもいっいろな画から汚えることが 

てさよう。従末の一X=ﾡといウ区も勿論石用てある。ただ い 

ま はての調査では一ﾡ=ﾡの区今を 客ﾡ的な指様をも らいることす 

くなく, ﾡﾡの判断にまかせられていたに若干の不安そもつ。や 

れわれの調をて も一ﾡと=ﾡをこのようにし て調べたがここての今 

ﾡに は治んと役に立たなかっ六。すて にぱべたよ >に, きﾡ落のﾡ 

ﾡ生産は大体自給ﾡ業てあ り. 現全入 はﾡﾡに株存 している同係 

て, 農業生産 と 兼 業を 同～の次元 で 評価 する ことに 会しい. ﾡ業へ 

の依 存度かい ちじるしく悟く なつて いても, 農家 に とってみれ ぼ自 

給貴業か どうして もﾡ視てきない怪要なものとし て映す る。 ホか ら, 

い ずれが主 こ あ るかと い う主ャ的なをを ﾡ待し たﾡﾡてはﾡ 美か主 

と③りぺすいのてある. 一ﾡ二ﾡの区分 かﾡ うのた向を す 目 " 

て行 われているなら は別てあるか それ以上のき 観部3 意味 を も たた 

るこ とにはﾡ が あるよつにﾡう。いすれIにしても, との ような 稽 

ﾡをとつて 型化 す え かは研 究目的な り同忍起該に てら して夫ミさ 

るべさであっっ . 下の行論ても若干のﾡ案的な類型化そ試みる. 

ここていすの合 Iにも注た し たかつたのは※型の静ﾡ的側画に つ 

いててはなく, 動態的側湿に→いててあっ。 素ム凄 な び板 句. 

なる方向動いてゆくかヒいっことに対してわわ れ ﾡりな い学 

向的米味札 を えるの てあ るが, ﾡ業類型 のなかに ミ の動いて 行く う 

向 ヒ可能性をみよ う としたのてある。

さて, 上のﾡ染に ﾡ条かﾡ労 している鼓求にﾡ点を合わせたも 

であった。 そこ て次 にﾡ家が自 こ のそ営に就引する居面も考えさ 

Iは六らぬ。 震ﾡの営むﾡ林業生産は勿崎責字のラﾡ人にのﾡ要 

なうﾡてあるし, さらに兼ﾡ化を規定する最も大切なモ井受因で 

もある。 反ﾡまたﾡ家八業はﾡ林ﾡ生産を規たする。 このよっに
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糸業とﾡ林す生ﾡはあ る湯合 回となり. ふる場合は果となつてﾡ 

雑な相ﾡ依存商係を結 ら。 このﾡてはる ﾡ 家群から 個別 農 家 を事例 

的にとつ てかか る肉係を番き 出そっとしているが, 渡林ﾡ生ﾡを何 

らかの形 て型化 しておくの か・イ愛子 てあると思っ。 わわは前の 

Iてそ営ﾡ及び至営林野に→ る 階居区分を行い 農業生ﾡ及び林 

ﾡ生 産 の性 格を 明らかに して さた a ここてはそを利雨する。各 

ﾡのﾡも 基本的な性格は次の よつにﾡらわすこ とかてき よ う .

ﾡ地ﾡ月にはる 笑業生産の 性格

①(←ﾡ 〜/町) 主会の自給かほ可ﾡて自 e都分 をﾡえる一 

部を帝ﾡ化す ろ こ とかにミる.

③(3 こ «反) 主食n自ﾡがﾡ一杯。

③(3反未ﾡ) 主の自 給か合 く不可能.

林ﾡ】によるﾡ英生産の性
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C(/ 町 未 満) 殆んと期待てきい・

Dて P ﾡゝ

面名の組み合わせは /2あるか, それを① - B ③- Cの* 

く表現L, これを経宅ﾡ型と呼ぼ>。ﾡ営堀型とﾡボﾡ型とのaみ 

合hせは*2ワ まに示す・ 下ﾡﾡ類型別の記ばに殺る。

(注/2) こ のアは立去 力氏の ﾡ英長合 を象にLた。

ﾡ山力祐「賞条の*化→ 奥 業欲合研 欠力 ざ 卷オ3 毛

ロ 「栄事化とﾡボ生 →ﾡ業株合研究ャノ2遂オ3 号

(注/3) K. C4es ; 及さのしと人2xudcutcX。Ac/タt/

A($町上) 全営の方 によ つてばある程ﾡの経常的林英

得か 期 待 てきる。

B(/ ～今町) 殺分期 ﾡてきる。

ァ29ま に よ ろ ﾡ

室 営 羽 地 情 ﾡ

① (ス上) ② ( 3及ヘタ反) ② (3ス未る) A
安足した神ﾡ 

ャ■■(不安定尊？笑
©

@@ ア ©G9
o

(寺務就頁•教賢 ③②© G9 ② a
株奈以外のほ分の ① ② @

取 人
ﾡ林英卜の 

\ﾡﾡを白ぢ

③②②
G9©@ @9

( 製 ﾡ ③②②② ②② ②②59859 ②xGSる9 @
1 林 *賃めイカ

計 • / 2 / 3 2 3

の 分 ※ (坂は決安番号)

經 営 林 野 T
計( S町上) B( 町～テ町) C(バ 町rま基) D (9 M ﾡう)

©② G
/
%

② ©② 診修座 a
. ②@ ② 3

②
® 、 • @ «

. © @ 女

@@ ©②②289? ②②@@@③②

③@@
①②G©@ 
@

2o

2 / 3 / s- / / 攵 a



I 零英ﾡほ

二こていゥ早す経字とはすて に述へたよ っに生ﾡ人ロか自営ﾡお 

ﾡ以外 の業種には従し ていないﾡら てお る この定ﾡからすると 

卓業ﾡ 家といちべさ凄家か$ア存左する (ャ28長ス ひャ 2ラ表» 

照 ). 経営土地階層 てはの 一A, ③-8, ②- ○にそれそん 

/戸すつあり 上層 にも下ﾡにもみられる。経営耕 が分 反未ﾡとな

3反末ﾡて しかも林野面稿の丁く ないﾡ家か業ﾡ家にっつて .

ていささか奇異な惑じを受けろっ しかしこれにば何の私定もない。

これらﾡﾡ の家族 ﾡ成を示そう

ご要 員 か他 出して いて居ない こ
主人 ( 67才),

・ (以下の表て示す(合) 

とを示す)

泰 (6/) 求子(第)(

さあと

2sォ)

・ ③

主人 ( 
[]

才 

オ ),

宴 (72テ) 

製 (テクキ)

-- 小 供なし

長 男 単チ 次明 ・ 

三明なﾡにて官庁と

7 $主 人 (

" © ろ 2

行 にﾡﾡ。 ( △
4 @ 7O 要 (と7才) - 長引広島にて会

主 人 ( 
［弱］

系 (2クオ)
動。

——-男九州

( A ) 
て»

にずく

労称右・

は家株人 眞かどれも申 し合せたよ

オ )

6 S オ) ノ

( △
1に 異ウア / とま す

にす ないということてある。題 条 (① —- A )をひとます除

してあとの4ナ をみるとを人夫*アけか天人 と 孫娘とし、つたア フノ 

ー マル な 家族 襟 庭 にな つて いる。附記 して おし、 たよう に 子供 か•な 。

つたり 長男 次三男が他しているからてある。 しかも②«9 
更家な=人 が病 弱てあつて, ﾡﾡにﾡ労でさないﾡである。 決

を欲しながら それが不可ﾡであ る とい う こと と, 長引などを唯村 

せてﾡﾡに対しているという22のﾡ味において, ②から@9ま . 

の貴条にﾡ左的ﾡ業ﾡ家である. 本夫の安注的な業ﾡ条てはない

ところが, この車実は川登部だけにﾡﾡなことてはない ャ

3o 表は加計町のﾡﾡ/ 戸当り条族数, ﾡ比ﾡを車ﾡ号に示L ナ
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ものてふろ・普ﾡ, ﾡ業ﾡﾡとされているしののっち, ﾡ在的求茶 

送ﾡと架定すべきﾡ号 がか な"合きえていることを暗示している。 

家す農寺/ ア当 り)のら茨ﾡ験は一共二兼送ほに べ て, いちじるし 

くすくない。一求かS23人 =球かく5ク人に対して卑株良条 

ャ30表 ﾡ別の世帯言ﾡ 及ﾡ地 面 ﾡ

、

ロ 計 町
/ナ当リ王 
営地動ﾡ 
(景郡)

同

(な食県)--------------させ ノ戸当! 
主死区 兵

/ ナ当り選 7戸ョま 
営球面ﾡ

株 表 イ5ふく
ス 

つ67 アーレ 
ふ S、2 アール 

$$
-ル «74

家賞愛条 ノタタ ハ* コ// ミ フス火 ユ

ャ-費業営» 7/ sコ3 コ、ク ワ 42S- s<&
*=業武孝 696 457 /フ/ 2o8 4.7

条族勇教ほわすかふふくくてある。 次に注ﾡすべさはﾡ業選の料 

地面ﾡ( く3ァール )か一ﾡﾡ条 ( *-o. sTール) に比べてかな 

りすく ないといっことてあるへ 一う 郡及ひ 採の平ては整の料 

地面ﾡか扱も天もく. メ下一業=熟のﾡに統いている。このことか 

らも加計町における 卓業接ほの 性格が 何なるも のて a ろ かか ﾡ ら 

ゥ。この町のﾡ帯夷字の多くは本索のき味ての宝撲になりﾡな 

い小現ﾡﾡ字がﾡい ウヘコ を地出 さ せ, ﾡ人 かﾡボ を営も結果 

生しひのてはあるまいか。 だとすると かかる潜在的執ボないし

# 的 半 サﾡみ は 岸書 → ﾡ村の可能営が形し大さいﾡﾡ群と云わ

は "らぬ.。②@@が共型的 なそれである。 ②と ③患 条うう合にお 

とっき みあが比軟的安定 した 築•踵た 就労 し, yす る可能性は ん 

と 黒 い か ②はメ労ﾡ着て子供をみしてﾡし ている。 した かつ 

てﾡ さ の性おか張く矛選する可能性も考えられよう. しかしﾡﾡ 

して も 至 営新地 は 降くす く なく(畑/反步)ノ ﾡ月 株*ﾡめかそ 

の他の不安定な坂種にiく以外はない。ﾡ本的にはやは り脱表 → 

卷村 の 過 程 を た ど って いる とみ なけれ はな らぬ。 並木氏は 桜前に お 

ける 摩家户数減少の 具林 的フ。ロセスと して次の 2っそあけ ておられ 

る.
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/ 自作寿のあ合. 長ラかみ言をけ軟的高く, か安定的 

扱入をもたら丁ﾡボにつさ, そのほき ﾡ農化す るﾡてあ る。

2 ﾡﾡ小作米の多ﾡ*的形ﾡによるﾡ。 '注/。)

ミの分そわれわの ・を 茨ﾡにそのまちてはめる こと て ヨ

ないが. 自作とか小とっ今けうを改めhは大4当するよっ • 

に悪う。い ず Sしても都市から /&C される場合と悪 村ヶら 

/ん さ る考合があ そ。 後省においては一和よりきを玉 

るメﾡに恐ぜよ 0晃然ヨ 「内からしされる力によつてやむ 

なく秒動せしのらる- (注イ ' のてある。 われわはすてにガ 

ﾡ品のﾡ林 主生津のﾡ秒をﾡすから ﾡ民か押し法される琴 

性をみて全r- きご工地のすくない下層農字に到 は 到 る 程, か か 

る7は逸く仲くてあろ フ。 パん さる 力ろ強け れ は強 いﾡ ー 

呈山村そﾡれて ひ ﾡること か き然因ﾡになる。ﾡ等②9はま さに か 

かる性ﾡをしつたﾡ字てある。

ﾡ条②の場合をみよ っ。 ②〜②の3戸とは翼つてあとざ要目を 

全く シたない寝てある。したか つて外部からの 仕史 もないことに 

なるが ②か幸すﾡ多とL て自立するためにほ次の柔件をみたす料 

作 規ﾡ て なけはならない。 町ち. (ﾡﾡにもﾡてさないような 

)坊みる守仲て 新作 することかてきく城大ﾡ), かっ,ﾡ ﾡ限の 

生若をぎみ得る大きさ (ﾡ 小ﾡ > てぼ ればならな 。②の耕作現 

様は水田3/及 ョ/7反を 耕作し , 水ﾡの若干( /石み) を吉呂 

としている。ﾡ業松ﾡは全く 入っておらす, キ馬もいない。ﾡ作* 

の大部分に深のう ラ仲て行われることになる か, テ株引ﾡだたけ ては 

同に合わす 年同3の人前ﾡの雇用考仲をﾡつている。 の2っハ 

ﾡ片にてらしてみると そのい す れもが落た さ れて いない。②は飛 

近まて山Mの番ﾡてあ っこ いうか ゃめてからs 町サ 2い自己 

の 内有林野 の大部分を士地ぐるみ手唯している。 彼ぼこうしてﾡ 

をないだのてある。 そして かかるがゆえに大挙的軍業なのてあ 

る -

ﾡ後2, 本 未の業ﾡ身に最もしﾡらのにいて汚県 をめよ
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う。ﾡのﾡ営土ﾡに永田ふ及, 旭3ﾡて部ﾡのなかて最も大さ 

く #野面稿もノノ町? そ所有する ・ ※ﾡス入さ水飛から 8テ 

円, 組師的 $〒円 和牛(行)の収入が若干あ る。ﾡ繁収入はこ 

のように鼓的大さく且つさ定しているか 山*収入も ﾡでさ な 

、。系てはﾡ炭林メ外はﾡﾡしていないか 状分の港奥からみる 

と# ともある 程彦 山 共所得を期ﾡするこ とがでさょう。下田に示 

すよ うにと。 生のスギ林約2 町ラ マ"も?○年生, $○年生.

○年生のものがそれそれ, 3戻す部, 3戻, 3町ら戻とあり. 比 

教的定ま ている。過去す年店にﾡﾡ造林4 戻 , 林ﾡ転ﾡ4戻ほと

おこない, 保続的王官に向しようとしている。 た林号内は全 

部自字ラのに依存し, c ﾡ*ハ うも ﾡ繁期に コ o 人程ﾡ 入れている 

に ざな い )ﾡ型的な家族至営 となつている。こう いったた味での 

3定的な卑様といわれよう。 とこ ろが 炭 家②の語る ことはさん 

あて深い・ Fﾡ子 をとたから燃きをﾡめなけはならぬ→ 

と云っのてある。 Fち夫つ人たのうちはﾡ 柴収 入と林 業収入 て
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う計を維しそたが, 泳ﾡが/人道えて 家計的な消営欲求がポ大す 

ると, ﾡ族ﾡ旨の安定性はﾡれめるというき味てあろ>。 それ 

しても, 安定的卑ず逮条の内が何に困ﾡてあるかといっことそ

ろのてある。こっいつ山村てはﾡす季件かおﾡてある上に 島

*生産の弾力 性に 欠 , 表ﾡ件か 芸止 ﾡ因としてシビャーに作 

南す るしのと汚えられる。

ﾡラし ているﾡ合の2ﾡりのケースがみら れる。

2 が平票 ・ﾡﾡのてているﾡ

この型に雇す るとﾡ えられるﾡ字はきあ るそが その庄格はﾡに

さきさまてある。 オ 8考から主はﾡ 土を ミ出して堀 げ よ う ・

送み番号 そ営系 ﾡ数 ※共託君 ﾡ主従寺着とﾡ 
済: 方特 の 岡イ

③ (○-A) と 長▼ (っヨス) 主人一戻羽

② (②-A) 6 主人( 引0才) ・ -主人

@ (②-0 7 主人 (ラ7才) ・ ー圭人

② (③-B) 3 長男 (フチオ) 主人一技躬

© (③-D) $ 主人(3ラわ •一主人

© (③-C) 3 み娘( /クオ) 主人()一孫や (番結

© (③-D) /主く (<?キ)
° 長サ (/ダオ ﾡ —— 主 へ

© (③-D) 4 主人 (3ワォ) . -

一省 して分るうに , 世帯主が熱ﾡにﾡラ している合と長明が

後ﾡの場合は長秀

をﾡﾡし て そのままﾡでせたケースてあつて, 軟的 スムースに

ﾡとされたものてあるへ 即ち, ここては決業そ営は世帯主かお 

当し, 熟ずの主休は長売となっているから, ﾡ林ﾡそ宮にそれ程の 

変寒をNﾡとしない。一う, 逆常主が東ﾡにホ労する場合は 若〒 

事情か 翼つてくる。元束ﾡ務取呉ﾡ員というのは頬端のうちても突 

ﾡしたサラリーマンである。 それだけに ゲ 幸挙となつて. ﾡ# 

業生産 と 読合 する可能性も大さい。ﾡ業生屈垂幹仲力 となつて 

いる 者 と 养賀就労 者 との岡伊を 繰柄 によってみると ﾡがﾡ 業 生 程 

の担 当ﾡとなつている型 - 車 一主 人型 —— に全 部かな てい る。
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生 営 就地 か 僅少に なれ ほM一 主人 型が•多く なるのは当ﾡて浜る が 

この初落における3反以上のﾡﾡてﾡ一主人型はサうりーマン長ら 

の2戸のみてあることに注意されたい～ 登営ﾡ件からみると この型 

の農家は大さくユつに今けられるとﾡう、 rﾡﾡ大的3 (即ち 上層 ) 

累券釐喙と家計 補充 的 (下層) ず漠ﾡといっﾡにべた区分てあ 

る。 所ﾡ水ﾡ準が戻る以上この区分は一にはてきないか, ﾡﾡ②は 

前ﾡの典型てあり, ②@@の度係はﾡ着といえよっ。③はこら理 

はつさり していない が 林野面ﾡがす くな< ごちらかとい そは徐ﾡ 

の性格が強 い. ・営耕地及び#野画ﾡの大さ い上居サラ"ーマン意 

家は 農 ﾡ圭産に 向7られ ろ家ﾡ労 力の引 体化に 対井して, 至営の 

相 放化, 城械力 の導入なとにより 幼を齢ボし, 爍族 イカカ でなお 

不足するところ は座吊 イ カに旅存するものと恐わる。 この?ル 

- " する決 群 は一た ﾡﾡへのウェイ トを ポ太 させてゆくてあ 

ろうか渡我業 生 屋 を放変し,脱農化寸る可能性は合んどない。 しか 

し愛営士地の狭少な下ﾡサラ ーマン農ﾡは脱ﾡ → ﾡ村してゅく 

可能性が十今ある。 事索, ③9@G»は永団をもたす, 僅かな対地を片 

有するのみであつて, すてにﾡといっ ﾡ時に 入 ○ ﾡい 存在となっ 

ている。ム村に居住していても, 現在のﾡすにﾡ労していることが 

できなくなつたり, すたその他のセ域てキ9 有ﾡでﾡ飛がみ →かっ 

た場合には, そﾡの ﾡ を受けない て・脱農 → 継 してゅくてあ 

ろっ ・

次I2 , 引業条 そ と って事例旳にみて お < ・

陵取 6 の馬合. 水田み尽9教 畑地2友3旅, お野画ﾡよノ町ど 

戻をﾡ営し, ﾡ営地面ﾡにﾡし大きい。ﾡﾡ戸ほ6名,世再全は 

教ﾡ である- 消サライ妻 ノ6 0 自 ﾡ母ﾡ/ ○2日, 世帯主 ミ o 
百, それに送業ﾡ用労物のク甘が加わる。現左, 水田み友歩をド 

付 け, ﾡずﾡ宅告 規様を 相 当 的小さ せ て いるか, そのため点 差の 

ﾡ部分付きわめてすくない(水ﾡノﾡ宅 ら すが吉品さ れ ている 

).このよっして, 麋豊生態を目節生運に組みかえて 行く反面, 

併 イカ 刀 の減をめこして るﾡのﾡ米球城かﾡ入さ れてさた。 まぁ動
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カﾡﾡﾡるめとして, ・カ脱ﾡ税 初ﾡﾡ, 勤力カッターノ モ 

ター, 発動校などかそてある。ﾡ業ﾡ入の大もさから為え ボ 

こ ら城お ハ場入 が全済め に 关 し て引さ合ものかどうかきわめて 

ﾡわしいへ 調をﾡ号新ﾡ校み～合入つている。ﾡ営耕地がﾡ少 

で, しかも耕地の条件もよくないから して効キのよい枚ﾡとぼ 

いわれない。設無投ﾡ としててはなく, らたかもﾡﾡ甲の校花ﾡ県, 

例え ば登気ﾡ裂みとか電う々ﾡ産の まっな意味てﾡ入されていると 

I か理際てさ ないよつにﾡっ. 色除数ずてあるﾡり. 城械の同 

はそ巻の合理化というより も装字の台化を目会として行ルれ 

る。いすれにしても A家②の易合にﾡいことは, かかるお 

う弾入ﾡ会が林収入か らまかなれていろとい っことて ろ 卷“ こ 

こにる象②の材す2 営に効するビヘごや一 の一端か示さている n 
てになかろ っか。 計少のっ わ そ常約な現金支域は世茶さ の体能が 

当てら 食ﾡ*料の大ﾡが自ﾡ主ﾡされるのてあるかう, 吉 

そそのものはきわめて安えLている。 そL て, 占毛水造と高めるた 

のの所的7支出は山材収入てまかなわれる。ﾡす松城なとも寺を 

ずにし, よ 9 多く の余ﾡを生みだすものてあるなら は そのﾡりて 

Sの向上に役ユつてあろっ。当 条② の林性そ営はこのよっ7格 を 

もつと 尹)疝す る, そ営ﾡ野面穂は$○町»をこえ, の浜てその林 

分の 本にをみ てもかなりすぐている。幼A の広ﾡ務林うが3ら町 

にほしているか tﾡ樹の令級司区は平して並び, ﾡ牛林業A 
を得ることも決して 困離てはない。 現在ま て広ﾡ樹はﾡの っ に 

ゲテされ, 用材林も必去$年ﾡに/町5及程茂ﾡしている。 え 

も区べたように #"収入の大部分は炭英求城の叫入, 林及び下メ 

の唐用労ﾡ, 秋金なとのえ払にあてられている。一方植林はﾡ去$ 

年回に蘇地蓮林か/ 町5及 林ﾡﾡ撃7ﾡ行われ, ﾡ林及び予入 

ラﾡ3全部ﾡ用仲に依存し ている. この点, 林*ラ仲か全部自 

家ラカによつてまかなわれている満ほのと対尽的であるといえょう。 

い すに しても, 材ﾡそ 皆が方 甲ラけ のみ て成 立するということは 

ﾡﾡ勤務ﾡの 廿 足的な案 筋 に 就労 しやすいことをﾡ味し, ﾡ業全営
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とは帝情ば具にす る。 きた林業受営のみて自立てミる可能性があっ 

ても, 一#ス的に#業ﾡ茶とはならいて 旬らかのﾡ定的な央茶と 

ﾡびついていることか多い。林英生きの ﾡ格か ら してﾡ手均ﾡなM 
得を御る こ とがﾡし <, とっしてもﾡﾡとして の性格が強くな り や 

すい か ら たとﾡう ・ ﾡ②はかかる林ﾡの特項 そうまく 利用 し なが' 

ら, 残歌な生汚基ﾡを作 り 上 げた / つ の例てお る.

ﾡ家②の湯合。 ﾡﾡﾡ並は水田約ミ反 通ユ反, 案固ノ及(但し 

=れは信入地>, 登営林野はS反となつ、いる。 ②にべたらそ営 

*野面ﾡが看しくすくない。 このことは渡業生ﾡの上にも及咲して 

いる。まず・ﾡ業ﾡけ て・は 表, 欠, 数 の 3人 がそれ そ 3o ○日以上
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従亭し, 世高主はﾡ要 配ヵﾡ さ行いながら5o 日仲いている、 ライカB 

数か②よ ○相当9く なつてい るが 農*桜の装ﾡ も ﾡ殺形 と モー 

クーを数戸 有 する のみで 貧弱 ご ある. 滅 作物ほ 全然吉民 とされて 

いない。しかレ ※委 は年3 回行い3 万円 程浸 の 収ス入 そあ Iデて い る. 

取 引 差家©のう合 はﾡ業へのウエィ トを高めながらも, ﾡ*を 

過 化させないて 余った自家イにつて行いうるﾡ囲内の商引 

生産も行ている。 したみつて, ﾡ夫の製ﾡや#業賃労に代つて 

取ﾡ 動務が入 ってきﾡというものの ﾡ業生産は殆くとなっていな 

い。ﾡ 家②にみ る ような宮条労仰に対する 価の 海まり か未たない 

のてある。 そしてこのことは生活水を決ﾡ的に高めっるような契 

み一 夏条②の林竹ﾡの切さもの —— をアいて いるから下とﾡう。

ﾡﾡ注産が殆んど完会に脱落し, ﾡ料のサ ラ ) ー マン 家 券 に 近く 

なつているの か②GG の各農である。このﾡ家ﾡはすて選ﾡて 

はなく なりっあるから, われわれのテーマとのﾡ皇はﾡれていろ。 

しか し 戦後ム 村においてかみかるﾡ家が生れてき たこ とには注なし 

なげ れな ら め。

次に長男をﾡﾡ動務 させ てい ろ歳条の例そとろう。

る②のﾡ合。 水田約$反, g2反 そﾡ林野ど町と及。 ほ茨数 

4る, 長業ガの日ﾡ世示主(〜ラキ) 2sog ま28○日, 

張引4○日 受女と○日。ﾡ己化ごれるﾡ作物に水稲/石2斗 ( 

ノ2220ロ>. こえ2やく, 繰9か君干それにmわろ- 林*収入 

は 過.キ ←回に同材 ススパ/ m ( 面 と反) あつて, 何断 B て は あ 

ろか著計を補ﾡしている。 しかL林のﾡ造からみるヒ ここ当 

多く の#*収入をﾡ待すること困ﾡてあろう.. しかし厶秣の痴覚 

をた実 させようとして非常な切力か払われている。 最去 $午回煙ナ 

な面ﾡではあ ろか返 年造林し, そのなかにはﾡ后ﾡの山に土を星び 

あて スキ を植えたとこ ろしあるといゝ. こうい つた林業学は鳥 

宙期を 利用 して世帯主 か•冷却行っくい る。 * の目標は主食 を台 

給し, 系ﾡ と#挙収スによつて生計が立つよ>なﾡﾡを作ってゆく 

ことてあり, ﾡ多②の品ﾡ的て形たともいえるてあろう。 しかしス

一―........................................... ............

-2町---------------------------------- ・----------------------------

工 IIIIVVV

業そ営規楼が小さく ②ﾡの*ﾡ収入はﾡ神てさないてあろうか 

ら. ﾡ生ﾡし時にﾡめうれなければならない. 養家 @の場 告 世 

常 主 ? 労 ノカ カか自 営漫株業 に平令し っる 系片に あって, 彦す入そ 

高のろことも不可能てsない。 この点が字—— 主人型の農家と異る 

ﾡて列り ぼ たﾡﾡ②に沈べてを 株労作命 な佐だが強く なるゆえん 

てある。 ②彦 多ほこれより営林ボのウエ ト は 減少 する が大応 風 し、 

よ う な性ﾡをしつている。

しクL 受男--主人 型のサラリーマン農家もい ずれはミ ー主人翌の 

そn に羽行すろ <あろ>。 専業 → 米ﾡさ ら に不安定な*→ ま 

ﾡ的求挙という ﾡぼ非丁送的なﾡ程てある. ﾡ民動務そしてい 

る長男か製犬で林業賃 ラのこ行っよっになるとは考えられない。 サ 

ラリ ーマンﾡ号に共 していることてあ るか, ァニS表そみても 

雑す的な灰業の形をとっているサラリーマン悠らはスられない。京 

頁 勤務 を中eにして, そ のﾡ向へﾡ家全体 のな m 乙ﾡえはうとLて 

いろと方えっれる。 いずれしてもﾡ的う向のはつき り たﾡ家 

ﾡといえよ >.

しとあとこ"集落て サラ リーマン※家かでて< るのは長のこと 

てあろ。 わが国のﾡ家は記25以ﾡほげしいﾡて県ﾡ化の協る 

すんてきにが, その なか で サラリ ー マン 農 鉄 の 增 大 が点 されてい 

る。 このﾡ香もその例にしれない。 戦前においてﾡらのﾡ求とうこ 

ば決なとハ林英領労幼ペ製炭が主体となり, そに若〒の ﾡ人
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馬車 以、 さ 等か 加わる ﾡ彦 のものてあった. 云いかえれいわゆろ「 

あめ人」は層 なか ったのぞある。 ミれが ﾡ なる と地う行政を校 

岡の 原 ・拡た 鉄覧ハ 同通 ( 昭和2? 可部 線 が 加計 ヨ 

て長されﾡ) ﾡ源同発工ﾡ, これらに件っﾡﾡ. 裂末. ャーウ 

イス芋ハ 卷晨 など によって, ァ2・ 3 次ﾡﾡ にﾡﾡする可 能性が生

, ここに新しいィ フ。のﾡすﾡみか注現しのてある。

3 ﾡ体*リのﾡﾡを自営し ているﾡ安

ﾡ命なﾡ種としては士建ず石 編伝, 

が, こ/に展すろ遂ほけ次ハりてある～ 

炭系翌号 そせ午件 家数 自営 兼算ﾡ共者

商1店. み内 手工業てある

ﾡ*主要在宇着とﾡ※ 
ホごガ有との肉保

② (③-B) 6 土花* 主スルフカ

② (③-A) $ぁ業 主くGs)
・G? (③-D) タ 但 主人(s7わ)

@ (③-D) 2 (ぶん。

裂 - 主人

宇 - 主人

う一主人 (A
一 (モﾡ国")

耕地面病 ﾡﾡ かっみると全部3反未武にﾡするか, そﾡ休野画ﾡ

L もすくなく い. ②9と②のﾡ条をみよ >・

費 条69 s合. 水田3認, 2ス$該, 登営林3町7ス.ﾡ 

の後業労の日故は世帯キ3○F, 表/50日, 長明 (/のネ) 3o 
日。 »ﾡを行いそれによる入 フ $.。 2 ○円 をあげて いるバﾡ繁生 

資に入るべさセのがない- *せ?ヶ月分の受配をほけている- と 

ころ でこ の 泰 臻 に け 動刀 耕ﾡﾡが入 っているが その起ﾡAするとこ 

乙明らかてない。 力が不足しているとしても他方ては非常 

Iにラ』ﾡ名的なﾡ ﾡが営 まれているからてある。林野面のうち的 

¥分が切◆人工#, ﾡりのキ分がの令帝炭林て, 込去$野同年L
されてさている. 战探 ほ 全く行われて いないハ 米味あることは 

ﾡ及び手入 4ア が殆くと雇甲ﾡ仲に存し て い る という こ と てある。

土ﾡ革によろ入の一部 か耕転校の ﾡ入に当 てられたり, 林求ﾡ

に向iらゝtていろこと に注だすべさであろうっ

ﾡ 家«の合- ﾡ地面事は/ 反歩にﾡた す鳥 永とゞ云わないか 

ﾡ営林野ぼら町歩ある. 株野の >ら /5年生のスギ3町み反 2o 
年生のゾソが2町2反 いすれも ノ○Kつu諾れ他町村に/ノ団地を 

なして存在する. 当集帝のﾡ字のなかて, これ程長うに野を所有 

していろ驚字はスられヶい。 たﾡ 家 魅 は過 去 $手回に 福ﾡ もべ採 

し全く行ていない が, /町歩以二の株野を有するﾡ条のなかて. 

ﾡ残したこと 乃ないﾡﾡはこクノアに限られる。 #の述かこ" 

よっな手入れを要としすかつたとも解さ れるが. 令般の配置がさ 

わめて 単で相当の畑向あま ○ 手を入れていないことも示す・ ﾡ守 の山 

#としてはゃり 興例 てある。 林 野かﾡ営の汁ﾡとし て てぼ な く ・ 

所産としてﾡﾡされるという 性格か 強いのてはなかろ>か。 こうい

た市実は市人の米に泣する特殊なビヘイ ビャーとL て理解てミ 

るよつう。

ﾡ 条 ②及 び @3そ 営耕 地が狭少てある上に, 本野3全く所有して 

い呼い。 た戸注海すべさことけﾡ者ともﾡあとっ さ喫 ﾡそ坊し 

ていることてあろ。Gは長号を7ロジルへ, 次男を大阪市へして 

いるし, Gし長男を岡にﾡﾡさせている。前八卷と卷か比較的安 

宝していたのにたいし いま ハ2ナはかなり不字ミてあるといえよ

4 ﾡ人農字

この部ﾡてﾡ人というのは大工 と石工てある。 次に示すよっに取

人送条は火戸あるが そのうちの3だは全営土地面ﾡの較 的大 さ

い炭家であるへ

A坂る号 &営午4 宗旗牧 ※で々ﾡ *め者 業をが高ﾡと業*

○ (②-A) e (著森る。) ま:79 さスー生ス (a)
② (①-A) $E工 主メ (/) 主人一主人

② (②-B) 2 (緘,際舞 鞏一主人G (③-D) $ (ﾡあ 圭ズ(0わ 主人一主人 (会)
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-一の売工だみにに王へ - 主人型が多く,ﾡﾡを利用して 

兼ﾡか行われて いろことを示す. =の点てﾡ炭属条と改をいつに; 

ろが, ﾡ人良字の9くは工本工事ヶとの日雇ﾡ労めをも行い 就, 

のかたち5よりおえてある。 取人とし ての労 城会か 十分て ないか 

らてあろう-

ﾡ 字② の湯合- 水女テ7整 3友2部ス, 林野/3町ノ反を星 

きする。 耕地面ﾡは ﾡ的 天 さ い が 若 お 化される 農 作物 点 ノ石足 ら 

〒の水ﾡのみてあろ。 翼文ヨ数て3世帯主20○百, ﾡ25o 
日, 受ケ3○日て, 第素に出ている世ﾡ主の度ボ労ル巨数が相当う 

い。 送ﾡ日ﾡは2。日入ている- 登営材野の益造をみると幼令新 

炭林か大半 を5め ろ が 採可能は用林林もつ町歩種ﾡ入られる。 

経去5年画I スギ林 a 反 步イ ククク 石) そ/回に伐坂し, そのﾡ逃 

は全部生ﾡさていろ。 ﾡ及ひ手入れにはﾡ用ﾡルは入っ て い

-73- 
い。 営家②は一応X林英を主体として今ﾡ委ぎを営み, 取をみつけ 

て確多る業程にﾡ労していろと考えられる。 しかし 二の点条は3 
反サ程凄のﾡ地(水田2ス3ﾡ, ﾡs認)そﾡ し付けﾡ規求のﾡ 

小 を計 るーカ, 長野をな負市に ぶ京さ せている。ﾡ生ﾡに対する 

積ﾡ的な態友は景早う かケわれない。 ﾡ営状野面ﾡは相当大 さ いが 

状分の横使みらし.て王常的な林楽所は期ﾡてヨないてあろら。・ 

普庭林末!2よる 自立が不可ﾡてあるならは やはり何らかの秒でﾡ 

集 •への稼存を 強めざるを得ない,③のようで上層費ﾡでお ってもぁ 

とつ3乗戸を他出させて対応していること2主意すべ、てあろう。

ﾡ ②の場合 は世帯主かﾡ工てあっ て季振 表の よ>な形をとっ 

ている。 即ち /2月から3月まてのるﾡ間に他町ボて石工としてぬ 

き そ以外は思茶に早念している. 新地規ﾡはﾡの③とほぼ@じ 

てあるが 林野面郡ばすくなく(約6町),普稲 の横造 もょ< ない. 

商品化されている更産物はノ戸足らすの米と面 (2万R )である. 

※*生ﾡはこの っ十分てはない か。 この離取も/反ク訳茬の薪 

光を杯付けている。 ともかく, そ答ﾡせの比険的大さい豆人*条( 

②② )に共ﾡして云える乙とは 業だと泉業に片方ずつ足を置い 

ていることてある・ ﾡ業生産がﾡめて不十みでものてあつても, 大 

羊 の 甘劭力 をそれに費し, その上 できるだけ 多く求*に出よ うと 

している・ われわれ かこう いった 展 喙へ行って 例 く 回かされ そ 

ことば手 同が足 りなくて凝林禁生産 が題 ゥよつにでさないヒい>こ 

とてある。 耕作規凝の縮卜もここに由因するという. しかし戻面 

自己の羅林 桑 里宮)こ 就労する人口 をで ぎる たけ すくなく しょうとし 

ていることも寺索てあろ. 寄やな三砕ﾡ及といわねげばならぬ.彼理 

製だ ﾡﾡに ついて 年衆を隹める場合に も この同ﾡがmﾡにて < る 

てあろ クが ここに小村漠家のもつ矛容が集中的に本現されている 

と望着は思う.

ﾡあ«は 地/反余をもつのみてﾡ林業主産はくご行-す, 大 

工と日雇領労のによつこ生計を御ている- ﾡ近長男を町外(広』市 

) にﾡﾡさ せた。
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5 林菜 以外 の 負 トクにてている表家

殺字番引 王営条件 央茶々ﾡ 慶ず主受事さと
秀笑航另港との用乐

② (②-8) s 主人(sケわ 主人 一 主人 (A)
@ (②-C) エホエ 主 人 (ラ2カ) 主人 一ま人

© (②-B) 受転手 wy( ・シオ sy-生人 (モx)
請で失落にあいて林楽とﾡ係の六い ゲメノ と して は認別発工事 

にﾡっエカや転手なとと製ヶ日ﾡかあろ。 安るはﾡ用み会べ限ﾡ 

されているたのﾡ宗々賃切け働～穴めとし てみしてい ること 

びろ い(後 宛)。オ/裁で お おし た 室 岸備 先用 侏 カ 保 労 例 か一 西5 

で あ ろ にせよ かなり 多く ち•って いみ。 多すうともﾡﾡ底甲された 

差家に上の引戸のほかに, ﾡ人登みの3戸, 土ﾡ業自営といのか 

ノ戸ある。

ﾡ家の②の場合. 田2及ら診, 92反分該. 表ﾡとﾡ秋ﾡを行い 

2万 ヨ 〒日程ﾡの収入をあけてい る け 照 第 から の 収入 ほす い. 

そ営材野/町3反, ﾡ戸可能#分を欠く。ﾡ5年回にﾡﾡﾡみ及 

ラバ株レ, ーカり反理度の度林を行っている- このﾡ条は2-3 

手常市ま で 製景 を行って い たが. ﾡ求同楽二卒が始 って から 族 炭 を 

やかている- 来菜は世帯主 (の日牧っ25○日 ) と品 (/。 0 )
て営み意肉期には土木工事に出, 林革ﾡサ』のﾡ会べあれはそに 

シゲ するという。尚, 中号そキえ 受 号を広ﾡにし 表 ﾡ の 

見署 をさせている。

選家②②よりも全き土面稿はかなり小さい。 帯主は当部客 

の土至案者に雇われ, 土う, 軽三ﾡ乃建羽, その他ﾡ甲ととさまな 

は字にたすさわつている。林英領労めを含めて, とにかくﾡィに 

ﾡ事している着)でば雑ﾡ的なﾡ着か多い。 ほ労夕そのも の か を 

性を欠いて いる / っの証左てあろち。

6 製 我 慰 密

aをﾡにおけろﾡﾡ ・ふ月の うち向けの製炭を行つて い る

-75- 

声字はっ2ア, 装東 を兼茶の主体とするもの(製炭 整 茨)は 2。户 

そ数え, この歩ﾡて最もﾡ人ロ の多い 兼業 業種 である。 ャミ/表 

2見ていたきたい。製炭 を 行う囊 象 と林葉 重労例に 出て いる農家 

を全部収めたものてあろ。ﾡﾡそ一括して掲 ナた のは製犬 ﾡぶであっ 

て#ﾡ傾労仰を行うﾡ家と林式頃労のを主佐と しながら 製炭 を布つ 

ﾡ 客 が相 当見られるからて る。ここてにま十製決農ﾡについて主 

な特徴をァ 3/戻からひろってみよう。

そ営 ェ 地ﾡ恩 からみると, どのﾡ届 にも製ﾡﾡはみ らるが, 

そ営新地及びﾡぎ林ﾡ面ﾡ の中海なﾡ居に最もﾡ している。林ﾡ 

に岡達L ない米半ﾡﾡはすてにみたうに」の居と下の局 に比較的 

多ハ っ た- ﾡ局 これらに該当L ないﾡ 表の大部分が製炭 を行 ってい 

ることにでる。 ﾡボ主硬ﾡ事ﾡ と製炭就労者 ヒの岡係そ入ると, 主 

主人型ないし主人 一長引型 か大 部分を占め, 妻 —— 主人翌 

ﾡ営耕地のす< ないﾡに3戸みらるのみてある。 元末裂犬!生 

産乃規ﾡに弾力性があつて, 農◆塗せ規ﾡ, 家浜攻なとに合わせて, 

厂：こ丁枚中を湛告る.湾期に焼く ことが’てき る。したがつて, 凝装片 

ゅとのﾡ合を避けなから製べすることも十今可能てあろう。ﾡ対長 

チ に 主人 —— 主人型が多 いのは契炭業乃むつかかるﾡﾡ に由ﾡ し, 

またこれか条件を異にしたさま さなﾡ条 に取 ○入られている つ 

えくてもあ る。

製炭 の形態を一たみておこう. 戻木は他人のから入手する号 

合と自己の1林から取る場色と がある。 S3についてみると物ﾡ 

ワヶ -スが4アあるが, 連年旨分の林を和用してﾡﾡしている浸 

永てはない。 年高«2 ○ﾡ ( /6○0ず)製炭しよっとす北は 3 

くなく とも$反歩の新炭林が要る。 この地方の新ﾡ林のﾡ地はノ$ 

～ 25てあみから 毎年4○0優ずつ自己の林て輪焼しよう 

/ 「ると, 大体/○町歩前後のﾡﾡ林をもたなけれはならない。 し 

かし当ﾡﾡの製決ﾡ新のうち至営林野面預の予も大さなものてふ町 

リ(新戻株的3町歩), 大部分はよ町未ﾡてあって, いすれも自己 

アム林のみにﾡ存てき る休本ﾡではない。 ただ= のﾡ査表にかかれて
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愛ﾡ番号 そ 当 矢件 字扱数 系昇々種と系業労ﾡ

ﾡ柔主す従ま 

石とﾡﾡﾡサ 

著との同係 ﾡ 太の

© O- B /主ム(43)y ﾡ炭(ﾡ夕?ラ33..-秘 ﾡ羽一主人 地人の山林

② ②- c 7 (へ33 吃炭 主人一主人

② ○-A (まパ5う7ぱ力
項 男 <ユ--- 7ジマ

主人ーキ人 自分のム

②-A ? (試^/そ2, 実炭 主メー 主人 他人の山林

② ③-c 3 長 ヲ (2) ﾡ 法 主人一長男

② ③- B
(主人 (9)
1 浜 男 (2/) * 屎 主ヘー 主人

② ③-B 主人(4ラ) 製央 主人一主人 自今の林

@ ②-B 主人 ($2) 製熟 主人一主人 人の山株

@9 ②- B 8 - 長 男 (39) 展 浜 主人一長列 自分の山1林

③-C 圭 人 (43) 製 泉 主人ーキ人 他人の L

②-C
主人 (34)1ボ生ﾡみィ 
契 (2め*"* パ 主人一主ん ん

@ ③- 6 s 主人(2) 製炭 主人一主人

@ ③-C 4
/主人(8)多Gり) ﾡ 炭
\m別(/ 宇 央日た,みﾡ 主人 - 主人 ケ

@ ③- c 主 人(e/ 製 炭 ・ー- 主人

©n ③- D フ
传 ・ 3?! 幾 度 ﾡ-長

③-A 2 圭 人 (65) 製 炭 主人一主人

© ③-C $ 主 ヘ(23) ｛登数 主人-主人 *

© ③-D 長 羽 G30) 署ﾡゅの ・ -長那

© ③-D 3 ﾡへ8最炭 主人ーキ人

© ③-D <
C1e 霧*

主人一 三ラ

(林ﾡ震労のにているﾡ 条) ・

@ ③-c 主 人 (3) 林送項分の 主人一主人

© ③-C <
/主人 (29) 林ﾡ告ラ 

欠 (25) ﾡﾡ &一主人 e人のム 林

③- D 火
/キ人(&)5ワP)本* 労め
\主人 ﾡ炭 * -キへ ク

© ®-c $-
(圭人 (6e) 林ﾡ方け 

字 (S) ﾡ英日 表-キ人

_._晃 本 業 賞労切

A手 更 金 当ﾡ ﾡ 33年のﾡ栄T 卜 ﾡ ・ 資究日故

より /20万 ・ 河 $00
20○石 eマ(桁ﾡ法)新炭焼) eee^

よ り 800石 自 負 ﾡ 1 2oo0"

よ り み0石 ? soe*

are " 200

200日 ? / ceび*

s 0 4 ・ ?
X 

00 (A
より 70 ◆ » sび (A)
よ り 2o0 ク 薪炭茶 eoo

よ り 200日 高(驚あ)
* 

ク22

3o0
石 

2$0

a ﾡ 新炭百 っseず 

282

そ の他 ノ○日

石 
ユ20

x
ク2の 唯 秋 <◇日

5
8c0 他演(ﾡ) ・ ©

K 
/222 (A)

石 
200 自 翼 夕

* 
2000

ふ。 6 e海(T剤)
*

<220 (a)
石 

$O 他ほ(ﾡ ゅ) ※ ち ”お
造 * /e 巨 (A)

石 
252 自 ﾡ 新商 我、 出 /20目

soe 他部(感1) っ ふeど" ・

石
2 00 A 資 1 ン

■_______

x
22 ベ 出 / 日 ほ群)

小 出 220日

よ o / 自 ﾡ 単 * 300日

/4声 ? ク ざ" 我 、 
ﾡ オ

ノ$。 日 
/2日

伐 出 20o 日
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いろよ っにﾡ野面示のﾡ教的大=いﾡ家はﾡ的引に自分の山の立木 

て製炭していろのてある。 人の山林から京木をまっ ﾡ合 は大体2 
年分の立木 (湿ﾡにして/～2町) をﾡ入しているよってある。泉 

ガマを/ 基堂ろ以上 製炭番があ る程ﾡま とまらないとﾡ点の負担 

が大きくなつてうさ合わでいからてある。製犬資急は自己ﾡ金て製 

決するものノのナ, 定協から信りるしのッア, 著炭ﾡから信りるも 

の2戸ある。信入汚会にﾡる 場合 a 支新ﾡ 商のいすれを向わす, 

製呂のﾡを約ﾡし, 信入金ほ販ﾡ代全から差引かれる。 したがつ 

て, これは官営製ﾡのうちても独立性か系, 同雇制官営製炭とも 

いわれっ。なお ﾡﾡﾡから資金を惜っている製決着けとき2よ 

つてサ焼きの形をとることもある- 当町の最し大さな新ﾡ市である 

加計木炭株式会は加計戸回に相きの新栄林を所有 し, 製炭者をそ 

こに 入れて 製炭させること がある からてある。 製品畑格の20～ 
3o %が炭焼もの取分 であると いう. 戦後農ゆへ み公ﾡはﾡをう 

につれてﾡ加し, 加ﾡ計木ﾡとﾡ争の形をとつてきている。 両ﾡとも 

1代金 カ マバ金 さらに生活ﾡ金ま て前管しを行つて製炭ﾡ の確保 

を行っているバ, 前信りにﾡんれる製ﾡ着の姿は今も言も表らない 

すうておる。

製栄ﾡ安 の頬型化 はさきさな指標て行っことがてきるが, ここ 

てはそ営若ﾡ及林野の比ﾡ的大さいものとﾡ細なものに区 分す る . 

のﾡﾡ ﾡなものではない が次のよ うな性格すけが可能てあろ>。

上ﾡ製炭ﾡ条. そ営ﾡ地は比該的多い。林野画もA〜8階層て 

あつて, 原木も若干自条所有林に炊存することかでさる. 大体官己 

資金で製炭を行う。主人 ー 主人型, ないし は主人一 長男型。兼 

*の 種ﾡは 製炭 /本にし ぼ"ら れていることがみ い。

下ﾡ製決ﾡ象。 そ営耕地は3反未満, ﾡ営林野は/町未ﾡないし 

非所有が多い。 製炭京木は全部人の林ﾡから入手。人資金にﾡ 

ることが多くなる。 農生産は*子にゅだね 製ﾡ専業にい。 

このﾡ泰群で主たすべさことに米ﾡが製だけではなく, 林業賃ウ 

物さらに農業日雇にき て及 んていること ておる。
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これらの性格をﾡ型的に示しているﾡ家を事例としてポげ) 以下 

やや詳細に 検計す る。

ﾡ条②の場合。 永田2及7部, 書通ノ及7aス, 系ﾡ7ﾡをそ営 

する。 和中2頭. 『マりを行う。送ﾡ20a ,収ス入的2万円, こnれ 
以外に受業収入ばない。 家決数か多いためく 今人), ミヶ月*の配 

ﾡを受ける・ 王営林野は約8町サ, 製炭凝キの なかでは 組も 大さい. 

製決は年商300ﾡ前後。ﾡ木は他人の山を買って手に入れること 

か多く, 自分の山はﾡらないといっ。 ﾡ争②の話すところによるヒ 

自分の1 をﾡくと期当に製 限かないため, ルースになつてどうしても 

製炭登かすくなくなる。 したかって自分の小は他人にﾡり, 他か 

○扉木を買つて場く方が得だと云>。 しかし, 押来の原木ﾡそ子恐 

して, 自分の山 で 製炭 で きる体製 を作 って おき, 最終的には, 濃* 

と用材林収入て自立すること か© の布空 で ある. ﾡﾡの配置は下回 

に示すように比ﾡ的整つてお ワ, またここに示された画ﾡは台帳面

-3町一

エ IIIVVVIV VT XXX～

ﾡ であるハら, 実測面布はこれよりもかなり大きくなる。か かるﾡ 

用 からすれは; ②の桁ﾡの矢現はすしも不可能ですないども しざ 

よう。去$ﾡ向にスギ林3反歩, 新炭林2友 付杯, 林も犬 は 

$反歩硬入行っている。 震林ﾡとも全部等ﾡテウで行わているが 

マの月別配分は次の如くてある。 (Mは世帯主(/) Wば同要 

(42>, Fは(7ノ) そあらわす)
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ぐあっうっ そのた味て.

震作ﾡ ・ 製ﾡ

R -- な()
-

-- (う39) --

n seowo(ど) (ョ) /M 3日\ 
'上ス レ 2日 ノ

4月 苗代年準則 C;谓) -- 香おこし(『ルり

a 及のテ入ﾡいﾡﾡ付/M28日 \ _
3 - 西ﾡの平ス臣座 \w28日ノ -----

この,応
/ a メj,日ﾡ. /2s日 _
一’ - 支の脱殺綱ﾡ海玉、W28日ノ ---

-- : にム州 

りが「ui
こ 2喜卒り /M/$B\ /N!7日 ヽ
/「 ﾡ W22ヨ ! wフ日 ノ

/M 3BT/ウ(w2sノ
|的入 

る.
a g 除革 /MzoB \ -
0 ” 天秋香 ・Wコ2ョノ --- 下ノ" (M48)
・A --- (28) ーー 1
= ﾡメゥ /Mユc\

/9月 え引きの改4 (w25日ノ (N $Bフ
--

ァ& (:受) (38)-
小 月 --- (.ラ88)-

計 (M/6/8 / M ノ23 日 ヽ

w/24日 1 W $日ノ

/ M ノ2日 、 (w48\ F /P8 ノ

一受して分るJうに, 製犬 がﾡ ァ取り入ら ていて 労 イ 力 の

配分らると製ﾡウェイ トはかなり大さい。 経常的なﾡ活書を

得るたいには共まるけ炭ﾡさにければなら な い か そ う ノ ナ る

と 羯 察生農 も思う よ う に行かす, ム*のそせにし 十分手がまわ らな

い, というのみ長字②の一番大さな叱、ておる。 ﾡ人ﾡﾡにっ い て

認こだしたにみっれたのと同じ 円ﾡかここ てもス られるのてぁ る .

恐っく歳業労のなかにはﾡ界生ﾡ性のさわめて い 労メカか合 ま れ

ていろ はあき ら か こﾡﾡ茶てあるっ こもか
かわ す 労幼カカは不足し ているといっ。現た の 選 挙本 術取階1マ お

・ < .. だ みの.て※生/ 当 面かこのゞうな形て9在化L ている 

のてァろ. <して山#志うのせむ才す生たし義革の伝生走だにﾡ 

割されていろと みなけれはならい。 渋事生産ﾡ #に走ま nR モ 史 

H/上屋農家が 安定 し た生毛番ﾡの上に林す生ﾡを とり 入ている 

のと 清率的ておる。 きたたにへた上ﾡラリーマ> ﾡ多②のﾡ 

合二は雇甲デカのみに係存して山材をそ営し, 比ﾡ的な百はく林 

ぎ そ ﾡか 組み込まれていたか, これし主ﾡ基望か安していたこと 

-ルせっよう。 いすれにしても 山村ﾡ字の多くはαる生活

盤を欠さ, こ れか マにして起 ﾡ #ﾡ飛展 D ﾡ ﾡで因 と り 5 い 
ウてある。

製 7の場合。 呂«及以きス,Sノ戻。認。 は野/ふ。 G比べ 

「そ 新ﾡ す入さい が*野 始んとない. 等歩数7&, ラロ可 能人 

□I土帯主 ( ・ユテ) と髪 ( 3っォ ) ハスてあろ。 ※ﾡぼ会くﾡ 

品化されてない・ 現金 収入 吋 オ べ て 当 炭 で まかな•われて しヽ る. 裂

栄ﾡす 同 "4 2 0 み理。 ﾡ近, 受え 賞唾 を 百次 対から ﾡ ) て
学ゲ して い る が フ7年 〜 ジつまこはそイ ﾡ央テの神山 こ サミ

2L ていたと い う ・ 現在 n 面 り

, /M 
w

2○日 . 
テ E ； s F -- ー ハ(; 2

•,月 (M
、W

日
5E ' 4 F .1 -

..
/○月 .

--•
• -- β

3 月 /M 2sa ソ戸C1バ 日) /M日 / I w
ノ0H\

W $ E • ノJ W 3 / 日

' ・ (・ ノ日
二 日 ノ ど パ W s 日) ,コIM8ノ /月W

ユァ日
s /

受業ﾡ «と あま ワ凌らない が, ﾡ ﾡ か な い だ 苔 干 十くな

くつている。 製炭日敬け世柄主/夕7日, ま3と日となつて② 

」りしﾡボクウエイトはﾡくなる。 従末製ﾡ たけ て なく仕事かるれ
は士不工事びとの傾/事にし払ていたというから次にﾡへる下混ﾡ 

ヶ歳字に正いそもっ。 ﾡる点に会ﾡの自給か可ﾡら ことてある 

ﾡう②の場合。 新地は/及夕該の河地のみ。 &営林野はない. 每 

渋ぼと名, 世ﾡ主(22ォ) は満 引 て労幼不可 , ラ物 人ロは長男
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(3○オ) , 岡至 (つ5す), 世ﾡ 主室 ( $3) の3人てある- 

ﾡ作*に世帝主の要 が行 い 製決は長男と受引"か行う- 毎向※

翌/200ﾡて製栄専葉に丘い。さらに代作業にもたわれ, な 

¥質のにも出ている. 下ﾡ製炭選家に共通して云とることはﾡボ 

がﾡ的9に なつてくることてある。 製及び林*頃ィカ のいすれも 

か 不字 定てあることを示している とこわれる。

ド 条②②6③«9は あとっ ざ要員 を他出さ ごていろ。 これら師ﾡ 

*は前に正へTた失業的専ﾡ虐字にい格 をしっているノ てさ な か 

ろうか。 失賞的卓*ﾡ多のﾡ合はﾡ存字ﾡ頁のの刀 があ 引 て ﾡ ﾡ 

にﾡラてさなかつたにめに, ﾡかの上てキ*ﾡ家となつ てい た。 

しかし, いまの装犬ﾡ ﾡは残存ラ物 力がそれ程方弱てぼなく 戦犬 

にﾡ分しているのてある。兼 羹 に就労 て、 まなく なれ ば 夫サ的平事良 

字になる 可能性し あろっし, あるいは 脱農 - 路村 の通程をたとる 

かシ知れない～

としかく , 二の失ﾡの半数にいﾡﾡは学決によ つて幸ろうじて 

生計を術て いる ことに なり, 製炭の墜ﾡにその死合が昭かつている 

と云える。 そもそし 加計 両辺て製ﾡか行われろよ っにな るのは旧番 

評 代か らてあろか, 調治中期ては少止りも足く, 決ﾡも不タな 

-1Bすみ」てあた。 日ﾡ末期になつて, 環方球手馬幸一節民が 

rしいr改又すみ→の製方法を権きし, 製決求ﾡはﾡ湖的な歩 

を法げるのである。さらに大正の中頃,川登部落クら加計に管ける 

※路がﾡﾡし, それ以降木炭の生庭君, 製ﾡ登とも大して, ャ2 
次大戦の治まろ市ﾡにはピークにﾡする。 そのは大部分のﾡ が 

装なしていたといわる。 戦後, 岡知のように木撲は一B的な好ﾡ 

をﾡし, 労物力不足によって惑少してい た単時中 の製ﾡはﾡ度に 

ち五つた. しかし , ミこ救早, 見のがすこ との で さな し、波化 か 致 

れ始のている. »/にﾡ木の入手が相も困雄になつてきたことてあ 

ろ。ﾡ央林済景そも のかいﾡさ て, ﾡになつてさﾡこと 

次通立地にﾡ ほれたとこ ろては戻木の 頁付 をめぐって パル フ。会社 、 

の 皖 合 か•生じて き / こ となとかその因を な している。さら にﾡ林
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P中種転換も孫い 目てでらﾡ木事情をﾡ届でものにし て行くてお 

ろウ。こういつたこに が型つ て製決ﾡドは 条山へﾡムへ と われて行 

かさるを得なく ﾡつた。製だﾡを不冬におと しいているいま ノっ 

の装因には木栄ﾡ要の請い見塁しヒ. そnそますけるかハように不る 

け未なﾡ動を緑ける太次価ﾡのTさてある。 ノ例Iをあげると, →ナラの 

/秋が昨夏2280 円引 て下がったかと思うと今の意350 m 

まて上つたといっ。ところが 製だ看の側てこのﾡけにﾡじて生た 

量 を 加 其する こと 加か な り 困 電 で ある. 製求によって象計がまえら 

ている以上, 伝BがT つたからとえっ て製栄堤標を熱小する こ と 

の論eて さない・ 素業報会か遂ﾡてお ば地ハ石刊なもの にﾡ+ 

ることもてさよう。 大掲禄なﾡﾡ雨発工みよ うﾡもハが恒常的に 

あれはよいが, そのよっ科会しﾡささている。 さらに限ずさ 

て山 を買え は, 木決価ﾡの*何にかかわゝす, それま てにに製炭を 

終了 となけれ はならﾡい。ﾡするに木決の生ﾡは価ﾡに対井してさわ 

りって『忍的っにならさ一るを7ないので予る。 製炭ﾡ本の習】はﾡ才価 

格のﾡﾡをもたらし, 木炭需零の戒少は栄のﾡるほのるてあろっ 

から, 桜炭は益々不利になつてくる。われかれがﾡ査に入つたﾡ国 

てはどの愛字もミのことをﾡ切に惑じ, 何とかしなけれ はな らない 

というものの, 「かとうって当面とうすることしてさるい, てaる 

たけ多くﾡを焼くだ→ということにﾡ付いてしま っ. そ こて最 

小 眼 の 布里 は「子供 た-け は 戻 焼き にし たくない一 といっ ことてある。 

現ﾡにあとっぎ要属 を他させて いる唐守に剥ﾡ 渋の な か たI て 

も$戸あり, ﾡﾡﾡイカ がえ令化 していることし否のない。 しかし 

引た灰株米会に恵まれす 不本ﾡに製にﾡ引し, いわゆるﾡ産夫 

年の形で山村 に 残存 してい る人にの多いことも事矢てるる。 こら 

の人 口は製ﾡのほかに林ﾡ領イゃ 選業日ﾡの ﾡ会が生 c ば そ

にも流, 箱業的軒引の形をヒつてあらわんる.

7 林ボﾡ労仰に出ているﾡみ。

前 に砲たャ 3/ 表をみらたい。 わすかなりとも#*ﾡ 分例 に
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出ている遂ほヲ戸を女える。 全き土地ﾡ眉からみると 新3戻 

未若, #野/町未査ないし 所有 の 階層するも"かんとてみ : 

る(そﾡ 市逆席届 て○③(3反へダ反) といっ のが2戸列るみ そ 

は3ほ◇歌と3て云って, ③のﾡ下居てある). この般次 群 の雑 

色はを土地の最しすくないﾡﾡにﾡ中 してい ろということと 何 

凌もモへたよっに飛式々ﾡヶサボﾡみ力/ 本に とほっれていないと 

いう こと て ちる. ワアのうち7ナは製ﾡそﾡわ, /ナは農常ヨなに 

おている。 はず賃引仰だけというのは/アにすきない。 梨岸送係と 

して分さしたタアはすﾡ5仰を従とするものてあり みりの"月

に 状 象 莒% イカ を 主 と する も のてあるっ

郷別に 人 ﾡとﾡみ日数をみる と 欠カェ うにろ

代 ﾡ労人 異 s 人 死 日教 ・ 日

お バ 2 人 ・ y ・

み ク コ 人 "パ U o
日a

そ の 他 / く / ○
・

" i■を莎 シ s <, 製材がこれ にス さ, ﾡ 成林 英ﾡﾡの雇 用 は 便 か て

あろ。 しか いへすれにして し枕党ﾡガィへのﾡ カシ合 ほ そ れ 程 マ

く な い .. ﾡ的うにみる と 能小 でれて たエ ウてある。

古たの話て はこの部ﾡても8お期に /«よく の私か店 た ら し ・・ 

もとしてこの地式は交ほの候か題く, 天然生えのスキ林かある理定

とまれは材オとしてﾡし まとまらなけれ は下 歌びさをして いた 

とuう. +た?リ かろ かったた め, 鉄整甲枕木 を作るこ とか?かっ 

た。 した か、って 札 崎 の 桂 車 も 枕木「枝 出し 无 中心 にし て, 谷理用材

Q 住出 過程 を 桓 当 していたものてあろウ。 大正時代にテョウジマク 

大楽王をみ, クりそのしみがなくなって枕木がなくなつたが 大 

正中ﾡからﾡ樹材のイ球かﾡ加して これに代る。ﾡ査ﾡ落のﾡ 

条へ行つてﾡは何をしCいたかをﾡわると, ﾡげったと巻え 

ﾡ家がかなりあつた。 またﾡﾡ 請通 ( 大正中期) 以 的 は 木材 を 光 ゝ 

する仕事がおり, それ以降はﾡﾡ送ができるよウになつて, 赴 

の確ﾡに も当ﾡ女のﾡ民がﾡ労していた。 ところが 後に なると

Tトラ2にすっ て厚きﾡさがえ全にﾡ生さ れ, 本ﾡ物の 星本テ 

ウハ 桜民の手ハら税至する。 同じすっ なこ とは虫の置理こもみら 

ろ。 立木をﾡつた木材ﾡ舎ほさらのﾡっ出耳口の 務ﾡ を 里れ 

てﾡて 出するようになつからて5る- とくに果近 ト ラ ック の 

へろﾡ路ほての林述を素堂 ゲ垣 与す 否 ことに なり 資力 に た しい整 

i民 の 号 二は如何と しし 離く, 出経ﾡにおける選字 n託 労求会に 新 

ﾡされつつる る。 こ こ とはﾡすの庁寺向にやつていた私や木出 

しシ晴号のの性格を強めたミと そ落味し これに事 Lま うとす 

おﾡすのテ円にﾡ引 さるそとすいてあろう。 昇ﾡの理還化か 

唯めぼ呼権 ごれたせ波にのう止ってﾡみする= とは不可でおる か 

ら,かかる面からもガサす波キク求茶と して 吋成立 しなく なる 

とﾡわれる。 # 大 音成ﾡ T おける 定国 概 金)友 どっ か すてにね

-ﾡとうり 製炭 比、也 労イカ の 回前を 担め る理たのﾡ 6 しか 栗 し 

ない・ 域後 性 は" 性々とほ い え, 植栽 の対ほとでつたのは圭 

として小ﾡﾡて襲字株こあっにから, 唐 用 刀 は 弱く, かっ同的 

丁。ハ て'あった c W ¥, 下# ¥かこ り地城て飛属 寸 nれはﾡ Lい力 南 

「を同 いて く かも知 ないか いまハとこ ろ未知めてある。

(主/4) 木正きﾡ-産ﾡ労物為の形政と渋人コ- 日本 

本主めと農英*s 車 所-,

(主/夕) 野尻ﾡ雄「渋民ﾡ料の央記的西矢_

IV 結 ひ

る 「同選→ が広 < 人々 主ﾡをﾡさ始めてから→てに 

• い^ 昭和恐ﾡを緊求と してこの 沼から山#のﾡﾡ状が許えら

L, その散清の要か"4ぼれるようになって, ム#同ﾡでるもの.ハ 

輸新 が著次 ぼつさ り してきたと云えよウ。る覆のム#塁済索 ﾡ調を 

が行われるようにするのも大休こハ頃からてある- そして跡後多く 

、置によつてさき ごきな偽ﾡからム# 同適 か、改めて 論じらnるさ 

っになつた。今まてに公表たれたﾡ査報 管答は +てにﾡ 大な数に の
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ぼつているへ 初齢, ーロに村足といてしそ八ﾡﾡ部におい 

て紀-さていろといっわけてほない。 3く場合, 山村至者ハ不 

振 山村戻の生活水半の伝ほさ, 山村にあけるﾡ人口の走ﾡなとか 

指さ 才 それをしたら - たﾡ因としては村属求の伝生産性 

ﾡ野そめく る封建的ﾡ肉係, 労の賃領へ伝さなどくさくハものか 

今デられ* っ。確かに向選は 多面的て予るか 注ﾡすへさ は こ れら 

のいれしか, ・民経との対において, しくさえは済展 

の 不 務ハ 向ﾡ と Lて理ﾡでさると いっことてある この点村

惡ぼ長ポ 句 類 と 軌を い つ に 村浮を坂うシのてある」む し

凄 ※印 7 八特ﾡさ 一と して理評さろ さてあみう 何ﾡに特殊 

同ﾡてあるる 。 わわは一ﾡぎ村ハ山科か乙テされろメルクマ 

ー ルに いてすてにﾡﾡした。 H ち, L 村 撲 民か 山#のﾡﾡに向 

納されて渡ﾡ生産を高めろことかてます 林コ ンフ・ロイ メ> - に 

就 すろことによって, 南己至済に応たとといここ, これてあ 

る。かくして # ﾡ工 >フ・ロ イメ ンー の地何 か1 料撃民を夫配する 

こ にワ 村ﾡ ※ 沖業ﾡというよリも林サ ン フロメ メ> トナ

民という形て山村民ク向影か論しられなけれぼならく なフニ・ 

ここに山対向題の特殊性力あス。

し力 しノ ン。ロイメント がバ発 マして 安定した及用お会そ 

/F 注 して いるならは, そ 力 限り て止村民の生ﾡ永準のさとか退 

刊人ロのﾡ務といつたことぼそ程強くﾡ哉されないてるっっ。 た 

た, 林業工>フ・ロイメントがﾡ的にﾡ小したり, 不安ﾡ な様相 そ 

常びて ヨ え う合に は, 山村同ﾡはきわめてシビヤーなものとして 

A る。 われたの訴査地である加町は まさにかかるﾡちﾡ証し

て いろのてある。

業エンフロイメントの 相対 63権小、に対して\条はごように逸 

■- - か。 現ﾡ的にぼ 非農林業的 エンフ・ロィ メント へのﾡラ と ラ物 

人ロ入ﾡ村てホる。 ま才ﾡ者からばべよう。 下の表は合介後のヵ計

,いてﾡ ま人ロ のは労 たさそ示したものて ある- 林ま, 奏 設 

,: -ニスにそれそれ約20%ﾡ底の逮条人□がﾡし, ・輸 

選セ/%, ﾡﾡ及び小ﾡﾡハ// % がこにﾡく。 本業京引人ロ 

「それ程ラく"い・ 示ﾡﾡ字の労ﾡ人□の>ちSセ正く非没林草的 

T-7ロイ メント に就 してい ることに なる。こ れだをみるなら 

は山 科 というよ " むしろﾡ市近なにい。加計町ハ「竹町達設計ﾡ 

き」はいっ。 「注起所役全#について秀来寸ると本町にﾡ#に理す 

②か, 五ﾡの地町村にに戦してャ/次ﾡ茶にするﾡ合ぼ少ない 

しかと 思われる。 呉那の政治, そﾡ, 歌言, 文にのとして, 

J た 国ﾡ可司線の ﾡﾡ 駅としてそのそ ﾡ苗 はさわめて 複雑多広 に 

クr2", 生ﾡ城ﾡも他町#にヒし奇ﾡ的9色秒を合ス, ャミ次産英の 

限 成 淬は穴 きい しの こ思われる」。ﾡ果からみれぼ= こ に云っ 通ゥ 

てあろう か ﾡ 甘が代的な郡市化 を行ったというニヒこ はないの 

-あろ。役号を字じとした/ﾡの花に行政械腐 そﾡﾡ肉 孜首 

内岡,商店が朱つて苫として発展したﾡ果とみるべさてあろう。こ 

の比を /サトにﾡれは 招めて生ﾡ7の信い※ ﾡがﾡ跡な研ぎや 

阳御 畑の 上 て営まれているのをみるのてふる。 そ こににﾡ合 したく 

ら依存しえないﾡ茶があ, これか 恐象 をしてﾡ丈にか0たて ャ 

/次産業へﾡ存ﾡを絞計の工で低めたのてはなかろっか。 しかし 

ともかく2・ 3次産 ﾡか ﾡ英にﾡらな けれはな らない ※民を分

ア 3 2 装 ﾡ業以卜 の小事業によ る

オ/次産英 2 次 産 業 ォ

本 ﾡ 蝕 設ず 製 ﾡ7ﾡ及又び 
小 先

ﾡ業着数 3◇/ 2 2 22ラフ 9 ラ

回I比字% 2の6 ・ へ 22$ クク /o、6

震 坎 人 日 の ザ え 円 和ロ32
_____3 欠 た *
今「 
不動産ﾡ

ﾡ『独及
②公塗 英 サービス業 公 義 分類不能

ご E

7 /8ク 24? 力
ノ4$8

os o /80 4、6 4.o ノ20、0
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ろならぶ向題にない。 ロ計町 か ﾡ他日村 と 政し てﾡ林 ※

认 卜の イ Gプソークとスンァンイ にめくき れていろ こ とは確かてある. 

次 に P れんは こ の Pe4- cハイのウンンエ の性格につ い て検計し 

なけれ ほク ら えし 選条ﾡ大索を占めろものは建設送, ャーヒス 

* , 愛始 こあったことそ 起こ れaい～ こらほにﾡ 義！! 

分意のキる失( ワの○人)を占めているのておろが 再ひ た試計 ﾡ 

ごに起らみ<と 「こらほい す れキ 番 二 同工等にﾡ望してﾡ

加してて に オ ア り, か完す だ教業八ラﾡはク吉の

=と 聖ﾡ - ビスﾡも減グ ー ここ に 直した 莫大なカイカ カ を
どう るクヶ今場に秀さ れた大:同 と=う。 ム村選を

のなかに, • 5 6ラ さ /クイー でプンと ク クメ と来めて勃く人ロか か

くも多枚活住し そして工李か* '5 た 翌存 ﾡた浸宅にたっ ている
のをﾡう と ことにじ肥を文か らしつろしの が あ, る っ どれ 程割引
い て ﾡえて も通引ﾡ*ない L ﾡた 夫 ﾡ人 □の左左をﾡ し去る

<さない。山.村における»業権圭はその不 姿性を強 めこそ す , :
大してﾡ服さ れてい な いの であつ 。 林#エンプ。ロイ ン-の 纟宿 小 か

区 と なり果と なって 作日L ている ことはでのないっむ ろ人 愛A*

的工 ンフ・ロイ ノント の な か に は サナ ラリー マ ンﾡ争にみるよ うなほ

9な業ﾡ もお在する 。 しハ し か か る 業種にア引 する人 口は多 < な .

オ33表 川 名 団 の

! 令確層 C- -2 /◇一 /ケ-/2 20-2乙 2$-22 3$一32

I
2 2 と ? 6 s

芝 サ ? と / // ヲ s 6 %

针 /2 / 3 7 / 7 / /7 /2 /2

ク
福成 无 s.3 &.6 /&3 ?ケ $7 ?$ s.3 s3

丁 の確成 /o.0 /2.8 /ノケ ク? ク4 &? 43 s

会回のﾡ成 /Q /2 /Q7 94 3 ふs 22 ・a
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えに過げた表そみても分るて あっう～

ミて, こっした状ﾡてあろから, 町卜にﾡﾡのﾡ会があれは; ﾡ 

村してゆく。 下八本ぼ加計町及び登部支の令引人ロ ﾡ炭を示し 

たしハて列る。 呑い今の人 口か全屋平力と とべて相対井的にすくなく 

え令 ヘロが引くなつている。 とくに, 山林性の強い川登部落はこへ 

ﾡ向がさらにいちしるしい。 そだけﾡのはげしさを物語るもの 

てあっっ。 あとも要ﾡ以卜の字族人ロはの裕ﾡんど例卜なく 排出 

さていろか, あとつミﾡ員すら排法これているのである。 Iの 

:. 形ﾡ引 記ばのなかで もり にふれて福ﾡし たが, こ こ にも う一

きとyておこつ。 ャう«表ほあとつ3同八不在を示し その 

形*確を記したものてある～ ﾡ男を 提左斐 や していろ ノケナの業 

みをいた 3 Pのうち, 長羽を他出させてい る選条 ノeナ (うち 

マ 三開の残るしの3ナゝ, 長男がﾡ字にﾡ住するもハ/ナ, 供 

rしニアとなつている. あとつミ要ﾡさ えも強力 に押LA し.て行Tく 

科 至 各ハ性格かよ< 現れて いる。部落の人運はﾡ口百者に「いま 

みﾡいﾡは, 百姓や赤きをぐりたがらない。 こんなに長 男が払 て 

行テ< よ うになつたことはかつてなかつたこと たコ とい>. とかし

他う, あとご要ﾡの他おはせさ とかいとかい向ﾡでばなく, 

しっと深いところに恨さしていることそタくのﾡ氏は明確 に ﾡ ﾡし

□ﾡﾡ

xo- •“” $o-$& $$-42 どo-&* 4$ -ワ フ◇一7ア $o- ・ 且______

・ 3 $ s 6 ? / /ノ7

/ ク 火 ? < 2 /ノo

7 / 夕 3 /2 /3 /ラ $ 227

3/ 6.2 « o 7 $s *7 8z 22 / ○oo

s3 チ/ 4 4 3 3ク 33 4/ ヘ/ /

$s タジ 34 ぷ 5
」

24 / ク/ク
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ャ34表 あとさ現のだ・ 不在とﾡみミ

農襄器号 あとっぎ現現を あいき受員不在 英安«号 あとつっき要ﾡた あとつさ要不だ

/ s, 
2 ﾡ 
3 ッ 

& サ 

s ﾡ 
6 ﾡ 
7 夕 

s マ 

9 京

/。 ﾡ 

// ほ 

/2 タ 

/3
/e 炭 
/ Fっ 

e 送

/? サ 

/8 皮 

/夕炭 

20 浸 

2/ 領 

22
2引 ﾡ 
2 ﾡ

③浜*

△
G 製メ,長

A
A
A
△
② ﾡスGクャ)

A
X 子供セレ

③製央

③ 事務用司

③製炭

○ ・"番*業
ラ 項 ﾡ 5S
A

②なﾡﾡ洋工ま

砂3考に(4行

® 小核才

② 大阪在

② 大阪ﾡ空会社

っs 林

26 自 

コ? 炭 

っs 炭

29 決

3o ャ 

3/ 炭 

3フ お.

33 炭 

s y 
s ﾡ
s4 は

?7 ﾡ
38 林

3? ﾡ 
。 %

シ/ ワ 

ィ2 含

吋

クサ ﾡ

自

クク サ 

テ 自

A
A
△
△

A
©«炭

③ 祈ラの

G9 #去石う

( ポチ ふ )

△
X 子なし

② 事ﾡ事買

3▼※漠

△

2 2a

② E創三本償

② 税務受同

② み大工見で

② 立3市えﾡ

② 九選応合 

ろ ムコパ子とia5u

①広amた

① ブランへテ及

③ 岡山,合救工ﾡ

O ---- 迥在 航に 居る. 救字は令.

△ ... 燃有中ない レ未だ生れていない もの・

② …… 家に居ないもの、

ていた一 ともか, こういフたム村人口の来述片労物の評る高め, 

山 村 と郡市 との労 仞 賃領の 較ﾡの明 らかに rn は 人ロか末公はさ 

らにﾡ大するであろっ。あるいは農林業生を自体の合理化)こ里<カヽ 

し町れない。あとっさ委兵の示虫はすしも 挙家離村にﾡなろとは 

いえないが その可 能性 が送 大しつあるこ とは市ﾡである。

メ 上 が. 商左獎 業の 衣思,林エ ンフ・ロイメ ンーのﾡハ 非裏林葉 

Bエンフ・ロイ メンーの拡大によつ て.も たらされた現象の明てある。

われわれはいます てム村嵐 条 と林ﾡがﾡ地す るいまひとっの 

ﾡ条の営 む共 業ﾡについてまとまつたﾡ条を加えなかった 

か, ﾡ後にこれについて触んておく。

fむ加計町全体と しての浜料を示し 論の手かかりとする.

7和32年ﾡにおける 加計町 (合付後 ) の 林葉:建. 殺 は/,タナの

H そのうち素材か。と%, 木ﾡ22、s%, ﾡみ%であつた。町 

ﾡはう2年藤の林業生産所を/〜000万円と甘し, 勤労所

4,32 2 万 円 主所ﾡ クク20 ラロ とL ている。 *挙労は

, P 6 ﾡ うが行う しのとすると, あ労所ﾡのかな0の部分か後ほに 

ル居すろとみてよい～ 社#々主 福 どうか。 こは1株 有 の s 

ワノ たと深く際まするよっにﾡわる。»3$表にはつて林 f有 

t"うちﾡ家の 占めるも合そみる。芬r 山 供 所有港 の約ク ・) か撲 民 

〔あって, しかも所有堀ﾡが大さく なつても, 山#ﾡﾡの9の〜 

/2○%そ占めることみる。 こ の学 炎 から 推す と 林葉々 主得の 

うっﾡみ に帰昼 する部 分が相当 あるといえよっ。ﾡち 蕊 は 自 E 
の林ﾡ生産によつて これだけのMを得ていることになる。 恐 

く#サめ労に匹旅する程の大ささであろゝ、

ところで/崔 集生越基報 の弱ご, 非産業的エンフロイメントの不 

ﾡ足性に 規定さ < いる山村ﾡに 対してﾡﾡ林Kは切伺なろ役 W 

を采しているであろうか。 丁旅存妹野の階月性さみよっ。 *ss
から知らろように, 林ﾡ前有年中と分ﾡにﾡしい。 ム林有 

ﾡ 術攻 /28?人のシち/ノ○町サ以」そ 相 する巻は ノosス, 納 

• %にす ぎな い かン らの有すろ込材面ﾡは $5%に 及ぶ。 s 町
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ャ35表 — - 別所 楫 者数 と そ の

佐 数 所有 3返未ﾡ 3〜$戻
$へ/O ノ。 ～

所有 を統数(A) 2307 /0/8 274 /3s /ク； ”ア

A有着土辛 /Q7 /タ./ 23/
ケ有面ﾡも字 / 20.0 o ○7 o8 2.2 -- Y25s

山ﾡ+f下科う(9) 27 /3 222 ノ2$ /75 274
らズ c%) $52 /32 8os タタを ラ2.ク

c か c 送 鉄の占 め る ・ 合
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3o --5o s。 ～ /22 /2o ～220 200～322 3oo～ 
520

$o。 天

以 上

u 本
所有看 ﾡ

ノ37
/o.6----"

/3?
/o6

66
s/

22
4 ........

s
o6 ハ/

～2テラ

/ 2oo
8 ユラ 2//

ラas
//s
s62

sラ

8ラ4
22

/222
s

/22o
/

229
イノ2
ss

グ上に所戸若敬ノワ% 面称?○%を=どる。 /町下の耳者 

か全 所有 ﾡのおよて#はにﾡすろ。 このよっにてくるとﾡ所ﾡ 

を期行て き ろﾡﾡぼ非常にすく ないと云～ゐはならぬ。

しかしたとえ小面ﾡてあれ1幾家に林木八販売を通じて る男 

合は生活水ﾡをﾡの, ある場合は経済的破局を救つてさたこともﾡ 

然とした争案であるCこの等実を現小に辞住すべきごにない。たた 

ﾡ 家株 生産7 を高めることによ って 現な山 村ﾡ家のﾡ面面する向ﾡ 

か解求 され得ろかどうかは全く別向題てある。 われわれはIにお 

いて 造 家 ﾡかとのような役ﾡを東しているか事例的にみて きた。 マ 

のなかに3 $○町号の1林をそﾡしﾡ報ﾡ生活達ﾡを作つている 

ラーマンﾡ字かあった。 またこっし形ﾡにしつてこっと して 

いる一群 愛らがあ ホ。そして ﾡ細な前ﾡ着 て し準林を め てい 

る。しかし正 い ( な いL/。 年ゝメ 内) に 蚊垂 M科を期ﾡに 

さる送家はきわめてす くなかった。 送ﾡが管 む材 生 産 を通 じて山 

材農民 の当面の 所得 水準をあ げる こ とはいちじる しく 困雄といわね 

はなら ない。

tともと生ﾡﾡ 同が長 いと はそ 林ﾡ 生産そのものは山林を 所有 

している限り小村ﾡ家にとって比較的とり入れ易いと思う。 立ても 

説 期したようにノ L村差業はそﾡ耕逆のﾡ大→ ﾡ業所ﾡ みゴ加→ 

幹業費条政立といつ程をとりにくい。一方 物粗波な林挙生起 

はﾡ業労ゃ崇業と両させることがある程可ﾡてあるから, 呈 

ア ﾡ大にに室当といえる～ しかしなが ら 現実 の 杖 黄 生 趙 刀 は 

Fして高くない・ これがまた現実の実項所得水ﾡをめていう。所 

ﾡ水準を高めるたのには生産力 を 再 め 注けれ はな ら な.い か 伝い片 

水準のためにそれに受するﾡ本をﾡﾡすることかでまない。こ 
・

かとのどもなく く りかえこれてヌルゥセのいう , 伏ビ 域の思循浜 

」こ似ている したがつてここてもこのﾡ宿をたち切るためには 

「卜部か ら の京本単入」がル要と なっっ.

このことは, 狙 別慶字のみなっ す- 林業 エンフ。ロイ メ ントF依 

写 しな け れ ぼならっないﾡ 券 かを 数存在するこ とを考え は' - 地域 

呂済にもで当するハてある。 ﾡﾡエンフ・ロイメ ントの増穴は秋気我 

の大ささ に依湾す ろから, 素 こ の ム村て どれたけ秋喜 め ら 

れるかによつて山村費みの野同は規夫されるよウにﾡつ。この小論 

てのﾡ衆ぼ来ら書坂とい>定をﾡして林笑を入てさたかたのに, 共 

そりしの乃楽展程をたど り#束の勢向をさぐり たす こ とoてさ 

なかつた。この点をﾡらかにするミ とが今後にﾡされた課選こある
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農家における育林業展開の諸型

(東部高原地区の調査報告) 

神石郡神石町の場合 -
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長家にふる下林文及同のﾡ型

(東部高原地区 の調を報告)

-- 神三郡神三町の場合 ーー

I 神万司 そ泊 の概え

0) 自然的条件

神三町に広民景の東北部. 戸山景よりに司し, 面事 ノ○«〒 

万のﾡ山村てある- 給 画種 に 対し て1林ﾡﾡはふ"%そちめ 

中国山所の一部に合aれるこ居ム(交部ふ3S米) を始め600 
～フ ○Q*の話がﾡしている.

地ﾡ区分ては粘板だ地ﾡか会休の"" %て, 万系ﾡ営そのが

3/ %となっている、

地ﾡはた彩の造成が若いため谷か狭く かつ傾斜*が夕い。こ 

のためオイ コを一の霊域具とする水田作は退重なめになりや 

+い、无 み 班 我 の 結 果 以 オ / 云のとお り高人預雪て そ.の 案 件 は 

」< な いかﾡの係て風の裏束は比ﾡ的少ない、

オ1浜 ﾡ象顔

- 別 3
- ・-*-・

と 1 7 号 9 /o // 2
君 内私だ /s8 «4 3 &40 /«30 /289 2303 24/2 2Q40 4 & %e ク
扱高 マじ ノ/メ &.ok &s3 &28 /220 2540 2228 2240 2*2 /8o/ 288 2oク 46/
最低 平均C -な% -4ジ -47? 38 &Y パ/タ 2280 /S// o 2.00 oo6 632
月平均岡水セ"" e2 S70 ス/ $:oo /o./o 2Q40 232o 2o0 /S.70 /®3o 240 &o o

/3 8 ノ2 o /2 7 ノ2 9 フ 6 s /2タ

(2) 経済的ﾡ
交通 についてみれ ぼ惱 ﾡふ〜$米の飛送が桐ﾡ川, 高光川に恐つ 

て 総走 し, こ れが 主ﾡﾡﾡとなっている・ なお. 今&その忙のe 

ﾡはみら れ予運ﾡは界らバス と ト ラ ック に依存してい る-

昭和30年 国 ﾡ調査結 果から産業別人ロに いてみ*つ。 統人ロ

②2/ケ人のうち 業人らん4とコ人てそのﾡ成比は ﾡ策が
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ふ«そ5め, な業及び符☆が2ワ%, 依*, ﾡ設業. 製遠業 

の文つ次差來がミo%, ﾡ芸. 公務, ャービス英, そのの引次 

雇業が/3ラ%と。ってみり, 託tず人ロの花成からみるとﾡ務の 

ﾡがきわめて高いことかられ う・

土利用別所有面ﾡを氷2烈によつてみると *田5$, g 
3.○%とな ってのﾡが該的高い- またﾡ軍の? い ことも 

目さ れろ。 なお財産に句 及ひ部落有せか全く存なしてい ない 力 

こは共同杯的る エ 比テ」用 の デ 谗 か 存だして い ない三 と を示すもの 

とﾡわれる。

オ2表 土地才用別ﾡ五積

! 認

ヨ十 ・
公 有

■

私 有 池;

1

不在
主 

ﾡﾡ

ポ
京 1
比町有 引戸 

区 三 3 小計
/os2/8 シ5sz 4/?8 ・ 523 s 222 44?/

テ

計 っ〜 34 2 ' 4?

一... 一

ニM/

農 田 $72a 5,7” ・

田 s /s3 i 3 / /s 3.。*

用 園地 ノー、/ // o
地 森ﾡ地 / ダ323 /夕3ク3 く 1

ぁ牧地 897 597 o9

山 林 73 夕 70 ノ9220 82ヲ 822 6@/c6 ィ4

" 一 〜 

62s

公共用地 45/4 /?4« シs夕 ジタタ 74テ es

宅 地 662 1 &s3 os

雑程光 2 /o 2o 2ノo ○2

受に年次別ﾡ家数の花移をみると, ﾡ安戸数ほ岐後わすかながら 

ﾡ少 する 傾向 に ある。ﾡ作規標別では3及未 消層 と/ 町以上 層 の.エ 

少が目ユ立ち. いわゆる 中農棟準 相候 向 ケﾡ 取される。 またﾡ業濃条 

が増加し ﾡﾡ炭ばﾡ少の状ﾡにあるか, 22年と3/年を比べる

-101- 
と と< にャ2堀紫業の伸 びがい ちじるしい。 3ノ年真のﾡﾡ比はﾡ 

*«*夕に対レャ/ ﾡ爆業 3と、4, 力 2 稜米業 バノジ、4カ を占め 

ていっ

ナ3表長 年次引〕ﾡ家 の花殺

耳 次 羽 紙 数
S 浜 町 

$～/
町r 

/〜Aダ
町

〜2 2ET上 w 業
染 ま

7 ﾡ

22 ィ32$ 23ぷ /8/ 6$o 24e / ss4 * /

・ 24年 ク2/ 22/ /86 &72 24? /, ss4 39 /ク?

・ 27年 ク22 /83 /ぷ女 "2 2ふ$ 7 / ク$? /22

• /年 4287 /?s 228 460 2o9 
[

ノ2 s4? *62 2$/

次に米繁ﾡ条がとのよ うな屋集 都门 に従与 し ているか をみると状 

業よ/ハ4%, 公務自由ﾡ263%, 型設業ノハ、ノ%が主なところて 

あり. その他のものは催かてある。 これからもわかるようにﾡ業業 

稲として林業は登要な位ﾡを占めているのである。 ャ2. ・次達業 

へのﾡ労の 税会 に と ささ れた当町では林熟の 発 及 いか人 か農 系 生 済 

を左石する垂要な因子となるてあろち。

(3) 生ﾡの厳様

ノ ﾡ 種

B和 3 /年ﾡの主要作物部口別生産ﾡ売ﾡを示すと *夕 表の ご 

とく て・ある。

作付面ﾡのっち普通作物部口は全体の84%を占め, 水 宙 作 が, 

その中じをるしている. *田はほどんとがーモ作田である、 沼作 

はﾡ穀, 弱類などのほかに記要な特甲作物としてコ >=マク と運 

章がある。キ久表によるとコンニ*クの販売ﾡは米に匹該し, 埋 

第 かモ れ に次 べ・

コンニ次クﾡは2○0年以前において, すてに耶内数ヶ埼に栽 

されて いたが, 特に磁んになつたのは. 昭和初期に※系が行さ 

つま り をみせてからてある。 町のﾡ計ﾡによれは・ﾡ和28 年の作
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才4表 程 類 别 注主 差 及、 び

項別 普 室 作 物 部 口 特 用 4E ウ 書
E 今 * 夏 その 連 室 コンニャク そ

作付面稿 

注雇影 

生ﾡ額 

販元ﾡ

反 
$824

/794、と
千ロ

/224?2
T円

② Pe

2.4ク2

4夕乃

ユ2ィ ○火2

s 22

つ,o3

26/88

マ//

3s$

72

/438

s 635
ー ・ * 一 ― ー ・ ・・ ・*業**

な 
今火$752

2$ 
ノ

sィ $/o

売

□コ ﾡ東部_円
そ の

の 他 自 案 その

222

ノ6ヲ

228

$3
り

</クダ300

s/s4

37?

夕
<S 2/ジ

テ?

/3s

203

夕 4o

な2«

/ラと

/85

8 S20

3フシ

付五ﾡにジ7町がらﾡ年ﾡ定し, 昭8和ロ3ににミ町て ◇$o 

そを生ﾡ していろ。

運車作も この町にみける主要 なﾡ金作物の一 ってある. このﾡ 

方 てはﾡみﾡを作付け しており乾ﾡには天日 さ行 な わ れ る -

2 懸 泰

本町 ※家の副ﾡとして大正のネ期よ りﾡ麦にﾡ加したが 田 

ﾡ期の不 況時代に 大Tに減し 要にナュ次大戦にﾡつて危さ 

表退をみ, 前にし述べたように, よりそ済的に有利なコンニャク 

作に 用替えられた. ﾡ在の※ﾡﾡ家ア教はﾡ賞泰教のよ3% (

72方>て ﾡ立部F型/300夕 統収スﾡ世 2o o ケa 程よ を 

生産している。 しかし柔の栽ﾡにﾡ象的にﾡま れす令ﾡ音に見ﾡ 

われることが多いのてその生ﾡ額もい。

才5表 ﾡ部飼ﾡ西及び飼ﾡﾡ

・ ﾡ

F: さう ウエイ トの天さ い の は. 役内用 キ

こある, 神三町をのﾡとするこの牛に通赤「神戸ﾡ中 

. といわれ, 性選順にしてしかもﾡの名声がある、 

房=ハ野※状ﾡをそヨ去$ケ回につさ す は 5表のとお 

) さ 和中 1.3 昭和 27を ビ・ー 7 に新な下 降線を 一 って 5g和ロ s / 

- た上耳している。

； に脚加して い ろ の は 所 お乱いによる - 格 . のた 

x ごすり, 3./年の 加は ﾡ村不ﾡによ る, 東会 入の 不足今神ﾡ 

と ― ﾡ肥Eの逆産を目的としたものといわれている。 めん洋, 山 

は自約再 であ る. ﾡ は 市 湯価格 表切か意しく 年によ つてﾡ 

家 数
さ ス 孔 牛 和 ヰ め ん

頭名 ク ル バ ✓/ ル

27年 クタ7 493 $ 6 . s

25 4208 / / / / 8

2 ? ク?2 / / / / ノ$

3 o ”4 34 3 3 / / ?

3 / & 6 9ダ 4422 3 3 / / ノ/6 I

山 竿 そ :ウ J也
◆ 今 ◇ 今

と 4e クク / 7火 ・33 s/ /7

/ 4e 67 e2 /e/ ラ/4 タク

20 ss e/ 4s o/ ラ2o 3so s

72 s // 2& 2/o 23$o ?

ラ2 9$ 夕/ /$o ss 2/ / o // 3 8
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ﾡ数の道減が 看し い。

4X 扰 ﾡ

所林形態都 多 野 商净比を みれ は二 面ﾡ8み7ら町にし, ﾡ 

有休がふ7%をちめ, 同有林/2%, 町ﾡ林/%となつている.

各ﾡ林平ほ ふ今%てあるが, この中にはアカマツ天然林 かか 

なり合まれていろ- まに この林野の中にほ $3○町に及ふ私 

有の房野がおなし, 誰 載 承 の/7カ を こめて いろ、

営取北をみは, 2泥て病置22○万石のっち ﾡボ5ラ%, 

立ﾡ/%ﾡ 点 に そ = す

林野者と Tラ品マけにる と. /町〜5町え層にM有著のキも 

が使中するァ s～町サメﾡ所戸するシ !いない、

当氏の 杯ﾡィ にいて生産ﾡご駅ﾡそ示したのが白 表 - あ

る- .

*6ま 張 林 生 産 物

生ﾡﾡ
販元高

数____ 聖 金 額

総 数 2 s23 /,so2ロス / ②ら35ア

ネ
社 小 計 /ラ9«/ /5ワ/2 9722

粒 乗 アカマッ /3477 ノ 23o 29 "S
/

用
才 ス キ J 885 ・こ4タラ 232/8

お 
一」

本 =ノキ 237 7 2233 /々$$/

・ 2 り
ク2ノ

a9o 3o27
m 材

新

ノ? 9天

と2ん32o 
イ

◇373実

2◇ら 22o°

・.-- ------ ------・-

3 72
5ラ7火

木

合

( ﾡﾡ) 

計

8 ? ヲ8 Ss395ペ -4/74
/22 クク3

合乗樹の秀材が全体の販ﾡ額のふ0%をヨめ その6割強はア

カマツな, スキ, ヒノキは夕割にさない。未アカマッ か足倒
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的 て比 をさめていろこ とか知 られる.

アカマツ砕の同会は主としてパルスなであり, 広ﾡ樹も 一部バ

ル 7。は に利 用されるようになっR.

常炭 ほ 林建物の/ 3% を占め, ﾡ困期の訓業として取り人れら 

れて いる- 製ﾡ木は3/ 年き ては国有林の払下けがあったが 

それに代わつて町有林が3o ～3s Fまで尿木の払正げそ行ない 

ﾡではぼら私有林に依存しこいる. しかし, 原木灘と 木炭価格 

下ﾡのため製炭戸救ほ 32 年の2e ・戸から 3年にはノ so 

にﾡ少しているっ

林野訓起物としてにﾡﾡが年同3o o 万円ﾡ及販されている 

ほか, 松軍, 椎拝, 果も若干ある、

派並の造株 状況 を叶記して おこ っ-

林野の花須ぼ ﾡﾡ営ヨたほ石ﾡﾡか多く。 スコ, ヒノキの炭 

長はﾡ好てある。 林面ﾡはﾡﾡの低ﾡにあり ミ 手ﾡの使 

面項は25 ヲ 町て全林野ﾡﾡのク スに 匿して おり, 樹ﾡほスギ 

47%, ヒノキ3?% フヌギそのが/%てある.

才7表 年友別宣林

A---- 2 ク 2 S 2 ラ 3 ○ 3 2

総 数
x 2テく、火 イ&7夕/ so3ko 2,28火と 2 S7o./

アスマッ 2

ス ヤ' So2、2 90ラ7 9742 ふ47 えふ$88

ヒノ ノ$ タタク、3 3222 ケクレ

そ の 他 2o 23o 33o.○ s4ss 2ク$と

クヌヤ /ンス/ 222 O/女、0 /クク7 ノ34?

その他な /ク4、6 3/ /oo

2次産業

工ﾡの*理引述Lには太材, 木製品製東と. 家具装然目ﾡﾡ 

ﾡ 2, 金風装品製 業( 製冷業>s て合計 ノノケ所ある だけで何 

れも現ﾡは小さ くﾡ業経営の傍ら 副業的に 行 なっ て い る もの が大
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半てある-

e 3次ﾡ業

昭和33年3月末調査によるﾡ店数は?S戸て, これはﾡて町

頁の帝季 ハ部をﾡたす再の衣取, ﾡ会各程ﾡ目 2ﾡってお

地ほ行ﾡ, しﾡによる。

IL 個別 経済 の 分 布

() 目 69

このaはヘヒ s.。 ○○人程てﾡ林式卜には見 ろべき隆*の い 

活村て あることはﾡに以べた か い き 本 の 故 吟 列ﾡの硬を 商 

にべておく。円治末ﾡにおけるこの地力の反有林林アは. R 府 

面ﾡ3の.722 町号のうち52 %そアカマソの天然林が占め, 広系 

伊と○%, ﾡりの治んどは及率地てあり, 当時人林面ﾡは催か 

ミス ハ2%, ヒ キの:%てあたといっ. 当ﾡ林集といえばッ 

タラ (砂鉄)経管と 締 び ついた学ポ 的製炭バ救の人 たちにつて 

行なれていた理ﾡてあろ。神石麻祐(大正 元年 / 次>に よ れは「 

さ 夫 本邸の 大部は, 山林ﾡ野を以てﾡめ※射の利冬しく, 去発 

行前は山野は殆んと牧地に利用され---・- とあり, また小作・行 

として「 ・小作地芝の為の硬なる草止を烈え, 特例 と してﾡ逆佳 

, ﾡﾡ字畜等ﾡ今す寸ること ふり。 -と記されているはうに, #ま 

生産が農 ﾡﾡ済の 中 て 独立 の部向としての起本をもつに至らす, 話 

中 "会ﾡ生雇 のための手段 ﾡか 直校表計 消費物ﾡを 供 給 する 程 度 の 

もてあっ た。 そ の後 業 が一部商 民生産 に タ入す ると共に枚ﾡの 

う,とく に化学ﾡ料の普及が慶業生達とﾡ野とのﾡ係をかなり基 

本的に攻え て行さ 和中 生産 に林 間 放牧 か ら舎ﾡえと移つていつた. 

ーヶ後の木材格の購言や道路のﾡ係広充幸によ ○アフマン天然 

株や広至樹林の林権廟獲, 凍野逵杯か”進み,ﾡ家そﾡの中にも音株 

* 生産 クラ られは じめるのてある。

しから は ﾡ林ﾡは ご"の ような 条件 の表吸に入って素ているのか
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た夏条ほとのよ ゥなかたちて耳林業を永及させようと しているの 

の さらに発展し得るための柔は何てあるかを 神后町, 中ﾡ本 

ﾡ西部 ﾡの ﾡ査果からﾡ条するのかこの小論の主要な目的である

(2) ﾡ型北

座 豕 状 装 の 発展 とe 自 給的 航 野利 用 から,ﾡ岳生逢としての林水 

生起に秒行することであろとﾡえる- ここてはﾡ家林業の発尽とし 

てﾡ林端の成立をメ ルクマールにとろゝとﾡう。

このﾡﾡにおいてﾡ林業滅立のﾡ生え が広 < ﾡえはじいるのはﾡ 

2単役 のことてあるから, ﾡ林業を地長させて末た足ﾡは斎ﾡボ圭 

に 反映 して いろ 書 で ある。われわれはもすﾡ宜的に歳家の著積にお 

いて 工〜令級の人 工ﾡ載抹分 がみ らっれるもの を一ﾡ飛立ﾡ林ﾡを 

把めて いる しのと判断 して こ れを一 つの炭家群こする. 一お, 未だ 

人工ﾡ戦 林今か全 く存在していない巣 家群 をこれ に対 夏させた。し 

かし前ﾡにばさ ま さまなもの が混入 し , 一相 L て京ﾡゝことはてさ 

ないから, 請積ﾡの差と, ﾡ家手済にないて占める林羊のウエイ 

ト を戯 案して要に2つのグルー フ。1こ分 た。貝株的には, #面ﾡ 

の 大 きさ と 林太 寄ﾡ益 いかんが決 定的な影響を及ほすもの てあ る 

とﾡえ, 海林業 が入 てい る農条のう ちても 林業部口かポ業加内 と 

並 ん て所 相 ﾡﾡ祉コとなり呼る可能性のあるも のを (A) フ. ル ー フ。と

, それ以外のものそ(B)グルーン。とした。 人工林の全くみらn 

いﾡ条ル は (c) ル - フ・てあ る.

C旗 註) 農泉林業の発尽というﾡ合には こ=て述べた以

外の さま ざ'ま な 指 標 で•はかる こ と がこきるてあろう. 

そ れにたじてﾡ々の頬型化が可能てある. われわれつ 

区今の場合でも, 特に (A)及と(B) の区分の基準をﾡ 

に求めろかはさわめ て 垂 球 な 布 柄 で•あ る 刀、 複継なも 

のにすれ ば るﾡ 各ﾡ泉をいすのグルーフ・に入 

ろかという判定が田難となる. ここでの (A)(B)の 

区今は, 山林面ﾡﾡ$町ち でﾡさ引いて夫足 した。ﾡ
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界選 く 7,つ・ 3方のﾡ字には未だ向ﾡはﾡっているか 

われわれの類型との標- ﾡﾡﾡ並- からうて 

テ町サで際を引いて む ほほ 同里 いない こと をﾡめたにか

らてある。 いすれにせよこのﾡにおける論述の目的は,

名雄を群 の平方的性格 を知り, 

け る 径售 車 城 の ﾡ要 をつかむこ 

票の分は次ﾡの課野てある。

せて失落のﾡにお

とで・ある. 用別〕6つなﾡ
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このよ に ク“ル ー ヒン クすろと, (A)/ デ(P)2クナ, (C)/合

テ, (合計よの方>

*生ﾡの概要から名

かﾡの助けとする。

と③るが 「, H 地 発 件, 条ﾡ花成, ﾡ半ﾡ 

グル - フ。の 平均的性裕 をっかみ ) の個別的 

(ャSﾡ分照)

*8表

林

: 次

数

地
I *一 家 1 サ

イ

こ

農

水

田

*田

キ

メ
ン 
手

ラ 
- 
ソ

井

A /ク /シ / ← / ノ と /2 ? /

火 人 
S

4 % 

2ム
ゼタ)
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(っ) 
ジ2

か 
9

%
34

%

2 ニム 42 42 24

%
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B
ド

? 20 20 22 2 ? /8 & /フ o

臻 人 
e 2ム

%

3S
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%

2 44 22 久/ 24

C
\

% & 6 3 9 s 9 3 3
名 32 2 2

(45 

38
(5っ) 

ク 2
(/oの 

34

%

/夕 2 2 4& 22 パ
ム 林 予西

/○女6

4t 姿 才 業 州

E V以上 計 「-面 「上

9 /« シ // ン /火

及 
26、2 $2 /2 $-42 ノ2. 2 442 4

合

tto ②

/

③

/O

○.

(用動 カ ポ 戻 現 金 ス
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皆
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S
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?再造林 本転

造
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ゝ
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<
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© 兼業及び炭革用動力お械の/ﾡ平均州は 氷英ﾡ 

ﾡ 茶 現金 以ス入のコ>ニマク編く > は, Fおけて いるか

小 林 而 福 林 野

合

o
m

「～ マ上 tt [～回 上 計

B
ミ 

名

2ク

_S2
フ

2 2
/

22
2o
&6

//
4 &

/9
82

/?

と 2
二o
2 3

2
2

9

C
习

/範
と

22
?

2.&
3

< 2
/2
Z.

3
_テ4

/3
2z

/ム

_ム4
2

2.2
所ﾡだ家平を示すへ

積 E 戈 入 取 染

計 林阪
標 野 

造林
計

4更 用

人 回

() 
雇備 ヘ ﾡ

(内) 
雇係 用 # 新神

2o /? ヲ ル // /? /夕 / s —

32.2 2 4 ノニ ノ 3 2 ノ // 、 e 42 _

/e / 一 /

/、2 as

木斗 皮 ぼ取売 しなか たﾡみ芦ﾡを示す.

/ 上池 茶 件

全て の敗安か野と着地を 所有 している が, (A) ウ・ル - フ。は 

引して, ﾡ地ノ町2戻, 塚ﾡ地ノ町3及, 林/○町5反を所ポ 

し, 経皆山林の承高ほ22町浜 ﾡ意はS町ふ灰である。

*9表

凡例, ○ —— A ルフ・(/タタ) A …… 8 ?・ル ーフ。( 20や 

上 記 ゥル ー フ。引印n内教字はﾡ等番号てある。

夏aad・ つ。 田r
以 三 2ク～/铲 /$〜/o /。 〜←町 $～3町

2町ゝ上 ©

2 〜 /町

ノ$〜/町
0 ②②③②②

②

A0AAA

/ 〜α$町
② ② ②②②

・ や

&0AA

○.$町以下 &回回

3～町 ノ町以下

AAム AA&&A 回ga
回回回回回回 

回

回回 回

--- Cフルー・( /6 声)
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なおこ クン野 落 厂 はだ改革によ て土地を解した炭客か?ナ 

あ,ろか このっラらの戸はAワルーフ・のﾡ条てある。 (8)ほ?ス 

/ﾡの新並価稲にガし ﾡ芝7反み認と山林2町り反, (C)は 

更 に 規授 が さくなり, ﾡ5反ら 認に 対しﾡﾡせ戻ら官 山 

林反 夕となっている。 c)にはﾡ辞のみてム林を所有しな 

いﾡ等3 テ かある。 各 ケルーフ。のﾡほを山 及 び耕階ﾡ 引 12 み 
たたのがみ表てふる、

(4うば3人から最ﾡ8人ﾡ族て平内よ/人, ﾡﾡ考クカ 2/6人 

であ る が, (B)も この点 ては(A) とほとんとえらな い。 (c) ては 

ﾡ族状検察み仲力 とも(A)(8)にし一段と仮くなっている、 ﾡボ 

為 の いる 戻条ほ全戸 をじて ノ,戸, クールーフ別ては (8) が最 も 

今く 7戸てポﾡﾡ条字 ( 3$%)を占のこいる。ﾡ英 者は主人の 

#合が天#て政ﾡ 務取貝等の$名をはじめ, その他大エ, 製 

妹ﾡの優仕事が主体となっ, »求えは殆んと町内て列る。 (c)x 
みのキには条茨橋抜のアフノ ーマルなﾡ客字かみられ, 多くのガ合 

紙堂を欲して いても 求業にられ るみ物人□そ スく。

" ※ﾡ生ﾡの概受

*そ営組ﾡハらみぼ, この集落 てに水田字がるクルー フと 

レ70%内外 て水田作 の 西 避した 地席といえる。 水田ﾡ作はん 

と行なわ況でいない。 作には, 愛. 大豆, 小豆の雑ﾡ類と, コ 

>ニマク, クバコ, ﾡ系類が作付されているか 4下目のﾡ合せに 

つ い て は クル ー フ。こよる顕看な差ば認められない っである。

表炎甲効力 ﾡ域 ほかなり 入 さてい るが, 新報城の 入 は 未 

ご/戸である- (A) と(8ゝにおけろ松城の河ﾡにに顕ﾡなﾡは 

みられす, (C)になると竹ﾡﾡかすっと低くるのが目立っ。 京 

業生産手段の ﾡ備 は 大休ﾡ地面積に 比例 するとﾡえてよい。ﾡ業 

座号々を入れてい るﾡ条は (4) c ◇ア ( 2○%) , (5)で み方 

(火○%),(C)GSナ(3o%>となつており, 雇京竹 安存 

予る 炭 蒙城(4)(B) (Cのてくなる。 しかし(c)グルーフ。の
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切二人口 の シ い一部の 裁 ﾡが当点 嬉労功 を入れており, ノバも 

りの 内人 甲 ては (c) の 方か(8) りも言く る、

キのﾡ育 元 をみる と. (4)の息令ぼすべてﾡ音 し , ノ ナ 2/ 
頭,(B)ては /8ア(2o%)/々セ6ﾡ(c)は9ア (24%s 
, ノナさ○ヲ頭となつている。和牛のﾡ料派そ山#及野, ﾡ野 

等のネ軍と稲乗に依存 しているため, 銅求ﾡ数はそせ土地面ﾡに 

比例 し, このよゥな?ルー・同の差となつて 現われた といえよう.

次にﾡ革現会収入そみれは, (A) は/4e.ooom,(B)2«ooo 
円,(c) テ6.000円て. (A)(B) てば水稲外の収ス入ﾡそかなり もっ 

ているのに反し 下のクルーフ。になる程稲収入のウ エイト が高 

まる傾何がみられる。 米に次ぐものとして, コン=ヤクとﾡ産 

(主に 将中 の上高) か"ある。 その他は主に大豆小豆の ﾡﾡ と ﾡ 

〒好○あろ-

ル 林革生逢の概要

す てに述べた ように(A) クールーフ。はム林面ﾡも大さ い か そ の 

ﾡﾡ構に おいても他の クル - 。に してす ぐれ, 針t 業年 

«2%である～ (8)の山林曜ﾡは(A)の約ノんに寸さず, 社十素ﾡ林 

率も一はと低くなつていろ. (c) に全つて は 全く 計乗樹林令 を# 

たないﾡ家が/クナ (60%)にし しかもこのグルーフ。の社 

東 桝 は大部令 アカマツ で人工ﾡﾡ林みをし つﾡ家はない- 木#

をみても(A)は愛去 $年同に7 アか( ～○%強) 販ﾡ し てお 

り. その成採番は ノﾡ当っ。0石を 上1っ て相台垣の 収入 そぁ 

ている。 しかし(4) ク- ルー フ。て も キﾡ以上の 濃 条が販用 の依保 

そ行びっていないことに注念しなけれはならぬ。(e) では$ナの 

※ 客、か,(C) こぼ/ア が 保 し ているがその番において もてA)の比て、 

はない。

林の行 状況 をみ は, (A)はﾡ去よヶ年向におい てノ P 当平 

均 % 図 の 惶状 を 行甘い, 西に してユ2町3及 $部に している。 

ﾡ林地ﾡに新炭林から甲材 林へへ の 林ﾡ転投が林 面ﾡ のクっ%を 

占め, 再盟林の ノタ%ノ 原野林の?%がこれに次ぐ。(B)さはケ



-114-
ヶ同に子2回号し 平面ﾡりﾡスのっち再林

7, 体理ﾡ 3«%, ﾡ野ﾡ#2 ラ %となっている。(A)てド 

ﾡ転み非常に多く, "a)にはﾡ宣林と扉野定林のやエイ トが大 

さくマつている。 音はラ"は(A)て/ア当ノつ5くてあるが このう 

b,集位力 けが 夕人さ こおり,ﾡ業部口のﾡﾡ登 ヨノ人をか 

な)上通つている。(B)の部サラャ 番はノア当 ○人程ﾡ てﾡんと 

自条労竹でする- 以上はヤ/ﾡを中ににﾡ米林 ﾡのをさ確を 示 

す回浮な格ﾡについてクルーフ引に加祀L てきたか これを硬的 

すれは次よ う なこ とがえろ てあろう。

(A)クルーフ。 当年ﾡて今町ラリメ上を有するﾡﾡぼ ()にお 

いてﾡれつようにかなつのﾡﾡはあろか スキ, ヒノキそ中じと 

I え召本*を取入れ フっある。林ﾡ転ﾡ面頼の大 きさからしても 

そ ァ ﾡ的雄彦 は 分うかかわ れるてあろっ - 林野面ﾡとﾡ地面 

はある程危ほてパラレルてあるからも然ともえる か 及英契 

今収入 も (A) ク・ルー フ。は大 さく , 営 H微も よゥ多ﾡ的 てあ る・ 

この フルーの岩 系 ぼ, 当落の林業由産のﾡい手で あるご日時 

に殺茶生星の祖い手と して の 性格 も強い。

(B)ゲルーフ. 山林面ﾡは$町ヘ/町程ﾡを所ﾡするﾡ条』てあ 

る。ﾡ野面羽 そのもの がA り少い ため林 業生ﾡ が摂ﾡ至済に 占 

めるワエイー は伝くなる。ま たﾡ 業 生煙の現秩 も大きくなく 家業 

型家が多い。このよ>にﾡ業生産のﾡ雄ﾡ件(4) ゲル - フ。と相当 

ﾡなるから, 同列には詰じられないか 数乃ﾡ条ぼ林面承の 

ハさ いさりに朱約的な林塔生藩を世めている。

(c)グルーフ。 人工を全く行なつていないﾡ条群てあるへ 林 

面積か ら い ウと, /町以メ下 が みいとばいえ(ワ月ゝ 5へ3 町か 

3ア, 3 ～/町が◆ア あつて林地のﾡ対面ﾡのみてはﾡﾡて さな 

い。 しかし会休としては, 歳業生逢規様が看しく小さいことと 

条な牧が少いこ と ておる。 米株費多は (B) さ り いが呉東に出る 

べさ族を シたないﾡ 象がか なり見受けられる、
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(3) 検 古す

上ア今そ重して官林すを云け 入れ ているﾡ条はどのよ> な農

てあろかを大引 かに見てﾡた。 A 7ルーフ・に平内と してみろ と

、こよっに, 毎色は野面積, ﾡﾡ積ともにかな"大さく, ま 

ﾡﾡ茶所科も大さい。 しかし, ﾡヶそ変えんrは, このよゝでﾡ寒は 

さてあるともいえる- ﾡ材業を成ユさせるたのには, ﾡも理*的

羽手てみる土地するﾡ友なけれはならでい。 ほたﾡ #投資か自

・ラ竹の投入という形そとるにしても かかる桜言を可能ならしめ 

るよゥ "条ﾡがﾡ 安 の ﾡ』に なけ s ら ない し たそのﾡ も長 

ﾡそわ卜 ? て園たこれなけれ ぼす らないのてある。すなわち, 資

成チを生工まては生君をﾡするに足るﾡﾡを要とすス。し 

てﾡ次の林英生産外における 得夜 ﾡ力の切何 が音#す そ

• さ#るための 曜を雲件となるて あろう。 このﾡ落の場合ては 

/ *PT刊 の大いさ こその ことかあらわれて\るの てうる .

・ aの論ては人 工林面示るﾡ条ﾡ発展 のメ ルクマー レヒ して

にハてあろか 勿論これて貞字林算発尽の良合がポえらn
7 "てはい。わわ 目ほﾡ守におIる林業生ﾡの矢夫的 

内浸てあろ。このよう な税点 からす は インフ。ット, アゥトフ 

• ら そのて双としての表林宣との際そﾡらかにしなけは 

•- ・ この関係は, ビく人工林を群ﾡ的に4めているﾡ

フ。"中てもささなタイ フがみら, 他の 茶材 も 異に する.

*「る々のﾡにおける業生産のウとめ方や 発展させて

1 ;同 も, これと対たしてさまさまなタィ フ・か"生するのてあ る. 以

〒 名 グルー フ・易に個々 の農条を対欲ヒしてﾡ衆そ吐める-

A ゲル - フ ・

一殿前ﾡ救

たにのへた如く この農条別は 比教的戒ﾡ的にﾡ#ﾡをとり入

tてヨている グルー 7・てあり, おそらくこのﾡ落におるﾡ条#

ずの相い手として伸びて行く表家ﾡとなるてあろっ. #引面事の 

ナレ BCゥルー フ。の差字に現在のﾡﾡの該Tでは未 だﾡﾡ地の 曜
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深自条用 ※キのくか室そ てさるから, 林地利甲の一Tﾡこし 

ての有林ず生起もテる相定の制門をミりさるをえい。こに戻 

Lて,今 7ル -フ・ ・ﾡﾡ声 の#*A刊を期ﾡしﾡる条をもっ = 

いろ つて 常古師六方ナ りもtし ろ経常的ない し ﾡ計神助的 

"収入 として, 払ず生産る情伸 すしちるほ件に おるといえょっ。こ 

のすう。ﾡ剤 みらAクルー の¥ 主産を一みよっ。

Aゲルーフにフいて夫す 甲表る ら著ﾡの次冬をみると, スキ 

ヒ 〒ほ工へI®改にﾡﾡ的に学中し, アカマツ及びなﾡは43 
令Mににの甲<。 社々殺にらい。 全体として去えることに r 
共林とア7 マッ#の欧 か ス 〒 =ノ キにさって ゃ後8度 

に字務さ てきている ことてある。ﾡつて部砕のﾡみ著 し< ェ 

クみ, イン。卜 とアウトフト とハランスかﾡ れで す し な、 

にちる。 3 向点にﾡち占林しているにもかかわら 全 は - _ 

C仲保が"なリy くい・ このこと3 #サかそ 自休 て理声さ 

れ, からのネ入を吸するといっことCあり, 注生ﾡ基ﾡのいか 

ぐ ゲ な 林 集 を 决 立 させて行く さののﾡ本的な年#と し て, : り追 

く作用するこ とそな吐する。上のよっなﾡ係を催々のﾡにっ 

いて叶細にみると 目き大さ な い みおる。

A ゲルー フ。のラ9ィ フ

ここ で, インフ・ット アウト7.ット, キャピクルの岡ﾡに日 

して, A7ルー7。の渋客をみると次のヨっの型に区分されよう。

内 ・ 2っ.と CuイヘC, Cayuitaと の三舎のバラ フス 

を候つているシの。 ( 荷型 )

8型 2がの三名にしﾡなもの。 (度株過剰記) 

ど型 , の〜イこともにい。 (ﾡﾡ型) 

A?ルー フ・に は, はつきりと認めら れな い か次 のような型 かい 

3 /つあるっ

S 型 マ.る, Cevaと に比し の 通ﾡ.(状ﾡ型) 

名ﾡ条かいすれの型に風するかを示 したのムャ/ 団てある。
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/回

円内にあるﾡほは. そ 

の 型 のボ 衣的なものて 

あ る か. 円外 に ある 農 

家は, 中m的な性格そ 

もち, いずれか立い円 

の 方の性格 が強いこ と 

をあらわす、

こ""合レにﾡ型化するこ とがこさないが神 に典型的な 

ﾡをとり出して,るﾡ型の性格と, ﾡに当集支のイクルーに 

おけ る同・点、をﾡしたい.

貴条の月 山林面ﾡつユ町"反 (科本急八ゝ を所ﾡ 

し, 三の町客て最も大きいものであるか) ﾡ場 広で樹とも 

1 代 优 司注 も林分か比較的多く, 型ま夕年問の世よもﾡ地林が大 

間介を占める・ *田9。戻) つs反,農業収入は*ﾡ, ▽ 

のみ に確 存する 最も 街 単 な 瑣 で, ** がM利 形成 部口とL て相

Y要ケ役Wと飛している。 添務の状ﾡからいうと.押すも4 
¥樹のみで年的っ22日ﾡ席の可ﾡこあるいら#相4 
父は, $○～*○テﾡﾡ夕す こくことがでさるてあろら」 

用 制伐环地への 鼠林 と, 希別4の4理なポを,ペぁ→ 堀求と 

期方 で •毎年 堂 めて 行け ず.紫の丸で 再生産す ることも▽ﾡ 

でhる- ﾡ称の状ﾡから云っと な業ﾡが未 た 多く , 4番樹も 

効令般が多くて) 中令ﾡがナいのてあるか, x令級上のす* 

"に直務に支*ら パ ランスを4っこいる. 0 農 ほの条教*以 

は, 家族数と名, 主人(3ar) と表か中にとなつてめさ, 押
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町f F2母(55オ)か支持.威らてある。仲 配分 

をみれら(ユ図)水稲のﾡ付時ﾡと. /○日の収ﾡﾡ 林 

<に8F, 月の下時にピークかﾡり, 族.物て3かな 

いさないため。 ﾡ本に2○人, 下 に$。 人の海堀労幼 を入 

れている。 Tのウェイ トが相当大きくなつていること カク ら 

れう。この営字の最合てもﾡ在のような造林のテンポ ゲ統 く

限08 型に近 く は る可能性かテ る が, 在のところ自労を 

主として 比tﾡ的ﾡ好な状簡に F る-

»2ロ ○※の»ﾡ配分図

「］ﾡ理ヶ 回」下A! D園ワラカエウイカ

0
号

a

累

方 け 例［」s ■

家②は山林面稿7町$反, ババランスは該的ﾡく また冬 

期には自己のﾡ以林て /○○点程友の製ﾡも行なつている。林 

*収入は. の②に比べれは領であるが, ﾡ索ある理の年 

収ヌ入が期荷て きよう. 家赤枚く 名, 主人(〜7オ)と表か 中u 

とな→て, *田ワ及今該, «ス火郎をﾡ作し, ﾡ末組#は, 

*--和牛 —— バコ ー コン ニ ャクとい う労 初 を多く 婴する 

形をとているろ. (ﾡ挙現金収入っク220H) この農条は、

B 今 /"$ヘ(うち雇係//つ人), 手入労 イカノ 4 人(う 

ち方4/○人) ご倉ﾡ労竹がﾡしくうい。 反面ﾡ求雇 ﾡ労の は 

S○人でﾡ的少く, 自な労幼はォーにﾡ茶労めにふりむけ.

てはﾡハに旅存するﾡ向がみられる.。の単 家もこれに似 

ている。

(ﾡ社) のクルーフ・の中に新炭林のが→自営製炭 →跡 

造 林といっケースがノつ汚えられる- 埼央球に常におけ 

る林てはﾡ視こさないケースであろう。

ﾡ ②も 製ﾡそ営んているが, この 場合に製泉 得が 

#改可に転化するといっルートは, それﾡ改くないとﾡう 

tし ろ測転塚 をすろため冬 期のﾡ困ﾡを利用して 商ﾡ林 

を代ﾡ して衆燃を行なっているのこはなかろうか- 8ゥル

■の一唆®の規合も同様のことか’云える.

(8型菜ﾡJ この型の代表的なものは式製③であろ。山林面稿 

/7町3及 乗樹林年は ラ o %にぷびな 葉樹は大部スギ 

ヒ ノ キ に転ポさ れ, 選去$年向に/。 町步近い材 理 転検 を 行な 

つている. う株人民はと名て, 主人(33才)髪/ミ/才)* 

( 2ォ )かﾡ林ﾡのﾡい手てある. 水田3反らﾡ, ﾡノ反« 

ﾡス( 失面ﾡぼ2友5 旅位>東ボﾡ営の組ﾡはかなり複確で, * 

田- 和の外, コンニヤク, 抑制栽培(ウド, ユリ, トマ 

・ﾡ)ﾡﾡが入り, 展算現会収入も大てある. (ﾡ4○万円)

物 配分 (*3日 を みれは $F, ノ。 戸 (*語) と7月〜 

ラ月 (下) がピークになつている。昨年/ 同の ﾡ林 労 は 

ノフラヘ 手入労めふよ$人くうちﾡﾡ/テの人) となって看 

し<タいか 型去5向にゲ塚を全く行なっておらす, 林業へ 

の校入に大師分ﾡ賞収入に炊存してきR。また 自己 の山林 で 

/V ク俵温度 の 製炭 と, 自家用育苗(ヒノキ&22○本)も行 

なっている。 しかレこのよゝなバランスを失った過友の枚入は 

②歳家みすから もっているよ うに「造林るﾡめす さて, その

入サのの 負ﾡが苦 しいという状態にならさるをない.
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オ3区 ③送らの汚イ乱分団

製 wI 1麻科%仞 

[ ※さヶ»
種 付

も柄 や 1力

吉ィ

劳 イカ

■

③ﾡ家の場合も上のケースに 比べ て , Gveクー・つuuや の合 

かやﾡ和これて いろが同じよ うなﾡ向がられる. しかし8 
頬型は。 型 か量去 の逆逢の上 てバ ラ ンスをとつているのに反し 

*立最シ ﾡに林ﾡ生産をめようとしているﾡ家ﾡであるよ 

うにみられる。

ここて4?ル フ・の系林すにつ いて右干ふれてみよ っ- 8型 

恵多てある②③③②②のい ずれそ とつても 新求林の林ﾡ転ﾡ画 

ﾡが他の型に比べてﾡ しくろい.-A・ケルーフて. 山林へﾡﾡを 

したﾡは. ③町反, ②3反歩. ②/反サ ②2反7郎, 

②;反サ( ほかBクルーフ・2ナ また白家ﾡ面を行なつている 

ﾡ条は③②②② (ほか8クルーフ2ナ) とつており, 前ﾡや
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ﾡ話に対しても8型はい型と並 乙"ス ﾡ的 ﾡﾡを示している こと 

かわかるてあろっ. なお 除代 を行なう 堂 族 は6②②の (ほか8 
7 •レーフ• 2 户), 枝灯に ②② (ほからクルーフ。2ア> である- 

商代は全く行なわれていない- 除城, 械打, 向が8型にyい 

のは除が, 同 枝打を行なう林分がﾡめて少いことがﾡ因と 

なつている ものとﾡかれる。

8型かﾡﾡ的にﾡめほさことから/つの同ﾡる 

は らんているの に対 して, この型のﾡほは 林そさ ほ と め て 

し いな 5 かし ーカﾡもﾡなつていないﾡてかろ- 一更する 

との型にいよっにもﾡわれるか むしろ停ﾡしているﾡのX 
条てある- 、

②ﾡﾡの山材は大都分 新炭 林ご面ﾡにく, ﾡ産価店にし 

く. 一う人工林もあまり性展させていない、遊林労物, 手入 

竹カともになく, 4ゞ孫も行なつていない- 水田ク反/欧 ョミ 

反8該, 水田ーモ作型でﾡ*ﾡ相にﾡい. おそゝく このﾡ字に 

林分ポ史を安え. 林業のえ をﾡ大させ て行くたけの契ﾡる 

もﾡないのてはなかろ うか.

○月条の場合は②よ り 寄ﾡのﾡはや資好てあるか, 時炭 

林と天然マツの畜 積が大 部分てあり. 久工幼令分もﾡにく 

い・水田/町ノ及 畑3及らﾡでﾡ収入も比ﾡ的多い。 しか 

しこのめﾡ客はﾡ族数が少い上に妥や主カサラ ・) ーマン となつて 

家族労竹を林常へ桜へすることはかなり田ﾡであろっ. ﾡ*労 

わは製ぐ 母が主休 となつて行なつている。生 ﾡ基ﾡ にはな史して 

いるから, 定 他 労イ による林生ﾡも可能ではあろうか, そこ 

まては未 お行 っていない- いまのところ#革はむしろﾡﾡさ 

てい る状ﾡ てある.

②X表も サラリーマン ﾡ条ではﾡﾡの状態は②とﾡ似す る 

点か ある・ 永田 3 反 2畝, 対地2友7ﾡてAクルーフとしては 

ﾡ地面事にﾡも少い、 ②と同ﾡ農業生産はが中となり, ※ 

への依存ﾡは強いが 山林面ﾡはノ4町S反で大さく, 積
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浜産も比教的又好てあろ。 しかし 人工林ﾡﾡyく ﾡ規 

ﾡからうて も番去$年の ﾡ林はみいァ てrいし. 手へへ 

のメ入 盛も少い・ 安た的展そﾡ谷す ること してさる かが 

Mさて行く 可ﾡ性もあ る-

奪ﾡとしてあ げた ﾡ条はﾡﾡ的ﾡ型的なものてあつrか, そ 

のの残みは, いすれかの性を会く もっものとしてそ八1ﾡ 

そ ¥ 断 j◇こと がてヨると う-

ここて一 応る 型の性ﾡを呼約! て向 を場し こおこう. 

ﾡにもべたように, この 地ﾡ にﾡ林 かぶ立 してく なの1は W 

のことてある。 古くからﾡ林ﾡﾡhして いる山す地と は X 

って, マツ, 雅不林. 原野といっ担放な林野利甲を集的な. 生点 

力のﾡいものに城徴切りかえて か と は ならかつた。 ここから 

こまさふな 題魚、が生 じてくるのてあろ。 すてに か っ人工自 

林を行な い それか用 可丁能な 管ﾡと な てさているょっな※ い 

農*は就やにおいて も該的スムースにﾡ林業をとり 入ること 

がてさた- ﾡﾡ内部においてインフット - アウトフット -扌

マビ? ルのバラン スか保 たれﾡるからてある- これが"型てある。 

さらに, 当 業所得等を ﾡﾡ的にﾡ #桜 あに向け てさた8型は当分 

のは力 ﾡか らの の.cス か期 荷できす, 林ﾡ卜からの以ﾡを 

まななけ れはな らない。 »型は未 だ者 #*主起 とい ち方向へ は は 

つきり ふみ こって おらすン 森林 も そのままにして寺してい 

るﾡ家てある。

桜家林嫌において ま れる こ とは人工林面積のﾡ大のみては 

なくして, 林常生産が安ﾡ的に伸びて行くことてあろ。 G型にテ 

イピカルに現われているように, 焼爲の大の如くながっ尺人工健 

#をや何に矛盾なく 矢的に伸 ばして行く かがこの地減の大 さ な 

課ﾡ であろっ.

0型のﾡ条の 湯合 に , 現在の令 級記置や林木ﾡﾡもﾡ的す 

ぐれていろが 合理的なﾡ計画とﾡ栽画を作り, ﾡ«条件) 

と< に竹力の面でうまく M和させて行かないと現在のハラ ンス
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しくすhて行く・ 滅 ◆ に してもム#面ﾡは大きいがﾡﾡ注ﾡの 

みて生計を立こることは未た不可能てある. ここてはﾡ立生産の 

ﾡﾡを堅団にし, 著積堀装 かﾡ 義されて行かないよっ にす ること 

bまた望まれる。

8型は後山的なは*北減における翼 家#*の向選をも端的3に あ 

らわしている- この型たおいては. 現在ﾡみつつあるﾡ林業がこ 

のま 伸びて行く とは云い ﾡれない ﾡ素そも ら, 手入 労イカ が増大 

するため中tさたり. さらに磁ﾡされるた険すらあろようにﾡ 

わる- 属を済をよく にらみあわせてこの点を寿たしなけれは 

な ら ない てあろっ。

型と8型のﾡ生ﾡはかなり集約的にﾡめられている- 現在. 

入っている #地肥で P 付, 回な と一の我術を 理 家 呈済 とかみ あ 

わせてﾡ当に伸はして 行く株 な 埼 がセ髪 てあろう。

ご型ﾡ寺は若干ﾡ林事生産のﾡ生えか見え始めているか まだ 

本格化していない。 このよっな をう きく伸して行< めには 

知 条の主林的矢を 考急 し 陸切な指ﾡがじ要 こある- 

B ゲル - フ・

= の ワル - フ・は個別』農ﾡによ っ て林業生産のち かい が非常に大 

さい・ 山ﾡ面ﾡが同じあつても, Aクルーフ。のい型ゃ8型と同 

じ うな性格をしったﾡ際もあ ば, / 反か 2 反初めて 植栽 した 

というようなﾡ条まて含まれている。 従ってでやおいまいな区分 

てはあるが. 比ﾡ的食く林を行なっているﾡ条と 行すつてい 

ないﾡ字 に大 列すると 次のよ っになる。

比tﾡ的 くﾡ#を行なつているﾡ家(I 型) 
@②0@666@

黄林 面 頂の 少い 買家(ユゝ

©@品@©@@@@@@

二のﾡﾡ字群のﾡ業生ﾡについて平均的な性格を比格す ろ と次 

のとおり。 (*ノ○表)
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型

ア

数

ノア当リ平

垮山蛔旗

主5ヶ回/戸当 ノア当り平均の投入登 型去 5ヶ年 

同に城禄 

した農家

医 林 手 入

再
人辰

2空 人 ・ 2 原
I 9

ノノ

反 
34、夕

/ 6.o

%
29

os

28 

○7 八/

72

23

人 
/8

2o

2 ル

7

- 3
2

以上のよう に林*生煙の上 てはかなりﾡ しいﾡがみられるか, 

個々 八惑字を ﾡ例的に と り あけ分ﾡを1 う-

②ﾡすの場合 山林浜預3己8反, *田/向該, コえ3 

そそ営するﾡみてある。山林ﾡ務はい が. ﾡ林はﾡ去5 

に今年行い, 2町/反ﾡえている。一方 彼 採り毋年行 なって 

る- 六部分がスギン ヒノ キの人工林に切りﾡえられているか 日 

繁樹4令設が私こ< タく , おﾡ可能なﾡ積はあま り みっ ていない、 

く神注 cnを, c-cxC からうえ は, たにべたセ 

てあろウが, 山林面ﾡか少いTため, ひしろ8型にくな ) 

ていろ。 わるいは ﾡ年 型 と云えるかも知れない。

これかっもわかろよ っに, 山林面ﾡの少いBグルーて 

a じし, ocち工 ) ea/オaイ のバラ ンスによって 

類型化することがﾡﾡて(A) とは若干ﾡﾡをﾡえてﾡじな 

けれぼならなかつ-

ーカ選業 規ﾡ は大さく, 米 —— 和-ゴンニャク-その

(ﾡ穀 トマト, 旅索)を組み合せて33$200の現金ル入 

そあげている- 家族なは8名, 主人く 4ふx) と爨及び 父が •業 

を有ない用備労伏 用 /へにすさない- ﾡに全部ﾡ争分仲て行 

ない, 林に5よ人 手入に3○人桜入している。 昨Eヨ/町 

の林地ﾡ肥を行ない自家ﾡもぺつている。このﾡ家は8?ルー 

7・の中でﾡ的的にﾡ林業を性めようと しているﾡ型的なﾡ窓とい 

えょう。

○度家し上のケースと非常よく似ている。 林面務は3町。
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反て4○ 生マッか/町2反程ある か あとに大ﾡ分幼令級てあ 

る- このﾡ家は全くﾡ涙していない。 条族牧らるて歳*とも自 

家 労力力のみで行なって S 分。«木田ノ所2 反, 畑 3反 S 畝. 米 一 

和牛型) 昨F年の考求入量は造林に2S人, 入れに。ク人でお 

る・Bケルー7て林地決ﾡ, 映べを行なつている及ﾡは,②ﾡま 

と この契家以外に百みられない。

次にャエの形態とみられる賞字②をみよっ。②営条の場合, 山 

林面 覆 3 町ク反 てあるが大部分か新賞林て, 最近/ 及あ程#し 

た に 過ぎない。冢握 坂々人 主人とﾡ が逮 英労ﾡの主体となって 

水田6 反 2 畝, ﾡ/浜5認をﾡ作している。 しかしﾡ事のみては 

字計が陰科公す 至営王は恋闲期を利用 して製箱を行ない,マ 

ソのお採跡せをﾡ受け, その下木を製新したり, ノﾡいくらの 

契約て新を つくらせてもらうﾡ仕事にている。

事例賞そあげるのほこの程よにとどめて要的そ行ない岡騒点、 

を若干指ﾡす る。

ﾡ営林野の少いBクルーフても, 育株業に して予ﾡ円なポ雇 

をとつている属 条歴がある ・ﾡして 農業 生産 条件に 麼 まれ,自 • 

け仲を中にし たなﾡ約的な林業生産を行なおう とする ﾡなてある。 

体業生産の規ﾡは当べ小さくなり, ﾡ著的な性意が強い.従って 

インソト, アウトフット, キャピタルのランスセくすれやす 

い。と もか< このようなﾡ条の各ﾡ枚術は集約的なしの を 尊入 レ 

て行くのﾡがあろう. 例え福税本状を多く し て同を行ない炭 

るべく 甲< から現会収入が得らるようなヶ法をとらなけれぼな 

らない・ 特殊林産もﾡえらる。 勿ﾡここても凝*生差との両 

口には深い注念をはらう受がある.

(神誌) 声あ②と②はノ 反サ程度塚ﾡ地に乗を2商同Wでﾡ 

称し, 求甲てきるようにしている。ヌアベマヤのﾡ救をK 
条のとのが行なっているが この初ﾡでは相ちアベマキて 

のネ取を行なつているよウてある。 現左あるアベマキは大 

ﾡ分立ﾡﾡ林にﾡ生 し てい るものて/O年生以上のものは
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3～$おさにほ取し /本きリ/～2メのﾡ及そてい 

る- このうに特殊材ﾡを生かして行く方法も*ﾡ面の 

ケい費教にと つては/フクﾡてあろつ。

B?ルーフてﾡﾡ的林を平入れてい ない農 家群はﾡ茶生ﾡの 

合弱なものか多 い- ﾡ理に吾林草を登入 しても安た した発ﾡ は ﾡ 

荷てきないかも知れ方い。しかレﾡ業生産のﾡを確レフ, ' 

現任ﾡ えやめ ている人 工皇林 を っ き く壁及させて行くNﾡはﾡ分 

ある～

○ ク ル ー フ。

全く^工 林の入フ て い ない?ルーてある。 引?ルー 7^の ア 

2形ﾡのものに近いかそよ ワシっ と林ﾡ生起に食みてあろ。 

$町に年 い 面ﾡを所ﾡ するﾡﾡしあ るが, ﾡして/ 町以 下のも n 
に9い。かかる規ﾡな林ﾡは営殺申 自百ﾡおをﾡ保するた 

17 て埼一 はいてあろっ。 ちなみにﾡすそ営に仕向けられるﾡの重 

とﾡ取高雨及びそだ, まさの番をﾡﾡﾡ引にみるとﾡ // 衣の 

如く てある。
ャ11表 車と自家用そ・き

経営京

覚特詹

/ ア 当 1) 翌 由 ﾡ 車 ・ そた・う 
の/ア当ウ 
ク受同登ユ 原 野

合 計
画 ﾡ ・そ 項 ・ 朝. そ た ま

/ 日上 (/6ウ) ?0 3s2e oce see下
史
/

胃8/
/"5えQ8ウ) 3.3 /20 s/ /3oo 4eo 3 coo // os
午ス以T (6ウ) 42o / /eo イ ◇oo so 247

平 , /oo 父/ /4eo / 400 3 $eo 4 /
/町以上のﾡ字は林から約ら00メ (ﾡ許面福6反)ﾡﾡ 

セから約っ$oe メ ( 面ﾡ7反) 歴酔から 約/000くをﾡってい 

て合計探革E台$222く そ雄える。 反以下のﾡﾡては合系 

幸番が約 ,000* とな て / 町上 の芦層に比し そ て・ある。平

ービ(一

と して吐要となろう- なおﾡ畜をは向次ﾡするﾡ条は7アある 

, 大部分は便ﾡさせろのを目的にして, 4月と日にﾡ牧し 

ている. そﾡ・まさの便用受ほ平ﾡ/20末, まさ420末 

て こそﾡ保するぬにもある程度のﾡ栄林が受*される。こ 

のよ っ に林野を求ﾡ系や燃料源として利ﾡしなけれはならない 

てあ ろうか かかる目的 にﾡ合す るよっ な央的 な施 *を行な い 

余った商ﾡを人工林化することも汚えらる。ﾡにもﾡたよっ ご 

に未だ相当の ﾡ章地がﾡ存す るか, 現在全く 入っ て いない水田 

登作をﾡ入し, #野依存から, よりﾡ却てされは及野ﾡ林も堂 

あられるてあろウ。

(福柱) この部客ても変作かできるようになれは 和キﾡ 

有の桜もﾡ当大きく てもるのてはないかとﾡわる。 

町の遣談計遇も指為するよ > に当ﾡ落のﾡ英改誉系 とし 

てﾡ分ﾡ定さるべさてある。

いずにしてもCグルーフ。の課題 は浪ﾡの生定 力 そ高めるな 

り, 安定した兼繁 た 就労するな りし て生活速峯そ安定させる こ 

とかャーの要件である。

滅後に木なﾡ星に ついてﾡて おこ っ。 現左に本材ﾡ若を垂じ 

て立木ﾡﾡが行ふわれているか, 番末督林英が進展すれば, たた 

休木を育てるだりてなく, マーケッティン 7の合理的 な方法や組 

城を歴立して 行か なけれ はな らない ものとﾡわれる。

するとん反余り の林野と同ﾡﾡのﾡ地か度ﾡの外 に採地沢
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中国背架山間地における 

農家林業の実態(I)

双三郡布野村(東北山間部)
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布野村減谷部な2 お ける農家林米経営 
につ(って

エ 布野ボ及びﾡ公調 の力らまし

野村口な台果の三Hの北ﾡに位言し 地今に高 Lゅんでな 

山. 文経ム等のﾡ抜よo。 以人上のムに田まiL. ビちに中日山A 

と か水為ど して はﾡ媒と之を共し. 河は 三次市に RE分水製 

こ以メて、 み=A. 昌田村、昨 木対•に格 してい る. 永品 ベハ 市 

ビZoにのﾡ長い1ﾡ1 7,57○回「O山村ておろ, 浜ふ支にこの

* のに、社金砲 ﾡの胡 3かの ノ の 24.77ラ" な占める 一ﾡﾡの部 

助ごらろ- 則 沟 2o に ﾡ通した回述, な島 - 松ェが対ヤ 

1そ市にが後し、 とにﾡってﾡ忘 ノFo"t から よ2o にルた 

る料比地、 約 町サバ 岳 ウ てい る. 村内におて2、 北部の叔 

公前数と, 市知の下布野部とてば、 非にﾡ場がﾡてっている. 
この#地の 7ﾡの 3o 町サ は 水田 ご. 下 来の 一部をく、 と 

んビ大部かは、- W作田で 思取4 悔出 を形 同 しており, 生産牲

い. 林地口主として花向はだ, 花前岩る項さとした壇ご、

m冰 汰W ご あ り 棟も却 居 は クリ, ナラ、 クヌギをののな 未方○ 

人代バ多く、 生ち% ﾡぞらり. 一ﾡ行のナ内こごは, 

ア マッ W 主林ホと した4な北次 が 出受している. ヌニのがに 

入 力人久、 旅地 バある 日Z神ぞある

野河ほき く カ、ウ 山品, 陰*融に10ス合かっボ☆へ ○谷 

迫の取と してこ Lた。特に明治 2o 4、 ﾡ式なﾡ —— 松江 線 

バiしてか、ら、 ・砲宰次の同ﾡにﾡる ま ては 村の trAS 地 . 上 

"M ほ世保庭絡の塚地 と し て ○位占め、 ホ村の経や文化の 

ﾡz大さロ彩4と 今えて さた. 比, 上野からなSc soペnt 

次市 ノ○S のﾡ権があり、一日 + 株回.三 *m 司株バス が 

社 しており、本村 の 久通 な 便 利 で、あ る。

えは中回山版ﾡいの 系におる ﾡめ私ﾡ 修函 ・共に 比 ts
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、

多く特に北の羽査ごかる公比は、*の7よn - co
以 匚 も 林 名 が、鼻 く"； く、 ﾡな ご、 お

地こと同 非宅 にロっている- 次に rm野ﾡﾡ *1Tの ﾡ く 

デーy げる.
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以上のように 布野村"に ﾡ本部は、 迅成てﾡ業の止Lたな 

仏 県 の 心容 切 と 口火 なり、ﾡ文»比でちり. 北山ナの

切ロごずR受然キて具え、 生虎力る 

ポだﾡい&ﾡ地てらる- たゞ求 

北方 とﾡロる市ほ、 近ﾡ祉o 
前広ﾡ等の 工場2 タく 神っ 

ぁがあり、 ごの近初に日と皇 

の ツみ久無約生産 乙ロって 

tるﾡ材が存左 してる羽ぞら 

み ・

ﾡ野付及び胡在 した 検5地こ 

の社へ的、 経ﾡ的て受を一応 

る めに和れヨ付のﾡ体松也城 

ベ ごaを 介求 ・た、前真 村 ﾡ 謀 
は ホ 羽 普 (m祀マ/> ○女 

1 2用し次 にげる. お 

円よ F 4か、っ下布野, Pコ内, 

ﾡ谷の4 区 に分けて 

るが、 送の& 地& 別l にへo. 
勿 城,虎糸得等につて述べ 

ろ ・

人ロはmる 2ケ 年 まて日m
の 彼画に あった. 近ケ年旧の シ 

ﾡ計「よば、 片全体と して 语

Mがて(。 くロﾡﾡ ノエ方*

4り s/ヘ ご敬公地区ざは、 ○

338く ご、非常に少ない。 (

② 工地利用求ﾡ

2Aボかさく )
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ﾡ会こは、 におても 一ななく, 状地 本な地. 林e 
加そたもの力, 全るﾡの 夕44%. 25/e3 町Tにしており 村会

の 2.3% よn大さ. 田畑a村合て 39.3mr. 会面ﾡの 

ダ% で, 項糸地② ぞは 92.2 町r 3.ケ と *の比辛が小さい.

/人当りの田ﾡ、 1 林、ﾡの 曲 績 口 次 の 遍 り で ある.

ノ当 »の超畑, 山林卜,算地地.放牧地の両枝

、、2 1

確 *タ 別ヽヽヽヽ
本なC 5喚Z 下myTEC ア区

田 洋3

P地,旅比.山炉

o./o3
2.8ノ

o○ケ

4 3

○.ノ0?

～ 7

o.ノダ

/ <

o. ○2テ

パ P2

ﾡ分、比は、 /へ当りの山林係野面が人ごく. 上布好の2 

にQっており、 田畑の面核め、 村会への千均よ 夕(・市がロ立っ 

て a。

① 山有冊ﾡ
布野 は昨月ﾡ以木のモ注氏の山かに対る 表*. a クー 

の確、スとに 対 a 住 氏の内 変方法の 送等の# ロ未件 ペb 
って、 非帯に林有ぐﾡ甲のﾡﾡを受にしてる。 コわち

によって共有ﾡュ吹 ルス益る 行てってさ、ル 林不ロiっ いて 

の計月・利用の形が非に発Qっている。 お有林地は 77町 

p%が、こ儿 は 雨却 の 上忻野、下布ゞにのみより. 松なにはな 

(), 柳分には,4?へ天有地 く e/. /町 と «○人共夫有地 

(%.32町T) がある。 対有とさっても、 る、確の公があっ. 

は山山L常林 /o4ur く下布ﾡ○産仙合か収山林地 シ3eTを今む) 

ﾡ行林 223 町 く三次送林皆>表林仙合のか牧ル、/○町, ﾡ付 

旅、 44o 町T、 ご②生産祖合が低配するマの 3o/ 町 (両村) で

がﾡ理するもの /3? 町T く上布野の)てちる。 その他, F
； 羽 に 明府 球パ ある。 所有 規供部は卜ご< 、 北部に大さ(.
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大森所ﾡ石としては、 へには、 アナヒビールのが2e ET 
N氏の o。 町等バちる。

② 基営規校洲, 表糸性#女及び人ロ
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表に示す よっに- 基多いのは よR- /町の そ営 植 であり. 現 

花ごは小作X々に ノよ以下ぞちる. ﾡ末ﾡ※当は大は/

及ご、南のア「内比こゲ、3街近いが、 処の地区ノﾡよ分 

前後 ごﾡめ て少a (。

③ 長作4の作付並びに生准求ﾡ

本に示す本字子から問 らか、ロ ﾡは、 水田は ーモ作田ゲ 大部てお 

り. 村全係で計地の和用幸 /32、 枚なではﾡか バo% ざお 

る。 畑がアﾡ旧、横ながリなく. 街道筋の上布野ヒ下布ﾡが 

然的 多い事％ 日立って いる。 水格の反岐日 父 来旧条件 の 先紙て横 

糸地が一着ロ(のは当然でろろ う。
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左が示ように このZ 
牛の飼犬数非常に s o ○が日 

こっており. 牛 生ノ が この地 

方の空零て生産ﾡの-貫をっ 

て ( る.

牛は大部かは役向牛て、 上布 

野、下布野に杯ﾡの靴牛が入っ 

こいそに世ざロい- 卓方にセ- 

の ﾡ 赤が 牛 こ 入Lて(ろ.
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つ をッ生ノた状大ﾡ

布野本の 林ﾡの 生半 は x に げる 通りて ある.

独物m座半を (通いノ斗年話、義小た用心)

ボ方 C 上布野区 下 品 sr こ ア C

--  --
か 針

木 ※ ア a / 4 ? マ

新 2W ^ 3o 23ケ ノ"

木 材 5oo 石 oo 4.o2 ○ -oo /see
わべ3さ 反 ダ チメ 6 / 2 37
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a ・ o m 27ク o

ホ京は 人年虐 5 テ依、 その3 かの / "上 は ﾡ今地 C 立 、

1Lあ. は点方ど占上/野. 下ﾡよロi. ﾡに八ふバ人 

か ごっる。

② ポ業得の 内8契

ノナ当リ の平得さ , ﾡ部口は 付の ﾡ ハっ ビにか ワ て 成中 

に五し ﾡ点地こはア河内地この半かぞある. ﾡ産は上行! 

ゲー倉大さく、 ボ方地とバー着5(. 林ﾡはﾡ分区はナド 

地こ の2ﾡ以上にﾡし-が多. 無楽 得の ﾡ合計は ア内 k W 
バーを高く, 横方, 上布が(。

選茶功42内 (e成*3 ")

以上で村の中こお)る横谷ﾡの社会的. 経済的な、 位どがほぼ
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エ 渡次林ﾡ語査ﾡ京

/?4?8F行はつにﾡﾡ杯ﾡの書ぼ 二のﾡ谷地区の中ﾡ 

中ﾡ. 酒ア・ 石ﾡﾡﾡの全長ﾡ今ヨﾡについて語ﾡ2行フた. ての 

内海晋不能区泰/。ア 反び調五黒志夫/ア、 才//アを除く、 

・ユ2アヒつ1て調宜ﾡる取系Yのてれから否ﾡる孤えたのてある 

(A) ﾡぶﾡﾡ

② 経宮更ﾡ別、ﾡ愛故及び老帯ﾡ数.

対 地 山 林
ﾡ 区 政文区か

/ ヘ ベ 3 ヘ <〜3A「と〜7く 9～A
. 1

〜今及 f
天ﾡ

〜今反 $～$0 $2 -220 20クム上

/3
ユ

ユ

2
/

/

- 7 F /N ノ 二

八ノ銀

5有 
へ分反 

今〜$2 $P〜20P
ク°以上

二

と
/ム2 2 今

ユ

ユ 
?

小盯 ラ 2 // 77

。、a
へ今反 
へ$2 0～_200 

ユパク上
33 / 4 /

し ろ / ク /

合 計

ﾡ、竹石 

へ$反 
ダ〜o $2～-20000A上

s/
ユィ

/
4

ユ

8 
ユ

/

ユ 
ノ/ 
ヨ

/
1 4N < 幺 4 7 /

4っアのﾡ泰中. 山杯る全点戸しらハのはﾡ地反未活のﾡ次 

の円のヨア戸ワで 他は然て山杯る前戸してる. このうら今町～ 

20町の川林&ﾡしているのが半故以上て っ。 町M上の ﾡﾡ
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家に今アあろが. 時夕反M上のﾡ君にﾡられて1 る-

在所へなが今へM上の長家ばほ夕反以上の群地る再っ人に多く. ﾡ 

大の8〜/。 へのﾡ友区ﾡ地/〜R. 杯、ﾡダ2〜ユク○及のﾡの 

ﾡ烈てあった・ 生の1るﾡ家西、 ラアで、 再号校以上ﾡ※レ己 

人は/へて あっモ

@ R作系合日を.

s 反M上のﾡﾡほ全部200日以上て. 一般ヒ300～402日 が多 

く ◇g0日以上の枚家はヨアである- 一方200日W下の作ﾡ日故の 

政ぶ区夕ﾡ示ﾡの改までっ下みろ-

⑥ 票サ別 令別の人口ﾡびﾡ作ﾡﾡ琴酒.

以下 222 20・22 9e-32 4049 $e42 3趾
引 34^ ? 3 /ユ /ヨ 8 /3 /2 <
# 2? < // ク /ヨ ヨ /e6

4ヨ 3 /2 2ヨ ヨユ / 4 ダ ユ2

ﾡ査段ﾡ42Fの内. /アﾡ不H・ 間不可/アの無でゐし、 

/ア平 塩商人な口今/へであろ. /4又M上ば沢さロﾡは\ 

ノョヌ下が非#に多い. このユノ。人中、ﾡ作茶にキとロって 

mくへロ。8へで. 今町るTる人区ユ人で. 合計/ノ7 へであろ

•爵 鹿人区 入れて n る農 灰 3、肝ue～ /ダ反をﾡつ歳坂/アで.

な/ Aる入てハろだけであろ. ﾡﾡのこ し下を丁み人は通半枚の 

22アが〜バ〜る。又の男で. 2/～z。 マの男がョアで. <o 
ヌ以上のﾡがダアで. ながこ しづす る照彖 口/ アに通さロハ. 株K 
みﾡﾡ▽全く 所休でめる-

・ 山仕琴のﾡ垂石.

i 価付区野ヨ7へ引。人で. 大体ユ0～20xのへが行ク・

ii 下刈ての処ﾡ育作ﾡ口ﾡ引7人・24人

ii 梨ﾡロ野ユ?へク人

wv ﾡ新区ﾡ 人、今く
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V 刈チ火?へ・ せう引ヘ

以上の「っで早ロ非ﾡに多くの人がﾡmし、価ﾡ、下刈にほ 

山杯を有するﾡﾡののミ今の大ﾡﾡが参する. 製来. 局新g 
ッBI.
6 経呂ﾡﾡ別、専ﾡ ﾡ無別. ﾡ暴な.

F 地 11J 林
«6

・ f
着京和

薬業の内広.系 不 ﾡ (生) 気 (4)
～テ反 
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$〜/クR

/o〜/S反
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今へ $e $2～_20P 200W上
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2 / N
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行ﾡ、 体頁
ﾡ産
季ﾡほ. 務頁
六エ・ 左、

天ェ正官号込なる
J栄.号産 H

重送東
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経どﾡﾡ価ﾡが入ミく日ると、ﾡﾡが源グレ・ 5及示ﾡの液泰 

のほﾡギ分ロﾡﾡであU. ※ボ段家のﾡギ今ロﾡ祭が従でゐる.

© 歳京の系語 家旅のﾡ破、

健 農 駅政"N 户の内 // アが本ﾡ. 今アが分ぷ4やぐ入F、 

みリのク ナ 不西 てﾡヶﾡ示活の本家ほa\.
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う浜に必町のあつESﾡの内 記和引0年2戸以区、 暴ヘ入っで 

不ﾡ人のみるﾡ寂故ほ今アて. 合与人であり. 表族の内から久 

にム己へのあろﾡ表故は/ 7ア. 28人でﾡﾡﾡに公た方び多ハ 

なを公み理由Uﾡ転主でみる.

© 経2士.

以上の未のよ正・ 終呂面ﾡのタスメﾡ野(放牧だ、琮車 

wる台工)で面 通. 層西地 牧甲率地区低か7ルであろ. 水田の 

内.ユダメの45反が ニ 名作 田て <の処ロ全部一毛作田であ 

ろ. 町画ﾡに求の示ﾡ図で2アノ2ﾡで砕のてはY. この経呂 

ﾡの阿. 個入てハるﾡﾡアﾡ. 衝ぶほ下ﾡのよクに非常ヒ少ロ 

1.
田の信入ア恋. のﾡ J ごの座の 回入故 普ﾡ

ﾡ 数 ﾡ 砥

/ョ<反 ミ ユ 氏
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所有ﾡに 竹有1杯 全表び
主 ビ

解放し5表
土 工

飾放る字戦契

( ﾡ有 /
へ今反 ・

/
～R、

今～ 52 ヨ$2～-220 2) 2クPM上 —
小 計 今

「 ﾡ、石\ 今反
_) 今〜 力 < / sタ、/ク& 今2～2°2 多 2 Z2eN上 /

小 < /2
( ﾡ有
) へ- ケ反 ・

/のヘノダロ ケ〜K 一
今o～2o02クc以上

ラ 
ラ 2

ハ と 2
( ﾡ有 3 /

ヘタR / —

合 計 今へ $P ? /
今o2eo く 2 2( ス00以上 今 ラ

\
サ < 4

田&倍入ていろﾡ宏ば. 解呂ﾡﾡの小さ は今及未ﾡのﾡなぐ 

ョアてク2 今反～。反のﾡ家が2アて今ダロ・ 。R〜/タ 

ﾡのﾡﾡは /アて07反であろ.

質付mている土地、 次のレおIである.

田 火田 宅 ビ

二 数 回 積 こ 当 面 写

( 雨

< 2 ユ

万

2 2 /

反 

o/

放る多にﾡ本可ﾡ/町示未活の版家に/くアみU 解が一 

Pﾡ夕区今反以上のK族に4アあろ. 解放に下係のあ ﾡ土E/ 
m別口又の衣の通リ である.

餌放し た土ﾡ 甲放るけE士M
尸蚊 ﾡ 地 ﾡ軒也、山休 ﾡ 座 練輙、山林 宅地

F枚 田 f文 面ﾡ アな 田 舒 数 面ﾡ 爲

反 友 ナ 反 P 反 ア 反 P-2ス8 /2 2夕P ラ 9<夕 /ズ $$4 48 4スク 7 <ど ～2
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ﾡ改ﾡに経呂のﾡるあつにﾡは.. ﾡレに忍家は 

ョFで4夕反. 経呂面顧/。 ア以下のほ家て必ろ. ・ ﾡ少レた戻 

家ほアて/2/ 反,経ぎ堤ﾡとロ戸係がでく. ﾡﾡの六ﾡ分ロ 

*町でみろ. 尚のレEﾡ由町.N作地の反却一作. 新Eにﾡりた 

ノ. 女ﾡ/専で. ﾡ少の運由にハ作ﾡの返コ/件. 貸也/ 

件. 取産を分ワE/件、 その他不雨てめろ.

の 目小則度まﾡ。

自ﾡuっるア、 自作ﾡ小作今ア、小作/ア合と2アでみり 

らとナの自作の内. ﾡ改ﾡ前. 全経呂ﾡ口河丁るﾡ分の土地の 

型合なク刻以上てみあつた放家び2ョナ. ダ引～9割ロユア、 /製 

へ今司なとナ・ /割未消が7ナてあった.

② ﾡ物、家査. 京お頁.

i 物. ﾡﾡの平方ノア当Dﾡ坪ﾡ口文衣の通 Gみる.

運系ﾡの坪故受び平内一戸当リ のw故
各風 画色 唯配色

ナ 坂 <ユ 2ク /3 ユと /

/44と 43ム /42 e $
平ドアリ 348 0 ダ <87 か

川 次宙. 彼肉る餌ﾡしてい恐\ﾡ家区. 全ﾡ坂スFの内 

任かョFで日とんピ大ﾡ分べ枚内キて何ﾡレて\ ろ. *の位 

の大泉盗Qハ. ﾡﾡﾡ故ロ. め丁と 7頭. お丁とﾡで合 

計7ョ原である. めすと7ﾡの内、 4と頭頃2オM上./クズ 

未ﾡである.

〒 をﾡﾡし てロﾡ条はハTあ 今反末ﾡのﾡ地しか荷 

ってハロll小息である- その他の次否でぼ、めん手傍ﾡﾡ夕 

ベ2アで2匹. 山千U8アで8頭. ヒわビリロ/4 アて7ョ 

ﾡて. ﾡ々たろものである. 千の師ﾡ形熊レレて区. ﾡて自
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分の長でﾡってPリ.小作に公しこU、あTけたD、f付け 

EりTろ『うﾡﾡFB. 去/年ヒ主ﾡした各午区、 za 
頭で度坂故2ダアてのる- ニらのほ. 全部の皮まで田通 

の耕粘に甲ハ ら. ﾡﾡ面宿ﾡ全体て2ノダ 反に長んでハ る. 

位の宮家の田るﾡ総してやフモ側ロ/件で、 ての重属ロ/ 

反にEさBハ. サイロ ロ2ョアのﾡ家にあ り て の継 数し 

ス7堪で. 耕ﾡ面ﾡの大さ1京表にに. ほとんど全部ある. 

番会して1ろﾡ衆町. ﾡ在/軒vロハ. ﾡ止レE時歯ばﾡ合 

に早く. 昭和〜< 頂に牛止していろ-

何人で町のﾡ地ﾡる亦将了る意矢店、 今民以上のﾡ立る有 

丁る寄泰で、 全ﾡて今アで今台ある. あフﾡﾡ夜町、 ラ/ ナ 

の夥屍か 前肩し. ての白本ョ/白. あび枢習ﾡロユ。アで2ク 

白. ・ズカッターほう方てヨ台、 モーターは2。 アで2e 白 

ﾡあわらユ/アで2/白である. 初ア、 共町で竹再丁るﾡ受 

ﾡに、切びﾡ后ﾡ sテ、南カヲル 今ベーター/广、こがﾡ萩 

ﾡほ4戸、叔習ﾡロノ<ア のの浜零霧ﾡ/ア、ﾡのﾡめ 

2ナでﾡﾡ2アで. ﾡ殺め校は. 全ﾡまがそ*衣 

アっつ共所でﾡしてW る- 

ﾡヘヌ 口枚戸共同で許科するﾡﾡﾡロ少ロIみ負ﾡレて言っ 

EK案がノ2ナ、 ての他のﾡﾡﾡ貝につIてα、 再レロ 

N ﾡ家に悟り たり. チ町かえ 専のか添で、 てのど塚るみスたレ 

て1ろ. こらの ﾡﾡﾡ ﾡ点に加して1 ◇ ・ 
の ﾡ料. 御料、 ﾡ系 解入故積貝、ﾡ常房め 

i ﾡ料. 主1配料反びﾡ甲ﾡ家故、

理ﾡ 確 空変 石ペ姿木 後権速 石 及 配合R出 企 配

政 配 。イ ア 
今e4 ズ //80 F7交 <?

L衣菽 22 7 o N 今 4/
卜2夕2 22 ラ/ 8 ク< 520 スス / ョ$67
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このﾡ料ほ とんビ大部分区水田のﾡ作の合ににﾡ

られる・

主ﾡ入ﾡﾡのﾡﾡ長び枚証レﾡ入房表な。

フスマ ス カ *の 他

数 ・
X 

77之

メ

3 // 88
メ

夕 /

ア 枚 ユ4 ノ er *

一下平 ヲe. 8 28 2 2ョ.テ ユ2 7

ll 贡 索. 階入ﾡ百.

主はﾡ来反びﾡﾡﾡ表放。

P DT B.H.C マラこ セレ立二 =+二 モンビート ユ D
勁

sxe" *9 
/クイ 今 今

30贤

ナ 数 8 * ヨえ 2 7 << / / / /

ーア平内 sと ョ 2. o ユ$2 ノ2 6 oo

ﾡ面ﾡる晴入Tみ版ﾡのてグBハ. 野示のﾡ子る頃ハ 

丁る底友 が故ア ﾡみ戸でみる.

v 旗入我校具

ョ 引耳及□ﾡ入レﾡﾡ員のﾡ類長びﾡ家数

- 鉄 ﾡ易校

3 /? ヲ / /

ア ﾡ ョナ ラ // / /

ラ 2 /夕 <2 / /

Y 低衛労切

の 新た 前&の1ろﾡﾡ口・ﾡﾡ/町以上の有/アE 
mでかs/名. ﾡ込ス/名. 計ス名るﾡ入れてろ. 

季ﾡ艇 &やピった人はでI.
② 日ﾡ. 日ﾡる産っﾡﾡ表ロ. 2$ナでての全ﾡﾡﾡﾡ 

に産い. &. 今.4 日ヒやLったﾡ族ぼユョア、〜、バス 

Fa4 アで②り. *の伝正人ﾡは$ヨス人で. 無ﾡ内が 

«/へ 無ﾡ外がさ?/へでﾡ示びノs。人、非彦寂が 

«◇ス人であろ -

③ 今伝人. の ハ. 手間ﾡ.

牛伝人る入たﾡ叔はヨ2ナ、ﾡ日数2ョ3人、 oハキ 

商目口3ア、 ユク。人で入E時町ロ. 今日が圧ﾡ的に 

みく ヨユアである.

② 艦ﾡﾡﾡ百激別務家故 (今伝人2色工)

m戸 t 相 ・ さ ﾡﾡﾡ甲ラ竹合日ぶ

対 山 林 次 数 B し 9日下 ～～2 32.22 カへタタ 2c2～22
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•
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3 m ユ / 2 /
小 肝 < 2 7 N 7
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乙
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② ﾡ作切の版話

* 絶 小 麦 天E レニケ 
その 才 fa作

作付質系る 江
*

/ / ヨユ2 ヨタ ユ/ N 7

面 示

ﾡ浜E

阪8置

阪愛金額

「 
272つ

斗 
$748 

ュ4z引

98

"空

o/

2
/

メ
5

28

878
ノ と

4
287

./ クタ 23

ュタ

ユラ

ユ7

73ダク2

こウのﾡ産町のお西え ホロ 2アを株くﾡ口全ﾡ可 

協へ荷し、ﾡ牛口無ﾡ今下 認ﾡ夕戸 *の処引ナで 

栄ﾡの中で下外米石/クア、内ロ今戸であフた お ら mコ 

aレてハ 2京祭ロ歴か にっナであつた

I ﾡ入ﾡﾡ

ボ の 記絶2ﾡ のるﾡスはーア\. 引タア のﾡ家び野系 

2ﾡ入し、 /戸のﾡﾡが大察2頂入して\る.

(B) 杯野取扱ハの末艦.

イ. 杯野面ﾡ

ﾡを六&ﾡ家2ユ戸の内 引9アか杯野を有してふり、

*の利問ﾡﾡ別. ﾡ野有ナ 数みよび面ﾡ2糸レて見ろヒ 

の表のよ 力にでる.

林、野ﾡ

晶 

有

55
坏

5
甲ﾡ杯 新ﾡ杯| 人工杯

杯 *o4(ﾡ牧攻 
な谷む) ' 欠京形ﾡ 本 人工改 天ベ林

岳項 な 動京 m 惓顯 画ﾡ P放面NA 関 上数 動ﾡ

R R 阪 R R R
9 ラ7/7 ョ5 3*4$ 32 47 8 838 ラ? 加樂 7 ス/ /S 2 38 う$48 / 05

* 2/ <2 22 クタ? ハユ aョ &/ 2

ﾡ野の内 放枚池&合ご新炭杯が80くウ占の、 杯ﾡ 

E/ク %で. 人工杯は便か、7%Lハカ硬次でみる こたら 

の耳京 杯野る也ﾡにﾡ放ロ取ﾡ ハ2レてミかが分る. 

二らの山ﾡの月ﾡﾡ公知みためヒ. 耐世のな賀を3ﾡ般 

に分ワて祭計Tろヒ. 次の衣のよつにロろ.

ﾡ野経当ﾡ別ﾡ契故およ び面頑

この看で更るし、ﾡせる名く再つﾡ茨程杯野玄みくﾡつて

P 所 m 
1ロL二

ﾡけビタ及～/。 民 * /2 ～/ ダ 反 a 計：

ア数
台 平/戸

产 改
今 卄 Tバ/ア © 61 平行け ア枚 合 T

面 面ね 型項 亜 や 型 ﾡ ﾡ

,, 9R 〜 今R / 〃ク <2 / <o <ク

ダ/の 2 &3 &2 2 4引 &/

/～ 20 — - ・ / ス4 /?4 / マ4 /スる

シヘル / っ0ヨ ユ0ラ / 2ヨ/ 2ョ/ 2 と3 ユx7

ヲ0～$P — 一 ム ョ7 ョ? < 37 ョ?

タ0〜ルク 今 ョ44 423 / 49 ク4 / 7e.4 7o.6 2o 343

/eo〜2P0 - - — ユ コ〜83 46 ユ 244% /32 8 < 勿夕 々ス7

2パ〜 M E 一 ・ '— 2 7バ/0 3行s 3 er ユクス/ 22 うo5

計
-

2 3822 <c3.0 2〃 x22 クK/ 6 uタ7 ラィ5 3? ョ7夕47 ク?ヨ
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いることのうがで・ ﾡ野る全べ持た及いっアのﾡう 新 

だち及不活のR求でみつた. ﾡ大ロ林野4«町、 商地4ﾡの 

取求で20 町歩M上の相君に Fでみる.

夕町下み麻野有政ﾡロ/0アで約4分の/で. 今町〜 

/o町の杯野前相度5U全孫野目ﾡﾡの約ギなで. ﾡ倒的 

に多. 平円/戸の杯野月面戸ば?7町で相当な\.

ロ. 杯山の研ﾡm. 合徹刑面ﾡる』びを順

ネ他の 植称 別. 令伝別ﾡﾡY香ﾡ ( 見込み) 2祭計レ己の 

が次の系である.

ﾡﾡのﾡﾡ】 ・級別. 面試列」ひﾡﾡ
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てﾡ心 で かつたピふっても 量百 で 口 な)ゝ、

ガッホに と. ﾡT令領以上の 哲令の杯分がロハことが百って 

ハ る.

このが示Yチ り、 スギ・ ヒ/ キ専のﾡﾡは旅比の

e ア以下の引«町口す ロ\. しかもてのギ分上がo

下のﾡ分で あるこYはつYﾡ任ほ てほほYんビﾡ杯につ

ﾡ ﾡ ア核 広味座 工 近 T V
型ﾡ 面幅 面融 ﾡ権 配ﾡ 項 面京

ラ ラ 万 1
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採軍地 3848

株計 8727 ク728 $82 478 5337 7?/2 $328 5xe

▽T vill TX X *I 汗
適度 重ﾡ 蓄很 面ﾡ ﾡﾡ ﾡ項 面版 動項 ﾡﾡ

$ 4? 24 ユョ ユ3ダ 803 ラョと
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ハ、ﾡ地および杯地のﾡﾡ標別、 広別町ﾡみよ び高ﾡビ甲

ﾡ孫ﾡ、へ工孫来. ・

神也ビ杯地のﾡ順ﾡ加ヒな加面ﾡおよ び畜ﾡる無計し
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たのが沢ネ であろ.

ﾡせﾡよび野のﾡﾡﾡ 針なﾡ面ﾡ. ﾡﾡみよい下ﾡ 杯平 . 人工林平
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平ヴーアの面派&見2と ﾡ系下のらめろ面戸のﾡ合はﾡ 

地の下ミいﾡ下ミハか。ﾡ野相面ﾡのなじのﾡ係は四ら 

oでロく ヶ町〜z。町の有石に にﾡ的孫ﾡの 占めみ包 

合が 天さ n.
をﾡは. ﾡ地み』び杯野ﾡ面ﾡの下S9ほビ、 ーナ当り 

の高称が入さ、 /町当りの都ﾡ区ﾡﾡ約ノス石. な深府 

ﾡ 70 万と非ﾡ上グB い.

再ﾡ杯とヘエ ﾡ依ﾡ地の ﾡﾡる経呂終面ﾡで切フ百百分 

&Fﾡ林キLレて計ﾡするビ問ﾡﾡる予ってITIX暴は 

ﾡﾡそ呂面ﾡ今R示ﾡで、山杯を5町ﾡ下レか丹ってハB 
ハ〜アの劇まで、 てのセロﾡて. 戸ﾡ杯&将ってハる. *の 

率のﾡ点家区ﾡ野面ﾡのっ。町歩M上のﾡ家より こしろ
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$～。町歩の君のキ「に見ら三・ -岳ﾡのロ所ﾡか 

キ。メ以下のﾡ京である- てM上ロﾡ本の引分の/に量 

ごロ い ・

甲ﾡ杯のクちん工麻の面ﾡる用ﾡ杯Lﾡ休杯みよ び灰京だ 

る合しEあのS割ったもの2人工ﾡキLTゴ. ヘエの 

・くロハﾡ泰は 杯野石京祭F7アりあリ・ ﾡﾡ/。 成 

下の彦の に震 してハろ. 人 工ﾡ幸 ・メ以木 ◆大 ﾡ分 て

e メ ～ ヲ。メの選歩ほ9 方あ る ヒ 透ざで い.

二 杯野の 秘 切
ﾡ野2新たに入今レE恵57アで・ ﾡ件故ロ8であリ 

昭和2今野引 =。牙ﾡロ/作、 ご以後4で 面 

ポs夕4 ﾡ ﾡ入力ほピレては 全円現金今件で今7 

ア ての他う件て/09 Rてあリ. 入今しにﾡ家区ﾡだ 

今ﾡ示活が2ア タ～/○Rョナ、 ・〜/ダ反2戸でみろ.

入今目的ピレてほ 杯ﾡそ呂2左たこせるﾡめと件 山s 

取産レレて2件.ﾡ甲ﾡを旅ﾡﾡにてろため/ 七の他/ 

片て、ハ っ m人杯でみろ ・

宇ﾡしE例口ﾡ当らuハ. 杯野が処の甲途に誌同さEﾡ 

に宅区E /作. てのRの窓が杯野にロフ日例口田/ 件 

/件で、 いつも昭和28坪以ﾡであろ.

ホ 杯野のそ呂次又

i 稲る. 置五5C田和2?年～引>年反) 口ﾡ杯:nE 

総面ﾡ. 本枚Xの通りである.
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Iほビんビ下ﾡ分が所泉硫べﾡでﾡ衣杯のぶﾡにﾡか、ュs 

反 で功 る ・

ﾡ浜別ﾡﾡ左なロ次のとﾡ りてpみ. ﾡﾡ表面ﾡは.

昭和ョ 2る頂上にレて ての依ﾡばいであろ.

田及別ﾡﾡ本故

町和27年 引。 T ヨ/字 ヨ2キ 334 計 ・
互扉 不 同ﾡ 本夜 配ﾡ 回両 本な 西ビ 極
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7ラマン os ノノメ /e see ョ./ 3o 222の
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向Rよな と r ユ ・ ナ ,4 た 2こ .

純極ヒレ て は. スギか天部分てとノキがミれにっミ. カラ

マッ ア7マツ任かでの々 ・

旨木 の入手方法じレてに ﾡYんど全ﾡみ杯組合から入 

寺 レ< わ)). 自次添反そレて1ろのロ/FにTさロI.

通ﾡﾡﾡ合パ=放のﾡ小$けて I ろ

問夜ﾡﾡに甲灰林府ﾡる 福表 LE協合

ﾡ於灰仮ﾡに "

ﾡ野 ッ
合 t
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前石示野互だLﾡﾡﾡ本故別了ちるﾡ?めに・ スの 

ﾡるﾡげろ.

・aasga 杯 1野 用 有

50反以下 今//00 o/ 及 20/ヘ3ゅP 3e/5 r
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E杯旭がﾡいために下・ 雪おミレ介の替作ﾡにﾡ々 

たろあのでほとん ビタﾡラヤによって っ手分み.

a保をのために下とﾡラの置るﾡ周別にアなるかえる 

レ xの よクにﾡる
名K5の硬うのラケ刀&無レてﾡるヒXの釈のウ には

ろ. (3ョ度)

R 額
家みの 賃金るヌ払ムは 
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/?〜/e 7

?I下 ?

t レ / (杯野る科EEハ\I 協 表3 Fを色む )

計 «之

ﾡみる行丁・ マの天駅沢ﾡを間得「ろの令レロくは 

く 8ナのﾡ家がう8.。 反の杯1&天伝新に«入して\ろ.
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へ 旅野からのﾡﾡ / 率

全ﾡ委〜ﾡ2りﾡるのﾡヒ ス にﾡ料のﾡ料ヒレて1 ろ 

山杯科石ロ例介□ く自分ムハら砕取レ 杯野2予たはI 
3F りﾡほにラフり代ビ レて山ﾡ竹ﾡﾡかっ今nてﾡっ て 

いろ. ス全活示にﾡﾡらレ味取レてI!カ. 株ﾡﾡはら計

7ocvX あﾡﾡTみ認表のら 2e0/ レマ砕系しひ いﾡﾡ 

各区ﾡのあ リ -桜に河地ロ帝の多ハ 悔ビ下ﾡの」っ一ﾡ取 

至が②.刈 室 量
コenr secoS= 〜ラクア ～2200 ラタタ ～/20C 今ララ

•、 0 タク"
MA下 ズ 日日 西T

2クRへ ル,反 3 2 / 6
/クへ 5 ダ << / 2
今～ラ ゲ / 2 7
ョロM下 N / 夕

計 7 /夕 ク / < 2 «

研がらの株取愛ほ- 戸 当) 受 つ2^ メでの みが山野扉 

野か らの味取ﾡは〜coのメにレて ろ-

このほ、 微府午何ﾡﾡﾡ引クアほ全初ケ目/ダ 日1み』 

4日の終り品L. ク月/ケ日のらノ/ヨの終りE 杯Tが改 

aTる. このﾡ用ヨ湿の率2消呑丁るﾡのﾡえウろの < 

の 愛にﾡらかでﾡI.
休野のらの殊取至2ﾡ野の前ﾡ規硬別に分mて 区るし次の 

よヒロリ. 面五展のみ百ど孫ﾡ置る)争 が西ら かて あろ

杯四有面ﾡ
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ii 立不 ②取で監

垣玉 5五商に包この杯野の立不る阪ﾡしEﾡ浜は 問ﾡ4 
ナ ﾡ。 Fであリ〜2アのﾡ氏天キ/クナが販をし、收 

入るﾡて\ろ. 残のユョナのﾡ宗 全符灰野か ら 現令入 

を得てはl. 阪ﾡ崎殺は6う〜° ﾡC用ﾡ>2引今ﾡ.ﾡ校 

3s9今石)で. マ甲ﾡ石/ケ。円 ヒノキ/7ハク H ?リ 

/2oe 円. ツ/0円ピーた書ﾡレﾡ用るし父0$?。。円と 

・ る.

ﾡのそ営ﾡ研別 版 だほ 務 別 の 尸 放 口 次 の よりた ぶろ.

料 地.
阪 ﾡ 校 ﾡ ハ辰$eee 上 2ク、ee 22～/22 22～ケe 今○ﾡ下 計

反200 ～/。 / / 2 / / s / と

/cク〜 今/ / 2 今 ユ / 24
o〜 3.7 — / / 之 今 ?
◇下 / / 二 ラ 今

計 2 7 ・ ダ 夕 Nう 4
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野去今ﾡ(9〜 引引 に甲 ﾡ合 して /pv。 万

上取ﾡしにﾡ泰はっ戸 に置ビIl・
ﾡ野のﾡ司ﾡ別の阪ﾡﾡ同別のア改ロ次のよっにロU、 

ロ不る阪ﾡTる余ﾡのあみのロ大年グ町N上のﾡ野を科って 

いろﾡ寂であろ. こらの甲ﾡに主Yレて打ﾡ外のﾡ君にﾡ 

ゅてiろ.

ﾡ M -..

灰 工 x ﾡ
LT 1 格 計クタ

$クク <タタ～e クク〜-o 今0以下 計

町T
今20～20/ 2 ユ と / 今

フクの〜P / / / / ラ / <
og 〜今/ ◇ シ / 夕 20
$o〜 ノ/ 一 7 7
<。 未汚 / / ユ 三

・ レ 3 n
Y 3 - s1 /? ユラ

②自テ甲

量五今ﾡに目ﾡ用の甲ﾡ 2 の1か らﾡ野 したのはﾡ 

ハ2アレかロく. その石なﾡるヶ石に Eマねn 不自泉用 のﾡ 

及の包ﾡ零然の所余原木る孫取レﾡﾡﾡ口。 アであろ 

てのﾡﾡ故 /ラ/ム 戸て ての他TTノタ 求で. 雨ﾡ石,タル 

円 ﾡﾡ今の円 TT/ネ>ク○円とﾡえTnば能2～8ュZ?2 
口Y口る,万ﾡの区き規ﾡ別 自5用のﾡﾡな。ﾡびﾡの 

ﾡﾡﾡのアなに次のよ う であろ.

/"e万以上レ. W然R料烈ひ包気下所ﾡヒレてﾡ去夕ﾡ 

向にﾡﾡレたﾡよロヲアで大体 e 今0万前ﾡを依株利用 

Tろﾡなが?ハ. 群だ&◆く青つへほビ②く吹陽利評レてI 
ろ ﾡが分ろ.

n .cﾡ イ"々 <Pee 今e下 計 ご オ

フ0ピ～2/ / 2 夕 / 6
"ク 〜夕/ / 今 / / / /? う ユ*

今e〜 / 3 プ << ラ 7
o 以下 2 ヱ 3 ダ

計 3 < / 8 / ユ ヲク <ユ

麻野「目面ﾡピの同係は沢のよ?にこリ 今町ぬ上の灰野所 

百ﾡほとんビ自太ﾡﾡ供ぶを白分 の山から林取 して ろ.

"R疋 クPタe <7タe 22～0 今0い下 計 統計

町 
今2v〜2a/ ユ / N s
20の〜o/ / 2 / < <
/oの〜 ダ/ ヨ と 7 3 2ク

ダ,。 ヘ// / ユ 引 メ 7
/0木滴 / / ユ ラ

ロ レ 3
計 ヨ e / 二 引ク /え <ユ

il ﾡ工工ﾡﾡ初

② 不ﾡ 叙ﾡ歩グ2アの内. 剥然レてる常ﾡはユクナで 

あリ. レはlﾡﾡに/今アである. 遇去ヲ(ﾡ和っ/〜ララ

)内の平/ﾡの生ﾡ証区全加で77/?作 C“ス係)であろ. 

この 内. ヨル 3 タ 依口eﾡﾡ宗でての肉係ア故に/タアで. 

4.28〜 係に区山測ﾡで/4 戸てありほぼ同放てあろ. この 

内2戸ロﾡムY・ 日弓ﾡ供を兼てろ. 具炉従ﾡTス人 

に. 主へ. ﾡレハうﾡ合び7ア、 主人と引のﾡ合とナ、 主
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へ戸町7ア・ 主へ な テラへの合か7アてあみ- ﾡ出生 

程置口赤為の傾向でめる. 科7ぷびﾡ野ﾡ有面ﾡヒ各戸のﾡ 

信帯にの用係を更るためた 人の表/作及レた,こ.のねによ 

みりﾡ之る/町以上前有Tる六ミロ戸家▽烈京レて)ろ. s 
反示沟の繋なな. 西山ﾡ宗がみ1. ス灰野る/。町以上竹有 

して1ろ認安ほとく ビ包き剥点さ してテリ 今町以下のﾡ 

家に全ﾡす山ﾡ余であリ なﾡる Z んヒ筋•に 3 11 夜 泉かノ 

ア 狂 今e。 祭M上の山ﾡ尺るレてハ るのが目ロ ってろ 

烈び麻野面戸ﾡ列税ﾡ型別すﾡ

r 点ﾡ
計 ﾡポL 合 計520伝卜上 と2シe ユク外/" 29以下

百 
クいへ// 2 / 2 テ /

/の◇ ケ/ / ②・2 ③ 今 ② / © ?
£ ハ ョ/ ③ の②会 / ③ / 3 7o 下 ② ② 今

肝 © / ② 今 © 3 © ダ 夕 〜2

1. 放字--・包ﾡ熟点ﾡ故
①○かミス --- 巨山列点為ﾡ 
厶............. 目営ﾡ 余君キ の区山緊 余君

杯 ふ

系余ﾡ
家糸レCI e 計

ち?係上 30 コタタ クク以下

$eュαバ / / ユ < / 今
>P.〜/パ/ 2 ユ a <<
/e〜 今/ ○ / のc2 e 3 / ③ ? 8 22
今e～〜/ ○ ② ヨ 7
e 示恐 ② ② /
旅野ロ レ ② 2 3

② バ ② 今 ② /5 <2
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飛炭眞6は自ビﾡ炉の/2アロ全加ﾡこ浜金であリ. 区山晃 

ボの/ ラアロ処へﾡ位でﾡ営ビﾡ山の日おの2ロての/アが 

他人ﾡ金で/アロ包てﾡ住であった. 不べのﾡﾡはﾡがス4 
哲人が2ア 浜杯組合/ Fて セへ 浜金の/ ナのうら. 

阪ﾡの取マの&して1っ暴がノっ アで ほとんビ生部であ 

る

② *たミ、

全ﾡ示が自表甲のてE. ほモ&杯野のらﾡﾡして\ろが、 自 

E 用 有 林野から 咲TT るみのロ24 ナで、ﾡへの杯野から孫取 

丁みみのほるア である・

目このﾡﾡ野み、う孫TTるてだユク/系. 玉ミ～e28 案 

位人の杯野か ら ﾡWT ろ6の. ごビ840 票.H そ2 6 タタ ﾡて 

あ ろ .

各アのミ てEの甲ﾡ口玉らまろでE座にロ西らかでﾡ 

U • ﾡ香によ口そﾡばア2今ﾡら/今。天まであD. ほモ 

ロ /2e 示から～ cre ﾡ玉である.

阪定のため こ ミ、 2生色するﾡ会ロ任か/4 Fでeo 
系に近ロハ. レかンﾡ不ロ全ﾡﾡこ為杯野から孫取レ. 主 

ピレて森ﾡﾡ合によﾡレてII ろ.

O ﾡ足杯ﾡ応及びての名.

シィクケ&生ﾡしているﾡﾡに. 置かヒと戸で両不本故を 

ee。 本価微で確めてツロI・ Tベマキ皮る孫取しEﾡ京ぁ/ 

アとはっている. その他キ り る る レてI ろ沢歩 ラ/尸 で めう. 

<の絶る取ﾡした区ほの/ナあろ このﾡかでロﾡ系のﾡ条 

口行ロわは

c) 商ﾡの 現金岐入のﾡ庫

掘 互ﾡ京のﾡ金 入の 商F &ﾡみモめに次のよクロ試早&行 

rフた.

阪ﾡレた木につIて口. ﾡ本ヒノキ、 反びスギロ后ノクのの円
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,クろ00

73$o

今76ろ/3.0 /&48 
/ラ
ユo

ユ8ラ 
/ダ

ュク28.8
夕 

夕?<6 N /a 
ユ8ユ 
/ 

ユ24<
/
/ス/ 
ヲ24
ユュ/ 
今3ラ

ユ7
<z 
今4ち

7ケe

e0
/5oo 20 
/ダP2

NN分

ク 2oo

o. 之

・?

/ 2
と

<

-185-

今 木. m
の 京 木 代

メ
B ﾡ 

t木ベ
*

生 ﾡ

¥ 位

入 / 
電y/
生単位茶 ﾡ

22ケeP 7/ veo 28 <4,oce ユQ 7 so & う.74。2 Pooα,アダク
ユ今 引.<oP / o //夕5PP 33.と ユ?5 ユみ 344522.0 ノ&?45 8? ノラ$2 ○ 5 39今 ダ««7<7今2P 27と 2?2co P ラ?タ 6838

今oce ョ? Nタタ 64.ユ7/2.450 3.ク今2 8 と&.夕ov タタ 夕5 ?<.2884兄95P ユタ う 2o87450 ヲ〜?80 っと 285 5« /85
?ケP0 ラ222 ノタ ?5e0 ョ9 ニタタ 7ク4476 o0P0 240PP /ム / ?2P 8夕8 3〃 S22ダ8

◇,タタP </ っ567< ョ.7 ユ—N
ダ先2PP ・37 8 2.2822./ ク547く
・スタケP ル2 2クン </ ョ2480 ュ2.2 %P 23042

タク0ル 22.P アク 8く.る4と

“タシ ペ? z8e <4 7う$oo zeヨ
/◇ニダと
ダ79バ62P2 3タ7 ウタタ

ユ/2ョ9ケ0 ユ〜/ 24 42.220 Nヌク 嬢〃 <ノな83/0PP ュ" 2.ce0 82 3と 3父ク火
〜タタP ラ// うダ マメ47合<48%NN"0 22 ユ.2e0 3? . 今20 7 ", 2045

メタヲ,ク 2? ュ" $ノラヨspeeo 3&9 /2oP ス7 25 $22884245P <7 ユユ «4.20/3, 8ce 4ケP0 ェ" /ョ./42◇52 Z 8 ヨスィ<7 5ee ク0 ル ユョ437
ヲ27$o0e ユクタ 引55クラ72000 62夕 Yルク 28今 34./40270$0 &7? ・ ・ フ・ユ <3.$488ユ,$00 夕だ /今o コ.2 ヨ7$6840.6ダo.450 aョ0 8 /クタ/合～87* ノ ユ

ヲス今0 22 •
ノ525oP 8o8 フ・/

ユ5 クタタタ/

ス8o 2084っ5 8780 ～847457
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マ ツ バ タ2o 円、 フ1/z。2 四. 新ホﾡ石/ケ円. TT-系っの円 

ﾡ一不分のジ貿に5四不点口ラ師分-ﾡ/。円じﾡミレ、 自 

呂ﾡ点のき合に示不付る日ノo円Yﾡ定レ. ﾡ足レモﾡ所ﾡは 

去今の平向一ﾡ分、 不焦、ﾡ口ﾡ云っﾡの平ﾡ一分 

るしたのが前の忍で ある.

ポ 有〒ロ阪ﾡﾡる計上レE- ﾡ束」りの硬政入可受高 

ョタ 万口、 成生22e。 西ヒ各依ﾡがある. *・:Dロ無ﾡﾡてあ 

ろ .

次にﾡの産る下ので緊軍し. ﾡ阿金散入る 生産ﾡ

/。 ～ /ダ

/4 〜 ユい 

ユノク 

今/〜 40 
4/～70
7/ 以上

引

/*ク

250

タタク

2ss
ox5

な

o ラケ

o6夕

o. 82
245 
eso
290

、) -ﾡ価 

クー当 り の ﾡ杯ﾡに」ろ 

現金ﾡ入を早公した. - 

生雇ﾡ位ﾡめ当り ﾡﾡ 

ノユ?eoe 円 ﾡﾡ&レロ 

い浜少に 2ョeee 円とは 

っ .

(D) ﾡ野よ Uのﾡ電の評価

②区ふの阪登用新ﾡ烈ひ. ﾡﾡ甲の甲ﾡﾡ乱び竹立示を上 

しﾡ「うロﾡ価で評価レ・ ての杯野よリﾡ本レに甲の杯 

野に刊ワるﾡﾡる/X /四ビﾡレて. 平/者リ の林野 

よ り のﾡ版ﾡ受る試ﾡす るビ次百のﾡのよっにはリ、 杯野よ 

り感阪2あて1る忘表は. に4ove。 円ﾡあけてI 
ろ .

又二の金吸を石面ﾡでﾡみと、 ﾡ平ﾡ当リ/ク8今円のk概 

るてるﾡ浜がラ大で、一ﾡには非常に位\ 琴か分る.
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西 チ

杯 野f
商 ﾡ

平TTノ年の 

尊重

一下当りの 
平一の

ﾡ星

ﾡ あ

ﾡ 矛

称 野 平r/年ク 
海ﾡ

一反労)の 
平ﾡ一の 

x核軽

百 百 百 戸

〃 N 0 / 7222g 今今e o ラ* コョ/ .2c0 /32と

ヲタ N/厶 /ヲの$00 タ クク o < 3 <4ヨ5 引0ア 7e. 7
〃夕 ユ/ダ ラユラタ0 ユ<.ユ 8 ユ&7 7ろ.2 ユクる

〃ク 3うと タク ・コタ Se./ /8二oP ユマス今

s2 7 タクタル 8e-8 </ ち .P2P
ユタラ ?<./ce ユス / 二と /76 二oee ノノ"

46 3? ノタル </7 ア ラペ? <ee <8x
ョ6 s8/ 7ceP クタタ ユ2ョ ◇oe ヨム P
•7 夕48 / S.ceP /82*と 6 ルタル コタタ

夕 8e P 8 7 ご之 ・- —
&2 982 <52P <タラ N〃 7ヨク 夕勿 7&/
ヲョ タョ? ノ・2ク コ今 ◇2.< /o.se2 /<&

48 aダ今 ユダee ◇24< コク — "-

// ot ◇,z<2 780 ラニ — - —
s/ Wシ s//8P バ/ろ /と 8 3.780
ユ ◇<522 /ユ 〜2 ～oce o o
? <ィ〜 ダ7女P /<Q N /? — — —

/ ◇ョ7 タユ. ク/e タイ? ax号 /6cS2e /み8/
2? 9ョラ s.2e2 ク,6 ユ/ 782 722 ラe
a ダユ 6.今e2 /ユ5 o ハ 計 3z5280 ラタタ78

ョ ?ラ.P 7&.7e /ク2ヨ
/? ニc.8ce s88 合計 ペ2<2$e
夕 ラユ7 /ムク" /夕2 今

小的 ク27 ?x$7?2 タ907る 1
断し百ﾡ互とのﾡ係&見みと・ 沢ク 

元のよにはリ. W に孫野ず らブF以 土の 枚入 

2yワてハみﾡ5口ﾡ放のっ今の/て. っ今の/

今oe。 FTM下のﾡ入レか得てハDl).
-銘に目西ﾡの 下ミIﾡ. ﾡﾡﾡ引るゲ、 

ョ。 町以上のﾡ石君口比ﾡﾡ少ロく 今町〜。町 

の竹石君で当み多く吹入る解てみﾡﾡがあろ郵 

は注百 に価 丁 る.
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禽腰 3o/訳- o～2a/ ユク〜"/ ク〜ダ/ 今町以下 計

ユ/項F= / / 之

/P/～/之い

8./～/20 / /

&/〜80 / / <4 と

</～40 / / /

ユ/〜2 / N
/～ク ダ 今
ダ/ポ々o 今 /

今イ円下 7 /

ねレ / /

r ユ 3 ム コ/ ? ラ?

竹目山ﾡ画ﾡとのﾡ係Xののしお りであっ

in 32昭 se～22/ レ〜タノ 〜e～ ダ/ 取、下 研野ロL
/oTM上 2 2 / 今

7/ ～ /20
ダ/～ 72 / /
3/〜ー ダ0 / 一 - / ネ

/ 〜 30 • / N // / ダ

5//P ダ 2 7
今万M下 3 夕 8
は レ / ラ

肝 ユ ユ/ ? 3 <<之

二の平円/ の野ぐ りにめて町てくﾡ正てア るかど 

う かる判断する に口各ﾡ天の ﾡ不都ﾡ2一ﾡ採丁 み とﾡか 

あるので. スの前ﾡにまリ立示のﾡる高の価管る円でﾡﾡレ 

た.

合十不町T々旅ロ 石台l80e円. ▼冷級品 スタo0円, でれ 

以上/72。F・ 奈研ロ下々般反ロ石台り 今○円 そ以 

俊〜今。円 とﾡ定 レて貧更レ の がxの ﾡ で ワ ろ ・ 

浜ﾡ浜ﾡく士る除く ) ヒレて立木る〜"○万四 以上行っ てハ 

ろ及浜ほ5ア -香多I のか 〜 ョ。ﾡ口の竹有ﾡで / 

万町以下かほ脇キ数る 占めて ろ.

反当リ の 番積 え 更み とー ・ 今c""円以上町かに 戸で耳入 

か < ユニ 円である .

30•R
"心。./ コハル/ 〜バ〜 夕/ 今P下 茶野ロレ 计

$eo/ 円NE / / ユ

3P0/～$Aク / / / < N ?

pの/～ ヲe20 / / /o

/o/～ユ0cP / < < 夕

e/〜/ocP
/ << / ・ 6

/〃〜 今2P / / 之

/e～ N下

ロ レ / 3 <<

汗 」 ・」 ム コ/ タヱ
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三 石 a %
夕 /zze. / 7 ; タョ 二e8 ョ a.2
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円にﾡした平一のﾡﾡ量を苫ﾡで リ. 百分率で示レ 

たのか次の系であみ. ニによみヒ ヲ。町上の大ﾡ君ロ 

$* M下の位ﾡレネﾡせず、 てにﾡレて?e % とな力よ 

う8ほLんビ山杯る仮秋レてレエっ日側ﾡあろ. eメM上の 

仮林&今ヨみっワたﾡ合を選久ビハっニロTれ町 区の 

意浜ロ/9アで、山杯を前ﾡみ他ﾡ添のス分の/もあろ二V 
a. 注ﾡすべミ こYでみろ。

上広レﾡよクに ダ～/。 町の竹洞石キに. ﾡ当多く の入 る 

4て1るめ のび"あったが. <nuビg全く セ示がる冠ﾡにﾡ 

少さピEのであって. ホレて色理ﾡそきるってハみためでQ 
ニンがﾡらかであろ.

の 太広称窣ヒ丁る

亜 登
ュ 紧泰 不下 野 
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竹有山杯面ﾡY広株幸しの南係る 見◇ためにYリまビめたの 

がxﾡであろ.

クB-- ョ2/質二 ヨo～ユ2/ュp～a/ / 今mM下 なrし 許

/ /
/o/ ～ 今0 / /
8/ ～ /0 / /
&/ へ 8o / / / 3
«/ 〜 6o / /

ユ/ - <P ラ 3
// へ 0 / 2 6 夕

/ ～ /o / / 3 7
$.。 M下 ビ /Z

ロ レ / <<
計 2 s < ユ/ ?

引町上のﾡ野有ﾡは. 非常に浜依レ、 2町M上の 

相ﾡのヤに非常に近仮のﾡﾡがあみこYは小ﾡの忘表至ﾡのﾡ 

かしてを物ﾡって 11◇じﾡわろ.

IC丁 び

M上が部ﾡ示て無レたﾡ采のあらほレであろ. こ のﾡ系につ 

て・スョ の号案るの之み. 二のﾡの杯野ほ人口の司合かろ 

ﾡてﾡ大ロ面ﾡる 占めて み、てのﾡ用京益方ﾡ町ﾡ放であ り 

寛左のﾡ野の価値けﾡめて位. 杯野の一定面派から の取ﾡが少 

く. 杯Kが頁ﾡからﾡレは 示分仁の次ﾡる物杯地幕ビ 

名っ「るロら. この詞督部る口核杯奈ﾡ再上歴するレろえよ 

ッ・ '
二の蔵力のﾡ糸のそおる改区レﾡ上さビろためには、 ﾡ条の全 

宮金椒、 各部m別にﾡ分來ﾡレ、ﾡ躍しでかっﾡﾡ西2走与研
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死Tるル愛かあるYラ2ろ- 勿ﾡﾡ因に台ﾡ的糸件と会的系件 

な番にのハ たﾡﾡであり高学でロロI. この 処方 口ﾡ合ロ 山向

©Cでてあるが・ 百くから1ﾡ 山塗るﾡみﾡ性ﾡにあり 相当 

以ﾡから用ワて おり. 山河でヘロ の少な 司にな大で杯野があ り 

ごのﾡ放ﾡ扱1 によフて一注客ニレﾡ生るがﾡ示てハモL音 

さ. 派ﾡの刈同方委に旧系のﾡかこの放ﾡと・ 新の孫取司 

於番のﾡﾡを一歩ﾡ進させ. 河本るﾡ葛する二Yにてﾡ 品 

師ロ定欲がロかフった. この宗因口こえアのﾡかのモのとか ﾡ 

平為がひかフモ考の置由のuに 部な電己 ポ十内ﾡﾡ州 o 
ﾡ市のﾡ羅的ロﾡ運にとらﾡうヘ口ﾡリヘ 六さロ京因であろニ 
ごほﾡらかであみ.

二のﾡ方に現圧 生産をス茶後1 そめ ラかる部る下にﾡ めみこと 

ぐビﾡTごのモめのヨカ不と ラJ不ミのためにﾡ的ロ生達が

系Tち産かのﾡ上. 膏本の貯誉力.不可能でめるこ.とヒの就精茶 

そ断ちのろ ことが回ﾡで □あるが-岳霊手てのろ- 今百にPて 

ズのよ ウで通由で二の医倍ﾡ2ﾡひL1 TILヒか、わら 
二の司ﾡのへ々ロ正Tるじﾡにせミ らnてハ っ. こ

ニのﾡるのﾡ野にﾡ戸杯的て性るか会く ・ は目ﾡベノs。町多み 

って2 り • 今日て広被、緊京 ﾡの頑取寺の肩ﾡﾡでﾡ野測用 

&行つ てさE公・ <の内の 雪琴□R來によ ろ入が六伏の帝署L
兵 七 感少し てぎ たこ とコを く の彦宗に系②Q打ﾡをセてごろ a 
無てIぶﾡにたハこんて1 ろ.

二のル入ﾡをﾡ業加から予ﾡす るにロ今日ヨでﾡろつフ町て 

さた、杯野の一部区手無丁か. ヌ今ェで以上へ□るﾡ少レ、 外 

にﾡ広するか 種杯のﾡK杯更の生をかがﾡ上Tみﾡ、生ﾡ永 

&活してﾡ々するか,1Tれかる送ぶ以外はひハてあろっ . レか 

し. 二にハTWレ西ﾡのﾡでロく. 杯野の士慶ヤ末反ﾡの不 
2足私う こピロx系の生を委盤る 親少丁るこ以にロJおま レくn 
"、 現万以上人ロるﾡ少Tるこピみ杯的化る田融にレ・ ﾡのﾡ 
大*※本の町ﾡ& ﾡﾡたするから ﾡハカでﾡ書I.
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生活水李を君レ・ 府々生沼るﾡハるこヒ □なちことロ房く レてe

' 夫行口国速でをみ- 以上の4っにﾡ※部町ﾡワでロﾡa9Kロ 

共席に 出説 で、 ﾡ在生産Zロ引 が現ﾡのﾡ償の伯い広六ロﾡ野 
の生ﾡ刀る今丘ちに営大する三Yロ西電であみから、点祭、 ぁ産 

師る 合めた打米をﾡ立す みﾡがあろ-

ほ素 ﾡ産部につIて町. ﾡﾡの係処ロ少QハLGハオ、ﾡ 

かの革入の ﾡ采がﾡIﾡで現わ るから 二 選奈、 歯産 &含めた 

ﾡ宏そ呂の夜ﾡる行っしﾡに ラカ ﾡ本の一部るﾡ野のそ彦に 

向円 株マ に杯野の体領改ﾡる行う のか 棗ラ 合理ﾡであ み Lを2

次に 関査 的落 の 林旅 の 再領弟に あける.

ﾡWと特産ﾡ.

時ﾡが少ロく. 今像のﾡﾡ、 生ﾡがのﾡ上の余ちてウ大さく 

ワハので このﾡ彦回. ※未な大Tﾡ野に依存レ:フビ無的ヒ 

測 甲 ﾡ在 &行Uハ. 竹緑の何上&らルgロらロIニルロ田らか 

てあり、このセかの杯野の生をカ シ沢レて後ﾡで gt点 非希 

に希 望か力み. ﾡ在にFIiて引 二の河全佐てロ ﾡ株許ﾡの千夕 

&ヶをで占めてIlろる、、こIロﾡ引生系TIIハ互ﾡの新だるﾡ 

ーの生座芭館ヒレて n 万 同5が現金枚入の夕と レて孫合の拝

-起を定レモﾡ始の 生をに従季しEのロ営案て列 フEる ニの 

市伏みうび不乏が号ム 目立ちﾡ常にﾡ若 ) ﾡたにレ かみっ 

てハひ派ﾡにUり ス ての 需号のﾡ通に り 利盛が少ロ く Uリ 

な八ロ杯野名新然とレて放置T みこと □ﾡ長量ﾡのらﾡえて 

ろ浴的に不利である。最i®にスキ・ ヒノキのﾡみが営天Tる頃 

団にあろ. 二のﾡるで口ラ朽活数な少Gく 最北包しE新ﾡﾡ 

りを入ミ と琴ﾡWて U.ﾡ大近杯のンボロえに汚才の係曲 
愛に0、って1lるようひ現択である. . .
タスギ・ と 〒ﾡの百ﾡﾡ口にﾡﾡ府ﾡへ下く ての内力は入の途ホ. 

はハニビロこ分に汚ほとてﾡ杯るT みじﾡがあり、 経Jロﾡ杯面 

ﾡの拡入、 生産化口ﾡ日で口西ﾡで功 D田林に町合工ﾡ金によD
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ﾡﾡﾡのにケ思出系ろ場合以外は. ホ奈 否ﾡﾡの部Tのmﾡ 
2の臣るたら号才て 原育べこ分生示る段回る民族引のにより行 

うことの翌エレ. -師の負の非生に1ロ杯野る早く 生産化丁 

ろﾡめ上分区姫ﾡによ り 西本の尋入をる ニンみ君2るじ愛のあ

ヌ黙犬専のﾡ少にざる広入ﾡ▽. 目下の件ﾡ入のEめEロ. ニ 

の電方に非耐に?1. くのぎ. □らる和戸してシイタケ生産る行 

ロっビ灰ハとﾡえる-

このﾡ万ロ以節にウミイタT生産る行ロつEのてあるび、 ての 

販ﾡ、 和売のﾡﾡ寺につ1て. こ分に考ほどTに生産る南協レE Eめ上矢政しニヒかあD ・ 更左でUほLんビ阪ﾡ雨のゝイ?ケ 

ﾡﾡる行ロって川ろ片 ロロ1 が・ 西日 ごール会社 で相当 穴 規横 5生ﾡ2"ロ7たとなてﾡり 生陸口月でみると別ら

ﾡ戸ﾡ通及再るを分にラと ﾡ際ﾡﾡs 字ﾡTるじ逐があろ.

ミイ クT生産口救平で政入が得らみニL. てのy直のため0 
ﾡのが西業とてﾡ、 披合レロ川のﾡがある. ての名. フり 

〒リ将のﾡ町ﾡロとを. a正にﾡ入Tる琴引号クス、 ﾡ本の不足 

する二の加杏で口,西電でヌﾡ険でああり. 住居に流Iﾡﾡの天 

総生のクリにﾡ1品麗るﾡ不る レ、スロ西不る少レつっﾡﾡレ、 

ﾡﾡ等の 界ﾡり旨理るTﾡ長俊にロ相当の収ﾡるﾡ行2 
ことがと示るのではなハかとるえられる.

ごの位面ﾡ時覇にフIて多ラウかのニレ2得之、イネの平断称 

のボ入ビ示に不価る再するニソー家である. 受Tるヒニのﾡ 

ﾡゆろ動でﾡ査ﾡの特長る氏えてﾡり・ このようロ池ﾡるﾡ 

鹿ミ tためには. ﾡ東. ﾡ産. ﾡ系の部がﾡﾡﾡにﾡ合レE 
多目そ呂形態る確レ・少レで▽ﾡﾡの何上&-刻0くるど 

段がるり . *てW四 離 レ てロ計ﾡを立てて あ京味ロI.
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このぽ際の区ﾡにに番入ﾡ本に「るか 目ヒ責本に よろ 60冽 

ピレてえﾡ采の早I ﾡﾡの士夏示件のﾡ偏S行E 新蔵測ﾡキ 

こきめ 土ﾡ生在かの7ﾡ大をかU ・ーカﾡ末.音虚.杯求の3 
加『でﾡのがの合置的ロﾡ分べ町能な貞ﾡﾡﾡ2殊用レ、 高* 

得の噌KW実現レ. 生活の各た、 ラのなの経係るﾡっこヒがﾡ決 

内ﾡであろと考えろ. 次に用えるニヒロ. 新点、 こイタケ. クD 
ごの他の ﾡ金化の早 11特産物の産じポ示のﾡ塁む入景L日る 

ﾡ旅に公不ろ順U のラのか とﾡ本を戒入丁 る ことが大ﾡであ るレ 

題う・

二の町空ロﾡ准ﾡﾡLロ本之、傷には非密 こ交通目視初 でめ い 

今ﾡ向以内でな島市にﾡし。直種的にロﾡ町やﾡﾡでにロ<B 
元分に生星化 し Q )1 と Q玄之. な下ロ杯野るm骨してろ点から 

ﾡて ※示のﾡ属の基ﾡへ件町具わっている. レいレニの貿源か 

ﾡえ下の活ﾡ方云和何によってロ. 部恐久浜本の政ﾡするmLロ 

ろ恐多分に功リ. 今日はﾡ登日時ﾡであるしるzる.

冊肘 へﾡ愛玉ビ頃本の不ﾡ&初ﾡに解浜沢レて施竹得のﾡ上る計 

ろかがこの部のへ々 □みさ EEﾡ日向ﾡである.
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中国有山間地における 

農家林業の実態(I)

比婆郡比和町(東北山間部)
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はしがき

三の部査におい て対象となったな影県北郡比和町は広島采の 
東部山間地域に当る .

二の地域の山林はﾡ炭林が主休名な レ・ 所調林業的は忘味ぞの桜 

4地ぞある ・ そ 二ぞわバる歳家の林ﾡ生ﾡはウめ的に t 貴本的 • 

にとﾡ枚ぞ全体と し て は孫取林案 の 域 を脱 し ていない。現左る 

"かなテンポぴはあるが人工株成がみ. 採取冰築から育成林 

デつの個狂を重とぞいる・ 本ﾡざは=のよろな林護ﾡ保の唯展、 

ﾡ業の東約北化のためには犬ﾡ経区全体との 内ﾡにおいてどのよう 

な/盟があり、 又発生レてくるかを検さしてみようとしたものざ 

ある。

本報自 の展 用 順序 は 生づE視的に地域の台総的、経済約ﾡ天件 

を系し、双に そ。 中ぞ行わて いる拠業及び林業生産の実ﾡを全 

体として、又ﾡ家の階層区によつて概説した。 二み場合のﾡﾡ 

区分は耕地の所有規横を基柔ヒしている。この理由は果啓t査の 

ﾡ休米からして 農年の経巻梅"林野に対する取殺"は耕地 

○経宅規横によ り相賢する 場合2 多い乙とを 設め たためぞある. 

興に =夕の 事例党家にっい て微変的にその経営形感や経済の箱激 

常地を受わし た。最機に- 上記のm=突ﾡに基さポほ株米の改 

答上の 間駆を抽出し検合し てみた。
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ノ. 村経済の概況

/一/ 自然的条件

比速郡和町 は広島県東郡の 山m地域てある。 な島市より鉄ﾡ 

で約90 K延れた芸備線たﾡ駅よ り さに22く北あに位 

置してみり店原市よりバスによ り 建絡 されている。

中国山 Rの 半にﾡれた山m部てある が町 内の中央には可ﾡ川の 

不系が今れ た水 量豊かな河川が入ってお り ﾡﾡ の傾には起まれて 

いる。 •

«*年千均気退/. o e、降水量 /oジ2ァを示す。ﾡ智は 

多くﾡ 高求雪量。8 cm ・ ﾡ雪期向は ノ2 下ﾡより ョ月 上句に 

かけて7 5日的なぞある. 高冷地てス ・作は難し く農業は水田ﾡ 

作型ぞある。

他町村 との皇絡は次の うっの 駅に よ り) 行わ れている。即ち内 

北に猛ずる庄原一三成解: 束にのびる比和一面成線. 及び比和 

に沿う比和一三次線ぞある。 その他貝2～ 4wのみ林マ町道 

が発蜂し ているが、上記の如く山 向1部ぞ急坂が多 <、交通条件に 

は ﾡまれてい ない。

じオ b］の

花樹班方

后英班燃

痛

岩
岩

/-2 社土会経済的条件

/一2一/ 概 況

和町はののﾡ / 32平方杯に及が広沢なる地域であるが そ 

②?セ /2/ 平方ﾡま でが山林景野によ ってちめられ、林地は5 
平方杯 ・ 5※%程度に4ざ ない。総出府数 985月の内ク5%にあ 

たる 748アまぞが歳林業を本業とする農家ぞある。その他に虐 

熱と して と りあげられる程の ものはない ・ 総人 a s24 4人2一 

平方料当り人口にすると、 39人とな りな島県平均2 55人、全 

岡平均24 / 人に比鉄して非常に少ない ・

この調査は比和町における 泰林業の 実態分析 ヒその 向製沢の 

検討を 日的ヒしてい るが各営 家の *そ営紙済に ﾡする併細な ﾡ料 さ
柑 睹 ロ
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比和町全体にフ い て は果める ニ ヒが出来なかっ たのて、比和町の 

内 から木艦原部ﾡを袖 して二の中のタタアの ﾡ家につ い てﾡ反 

り による全/調起を行った。二の都きはﾡ家の経ﾡ規求々任営構

- 及が生産のﾡ様などにおい て比和町のそれ を代表し ているも 

の と思われる。従っ て下の各及にする論述におい て は . 初分 

的には説明の和合上、比和町全体の数値も 示すが、主体は木屋原 

部落ラタの 及 に わける 査資料 を基ﾡにお いて行ろ。
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/-2一2 土地の所有形粘と利用

先 ブ木風ﾡ師落 5タア ②以セその耕地所有ﾡ状によ ってﾡA化 

しその家族構成、系諾、経宮規横などを示す。

希/ 衣 ﾡ別求安の紙営規校

_ 、 教

糸

靖

< 

¥ 
イ 
(ギ

夕
"xMA"A..。 林PP

面子

* 面
ﾡ 稿
土
地 
(ギ

田 & 田
兵

ng 小計

I (3反未塔)

I(夕〜5戻)

44
s

*/ 
今ヨ

在/
今3 
入/

/o (25)
24(48)

88 
(マ

a& 
(受)

?
?(24) ^5o

◇.2
6./

2
3o

反 
ク4ど 

(ペP)
/./ (3.8)

(Zメ3)
227 / (4S.)

タマ./(2ヌ2)
2ッと.2 ("f2)

I(テ〜o夕) /テ
ネs 
うと 
入 /

&
(「4) 44か(44) 4s8 (3.パ ノ火ス /2k7 &6 ノノ 9u

くス9) s82.71 (5ふダ)
/oo2/ (66.2)

E(o〜 丁反) 8 *ィ 
分/

3& c47) /&
(ヌタ)

ユク 
(ス?

/& Sタ7 ス4 ク7/ ノoバ/. タ (&#) ノ/02o(/384)
T(5〜20反) 7 4 

今 /
43 

(と.)
3ス3 (5.3 スス5 

(ヌタ)
/38 ク炎3 ノ&/ 3 j1 パマ.フ 

(ス5) 927.0
(パ17) /バノ7(5タマ)

合 計

テ3夕

F23 / く 
/ 44, /49 3o 43 "可 2e(み) メ57 3/夕2 32542

ヘス (s/) * (K3) (の (スP) cヘ/) (o. c) c) (822) (夕%4)
林地の所有畑状は山ﾡ地としそは、かさり大ﾡく ノア当りの 

平均は、ク及ﾡとなつている。大部分は水田び畑地 樹圏地

牧単はﾡめ て 僅か ぞあ る ・ 林呼は/ ア当I8 町2及と な り 耕地 

と ◆計すれば一F 当 り 平均 夕町ノ タ余の 土ﾡを所有経営 レている。

ﾡ地の経老規供は s～ノ。 及程及の階骨の ア炎が及も多 < . 約 4秒を占めそのﾡ後にﾡ干の広がり を示す。 面本み上から見る ヒ. IアV 階局 が. 3 © すっを所有 してあり. 残り②,ﾡがIIの店 ・9アによって分けられている。 IIのﾡ属 塚したもの
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が多く、土地の所有ﾡ模が小さいの 之歳林楽を卑業ヒ する場合は 

少な く 他にﾡを をっ給料生活落か. 或いは日震労務によI 計 

を支えている 注の が多 い。

次に各ﾡ家の所有す る耕地と林野のﾡ係を見る と第2表に示す 

よう に耕地の所有規ﾡと林野の そ との問には、可な り判ﾡとL 

た相内ﾡ係があ り、互い に良く比例 している。

農床○経営規供 経営構使は. 二れらにより比鉄的地統念教個の 

グループに分ける ニ ヒ が来る。二れにつ い z は後する。

第2 表 耕地経営ﾡﾡヒ林野ﾡ積 との 南係

未尚 /〜テ 5～/0 ノ0～20 ’ 20～5a 合計 Pを% 面 減 %

ア F ア 戸 ア

I (3反未満) / 3 チ /o. 3 7 t 乙 2.0
I(3〜5反) 2 2 / 5 /25 ノタ/ 2

町 (5一/0反) / 4 5 3 /5 3&5 /夕 32.と
m (/o～ ノ5夕) / / 5 / 20.5 97/ 26.6

T (/5～ 20反) / / 7 /ス?
ノマ27 335

e 計 ダ /3 4 2 ? /oe % アワククカ

P 数% /o.3 33.3 チ3 358 テ/ /o0%
/"A 
ク"

57 /// 27
/ヌ

/.ク/

ムクU

クバ/ /47 ヌパタ22 /cc%

戦桜の及地解水は、その目的てある自作及創設に対して、はつ 

e り と効果を示している。解枚=れ た総面科2 s4戻は殆ん ど現 

在の TV階ﾡから出ており 中 怪ﾡ家ざある I店骨が度け ている。 

そのﾡにあける 土地の校めは少な い。この 地域ぞは耕地にﾡ与す 

る燈肥とレ て各量の 山革を偵用 しているのざ、耕地み 移ﾡ には採 

草 丸 が件 っている。

第3表 製 也 解放に 小 る 経営 土地の派

解枚 Lた面積 ﾡ茶 を受けた 面積 経せ士地の 増 城

田 畑 算也 計 田 畑 卓地 計 增 減 理 由

及 友 反 反 及 友 友 戻 及 友

シ o 2 o o 田 2&
メ田 .2 今 テ

I(3～5尽 &4 ク5 2 62 2 o 2
I(チー0反 /5 /40 322 5ヌス 36 ダ4 "2? /587 田so 田34 頁入走知

& 37 3タ3 23? 55 /30 /&5 田 田 o.7 *

T05～208) 7 5 a4 4o o/ so ノ40 220 メ西4 K 入

; 合 計1-一―
3 メ8 スステ 25/ 共“ /3スク /タスス

田ス

畑 2
田 &.7
畑 C.2

2 生産の熊株

ユー/ 農業生産の実悠

総ア ﾡ3クアの内ざ農米を主とするものがうラアを占め、 前さ 

のように・ 山同の 部寿と してはーア当りの 経営ﾡ地面ﾡが大さ い . 

高冷地 ご坂書のﾡ向が 兵く一ﾡに水ﾡも低いためニモ作は ﾡ難 z・ 

めり. 催かに一例程度がレンゲ. 青刈りﾡ料、表呼を作ってい。
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林井地は深く 土は植地士・ 士ぞあリ ﾡから山ﾡの ﾡ厩肥を多ﾡ 

にす さん ごさたたの有ﾡﾡにﾡみ、 土ﾡはﾡ沢である ・

科壇典業の中ﾡをなすの は水田ﾡ作ざあ り 販究作物と してはこ 

れがﾡんど唯一の ものぞある。こみ地区は広な民ﾡざも山深く近< 

に市場を投えず交ﾡも不ﾡなためﾡ来知はﾡ品ヒ意 ・) 難<. 多< 

○歳ほは 自給用に生ﾡ し て いる程ざある。 又一ﾡには負味消ﾡ 

。 野条をﾡ入し て いるﾡ家もある。ワラ加エも 自総再ざあ り販 

ﾡしてい る例は少な い。

水稲品ﾡとし乙は、さかえ 隆ヨ羽、ﾡ林22号などが作付され 

てさえが・ この地方の ※象条件から北陸系の ﾡ穂が良い と=れ 

地区内の山向部、平ﾡ部の別 に最も!当なﾡ積を祝すためにいろ 

い ろ 試験が行わ 乙いる。

反当の灰戒量 は特にﾡ後に あける歳業技ﾡの公歩に っ て 昔にと 

べて若レく大してあ地区内の 部 では 及 当 ラ～メ月 を 上げ 

ている。反面山ﾡ部ごは土地条件がﾡ< .及当/ﾡﾡ後しかルﾡ 

しﾡない所もあ る ・ 全休と しての 平均は5尼位とみ られる。水価 

品ﾡ とレて 上記の も の以外にこの地区ざは昔から活ﾡ米 としての 

へ及十号が有名であ った。

ﾡ前は この品ﾡが補産量の ?宅を占めたが、現在は 若しく減

レ/ 〜2ﾡﾡﾡとなっ ている。この 品ﾡは台及 その他が多く 

☆用 *と しても後れているが・ 平均の 及収は他の 民ﾡよ り少< 平 

ﾡ部ごも 2～3月である。昔からへ及十号に代表ごれる比和の米 

はみまいときわれてさたが・ 現在ぞは及の 増加がよ り大さ&目 

株となっている。

肥*に対する知識は -般にい ・ 戦後は化は肥料"農糸の伏用 

がかな リ 普及レてい るが戦前山 ﾡから作っ たﾡ厩肥そみ 位の 自 

給合肥料が殆ん ど唯一。 モ の ぞあっ た。山 からﾡ製される凝足 

は現在でも尚相当置が供われてかり、反当の投入量はノ。〜 

25o 貴位である。 ﾡに八琴 + ・を作付する場合には及当 ・)

6 40～/022資もﾡ号し ている例がある ・ この肥作り は、 

及と冬の及肉期に主として行われるが、ク～8反の#地を有する 

当地の株ﾡ農ほぞも、二れだけに40〜よ0くのほﾡウめをぬ受 

とする。その上、ﾡ肥舎を完備する攻家がく、 s < ○場合これ 

ら の ﾡ厩ﾡは野積み にされてい るﾡめ肥効 そ ② 他の 面 ご不利な余 

件に か かれ ている。

山林原野から採取=れる 二れ の山 革は平 する とIIe ﾡﾡび 

600～ 722項.I-/タク貴、NT 一2se。 項位ぞあ 

る。睦呂その他から採取される草は飼ﾡ用として一部を厩肥に 

僕う ・ 年向のﾡ取量は II-○2貴.I- /22○頁、FT一 

/800 賞程度 となつている。

この地区は 高冷地ぞあ る ため にﾡ作切がﾡ虫密に oどく悩まさ 

れた事は少ない がﾡ後は各ﾡの 地紫がﾡ用 されている。

農業概旅はかな り 及くﾡ入=れている .

第4表 ﾡ采用ﾡ力ﾡﾡ

2 数
括桜 級城 モータ - 島検 ﾡや救 等微 クッター

頑有 7 天 〒 天 所〒 * 所〒 天 7 天 所 犬 所

I ダ / 2

I 2 / /

ノ S と 3 9 ヲ / / 4 2 s 2 ・

/ -2 8 2 4 5 / /

7 3 3 7 ス テ ? 2 2 / / 2
" a ・ 3ク /。 5 火 24 7 2 / 8 2 5 s / -2 -2
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階層別にみると大部分はIア Y階居に リ所有され. 県に経宅 

規横が大さ くなる程自己 ﾡ有の @合 ゲ大さ くなる。

ﾡ作一反歩に投入されるけグ量は往時 so～70人と 宮われた 

が、 時及業救被のぼ入及び化学肥料、農系ほピどのﾡ及によ って 

著しく減少している。然し全風的なﾡよ り多く及当り 3o ～

2へを受している。これは現在のﾡ肥ﾡﾡが興にﾡみ ヌ油ﾡ 

設備が改ﾡ されればまだ減らす余地を多分に残 している。

ﾡなは何れ お塚狭け作経常ざあるが、村地所有規ﾡの大小にか 

かわら ず・ﾡ繁期には大多後の ﾡ録が巻干の雇術労めを入 れ てい 

る ・

費業ﾡ係は大部分日震ぞあ り村内からﾡ郷して いる。ーア当リ 

の平均教は I IIﾡﾡざは大ﾡなく /。 ～ 2o 人程度ごめる が、 

ﾡ地所有ゲー町歩以上に意る と念に多く なっている。手人は 

ないが、ゆい手間は相当量が交投これている。

第 5表 ﾡ紫ﾡ、その他

常 手 震
冢 

ナ
m 農

(を)
I F め チ伝人 ゆPoテm

数 た 唐 ﾡ内 対卜 村内 * * (-ア当)

ス ス 人 く A ア ス

I グ / 5 /& ラ3 3 ノノ 5
/ 35 75 /夕 o 26

/5 / ク6 54 o ノクス /o 7 2 55
/ ス4o e 245 o クア 夕 2

・.

7 / 25 3o /oバ 3& 7 〃夕 3o 20

計 ? / 24o 夕/2 0 ・73 クo /4ケ 32 o 2

比和地区は苦から和牛の 生地と し て名高い ・ 品ﾡはﾡ毛和牛 

ぞある。兵落内ごの飼奇農条はI『▼ﾡ日が主体をなし. 総ﾡ数 

40ﾡ(平45 $/5)の内5S ﾡを もちーア当リ2一3頭を 

網育している。総照は昔にとべて巻干ﾡ少の傾向がある。その

四 として は皮林業からの収入が増大 している こヒ. 永枚地が減 

ったことなどがﾡえられる。

今。衣 音■ ア
サイロ

和 牛 山準 ﾡ

I / 7

I s / / /o

5 /8 ダ /

// 3 28

v 7 & メ 2 4 33 2

」 ? 5 /テ ユ2 /s /8S 3
和牛のﾡ育作楽は大部分が軽イ ざめつそ入は女 すの仕考ヒ 

なっている。その主休は飼料用の生ﾡ刈リぞうる。ﾡから秋にか 

けて /o2 日前袋衣倣=れている。この枚牧地は人工を加*た牧 

呼どさく、7E自べの林野にﾡがして あるだけのもの ごあ る。木ﾡ 

ﾡ 印落 内だけの ﾡ牧地 についての ﾡ料 之得ていないが、 和 町全

には公有のﾡ牧地以外に /22〜200 町歩の枚牧用の共有山 

が收ケ 所あり、 それを地ﾡ的に利用するようにしている。改野A
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合が結成されて お I) 茨牧牛一ﾡにっ い て春税念- 当 り400円 

• ﾡ及を欲収レ て枚牧地のﾡその体ﾡﾡ持共に当っている。総し 

及はヨ ～ 4人共同ずなの丘く 乙牧場を作フ てﾡ牧している例 

もﾡ干ある。改牧地の平木般にはﾡ料と して不温当々 ものが多<. 

今後は旅風の改老マサイ 口○増設が農阪経ﾡの合理化のため にも 

ルﾡと思われる。

哲は荷馬車が位町村 ヒの 唯ﾡ一の交通救肉ぞあ っ た ため島が飼斉 

されﾡがﾡ存ては全くさくなっている。キ以外にﾡ、u. ヌな 

どがﾡ千飼育されて いる が河れモ少く 自総程度の もの が多い。和 

井のﾡ育故はﾡ牧地の 面ﾡからも現左が限界点とﾡえられ てお 

今後品質の政ﾡがﾡまれている。

ﾡよの遠向 として は今後成牛にする よ りﾡで販売する方向 に 

tざうざめる。和牛の取引は比町市町2行われ. 死払い価格は成 

牛一ﾡ当りケ〜 /0ラ円、ﾡは2 -25ス 円ぞある。 場から 

庄原2経て全口へ出て いる・ この地こにおける ﾡ委の度安は古 い 

が, 一般・色 -次くﾡ基業が行われるようにﾡったのは明冷代 

の②終り委糸者業が盛んにな だし たﾡからざある . 明冷後期から 

大正チ代を通 じ て米園の増反、新しい坂の入が行わ た ・ 

昭和 /5年項さぞﾡ家の刷求と して受な位置をちめていえが大 

戦 の始まる 城から双才 に衰火 し. 現在ぞは最を時の:々2ある。出 

和町の農験ア数7 a^の 内/ム 8 户が多少 2 モﾡﾡを行っ てい 

る・ うち木愛原師感どはヨアにざない。ﾡﾡは存狼、夏番、み 

ﾡヒ年に5回ペ育 し得るがこの地こぞは意番が大部分ぞその仙は 

ﾡ業林業意 ビ ヒ。 ヴめカ疑合の 内係か ら倉 い ・ ・和はア カ ﾡ 

ごこれはﾡ前からﾡ育=れており、収ス量が多く宅虫に強"。ﾡ料 

と L ての未は唯らに植付けたものスび山系が央用され、肥塔伶: 

=れた命条はﾡ分を神給す る種度に与られている ・ 

ﾡ番のみの場合田植前にﾡがなくな り ﾡ光を さえる ニ とは少な
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飼有ﾡにおい て保通②ためﾡ干の木求を使う が多 < ② 場合自 

総=れる。神 ﾡ時期はケ〜4 月 であ り 農茶期に袋分かかるみ てを 

ヘ子供によ り 行われる。 君振のみぞふ〜ノ。 ﾡ位のﾡを生産する 

のに30 ～夕S人を要し /2000～ /so。 ○円の ス入を上 げ 

ることが未る。=の 収入はﾡﾡﾡのﾡﾡら谷ヒ してﾡわれる場 

合が多い。 ・

以上の よう にこの地区におけるﾡ業は耕ﾡ蔑業の中ﾡを をす水 

田稲作ヒ. ﾡ産が主体をなしており、ﾡ求作、ﾡ量は小ない。米 

作 に おけ る施肥技術 株宿における ﾡ料命製 なビにおいて なお か 

な り 改老の余地2残 レておるもの とみられる ・

に調査ﾡ内 タタ②農家につい て農業ﾡ門のみのﾡ収入ヒ 

経老責を耕地有階層別z表示する と次の如く ごある。

第7表 忠業部門のﾡ収入 と経営賞

架 P 水 ッ サイ

*○他 産

英

茶
計

比

奉

ーナ当

パN秒m 積 収 渋
&3 ーアジ

明ﾡ3

友 万 チ円 る 3 子円 今所 子円 死 子月

I '' 4.2 /タ2 88 ヘ? 22 o o ss ^と 2ス

五 ルノ u4.4 夕2 20 /8 o 22 ィク 8
彳

//? 2772 /ノク4 252 78 /e夕0 2o 2スタ パ523ク 2タ4 o/

イ

・タ7 25«8 ノ508 . 333 /8e 6./ /35o 2 6タパ 38 2cs

1 7 夕4J 3go./ /444 3c.8 23 5 /60 2 e 4 243

ッ 3oPo クコク? 4F24 /o。 % 4so 279 "メテ

C\ 0
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数
祀料 農 乗 家§ や4 光 熱 -ア平均

テ戸 予戸 千 ナ円 ォ円 戸

I # /ダ 3 3夕 Q4 72 o4 スス / 6.7

I 5 277 ?3 Q3 クク /夕 5ス? ?4

I /5 /バ o 57/ 夕7 5o.o ノメス 259 32? 2ハ7

N ク? ヌ 4/ ze.。 ! &4 /o 2c&. 8 259

T 7 55o 5ス0 夕/ 8oo 24.5 43 3" ? クワ

計 ,夕 *559 87 23 4 /タク0 ク7夕 75テ 9588_ __ 1
及業相入の 主をな す米は総収量 " O 石の 内約5宅 が取 

=れている。 なーア当 り ○販ﾡ収入は耕地の所有規がる太 、 

な差翼があ り ・ ー町少以上の階居では2o ～30ラ円 をて おり、 

5〜。 受の階居び/2ラ円前線. s及未※のﾡ帰ずは5ラ円以 

下のも のが多い。ﾡこm区 り)調査による これらの枚字は株出願が 
主どみるから突ﾡにﾡ坂が水稲作から得て いる入はﾡ干二れを 

上個る ちのヒみら れる。そ=いその 他の 項に上って いるの は羅ﾡ 

野菜. 工芸作物などを含めており、販売矢ア教は/ノアざある。 

ーア平均/ ラ円前後ヒなる。大ﾡ番は胡査年及にはノケアが販た 

しており/ﾡ当り平均3 ラ円前後を上げて"る ・ 番委求原 引アの 

規税 も小さくーア当り/ス円 南後 o 担ル入を得 ている に堀ざな い, 

ﾡ業経営資ヒと し ては肥が及も 大さな色合をとめ ており 普- 

反当り /222〜 /5o。 円が概入=れて いる。ﾡ素がこれに 
次い ぞいる.

二れ ②農ﾡ粗収入及び経営資のノ ア当I 平均額と して示した

2t9
教催はる項目 の 戻ア数を考ﾡしない燃平均ざあ り、こ 二ざは各階 

ﾡにおける大羅把な相興をろるﾡﾡにヒめ て も ら麦ばよい。

2ー2 林米生産のﾡ

2一2一/ 概 況

この地方における山林はﾡど林が圭をなし. 用材林は少ない. 

苦は交皿の傾が馬く用材を介部にすそとが未々 かったと云 

ラ 申情から刑材 から会公収入を得る ことはなく 単に合家用に供 

す る 日 的ぞ催かに大経材を残 していた。u本から ○ 虐物は自条 
用及びタクラ製鉄にﾡ要な木炭"新が主なるものさあった。そo 
ﾡ位町村に個 ずる白動軍血が肺霊して用材を外部に出し 得る様に 

な リ 特ノ二 戦後木材価格が 高く な ったこ とにより 山林6 価値 が再 
関識ごれﾡ炭林の人工林への林ﾡ転契が除々 Iにくざいる.

ヘ エ林の成は新場して いるが、未だ総私有林面ﾡの/ ・zす 
ざず大部分が天然林の形をﾡしている. その構成はナラ、クヌ 

ク り アベマ次を主とするﾡ多な広ﾡ謝ﾡ炭林がs〜?9を占 

め その中に僅かにアカマツが群立. していふ. 製炭業の/央は古 

" が ﾡ炭林に対す る 取扱い はﾡながらの報反林米が踏愛=れて 
いる ・ 樹ﾡはﾡ多ぞ伐採は妥に応じて時行なわれ伐採後みﾡ 

ﾡ央新も行々われていない所が多い ・ 平均生長量はs - お位 

ごある。今後樹ﾡの阿ﾡ、売米法の改ﾡがみく空まれる. 計画 

的な用林生産の/央は比縦的に新し い ・ 民有林の人工唯林は主こ 

レ て戦後におこなわれ部査ﾡきずは現在会森林聞ﾡの約一® 33 
町歩がﾡ枚=れている, 腹用 期 を利用 して、ﾡ炭林伐採跡地に毎 

ヶ始しく は数年に一度徴反歩が植栽される。人 エ林み 取投いにっ 

いてはﾡにﾡった型はない ・ 林地配ﾡされて いる例はな。林米 

用桜械モ人有は方い。要する 0• この地区の林ダ口採取林樂か 
ラ 育成林ﾡへの品度期にあ り、今後のﾡﾡが期特 される。

ﾡ林.ﾡ育、ﾡ種.販ﾡ. などに内する4は後ﾡする。
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調査県落内には林業に 岡連 す る 産業は な い が、比和町全体そ は 

小規模な以林工場が=ケ所ヒ 今ップエ場がーケ所ある。ﾡﾡは 

えをﾡ フ た従*良 / ○名内外の 工場ざ その設立はもいが 現在ぞ 

は 々位 L かそ羽 していない。今. プー 場 はパ ル プの原料に するた 

め. 針業ﾡ、広乗ﾡを子ップ=している。 35年う月設立された, 

尿木はと和町ﾡのさみ5ﾡ. そ他っヒさっている。

2一2 一-2 林野の 所』(し に利用

次にﾡ落内の怠阪が村って いみ林断につい z所有 と経ﾡの形態 

を従べる ・

づ*の前に個別類を浸の英#盆環を- •ハムこ ころ,農*、林*ﾡ各生里 

部門の練合された形であるﾡぶのﾡ営状は ・ 林地の所有規ﾡ 夕 

指ﾡとして可海りはつﾡり と相契するヲっのﾡアに大別=れる . 

と がわか っ た。

これらの各ﾡ層のﾡほ 群が所有 する山林部門の資産内宅* 扱入 

注出のﾡ相には大さな差具があ る。従って以下このヨっに 大列! 

たﾡﾡ列に林米生凄の 突悠を各論にわたっ て従べたい と周う。

ﾡづ 二れ ら ○各階々 に陽 する歳区群につ い て概就する と次の ロ 

< ごある・

(の群はﾡ地の所有規状がNT に震するもの / 5アざあ・ 細 

ﾡの主体は排ﾡ及業及び帝産にあるが、費に/2～20 町歩の用 

材林、新よ林な どの林野を有 しており、林業部ウかも 僅か ごは 

あるが必入を符てい る ・

e)のグル ープはIのﾡ層にﾡす る/sP ざあ り ・ 経営の 主体は 

同 じ く耕ﾡ及来及び有ﾡにあ る。林野面ﾡは 5〜/2町歩の tの 

が多く 用材林は面積が催かざ余 ・) 販ﾡの対象 とならず. ﾡ炭林モ 

主Yして 自家用 o 資林を供給 しているにすざない。ﾡ閑期の求族 

ﾡ仲力は京 山段に投入 し て農ほ 経済を油 しているものが多い。

(3)のグル - プは IIの 階層にんする タアざあり、炭区規模は小

こ^ 日給の生生パ2行フ ているにさない。林呼の所有は5町 

以下ごﾡ の 共ﾡ経済に は殆ん ビ関 テしていない。多くの 場合他 

に足藤をも っか. 日ﾡ労務に従ﾡして家を夫え ている。ﾡ林業 

は従とするも のが多い 昭骨てある。ﾡ忠内 の林ﾡの有形ﾡを ニ 

の ような階居 によつて分けるとの初くなる。
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針 断 広
w ' Tww

幼◆似中令役 千 円 i 
可ﾡぐち

計 百分ﾡはﾡ ブア当
平 冋 未成民 成 契 社 鑑項

御 ﾡ 
互分

ーアさ 

平均

反 友 % 万 万 友 万 ス 友

/ /0.3 45o 34 33&7 ? 224 ムノタ/ 73.7 /3/s /タ/42 4o.4A Ps7

2 夕 テ2 74 2.2 5? ヌ5 43.5 /484 4Q3.2 2228 2ス3 o/

3 23/ o.7 238 テ7 久6 25 /テ 22 2705 333/ /3 33s

計 228 0.2 /7/7 7 /20 "&3/ /eX3 220 2ッ75/ /o0

経営林野総計の 4宅は (I) の階啓に属 する /5によ I)占めら 

れ ーア当り総平均/3町3反を押っている。(みの階居/5アが 

ヲ®をちめ、ーア平均5町8戻 残りの/@が (3の階8やに 

より分けられ、ーアの 所有 平う町丁?及ヒなつている。林野の形 

ﾡからみる と、全林ﾡ。 7o ※%はﾡ賞林てあ ・、/4 ※が採市地 

により占められ. 人エ林、天ﾡ林な ビの 用林林は /2% にさな 

・・ 費に二の用 材林の 8～?®が ()。 階々 によって 所有 されてお 

り その資本ﾡ成は位のﾡﾡより 巻千&れている。 ス※、ヒノ 

*を主体とする人エ林は. まだﾡく幼令殺 中令級に属するさの 

が多く、アカマツを 主体と す る 天然林は利 用 可能令級に属す る • 

o が多い ・ 十紫書は ( ぞノク%,(2) (ヲざは ～7%ヒなっ 

ている・

針業書の 常横 は 資料 が そろっていないのて略した。 その他約4町 

歩 の 竹林が/0アのﾡ束により 所有 されている。

2-スーラ オ 萩

地ﾡえは /。 〜// 月及びヨ〜4月におこなわれる こと が多 い。 

反当のヴわ 量はノ〜 2人。植付は春植7ﾡ、秋ﾡヲ例ぞ反当の
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植付本数はス 320本・ ヒノ *252本位が株準となって いる・ 

及当/〜2人を受する。苗木 は比と 和町内ぞ負総しており 森林組合 

が粋旋し ている。 林神助会は ノe。 &受取って い る。植殺地に 

は3ﾡ程 凄の ﾡ植が行わ れ る。

ﾡ表 植表面積
—

教

取 正 s 年 m(2?〜53年)○ﾡ炎

ノ

矢 

* 

数

檀 お 面

ス ド ヒ 找 カラ マン 計
ーア 当

平 ラ

ーナー回

千 ワ

万 友 友 % 摩 天

/ 2ケ /ノ 23 25 /42 20 55 478 /oテ

2 テ ノク /ク 252 22 5o 3タ2 23o 3.? 23

ク 4 /2 ハク o 57 22 3? 33

...-
9 7 25 ノ34.2 2ス2 2o /7o. /oo

最ﾡ5ケヶ年向に約 / 7 町歩が救 >れている・

小呼林 用林林採跡地の植桜は少な < 大部分はﾡ漠林の林 

ﾡﾡ換ずある。 ﾡ救樹ﾡはス ざが長も多 < 全体の 8ﾡをちめ. 

ヒノ 次がこれに次いで2例足らず、 その位カラマツが一部入って 

い る ・ 林の 矢ア故は ()(2) の階居る約?割、(の ﾡ層 ぞ5 ©! と 

なっているが、ﾡ及は (の耐骨が最も 多 < (2)(ラ) と減少 し て いえ. 

ーアのﾡﾡが一回に行う植栽面ﾡの 平均だ t c の時居が大さく 

植表面積 / 7 町歩の 内ク例まざが() の階居によって 行われてい

る o
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上表 に 示二れている 労内 下は x 一7年向の もの ぞあ )、 

前?長に 現わ れ る 傾向 とは象分子ﾡ しているﾡをざめられるが、 

ニ ニてはﾡﾡ区分における大ﾡ把さ相梨をみ る程及に とめてもら 

x ばよ い。

木産原部きにおける 3 ? アの胡査対災及底の 内 ﾡ弱査年度には 

24アが人工植ﾡを行っており、cの商々ずうナ . (5)。 階層ズ3 
Pが相当量の震入労めを使っ ているが・ その他総て 宮験ﾡウィカカ 

◇みによフている ,

2一2-4 山林の株育ﾡ入れ

二の地域におい て山林の ヲ宅をちめる ﾡ炭林 - 部 天べ生用材 

林に対しては、前公の よ ろ に費新 . 株育面の手入れは殆 ど行われ 

ていない。

第ノ/ネ 人工林入れに要したヴ質
gte し 下 メ リ w 枚 *打ち 一P当 ・平 均

数
/
数 ヨ 自 雇 自 伐 自 ﾡ」

/
ア

5
デ

8
へ

7 ク7 2
ズ

み“

ス

ノケ /と3
ス

ノ2マ 3 20 3 o
2 /5 夕 5 2 ?/ /o. /
3 ? ク 2 4 2ク 3& Z 3 3と
計 3ク 2バ 2 203 /8 5 283 &

ヘエ林に対する"起と、下刈リ 味イ・ 枚打ちなどの諾作業の 

内 一般に々級のい現状では 下刈りにもつとも多< ○ﾡカが役下 

されている ・ 植救後 /○年ﾡに5回位. 7 ～5 月 に全刈 りされ、 

友当の 所薬 労初 位は ハs ～2人程度である。その位味 ・ 核打ち 

な ビは時行われているがﾡに虎っ た型はない。

ﾡ層別にみる と植載地面ﾡの大さな () o ﾡﾡにおい てーア当 

りの投下ウﾡ量は最も多く」()(5 の商居では一やの例外を除い 

てその枚かの/ とさっている。

植表みび その後の 入 を 進じ て 年 向林繁部 門 に投入 されてい 

石族紫防イカ 曲 は大 ﾡ ののﾡﾡぞーア当 り 3○へ府後 . em骨で 

z。 人前後 .ざ o 人位 ヒなっている。何れもﾡ業部ﾡにﾡ下 

さるものの 数※ に ざな い。

なあ、これらの作業にタアのﾡ区が相当量のﾡ入労仲を使用レ 

ている が、こ o 央につ い て は林業ヴ仲 とﾡ業ウ物の利 用共同そ の 

/のﾡ長から後に述べる ・

スー2一5 収ス模 と市場

ﾡ炭林の採収桜は大部か各双家がその所有 山林から 貝星消貴 

第 の ﾡ決材 を な族 ヴ仲 によ り行っている 程度 ぞあ る ・ u 林の 所有 

畑換が5町 上 の c () 階居の ﾡほでは一部 を以炭原木ﾡ しくは

料ヒ し て (2)(3)階骨の及係に限ﾡし て い ろ.

この地域でスゞ. ヒ *ﾡの採収ﾡは公有林においてﾡ干の 

例をみる が、 民有林におい z は何れも 未だ伐期に座 し たモのがる 

2 二れPの植救樹穂が収ﾡされた例はない。 L天然生ア カマッ 

ス紫樹の大ﾡ木が木その他の甲材としてﾡ干販ﾡされる ・ 立木

払いの形を ヒ ・)伐株は木林素看 が地えの 内力 をﾡ係 して行う。 

株時期は特に左つて いない。買っ た木林業者 一環し て 市場ま 

ごR扱う が一部茶材のままざ業者向に取ろ される。ボ着が立木を 

ﾡ入 する場合殆 ビ伐採前/二代金 を 决済 す るが、まれに は伐採後 交
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払う こヒそある。ヌ山林所有有が木材業着に用材を売払う に当つ 

ては多く の場合見積ﾡ彦の 見当て行う が・務に はﾡ木調査を行う . 

木展原部落から将される木林の33は比和町内の木林来着が取

い. 他町村の業石が残りの3 を投う。

比和枚方から産出 さ れ る 用材の s ・ は庄原へ出 . 2 ・ がm条へ 

送られる。ﾡえ消長は走文林の程ﾡぞﾡは少ない。トラック ごﾡ 

ﾡへ曜ぶ ヒ 2 5月根ぞ約 2○○円叩ち石当り /4o 円が血ﾡ貴 

ヒ なる。

劣/2表 販 売と

数

最5 ケ 年 向 (22～33年 あ 木林販ﾡ

依げ 用 
/雙

平与

河

材 ィ戈

r
材才

そ

の 
他

販 こ

ア 額

百 
分 
至

ーア 当 !

平 均 1______受 数

ら 石 万 石 子円 % 今円

/ 5 と // /.ダ 62o / ノ9タ5 / ノノノ /ク / 7

2 /2 6 2 ケ2 / 75テ / 23? &5 3?8 :

3 ? 2 / 2 o 一 35o / 今7 ムク s7o 1

计 30 /8 470 3/20 445

ﾡ査部きての木材販ﾡの状況を見ると・ ﾡ及、販売器などく/) 

のﾡ層ﾡ家がﾡも大さく 特に用材の収ﾡ量において大さな差興 

がある。 く5②時骨における/アはﾡ別な例であって. その他S 

Pの 農泰では木林を全く 販売 し ていない .

二の内・ 門材林の採が行われるのは 子弟の浜.桜被ル入、 

ﾡﾡ祭な どの 路時支が以要ヒなった場合に多く、経常的な 生 

活ﾡにﾡ当=れるニとはﾡである •

その他. 林業部円から はﾡ年相当量の新炭林が家へ仕向け

れる・ その武は個々のﾡ条だかなりのﾡﾡが部められるが およ 

そ((み階ﾡ求界乙引ク〜ヨ5石, ( ②岡居て22月前袋ぞ 

あ る ・

木林の取列は市ばのよっに立木価格ぞ行われ. この場合の単価 

は 新炭材 ご尼 当/ 20e～ 75o円. アカマッで/eoc〜sog 

円 位 ずあ る ・

マーター6 製炭 業

比和地方に おける景炭業の/央は古い。用林生ﾡは未だﾡ諾に 

っ いたばかり の及盾にあるため林煙物の主体はﾡ炭材と木炭にあ 

るヒいえる。四査集忠内 ての木炭生産農長は ョ ざあ り、中ﾡ 

棋及ほの 例業ヒし て貝山裂炭を行う場合が多く. 企業家求の 形ﾡ 

をとるものはない・ 裏用期を利用して行い ﾡ生産量4ョ αc株 

c 33年) 一P 平均 3s 4依ぞある。

小木は総て比和町内ハら供総ごれ、 ナラがﾡも多く約5割、そ 

。他クヌギ、アベマさぞある. 炭粒は大正から ﾡ和 ノラ年頃は 

ざﾡ人ど白炭てあったが- その後収年.作業量、・受の変化な 

どから現在では総て ﾡ炭になつ ている。炭条はﾡ式一号、=琴ﾡ 

が 使われる。ど*験的 に継ﾡ製炭を行 フ て いるが枝の告及は国ﾡ 

ごあ る ・

豪 炭 に必要なむけ ﾡは 3。〜 4。依用ﾡで/ 回にe〜 ノ/人 

/ 5 依用 案 ぞ 5～ 6 人 ぞあ る。

その内訳は ヲの〜 4o 依用点の 場合 . 原木我採2 人、東材ノ 人. 

原木調製 /人・ 麻入れ/人、火入れ/ 人、小搬荷 ・～人、 

計 /の～ノ人 となる。年向総平均ーア当 り3ラ 4依を生産するた 

めに /e2人程度のウめが投入=れている訳ぞある。製炭は普通 

総て 本族労内 によ り 行わ れるが. ﾡ作りには約3○人を愛し若千 

の備け仲 を入れるニ とが多い。

買山製炭の 場合、ﾡ木代金はﾡ協東荷業ﾡが一ﾡ立書払いを
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行い出ど② 保に差引い て 家炭投泳に支う と い う形式 を とる場合 

が多い。-扱にﾡやの調整が行われていない。

従っ て 販売価格は一足ださな い が

r-級以上(5割)ナラ・ アマさ クヌざ・ 322円その

品員1 他232円

I =級以下 ・5®) -殺号のラ2円安

産貨は 尿木代 s0～ /oo円. 炭保 ノ7円、縄代ケ 円、検査手 

数料 ヶ月 ・保後累2円 生 屋 組各手 敬料/ 円. 計ノク円- /ョク 

円 ごあ る ・

梨品の大半は和町の貴協が取扱い 一部は果奇業谷をﾡる ・

和町からた原市の炭問屋 ..郡 泉 協む清建 を 終由 し ・ 宗阪神 . 货 

東へまぞ二れる。

第/3 称 製炭業

ア

ア

数

年 河

生産要

ーナ当

平 ラ

生産ﾡ

第 木 資 ・
ーナ当

生産額

出満生

合 他 台 他 意ゆ

ア ア 戒 孫 万 万 円

/ ノタ 2 so0 400 30o / / /20. 22 / /

2 ノ S ? 252 22 4o /40o 2 7 520 3

3 ク 2 /000 ルク o 220 2 /25 202 / ? 

___
計 3? /3 夕40 3P0 0 5 & /5 5

7

木屋ﾡ部者 ヨタのみ内ノヨアく 32%) が製炭決業を行つ 乙いる 

がその中タアまでは ・2)の「Aに爲している。ーア当千均して 

3o。 一 so。 依前後 を生産している。このえめﾡ困期の家ﾡウ 

わがo。 人前後投入される。製及置はﾡ減の傾向 こある。出ﾡ 

先は比和地区としては、着炭ﾡへの販が今い といわれるが木爆 

脈部落 ごは 主 ヒ して農協へ出荷される ・ 製求盟一 当 ・) の生産 

歌は第 / 引表の 如ロく一/2万円であるが、多<②場合. 生産 は 

借入資金に依存し てあリ. 点木代 その他の ﾡそ責を差引 く とX条 

の段取る実原の収入は〜よろ 円程及と尽つ ている。

アの戦味が消貴する木は年/に20〜 引○4ぞあり ﾡに 

げた製炭農ﾡ以外は. -部に自味消長するだけの炭をﾡいてい 

る例モあるが 大部分は購入 している。

2ース-7 特殊林産物

ﾡ床林産物として、 昔はアベマさの皮が大さなﾡを占めてい 

が 現在ぞは生産額は非常に少なくなっている。アベマヤ は総 

て天べ生のものぞあって これを植ﾡした例は全くほい。山の中 

限以 上にわいてアカマッと ﾡ生 し ているもの が多 <.そみ 税筋•禺 

林内にも 散在 しており寿 炭京木の 株に あたって 二れだ け残 L て 

いゐ。枚の採及は /5〜 2o 年 生位ず第 一回目を行い その後4 

〜5年目なに一回づつ採取し &o～52年生位まご能ける二と 

ヶ 出求る。岩令が大 さくなると 皮の性ﾡが落ちる の ご幹を 伐倒 レ 

炭にする。面径〜5すのアベマ 樹から 2～25貴の 皮を杯及 

する ことが来る。第一回日に採取したモゐ が最 を 改 旗 で 貫 当 り 

70円ぞあり、 第=回目以終のものは$2 円位となる。 sノ〜 

夕2年位には単価が高く一目当 り s0～92円した がﾡ在 ざ は 

巻干下っている。木震原部芝から の年向生産量に肉 す る長料は遣 

池ながら得る こ と が出来なかったが. 和町全体から は年向内ョ 

ラ京のアベマさ皮がル様され/5o〜 202ラ円の収入を将てい 

る・ ニれらは ﾡ荷 業着 c 9劇) *ﾡめく / 制) を置じて三次市の 

県表連血営工場へ来のられる。

その他・わさび. <り しいたけなどがﾡ千生産されているが 

大部分② 及家 ぞは自 給用に作 っているﾡﾡヒ みられる。
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3 事例ﾡ区の経営形ﾡと郷環構並

ヲー/ T尿の喫ﾡ

Tあは約ノ 西7受のﾡ地ヒ/ 5町2及の林所を 所月 するこの地 

ﾡの及尿としては最モ大 さな経営規検を もっものの 奉例である。 

家疾はとざあるゲ、二のﾡ3へまざが独状接音で. 東京御、庄 

黒市 三次市なビに就学している。経営主(夕2 と長男(22 が 

農林米労めの 主体を なしてわり、 ﾡ くのが神助的に働い ている。 

その能力ﾡらのは 2と人 となっ ている。ﾡ秋の皮ﾡ期にはﾡ 

保へﾡﾡレているニワ (2o) と=次へ出ている 其女くダ)が郷レて 

手ほう。

安み村成

才下 ル〜& 2/～ $o 5/ 〜40
t

男

女 /

2 の o

の 内

の クビ 2 ① 8

/の 2a

/ ② み ○ oe 3 ② 2.4
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「条の林木野の現況

オﾡ別 令級別面ﾡ. 吾積

土地利用状え

耕 地
林 野

経営士地 

合 -水 a 畑 計

友

/テo

万 

/s “斤 /チス5

支
/" 3

ﾡ察経営の主は約/ 町と及の林地ての林穂農業 てあ り. 授 城 

するよ う に阪族ウ物や質六財の大部分が二の部ウに投入される。 

民に4ﾡのﾡ牛を飼育している・ 次にT家の 所有 す る林野の現況 

を示す。

工林木 くス、 ヒノさ)
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天然用林林(アカマツ、クス)

ﾡ 秋 (町)

マツ正

2.7
ﾡ ﾡ

マッ Y 
/oc

|クヌベ 交 

\ a/*/ 
\ /マソY ズZL, \ o2/
\/

/5

て ツ 立

面 積 (町)

过

・ろ5
YI0 73

面 積
o. s7

L

マ220

ク 〃ノ

\\

s.ノ8

フざ 又

/ど8

柔社 サﾡン

TV
678

365

ﾡ 他
フ8ろ

蓄 積

苦

3SO

TT//2み

マツ ス立

48 /

ゼ、(/ロノ

398

V
ノみコ

林野館横/ 5 町ス反 5セの河ク制ま ゼを新虎林が 占め.ﾡ に人 

エ林スざ ヒノ キ及 ざ、天然生アカマツ • クスぷなどの 用林林を 3 
町 5 及程所有 している・ T家の山 林は 前頂林業 生産の 央徳で 

た木ﾡ原部落にみける林野の所有形催 く第8表) と火験してがる 

よろに、この 地域ぞはﾡもﾡれた浜達内容を もっまのの一 奉例 そ 

ある。

ﾡﾡ別に見るとスベ ヒノさの人工林は昭和の初め頃に地表= 

今紋のをのがめ5反と. ﾡ後にﾡ林=れた▼四令線の植 

数 地が/町う反 ﾡあ るのみて、何れ も用材ヒし て利問するには尚 

や干の年戸を要するものと思われる。 アカマッを主体とする天然 

生用材林は利用可能な経部にﾡしたものが約め20月めり . 検 

するようにT家のﾡ資ﾡヒし て大さ な役 物 を果レ てい る。広葉 

洌 ザッ の 薪•次林 も スT家の 場合何れも成無林ぞ 豊かな ﾡ横 を有し 

ている。二れ らの各ﾡ穂の林分にお ける血年成長量期平均 

段員は測定し 縛なかっ た。

次にﾡ波 りによるT ほ。 めウ記かを月別 に素 したものを見て 

みよう。

二の地扱の歳業は水田 単作 型に入り. 丁家の历 め 配分を里 てこ 

所みように、ﾡ業部内のみの 物投へ量は各状=つの ピークをも 

っに形をとる。 冬期 /2 ～2月の ヲケ月向は主にワラ加エによっ 

て家族劣め を燃焼 =せている:尚農業労的 とL て示した中には義 

求が合まれてみり、 最期。〜?月 にﾡ分多 いが、 月平/○日ﾡ 

催 位づっにﾡ分されている ・ ﾡにと〜?月にかけてﾡ功日教の多 

い、のは 二。 時期に肥の料 ヒする山草の 採取調製に相当 量 o 
内めが役入これるためぞある. T家ざは山ﾡの採及置は. この併 

地 有規ﾡの歳家とし て は ない方 であ るが、約/S クク。を刈 

取ってかり、 乙の作ﾡに対してと〜2月の向に42日の め が授 

入されている。

林ﾡ部門のら仲とし乙は 3〜4月に約。 日、 用材林の下刈
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リ 除、新作りなどが行われている。一般に下刈り、除伐など 

。 作宗はﾡ物のﾡ 呉する7〜8 月に行うの が効果的 ヒ方之られ 

ており 照番栗博の 果計結果から/、この時ﾡに従本するものが 

多"・

T際の場合7〜8月に あける農業ウが多 くしいLいろ理由か 

ら3〜月に行っている。このについては ﾡ林集ら仲 ②利ﾡ共 

同ヒ云っ 面から後にべる。

その位/～ 2月に地格え植付けを行い、二れに正/○日を愛 

している。ﾡ項林業生ﾡの ﾡ悠び盛べたさ うに人 工塾表は意ﾡ? 

初. 秋植引ﾡ位立になつているが、 T家の如くバ/月下々から行われ 

る この作業はﾡ業労物 と かな り 競合 しているの が&&め られる。こ 

り 場合ﾡ故ﾡ業労仲 日数のな い3～4月 にせず. 映植が行われ 

るかはこれまぞの ﾡ# だけぞは不明ぞあつた。

7一8月にあける被ﾡら仲は公有林における下刈り、隙伐など 

こ 及男が2o 日 程役 しているものざある。

S ミ
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次にT家の経 済 環の 状大ﾡをみてみよラ,

Tﾡの 循環

- 237-
H丁家はﾡ堪の如く、二の地域では政亡ﾡれた長座内きをもっ 

た山 林を所月 レているが、・E営 o 主休はﾡ速ﾡ*にめ り . 主にこ 

れによ り 生計を維持して いる ・ 林米部ウから の収入は、 主に他 

している 三人の子弟を表育する と 云うぬﾡ支出 に補 レておい、 

所得経済部内 として はﾡ番的意味を そっているもの ヒﾡ文ら れる。 

林井穂部内からのたは稲作が殆ん ど唯一のもの ごあ り、その位は 

ワラ加工品の自 欧消貴以外に販ﾡされ るものがs4 円ﾡある にl 
ざない。畑作物は自京用の旅示知だけで販ﾡはこれていない。林 

ﾡ収入約ノノラ円 は立木べ金であ る。 32年頃より分年主Lし 

て上aの如さ理由から天然生アカマツ林約/ 反歩く約9o モ> づ 

っ が状され ており、奨に例年ﾡ炭林が/ 及程役採さ れる いる。

3一2 I尿の矢態

この 家の家妖はク人 で、あり その内被状ﾡ着が4くあり. その 

内次男は出 レ て大学に在学し ている。経営主と長男及びそのま 

が及林業。 主たる徒事呑 ごあ り 条事はﾡかと 長男の ﾡが分担 し 

ている。 その 継力検算ウﾡ 力は 26 人W 艮男 0 チ供ユ人は未だ小 

二 o 家の労物 力 は今後 / o 年向位発ん ど変らないもの とみス 

られる。

/ケオ以下 ル ～ 22 2/〜52 5ノ～4o ろ / 〜

--

男 2 / の ノク の 25 3 ③x&
女 の 2s / / の28
工 2 2 ② o.8 / "®24
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土地才 況

耕 地
林 野

経ﾡ土地

合 -*田」 畑 計

75 と
及 

夕/

万

5o.o チタノ

在受へと年生ぞある。山林部門み共産内容は、 このよな中小規 

様農座 において一般 にみ られるが、よくない。

次にﾡ取IﾡによるI家の労ﾡ配分を月別に味計しものを

示す ・

料地は水田5タと畑地ハ今反を為し この対穂ﾡ業が及系経 

花の主体をなレている。 その位和キ2顕と巻干のﾡをﾡﾡレ てお 

り. ヌﾡ所期を利用してﾡ山泉炭を行い. 項に公務々日及労務に 

よるも千の 号所得がある ・

二の家ざは 5町サの林野を所有 しているがその内3町8及く?4%) 
まざがﾡ炭林でめり. その他採ﾡ地み8反( /?%).人工林は際 

後にﾡ萩 されたものが8反( ヲと火)ある に」ﾡ ざない。

I家の林野の現況

ﾡ炭林は上ﾡの様に何れち /。 生以下ざ成突 しだも の は企 

ない。これはﾡに次男の 貴裕出 の ため持炭林も 可さ) 条型々公 

採を行って未たためどある ・ 採ﾡ地には小核のク り が敗立してい 

る。人工林は夕/ 2, ョ3年に教ﾡ歩うつ植栽されたものご現

国
m

保

5

K
S

例

I

お念イ巡!
！!  
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S
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上にマて め れるようにIﾡの 年回球勢 日は 多く.ﾡ 

林茶 に 從事 し て いる ﾡは 一人平均2o9 日前後を ﾡめ しており冬 

期の/之一2月を除くと年府を通じて可なりの 栄に状ﾡ を示レて 

い る ・ 減※ウめ ②みを 見 ば水田ﾡ作型に入 る 工 家。 めめ ﾡ今は 

明 らかにブ殺 二期忆2 つ クピー ク をもった形を示す。

ニには月 子均 /2日 理及の 大ﾡ密.小な額 o 納育のめが®合 

ﾡ等にﾡかされている ・ =れはﾡ料の探取a製が主休をな してい 

る ・ 買 山製炭労ツを除いた経幣内の林集部円庐お•け る労効投入量 

は姫て少Aく向をﾡじて2。日程彦に退さなぐ。 二の内ﾡモ 

大そな判合をとめるの は 自家消 黄用 の 切リヴ働 ご4.2月=ルそ o 

他 I坂ぞ は特殊 林ﾡ 物クリ ワサビ シイタケさどを作っている 

が二れに肉する 作 業に 7日を投入し ている。興に小面ﾡだはあ 

るが人工工林があ"これに対するﾡ作業町ち. 植殺. 下刈り. ・招 

しなどに? 日前後の豪ﾡウ幼べ使われている。貿山製メは主と し 

て /ス ～3月にかけて7o 〜s2 日 向行われ 泊 業労物 のない 

冬期 の 深浜常物力 にﾡﾡのﾡ会を今 えている。 その他り〜/月に 

かけて /52日ﾡ度の息外みめがみられるが、 この内ぷは公務や 

夜木乗材・ 時工考さどの 日雇労務2、ある .

エ 条の場合ま ﾡウ 物の利用ﾡ同 とい う立場からは 上の ように 

冬ﾡのﾡ労物がウ物配久化的役ﾡを果し ているが、 そのﾡ 

②林米部内における 労幼ね下 量はその 絶対量が非常にないの 2 

年向の内記かには発 ど彩響 していない。

次にる生ﾡ初"スびほ計資部円 名合めた産投入 高&び生産 

物の 央流内係を型的に示す ヒ又の如 く ご"あ る。

I家の名環

才 /
報 メ

六 イ

ネ

/フ

\は

东 計

現支出

-7308



-242- -243一
経宅部門からの総産出兄積額約38ろの内、 その8り%32万 

まぞが耕控ﾡから生産される。二の辺城ごは、ﾡ項生ﾡの悠様 

ごも略し たように耕成部円 からはを通木の吸究による 収入が発 

んビ唯一のものざあるが I 年ごは米外に作物から も相当 

のﾡ以入を上げてい る。その 内訳は相作 ノ2ラ ﾡ来作s ラ位め 

る ・ 2②他経常内ぞは役を部内へ飼が見ﾡ額 バ と 程度仕向け

れている, ﾡを師からの産はこの場合、現会収入2ス 家 

計仕向 のク 万共 た期 肉 鶏卵 の 販 比領 と消責の 見ﾡﾡぞある . 関 も 

年展には和牛は販ﾡされていない。増殖領は不明であった。

林業師内から家へ仕向けられるのはそだ. はさ チ。 求の他 

小登のシイクケ、クリ、 ワサどざめりその 見稿額 はﾡ06ラ そ 

の他シイタケ、クり・ ワサビなどの特種林産物から後かな求会め 

入を得乙いる が用材やﾡ炭材は全く販売されて いない. 関に肥 

尿料 として 及業部ウ に約 4o。 項のu革 を仕何け ていろ。

工家ではﾡに核備 ( ウゅをﾡ供L て その対価たる項金又は絶料 

をうる部門) を有 してかり約9ラ円の 所得 をえている。

ﾡど業は他人 の 所有 する山 林から 原木をﾡって納2o ○依を生 

産していろが、ﾡそﾡを差うくと. Iﾡが長取るﾡ収入は24万 

程度となる。 その他この部ウから は条計に対し ノs依の 木炭ヒ そ 

だ50 来が仕向けられている。

家十から支ガ される現会約5o 万の内 訳は生計貴2 2ラ 経営 

部ウ1への投入女約9スるある。= の様に Iぞ は圭刷食が、米# 

などの現ﾡ向外に現金入ョのる程及を穫得し ており この規 

供におけるﾡほヒ しては可なり 高い消責水準を紙#して いる。I 
家の所得経済部門 ヒして 主要なイ土 庭を 占め るのは上ﾡの如く 耕糧 

ﾡﾡヒ・ 生産任済からは独立の内係にある被ﾡぞあり. これらが 

主 にほを支えて あ り、ニれ に次ざﾡ面ヒ 製し以が半主要部門をな 

している・ 林業部門はﾡかに特殊林ﾡ物を販ﾡするのみ ご成併計 

耕ﾡ部内への現物仕ﾡがむしろ大さなﾡ味未をもつている。 I原の 

山林 が 示す实蔗、その ﾡ産内容さ 生虐物は 二の地域における中規 

様典区即ち耕地5 〜○友、林野5〜 /。 町歩という ﾡ営規の農 

家のそれを成程度まさ反映している。 この林な小面ﾡ所有の 

野は前項ぞもべた如 <. 入れの行さとどかない 未成熟急ﾡ求 

林と採草を目的と する原野が、主体をなし、天継生用林林は殆くど

なく・ 人工林はI一I令扱のものが鉄反程彦あるにﾡざない。I 
ざはその 北戦的高ぐ消長水平を維持 しヌ次男の 学を 支払す る 

u い う以妥からﾡ林業からも出未るだけ高く得な得るため常に 

努力しており. 二の地方ぞは最も良く 考え と 模キ の一歩例 ざある。 

林業部内からもシイ タケ・ ワサビなどのﾡ 殊林ﾡ物 を 生産 しﾡ か 

ほがらも販完収入を上げて いるが、この ﾡﾡざは林業部内はﾡ坂 

の ﾡﾡ経済には余 り)ﾡ号していないものが多い。
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4L.総とa1

前求まては・ 株本 ﾡ落変をえと し て え地 区の経済#ペ・ 

経済み 基許をなす ﾡ林米生足の 欠従を敗なのﾡ思E分 ヒの円に 

おいてべて素た。本沼びはﾡ終的に 二の地このﾡ年林業が示 

すょうな ラの的に t 浜本的に も 相攻なﾡ及*ﾡから ﾡ成林業へﾡ 

属する段ﾡIz おい て は ・ 地域社会会体と して. ス 経営ﾡ進経宅 

規模の契なる各階骨求ﾡには ビの 様な研ﾡが所在 し ヌﾡ生する 

か を検し て みよ ろ と 周ろ ・

ﾡ的なよ柔地ヒﾡ衣な林集ﾡでは 岡着の人ロ密農 印らﾡ 

面積 当り の人ロ状ﾡに大=なﾡ及が現われる ・ 注ノ

比和町全体ヒレてみた場合 山林ﾡ野、故牧地えび耕地の総面 

ﾡと人口から検算する ヒ/ 町歩当 ・ ox/人となる。このよう 

人 □状承 の小こい 乙 ヒは主 に山林の ?制ま ごが新炭林であ る 二 

と に起因する と考えられる。地の 現状か らすると. ﾡ炭林に対 

する奥折、撼育面の 手入れ 14. 前みように 殆ビ行われていな 

い。現社②ﾡ求林の 内 . 約キ分4 oo。 町歩が林種載根= れ • ス

人 工林街伐作米ヒ し て 中膚な県約度の経営が行われ ると仮! 

た場合 一町歩当 りに桜下 される ウ内 盛は年平均5 5人 となるか 

4002 町r歩に対して は青品程だけてを経常的に 22 ooAo 
ラカ がじ受 ヒなり 地にの経ﾡ量をいちじるしく ﾡ加= せること 

が出来よう ・

戦後. 木林ﾡ格が高ﾡした純果山林の他値が問品誠これ 微 曼 

な >ポぞ はある が牀種転撰が、進ん ざいる。植表務ﾡ としては 

ス※く 7宅) ・ ヒノ く ヲﾡ)が主 体本を なし、 一部にカ ラマッ が 

入フている。ニれらの人工林はい ずれさ はﾡ令殺が低く、伐期に 

逆 し 历きみ は殆ビ ない 状沉 であリ、林地の堀 件* 生ﾡ力につい て 

はまだ未知数と して震=れている 場所が多い。ﾡにスのﾡ林不

地*- 中敗以上の 場所においてはヒノ が主 に植ﾡ これていえ 

が、現在の 天然生 用材林の 主体がァカ マッ ざある 二とからァカ マ 

ソ林の天然興新、様育、戻に人工植萩も又積ﾡ的に考慮されてよ 

いのごはないかと恐われる。ヒノ さ とアカ マッ の林価値 のt般 

は広なく関ﾡ全地区としてモ ニれまごﾡ誠され乙ごた大さな課ﾡで 

ある。ﾡ者は林積生長量、場、木林単価などにおいて一長一短 

があ り、ﾡ単に結論を し得ない と 二ろざあるが 山林経営規模 

の小=な この 地ﾡの農ほヒ し て は期の短い アカ マ ッ 林の雌広が 

もっと確められてよいと思っ ・

その他地核会ヒ してみた時- 改書を受するの は木林ﾡ設 

②増強ぞある。現在国 有林 . 県有林な どに対 L ては林が較的 

え締しているため、 その 附近 にある 私有林は そ○思ﾡを受けている 

が、その他一般の氏有林にはﾡど入っていない。用材は総て立木 

元いの形を とる のご祝出の不備は山林所有ﾡに不利な条件と 

なすく 二れがﾡ林意ﾡをそ ぐ- つの要 限とtなっている。 

次にﾡ炭林のく エ林への林ﾡ転状に当 ・. 走づ来に対ナるﾡよ 

材の確保が考慮されねばならない。この地ぞはﾡ委米を行う炭 

家 が徴少 L ﾡ炭材に 时 する 加 要 風 は 少な く なっているが、なおﾡ

帰時弁有 ○いろ り があ り • 冬期 は翔からﾡま ざメ を※し て部星 

を唆めてかり・ ス和牛の飼料を糸て少えるため年同相当量のそだ. 

な ごを消賃レ ている。ーアの息歌が一年岬に消貴する 二れらのﾡ 

及材は個別調査の結果ては、各農泰によ")相ﾡがあり、一概には 

云えないが・ 大 ﾡﾡ な促囲として. 2○～32名とスることが 

料 る ・ 店骨 別にみ ると、 )の 形展 ○ﾡﾡではこれを総て自合し て 

お り )の時層の現家てモ大部分自総し て い るが、費山製求を行 

っている場合には. ﾡ炭八木にな らない様な小さな 部分を おち 

って日ほ用にして福ﾡしている. のﾡ層ぞも自乙有のﾡだ 

林から杯取 しているが。所不規犬が州に卜 さいものでは、(の 商 

ﾡﾡ験か ら 附入 ・てい る例 もある。

一方二の地撲のﾡ炭林にわける採令は 20～ 3ク 年位ぞあ 

この 場合の苦ﾡはﾡ々の 林分 2相当のﾡさがみられるが. 東
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計表からす る と 大体一町 歩当 22o 〜320石位となつている. 

従っ てﾡル平成長量は大紙に見係って ノ○石ﾡ農とみる ニヒ 

が当求る。

二のょうなことから 自 条用ﾡ炭材や 営農用 材の保ﾡ的供給 

を確保する ためには、現状から すると 一応2〜 3町歩の研炭林が 

経持されなければなら ないニヒ になる訳ざある。

そ ② 他各々 株 原料 としての山単 を探ﾡす るため - 町r歩n 

後の株ﾡ地をﾡ方! そみり ﾡﾡﾡ※におけるﾡﾡ技ﾡが当面村 

に夜化しない七クとちえると 二れを合してター4町歩の林野 

は 人 工本物成 ②, 一 かク除いて殊し てあかなけれ ばな らないもの 

と なる。

以 上の幻 さﾡハら各ﾡ居の枚表における今後の史林ﾡには. 

おのづから一の的がある ・ ﾡず林呼有規様が最も 小 さ い( 

② 階層 ﾡは ては ・ 所有株 評の大部分はヨ 家用 ﾡ炭本ご営及用 長材 

の供給を 経持 するためにルﾡぞあり. 一部を人工林に るとレて 

も 今桜計働的な獲林はﾡしい己のとﾡわれる.

前 林* 生 産の ﾡくﾡ?表)にも示したにように、この岡骨で 

はタアのク内やが林しているが ーアの特例を除くヒ」他の例 

ぞは5年向に一反歩以下が植状さ れている にざほい。()。 商層 

では上記の如こみ計及び農業部内 に対する資林供給の ﾡめの林野 

を残してもな る数 町歩の ﾡ炭林 を 人 エ林 に ﾡ祝 することは可ﾡて 

めるが 団点バベない ハら 山林の令級認置を考慮す る には至らず 

数年に一度 / ～2及前後をﾡ炭 レzゆと 程農に 止るごあろう。次 

に林野の 所 有メ模が長も大 さ な/2町歩から 2o 数町歩を所有 する 

の階骨ﾡ係では、荷認の よろ な安計及 び政業栄生産部内内 2消貴 

さ れる新炭林 ・ 山 ﾡ以外に 毎年粘 L <は数年に 一度製求駅木ヒ し 

て製求ﾡﾡに / ～ス反歩の称炭林を株さ ているもの が多 <、 

又 (3の階骨ﾡ家 にﾡと し て販売し採取させている。従つ てこの地 

における ﾡ炭林の ﾡ給を帳持す る上から、ヌ枚家台 と レzも

出林から短期に収入を得る と いろ利がめあ り ・ 数程度ま そニのた 

めの航炭株を残 しておくニとをﾡ々 ている よっでめる。 総L尚二 

• 層病の農家 で は • mﾡ的にはﾡ府に止べて術炭材に対する 幡ポ 

が感少した現在ぞは. 尋次林、 天然生用材林の内2町歩ﾡ後ま 

ぞは今後人工林に転択する こヒが出未る 及& がかないあるものと 

思われる・ この場合. 植数ﾡ獲の 主体を なすスギ、ヒ *ご韓伐 

期 を 42 ～ $○年ヒすれ は小 面ﾡづ っざはあるが、 一応令扱配置 

を考えた林さを 立てる二とも、不可ﾡではない と廻われる. 

今後の銀向ヒしては. ニれらの日家用新炭林" u菜採坂河地の 

翌面ﾡは 戒少するぞあろう ・ 叩ち 農ほの燃料消貨林止の交化、 

新ど林のﾡ茶改きによる成長皿の ﾡ大の 可能性が予想され。収に 

用材林ぞは除向. 核 枝打材の利用により、ﾡの供総城ﾡを 

県さる 二とが出末る, 採軍地にっ い てモ山単をﾡ料とするﾡ 

肥の鋼製技術の連歩、ﾡ設の改きによ り山甲採取の受量を戒ら 

す二とは可能と考えられる。

次 に X 休業が当 面し ているd向 ﾡ。 内 . 農 家経済会体と ﾡ 血 

するものについて少L の検計を加えてみょ う. 二こぞ取り上げら 

がみ向 題の 内容成個々 の 農第に』り曜ってくるざあろうが、本ﾡ 

ごは-ﾡ論ヒ し て共通 する浜にっい てのみる。条感調査の ﾡ 

采をみる と 株林所有ﾡで米部内から経術的に用材の 阪にによ 

る収入を上げている例はない。應“)(2) o ﾡ督ﾡほ におい ては製 

原木ヒ し て催かに/ 〜2反程ﾡを毎年ﾡ し < は 故年 に一度、主 

として, (3) o ﾡﾡに入る製以A駅にMえし . 収入を4ている. 

アカマッを主休とする天べ生門材林はα o ﾡ骨A底 に比験的県 

中 t て所有されてい る が・ 予均すれ ば一当 り o.ss 町rざあ り 面 

ﾡ的には小さ <. ﾡ替的ﾡ味をも っているにすざない。即ち これ 

らの用林林は、・年長本財、耐州貴財の購入みためヒか、チ後 

の 労孫そみ他2 臨ﾡ的支山に備え ており. 自己の生活を営むため 

に役報されることは希ぞある, (2) (3)②ﾡ層ﾡが所有する本
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ﾡは小 さ く・ 主に家計及び経営にﾡﾡな承料材る 白する程ﾡに 

止ま り求の貨 経 ﾡに沢夕する制合は小さい。

= の 地域におい て u 林の 夕 e をおめる ﾡど林天然生用材林に 

対して は前鉱の よ う に及新や米育 通の入 はみど行われ ず株ﾡ 

林栄の段ﾡ にある。ほ計ハら林炎=ウに授入二 れ る 現金"現物は 

ﾡ入 労々 を使用 する場合を除けば、人 工株ﾡ成の ための かな苗 

木代 ヒ 小各貝類の 財入修理貴が、。Eー のものぞある。

林ﾡ横は各ﾡ々共. 桜え程及の小面ﾡであり ﾡほの経済党 

後からみてモ 今後人工をﾡ及するに当って、家ﾡヴめのみに 

よ り行う場合、 ﾡ金面 の 因ﾡさ を ﾡ ずる ことは少ないものと念え 

ら れる。

現在さ面している一普の日聖は労力、印ち農察経ﾡ内にわける 

政業のめ と林業みめの競合と い っえたある ・ 東ﾡ網査て個々 にﾡ 

し合った及阪ぞも、山林を政老 してゅさたいという 知持はあるが

二しく山にまざ手 が量 らない ヒの見をもっ ものが多かった。

ここz u林の 改老 と い ◇場合、勿ﾡ広 く は現在のﾡ炭林に対 テ 

る岩独改良、 新ﾡ育. 天継生門材林への戒極的な保育 をも合 

る訳ごあるが・ この央に肉する長#を得ていないので. 本格ぞは 

新枯を論後の 中ヒする。

二の場合、検 の 対ﾡ ヒなるのは主と し てαの問居の及矢ごあ

) (3) 商骨にわいて は一部の例外を除け植萩面ﾡ ﾡ度など伺 

れも小さ c. 林余 部ウに投入=れ るウﾡ量は殺 象な 営全休には 殆 

ビ形書 しない程度の もの が多い。ヌ前広のﾡにほ及び経宅内 

仕向ける 資材を供合す る ための林野を維持する と 今後ﾡ的に 

ﾡ林し得る 地を もっﾡ家は少ないのざはないかと思われる。尚 

って偶便々の歳阪についてみれば. 次にﾡべる() ﾡ登】原が当面 

するのヒ同じ悩みをもっものもあろうが ここどはﾡ表間求、損 

皮共に他の 商居に べて大さなのﾡﾡにみける状をべてえ 

たいとﾡう。 第9表によフて!べたように雄救面ﾡの最も大さ

な"のﾡ危農 緊でも ﾡ5ヶ年向の 平均度は23 回であり、 

マ ～3年門に -度 ・ 総e平に Lて ・ みS反を地彼している.祐表 

に受するゆめ量は. 林地の李る買るが、地再之広反当 りユス 

普木の雌表 ﾡ付に反当 り2〜5ヘ. 合反当 りリ〜夕人と なり、 

"「夕をﾡﾡ するには 2o 人ﾡ虐を受す る,ﾡL ・年行うもの と 

］す れば /。 人 前然 ロじ d求を林 してゅく こヒ が 米る ぷぞ 

あみ。植付け は 甘植ク驯 と検植え3ﾡ位ごある ・ ニれをポ業内ィ 

との判用共岡のﾡ休からみた場合"の時局農なては一本例 とLて 

み「ほにみられる如 く 材避初門は水田堀作が発どﾡ-。 モ o ざぁ 

り畑物の 生ﾡぼ少な く • その位炎犬労物"被備は紙めて少ない 

? ゼ苦血で、あるから ・2〜"月にかけては族労クウに余佑をも 

つくいろ: 佐つて引〜"月に桜反ﾡ度倉壌する場合、二れが及業 

ウ竹とのみﾡ会する二とは少ない。前堪のT家ぞ単べたように、 

F下旬にﾡ歳と救業労めと。 ﾡ合が認め e 九 県に雄後面救が大 

2：・ 然も伏ﾡが行われる場合には 第/ク表ノ二禾した様な雇入労 

ゆゲど聖 となる ・ ペL 今後人工林ﾡ積を増 レ て も、くに当って、,後

幌常との内係からみる と 植裁より も む しろ地救ﾡの 手入れに 

向路を残す。

^工手>としては 下刈り ・xt 除公 教打ちなどが行わ 

れみが その主体となるちのは下刈ざある。 /反サを会刈りする 

チ向は、め2 ^エてあ り、地ね後。年向に5回位行われている か 

ら ' キ2及歩づつ拡想 してゆくこのとすれは経常的に 2 人 

浮気を姿する訳ぞある。第ノ表によれは.()の階居では&の度 

&が下刈だけに ・ 約22 ○へをﾡし、ニク内 2o 人 まそが准入 

内のに想っ ている。下刈リ は植物の 成艮期 えある ク～&月 に行う 

の が効県的と 一般的に方えられてい る パ ニのﾡ期は水田の 除 .

牛の 御料 用 刈! 事以外に = o 域 ぞ は ﾡ肥の R料 と する 山 車 の 採 

出桜に多置のら を必受とナる。 っ てﾡ救面積が大=< = 

の時ﾡに人 工林入れのため多くの労物投下が求められた場合 .
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第のごとく その大切会をﾡ入労めにﾡらねばならない結果とな

ﾡﾡにあつては自ﾡウめは山林部門よ り 及業 部内に対して侵先 

的 に 投入 =れる。ーカu 林の ﾡ産 内きがまだ食ﾡぞ二の部円から 

②経常的な入が期特来ほい と云う受在の段ﾡでは. 林業部向 

へのﾡ入労材の増大は被安計の縮少と いう結果をもたらす。現 

在植栽されつつあるスざ. ヒノ※用が期にし. ニこから 

経帯的な林終収入が将らる段ﾡ とaれ、この問ﾡはかな)例 

次される ごあ ろうが 現在ぞは創ﾡのための困 姫な墨 程を経てい 
るざあ る。
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注/・ 田科林におけるﾡ林投資が山村経済に及ぼす影響 

林茶談験場報き

45号 P/87 c昭28)

走2- 本栄改良苦み孝業の経ﾡ的研究

林野庁指場部所究菩ス課崎 Pク4

佐旧町花上部ﾡにおける農家前兼の 

実能と 加業の生産計画匚関する 

事例白麋

(広島県佐伯郡佐伯町花上部落)
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は じ め に

広あ沢西南ﾡと同地ﾡ. 伯地ラ .... Kに力けろ哀糸生産○時 

様については. すでにﾡ三ﾡで*っ 柳ポ そ四らかにした. そこて. 

Iては. 地域②代ふ的水塔立して送えした花上御X。n 会4 x » ら. 

そこ%営まルていろ枚ふ林※の索意Y. そからみ**ろ水※ 

林糸生産以上ら考千の同ﾡ点とそげらかに し、 らにIIにおいて. 

林米の土ﾡ計ﾡに間すろ事例的方来をみた そこそは 林※生霊 

計動に対すろ「考えうら殺ふ」○ﾡ示に主ﾡ*なさ、 ¥例汚楽さﾡ

化した. なお、 事例及妖について○料ら恐付はﾡ以のﾡ令でず 

受したことﾡる ってお断り しておく

メ 下 、 本ﾡ そ進めろにろたり次の5なﾡらかにして おこう

炎ﾡっ 分析 そあたっては. 朝 基表 添さいくつへの グル - ブ 

く階番)にほ分し、 ﾡﾡ円○比ﾡを通して方条るﾡめた.

Pﾡ区分のXは次のヒカり そろろ.

ﾡ1表 経ぜ虎本ﾡ沼ほ分 2 電考階で列求な救 ①

注 く )内救字はア数令く%)

\ N
A一

商 4厂
I 型 聖 Tア

ス / / と c2)

2 P & ラ 20 く2)

/ / ク P <ゝ
c $ / 4 (/スゝ

d / 6 ス み c/の)

2 / 3・4

4 ノス // ス i $o
(ス) (ゝ (4のゝ. (8) c/oo)

花上Wﾡにおけ々枚林業段考のﾡﾡをみろYそは ど複では 

aく.多く○%令くほる土地湿具◇大小>によっ < そ○は各に対 

とﾡべの及合べ系るよ うにスら た. ﾡ会入深列比、 分ゆチR 

○求ﾡ状ﾡ. 確備みめ*○大人キ々今ね堺名い参今こした水 まY 
り て 土比動ﾡそそ○が として杯用し、 上のムうにご分したつでろみ.
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I 花上研ふ調査結系の 概子

—— 攻女林条の条ﾡ ——

1 郭をの概況

上ﾡﾡは、 佐を伯町の中央初に他番して * 内そ燃ﾡ光ボの-パ 

zおめ 承る220T桜、 昇平均気込/グc. 年降*./ルタム 

ァnつﾡ焼下におかてろくﾡ/ロ >.
加 落 の 第 面 便 は ス.夕町 そろり. そ の 利用 状況 は 山林 £ "H 町 

歩、 ﾡ地ス4?町r少て. 大ヤ クタ Z. ス3メ*ちめ. 名地・その佐 

ケユメYなっていろ. 州地○大報分は水西でﾡ光次ケないベ 水田 

K作なとり入て こる神ってい».

女通・市場*②岡*みみと 尚政ﾡなよくをしくな島ヌ 
大"・ ※回考の加市術2通じてカり 生産物の販元 • 資物費の月 

入寺 には 此软的めぐ tれ て. いpば「A市血却型ﾡ村」としてり充 

ﾡ○米地をR有していみとYじi. 私系○茶化原ﾡ次ﾡんてゝろ.
なのてカッで. ﾡるのﾡナ& 

xそちめくい々

は«4ナて クス %、 ﾡ竹ﾡﾡ条

せ和 ・ヘロ2ポﾡはオスピと才

ssアのうち 積糸べ2ナで?/ 

また、 意なのうち. uﾡ 表 条

な4ナで8xYなっ てろ.

楽2図 花上部ﾡら ア数Y枚ﾡ#合

Rt 网 
«) 道m 决爲 」
ル意な

上 3ョ

* s :5デ7 ・.・ ラ84う タ/.

/3 ・7 /Po
くぐ4ナ)

寺和対

沃融地
松場 玖 動;

一光区 
ﾡﾡ、

/ に

ﾡ1函 佐伯町花上部位ﾡ
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ﾡ3表 手令ﾡ別人コ成

、 、社 み x◆み

列 計 ﾡっ材み比

次 « % メ 刃 *
総 * 4 /2e 4P火7 /2P 4 o /e。 [• P
/レ 以 下 2バP ヌラ 2osw x 火/パス ラ /2o 5 P44
/ へ s7 34?2 ヌタア 今ダ クe失/. s4 o。। /er 42才上 4ez /2 4 " <3 〃 /20 1

t ラz
------ 一

/22 /" /oe s /20 /20 Sz
上 /«オ 以 下 / o / スス ス /oo 勿*

ヌ
/ダ ～ ザ ? ; 7e ア /4 ペ? /oo タス

ゴ 4oオ 火 上 。! 々 /P /ケ を /22 e
メ ﾡの衣子なぶ系ﾡち送ォ』こよっ

2 ﾡ林条り概況

2-1 生星のみ

「ﾡ林※のサみ」については. 央※が受しのでﾡﾡり問益。 

侍系かられねすろて. ア*よび州地属みﾡみはA とん2み ら 

ナ /メ当リク3スの州地く町○子均«?ス、 飛子均よ/ス)て普 

か ら " 米作 り"なまてした ﾡ系 *ゼみ 現在 i大水 召x作くﾡ)そ ゲ 

せ 行 って いる. ﾡ系救は沼地が少ないこてからﾡんどがﾡ常用Y 

して行なって\ろてすさない 
・

(※〕...  旧地主ゥス〜ヨアが化ﾡﾡ有 して いた』地% 意地内 

手よっく千常したが. ﾡ矛内○地る検つ州攻はほヒん 

どないヒいう こc てろろ

ﾡﾡヒしては、 4#ﾡ矢別ﾡ"ﾡ菜#る"といbマいfこY 
からい方すけろよう. 医をも丛条木約/耿龙個展 してい なk、 f 
ﾡの次A叔岡の飛達仲ない. 大ﾡ分②意条べわ牛く祀月)ペ糸Iに
択 していろ.

作目体卜の主な友そみろY. 昭ね3・«年頃に多く②枚あが水 

田②-初zﾡ習に切ﾡえて*手m、 ﾡ②主星にめしだい○の*ﾡ。 

ﾡ式につれて有性クすﾡ次消ﾡしていった. この力Y、 水田
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◇〜#を利用したﾡ半作が枚系っ向に ﾡﾡ的 に株用また次、 関ね 

/,ノ4年さまヘ い/. どと。 水混 作に切り皆え らた 現を そ は
・ ・

食«ぐ率作そ取リ入ていと枚ふはみられないが、 ﾡ立では及作 

うのかにずのﾡﾡによろ承洲作ンXそ+く ﾡ1キゝ ○生AK 

べ高まりっっろリ. また. 一報②枚ぶでは水田ら一Mマみ刑したス 

イカマ トマ トオつポ会作物ら歩ﾡががみられて いろ 
・

ーカ. 部 博 縮面 枳 の クよ%さちめ2ずは、 そ○太分が老ﾡX 
材ン自本が料の台深としてW*. 他に若干◇水・用材キろ 

ﾡな行わていた. 林産に力いてい対郭口②単作YFが、 X 
ﾡの会 W入ﾡ としく. らては自みつ送 休や 労物カ、 特にﾡ*子 

ラ切のえ会雇開にﾡっ/品術mYして、 四冷久ら大Eﾡﾡにか 

けて. コウゾペミツマメをﾡ料こしたﾡつ製並・生産な活況マﾡ 

したべ、 界ー入 世界大戰機の度衆の先展とヒも は 米放枚A がまp

このためﾡ労収入のより 発い他#円へつ報ﾡ*来/。 でば 

的ﾡ山し 今は古た○哲物話り X なっ てい» 
・

この形署*うけにどつで力ろうか こ◇◇意系つ生A電 

円. すミに法べﾡ会. ミらにﾡ平作べ盤ルしてネ» 

くあみ. なお. こ今地死◇ねﾡ次ﾡつ由来については、「*

通さ .... 四冷43年.. 岡ﾡA*郎崎」izmらかて方方

2-2 経老土地のf有・別用くﾡ刑)りﾡ況

例優钻 米久 ら. まず土地の有*えセみば夕3〜4留 ﾡ4表 

のてカリであろ. 印ち地Y林呼共に 小、ﾡﾡﾡ系っ 占めろ引◆圧 

打 的に チい. また. は老州地の ﾡﾡか*入す みにつて林野ﾡﾡ 

水ヒ /ア当 り /婀林野面構 K 複大 していろ. 呼有枚療 /*当 

ノ の 林 高八は /ク«及で大半は花尚考地清村ﾡのアカマツスベ 

こよってちらていみな. 探玮、 途料の自台洲用いヘなりﾡ 

Lていめ.

T力 本ふ・分友入村及ふの神広洲合% 地「ﾡY林ﾡﾡ 

円の比秋* どって方したが、 土地有上の1義な円座はみら 

ハ?んくﾡ$表>. ..
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ﾡ3沼 ﾡ光Y地終さ加ﾡり岡因

※ ① A.E,C は. ﾡ

, せ上地ﾡﾡの炉ド 

そ示す. 印ち

A ・.- /wサy不

B ・/〜 ス町 

C ... ス～ $eチ 

p.... ダ～/2町 

E ・/o町夕以上

② ィ▽ハはﾡ書 

土地にち»"9 

vl令な示す 印ち 

イ - ?sイメ上 

コ -$o〜フ$ 

へ ・スダ〜☆o 

=・ <* MR

③ 耕地 山林我. 徜 

外にカカく・3つ 4 ナ 

は. 大火. uホ計m 

有ﾡがて非及ぶ%合 

ネしていろ.

ﾡ4表 ノア当リ経芝土地召ﾡ
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・林予条はﾡﾡﾡく字せ*の他そ念む > におけ力す今な示す.

対地命状、( " 配no, 
・ 家「raッ「X4 ©イ)

公

電*

4 株 点 、

22・2例否 総 次
レ^リ

I ス ム幺 5 ヲメヲ &
1

83 4 バス バ s

I // i ス 3!幺ク 4o4 4./ $8 .o ジジ く

ル I ス 1 *4 o.4 ク2 $s4./ e 4 78 ◇ヌ7 x 4s

T < ・ “33 /e8 /シ ・ ae /oo 28 ss スコ i fo

計 2Z ; Z 44.よ Po2.e x., 
(Zゝ パ フタ &o7 3 ・d

/
株 ム ズク e <6 ス マ 24 227 e ダ

? /& s24 4“ 4x? スス s3 e 31 为

C 4 28 W 4 / 3a: <?

4 4 s&x : クe 24ラ スス。 ク? /。 ! s/I フ←

L」
e < スマ 22 3S22 /4e 千 s一川ざ

・ か命状は林るポの内衣z な ろ.

・店ﾡ乙分のr」 は送有名系す

・ く)内林ﾡﾡﾡは有枚ふ/ア当りﾡﾡで方。

4 (ar
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林ﾡが有ら形意で注目す *5長 枚み系の本条、分系人対っe

ベミ こYは. 承大がﾡ 枚系 

/ア。 夕3フ町サな除けば、 

/2町サ上の行&旅は 

スらチ 茶(M有えベ大 

ﾡ分なちていろ ことでろ 

り、 しかじ林ﾡﾡ有ﾡが2ど

rs 8 一―ﾡち* 数 
電本「ネる「分示

cp
出 * 合 

分みII
mア

バス 

// 

スラ

&8
九

: 

< 

/

2 / /
44
7夕

2o
2

? /8 
<

/?

針 P 勿 // 4 -;；
アっうち沖田財ﾡ区との分区ヌ的 —— 快用判当光 - «能んくい力

tのがすの0%Iにめおよ人でいろことてろろ この分又的の商ス仕

そみっY上ﾡ放み任ど契的ﾡ令なく な今仲向べみら 力が 

登因は明らハでい e
(注)...---I 本めでは. こっ分坂林クス竹行してい力枚系。4 * 

ﾡ1ﾡ位YみてL た

2 分林みえに?いて は財産区系々く平田) によ っく 

②旅内に3向彫住し *らネス約ﾡ住○角たカクt 
◇っいく. /当ッ ラ$及てっ沢的ベ"ﾡヒなって 

い み.

3 公収サ令は、 才米ﾡてﾡみした合フ:3. ス※ル 

◇湯令4 «.oい令ぐ. ユ木一り で次«ﾡみナカ 

ことなっていろべ. 州はグリーン ・ エ- フくチ42 
〜8月引)Y.小・合田・株田・急な. «本枚○日 

研兄合文くﾡ4. 日本林学会ﾡ*ゝにﾡらかな◇ぐ 

名。すろ ・

つ ざI. 州地のﾡく転問)ボてあみヶ、 ﾡ選ﾡ○はす 

そﾡさっくミたﾡが力り. ﾡ地は水利めぐまてい»こXか 

ら水ロYLて洲用*. 一時叔会作物の斗入によろ地への転用t 
わたが 現在 では 漢 £ 通. ダど長のと力りてろ方
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ﾡ 5函 ・営土地の\用状L く 电W&耳以降)

-一 林呼ムら地へ

一― 才地からへ

は、ﾡふ/ア

のす所冬示す

6表 店沼ﾡﾡﾡ耕地く綱衣時現在) くノナ当り)

本

棚
ぶ 
()

水e 
(ゐ (及ゝ «及ゝ

a
位> (*)

スモ
・令

%)

M能
用会 

く*)

水m作 
如g 

«*ゝ

浜当.**
*考点衣、 

(人>

永く 29 
(な)II m

バス

//

メ

う4 
夕ej

2/2ス 1ヾ
2?

一copハ) I e
スク

/aa

松P«
丁S/

&4&/ z
/メ

/ス/

/

8ス/20/eo/e。 1
27 
ペ 

&ス 
&ス

・ sseラ<4
讣 子 so zs 1 ス 55 ; P/ J /スバ

夕/ o '
* 系材温は. と波*ぶ3ナにみらみべ、 何b系巡堂ら*

れたもので木或園ホタい.

2-3 経老土地み移ﾡ惜②状え

枚光解次Iよみ彩«、 ﾡ地解以検②ﾡゼ地の九渋. 林野②税 

納、 州地○東催状キは、 何%件*ヤパベ少なく向ﾡなとしてx 
リカげちよ>なアヤじみらkないのて、 x下就明月«右してﾡ料の 

みな恐えて 力く



-2C4-

チ7ﾡ 農地聆出 z よろ彩闇冰田公> 8本 は耕地のﾡ肉くX田のみ)

州
城

: し た アがて受けた
卅 
埋

州なした K少した

円示念ぶ ﾡみ* 内係枚水 枚ふぶ 「及ふ「や 
ﾡ o)

/ア乱が 
(&) ()

ノP4る項、 
222

电 
る (

/さI 
0 6

/ナさ的項 
2

I

ロ /

---.......

--------- 

se

<

4

/7
ロ

I 

m

ス 27
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* 入土地ろろろ放系 は、みらない

2-4 ﾡ系どせ市京

ﾡ糸の条次ゃよび分け力の状ﾡは//表のとおりリて、 /ナ当リ

の系旅救は 火.4くでろるな、 階ア別IZみた場合大段老ほどかが太

デ11ﾡ ﾡ芝ﾡ別系決スび力けカろ状ﾡ

*
(ア)

/ ナ 当 り 八 へ\
・小

や主 
糸 ※ 
枚糸 
(%ゝ

糸、* 倉備 労め ウい子®

登
瓶做 

(人)

費ぬ

"やゝ
A TA

ひ4
證談

(ベゝ

灯中

(%)

石 〒 

c%)
枚み中 
(火)

/さッ 
(べ)

中
C%)

パッ
)

I ス 夕? ス。 2 <4 ス 83 4 力 s 3 «

I /ノ ? スシ ス2 力 <o 2ラ 4 &K s* ノタ 4y 7
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※ AIはプけ為ﾡ位. 7は消為位さ示す
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ﾡして来ろ. しかし. 本系米新為坂においてはそほどﾡ*な巡

はﾡめら"い. 京条艇事盾. 無条次家率. 経莒主兼条裏点やの 

何も当点○城ﾡと し < 小加ﾡ 階層 は ヒタくなってい ろ. こは 

糸客映ね的にボめな< ては生計の電村に日ﾡさ来たす ヘら でろろ

※許備はみらないベ「ゅい」 • 「手周書」②行べ今6なお 

ﾡﾡしており 枚系料令でみろン大ﾡ老ごチくなって\ろ しか 
・

し/ア当 リ人はそほど夕くはない

なお. 現在ではﾡんビ灰自作水ﾡく台$。*ゝ て»り、 自小作一 

条くやス2な)はI, I階習条中してい»

2-5 枚校具の相求況

或 就 具の装得状眼 を. その竹有殺及によってスろYﾡ/ススo 
< おりくカ , 係物ﾡ • 効力収林 盛 • 物力細般子の就ﾡ水刑又 

4水田ﾡﾡごﾡ対的岡係な有 し. 階ﾡ以上でほえﾡ L て いろ. 

したベって I • Iの他階沼では就永岬※にえﾡ式*用い»じ②". 

「ス補」がチく また. 普なならの水斗*用い»ﾡ系めﾡ千みら 

み. 樹 蚊 用 異 は. 物力州お校の塔及中べ信く多くは協力州でろるが、 

1 • Iの個ﾡ沼ではﾡ力洲校による「耕」 な依頼す»ﾡ条がﾡ

ﾡ12表 主妥ﾡ枚の耕地階ﾡ列、 r有ﾡ氷列合 (%)
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※ 自京ﾡは初$、 共有 ( ス〜救の > & /有半位ビみし

て い ク

2-6 次Gﾡﾡの 状

メﾡは駄救理釈兼用 ②ﾡべへったホ ﾡ在では大*牛の御ネ
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ﾡ台しており 及・百ﾡ用ら「ﾡ角牛の主た会んそなりつつ 

ちろ. しかし イロ②数係は少なく全体で/をの枚系に※ﾡ 

てい力のみてあろ (ﾡ /3表ゝ.

ﾡ13ﾡ 系舎例ﾡの

ス 「条・ ﾡ」 はみ命*みし牛/IC対すろてカカ

ﾡ 此
円 名

/当りﾡ"女 (9) 各食・ 有念*卒 (x)
期キ ユ生 生 ﾡ 永学 tロ

I , ペ/
1

ラ 4/ と 4o 1
ロ ヘ / 44 2/ &3 バス クタ クタ

22 27 p) A/ 2/ 4.6 P/ α ク

<3 2& 今 3 ルタ：
1 ee

t子 2/ 2z “以> (2ス) 20 M/ 'X? s 1 ス ス ラス

ﾡ育用のえ牛. 三次・番両市場から ら一#の町内条為

を1じてあ沢へら*入してい»べ. 生た:「ﾡ牛」は、 *

協通して年向 ノー3ﾡら女検 - 元牛と肥ﾡ牛の久検で/ﾡzス 

ヘ3ろ円の現会収ス入そ将ていク —— 行Yていっ。 ころキサ相 

向たは大阪市場であろな、 系ではが糸市場への並払もみていろ 

なお、 ﾡは少約救なならも大半の意ふでﾡ糸しており Q9和oスタ年 

ネら及協t ヘ新 を中べと しﾡの共戸神 り行わてい力.

2 - 7 初落の枚系御門現全収入令とそのﾡﾡ性 

意条の現会収人は週去/力年岡の料でみ»ン といって%ﾡ

同作く耕種)部門が 

久部分を占めて ふゥ 

< 舞/4 表>. ナ* 

べた よ うて畑地 

が少な く. 畑作物の

ﾡ14表 ﾡﾡめ部内別表主妥現金ス入

普1 計 ナモ

共*( ス87スo 勿 4/&.o0e ラ4ラ242 224?
$leo <3 2 /22.0

現会化はﾡでろり者通作大*は米てよってとめらくやろ. また 

ﾡ作の多はそつほとんどが自糸消共にて らていろ. 果樹 ﾡ は、 

竹投ま g ない禾 或 囿が少く 敗ﾡ件枚 じ少ないな. かなり②収入%力 

げていク,

っボz 枚米生産○現金ﾡmとﾡ金入のWる四らかにす

ばﾡ/5表 (イ>、(q)のYおり であろ ・

※ 15 表 ﾡ会貴用と現会収入ﾡ(円)

<イ)

「その他」には )好①. 清)婚ﾡ共今入点. i)枚系光糸ﾡ 

*%らむ.

ノナ当 り 六用景と入択は商高別ﾡ刑Yな 入保/ﾡ ﾡ 洲枚方永 

てし た.

・k x
/ナ"六用ぷ(物出な入ゝ ノア当"入ス(改たか) 反争AJk4

承央 ネ他 eス 米 Pal内+「 ベnハw入承

I ス340 <4o。 $oo 2 Kスe ダ2e x$ee 282o
I /$e。 ,$oe ヌ火ee /e s.4eo $20 w8-2e o?e oee Kse
ロ スe0p /A.0e。 バ/200 ・ / <42o 3w P3.フ7e 〃"4 /t4e 毋, 2e 370 420

7soc。 &oe メス0 22se ルカル ス4e 44.e w ス4 sse
4

----- -------1 2400 7U勿 422 ----------------------- /320 42e2 2o4e。 4242; 4*0l $Pク Pe 22 Aビ2

イロ) ( 位: 円・*) 飼・ 料

岡A 内係及*/ナ当リ ﾡ光 損 本楽*○現会

* r( 不! 米 発 網 内 キ i ポ オ ※用烈Y米そ

I 24 スoo ○他の現金収

I •w レル, 2スeo 入ﾡは. そ◇
ロ 2o * ? eeo ヌeeo 3ス20 e

ﾡがの差へらo 'e メケル eeo 20o 4apco
立 2 22 2 2Keoo ■■"" 2eee I Wル して当ぶ

性送みカのぐ

カス次 及当り②現金貴用ﾡX現金入ﾡ方よど服充ﾡ京列令にお 

て b点とした性おべ力らわ て いみ.

なお、 米ﾡの及収は. *ス&〜う$々. 愛ス2～々少8◇ﾡ町さ 

x*なみらまはなく. そつ送翼は土地のﾡほゃ 水※業によろめ②Y 
てい»か. *らにﾡﾡのﾡせ"次ﾡりﾡﾡﾡめ介入してい 

るようモある.

3 液業生震と林ﾡの利用

3-1 地の地力ﾡﾡY 林野 o 利 用

枚県ﾡゼにおいて. ﾡ地のみ«ﾡﾡとした地力ﾡ村べえ全に行わ
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. 林野そのへの依存な行わないためには、 有株ﾡﾡ料の必委 

登ケ経名内いて生震*ムばならない.すなルち 有ﾡAﾡ料 

○承材片は 主生艦物とﾡ令生&ミカ叫生ﾡ物に※なけM 
らない. しかし訓生産地は単に地力電舟用のみるなく夕る的用途 

天ﾡしておリ. そこ洲用②ﾡ急欠おころ この新ﾡでは米ま二も 

作○作付体系から し て 系ﾡが主X酬生を物てあろ e
※は. 形ﾡ良好でﾡ席料Yしてﾡ字でろろ北、 ﾡ称○枚ら加工 

材料キ. 用途のな汎M生産物そろろべ このォ用状なみ力と 

包本問22表材#な 今 *ﾡ似. 条砲師#刑として yo«o*z 
用レ. ﾡは、りら・ﾡﾡなﾡて向ﾡ的に耕地へぷえ*ていろ ※

は 登そ代って 愛派材料Y して1甲*. ﾡ封ﾡ及○枚京会アなこ 

を用いくい力. また. 税報に 係し て生すみカラは央々②※#1費

のや/初相当すみYいていろな. 会新aわら・ﾡ肥として刑 

地に 遥え *ていろ

このょうに. めらずしめ地力ﾡ裕べ主ﾡではなくﾡ老上、 ろ»い 

は生活上②遊々の必受ﾡじてﾡ分* ていろ

ﾡ媒ﾡせおいて. 「ﾡ考耕地の水田ﾡべﾡくなみほどその経送 

内の行本貨ﾡ料○子術向係公よくなみ」という ことらすは、 卜 

田卒のﾡいこ切ﾡでは. 有ﾡﾡ料②千術岡係そ今水も表え的 

係ちうクようてみられみ. しかし今役は. 米多生ﾡ②単ﾡﾡゼから 

税却 しようYてチ4図2よ> な執作 力 式次試み らYて力り w的 

生た*み※解ﾡの対ﾡべﾡ少すろめのYみらみ. ーカ、 内 

※用ではあみべ双毛祀牛○だﾡ生Aぷべあまっていろ②て. 御Y 
し てのKﾡのﾡ妥登増加すろことが予想されろ したべっ て ・

耕地以外の食→○有松ﾡﾡ料台系でろ»林呼へ久な り の程度に依は 

ﾡ6図作 付 方 式
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せばならxいこYな必ぶ的のようそ、 こにに対ﾡしうろような 

材円の巻系べぬ委不可々めoY なろこ立な予ﾡ*ろ 
・

有ﾡ食ﾡ料ﾡ系ヒ して ○林ず依存つ況はﾡ ノくな②と力 り でろ 

り、 ふ系杯ﾡ"林呼水女はみられず. ﾡ求く林岡杯ﾡゝ洲用のみそ 

ろろ くﾡﾡ専用地は 会林ﾡ品ﾡ② /*にも充たず大初分○ﾡふが林 

同(内)久 ら の 採車 を行っ ていろゝ.

16表 林野の林取状況 メ系時期は

* 
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* ﾡや
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3 ; /% /20 - I 一 I //ee お
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目
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ビ
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年
マ
ス
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幺
ト
ナ
ヤ

タマネギ

秋バレイショ ー レン
イ ネ

斗日

行わ、 大半は准ﾡ材料にﾡくられくい々。 現在杯系費 メ上に林呼 

空 を 必要 とす ろ球家は. 大規ﾡ店層ほビタくなみﾡ向にろるな、 そ

ら「必妥にがえしえない」枚系○理もとして、 会ナ、 自京矛め力 

○ス又なろげていろ2 ﾡ糸の生産炎備(大枚校又・大な布> と林野の ﾡ係

主妥枚校の有ボさ林ﾡ層別みろY 穿 /ク表のuカリ てろ 

り. 各 樹泉 核 異 の 自 条が有率は林野有規ﾡの大な»ほど増し て い 

み, しかレスーよでみんよう2. ﾡも耕地○多少にめﾡらかの岡係 

そりっマいと. 大郭分のﾡふは、 自条の枚業将のみでﾡ時的なチ 

の用な*かなうこヒは. その段老灰ﾡからして意易ではなく、 

一の財派ヒ して 氏い向に%及さ 林木本べ充当 *て いるょ 

クスみらみな、 ぬらずしどそうてはxく、 救林生准ﾡの大な»
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テ17表 主王ﾡﾡおﾡの林ず階ﾡ別」ﾡ枚条あ合 (%)
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枚系ほどﾡたかいどいうべかる知点い. 一、

大表命 (X毛ね牛な主) の林野ﾡﾡ別ﾡ糸状泣セみろン点Y L
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浮行#に製々そいて"力. ﾡ料作物み救ﾡ6方えてい るな加地よ 

少ないこYから多くそ冬み呼す、 したべってﾡ育牛生&の対&な任 
営耕地4及歩上の救糸におく. ... «ス以上ら枚糸でど /ナ4リ

ス武次 很 反铮あろ う.」Yのこv でろ方

3-3 枚糸の生活Y林呼の枚初

求系生活Y林の肉ﾡは独々○るでみ深い %の次力»ヒいう 予ﾡ 

otvic. 家族のみゆ状、仕送りなぬ裂ヒすろ意なぶ、 学生○い 

み泊が状と林呼○岡注そ考 ﾡしたﾡ采(キクロ、 ﾡ ター又ク系)、 

件故も少なく 林"竹有○大小は そほどセ大なたるもたず レ

ろﾡ材料Y ﾡ条ﾡ料の止のxで福ﾡﾡ係 & っ め のこみられ

ろ 井7図 次の移ﾡﾡ乙

た階沼性はみらないくﾡ/ふ表>。 こは、 地・林野商ﾡでの

ﾡ「酒ﾡ うぐあって ゼ. ﾡ協*通ど て系各産並合会入ら系命労入込

会を借ﾡ糸み仕ﾡ2なて つ ていろからくろっ

(注)…… X毛和牛の T月期岡は ～7ケ月く»リ. 一のﾡなくは 、
スﾡら次状くろリ、 付入入会2る済 は この次状の際Iに一X
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出村京数み六*の重、 林ﾡたみ基でﾡえられ、 この番は及* 

②自永分力で8予にﾡ烈、 久なと根号版へそ位ﾡしてﾡ扱ベ 

作られろから 現花そもお. ﾡ材Y林ﾡの岡係矢催ﾡしてい 

ろ場合が多いのてろ々公、 ﾡ去の他メは. こ②阿述欠会くみら4 
ヘった. 牧求○枚村ブームによって、 ﾡに改並し一ﾡ②枚ふ 

外は. 依点てして平のまであろが、 系ﾡ材Yいわれみﾡ駐 

○武は用いらず耕ﾡ刷生准物く»ろ多押そてていろ こは. 

スースるﾡんようz. ﾡm○登場をおﾡ的 段え すろ余地べなか 

ったためと.おくから水ﾡ○ずをﾡ入ていたこY久ら # 

次ﾡ寄そかつ岬こが想易であったためでろろう なお. 反ﾡ材#9 
売糸物は推祀 ・ らキそ通じて その大部分そﾡ地へﾡえしてい» 

っ さ. ﾡ料の伏用状えるみょ う,

僕 用 煙 科 種 別 援 旅 驯 台上 岡保 成 訳 / a 4りの伏用型はﾡユノ表み

とおり ぐ. 全ア林野ﾡﾡ料 そ伏用しておリそゥﾡど多く、 カスはて

*21表 用 S料ﾡ別換 系 #合て ﾡ係玄 
ノアりﾡﾡﾡ

階 ﾡ
刑枚な令(%) ノナ当"依、ﾡ(*大)

ネ ; ネタ 殖底 系 折 ネ 消次

力
I ス ペス な ス

ス ズ 子

I /ee 34 毋. スo /
I 4 ク? 8 &ス o 24e 43 47

地 T e /22 ズタ ?・ - スo 4o o S3
オ・千夕 4 4 2 4& eo 22 22 4

* /oo ス ケ ス 必' 3o 〃ヲ 4o
林 a と o 4e o 24o ス2o ケ 4

6 /22 3 / 87 33。； o 2 4
c s« s 4 o </o 4 <2
d /oo ス 仝 ユぐ ッ ・s
e /oo oo 3 42 2o "3 <o 2o

み利間はみら 4 
い. また&ポY 出 

ﾡして 「伏刑ポかX 
伏用ﾡYﾡ化ホカ 

っ」 Yいう意なは 

ごく任かでろ り. 大 

¥は死在○快ﾡLi 
戻で活し ていゥ. 

こ な依逸7にク

W他ﾡの/アに 

系材田 ○系ﾡ化○パ 

○ﾡ糸の花用 (※ 

千 ) ベらろス外

は. すべて炊ﾡRる甲②ﾡ糸とﾡ、ﾡ吸用木炭Y消炭くﾡ炭) 

キ、 生活用にた当さてい». 新はマツマキYカクマキS.ザッマキ) 

の快ﾡ費が**てい方
・

数料 ② 総系

そみばォ 

スス表っY

ナりて»る. 

木Aは会ア

ﾡ入、 加糸・ 

新はﾡ有

■林野のケ 

ないα階ﾡ 

に考干の燃

入 ﾡ 条 な み 

らスか、 

その他は台

総で力 り.

ﾡ糸・ 祈 り 

大切分が 自

り、 燃料 洽源 

べ ことは

ﾡ22沢 快用がら 台添列あ令岡係念条/ノア当リク 
ポ列伏用

色_____ p 入
r 消人

色 + te 自 a+ 他 さt Aや 計 ネ人

ネ /22 C) 毋 ス

a $ 公 イ スe ee <s 6 な スス 3 y //
軻
ハ - 8 & s 4
令 x /ee ス 42 &

ビ
ルク！ /o 4? 3

2 < タス & 4 2

4 co x4e I

4 Q 4o ze /o /ス9 < oe o s

リ (* & 力 2ク 4 ス

c ス • a/o 4ス ス4
受 •

少*
4 

c

皿i 
2

___ -1

? 

/83 - a...キ 2e

P 
e

計チ的 2 22e」 2e ;
- - 

1 2o ; 22 Pe

「自」は自み有uから 「他」は、人rﾡu
林からの杯Kそ示す.

2 よっく )女値は人竹からのそ示.

み山林から、 消炭は自+他人ﾡu林からYなって 

2いて○林へ。 係合 ほべヘ"り高い. ここで注急 

は人有山林から杯ﾡナみﾡ令のﾡ々○糸件でろろ 

f 1. ﾡ人有で回体有林へらスで禄属しスカり、 「山は#の&わ 

たで係教9理を及*たから取わ」ヒいう枚めめみら. い 

すに し < ﾡ金»ろいはカ校冬代係Y し ていろ本ふは/ナいみ 

。す こ◇ゃ. 3内秋ふの消貴ほ済にお"»#大は、 平※ボ 

Nと 異な っく 少 頼 で 串 足りて いる. &番、 こうした慣ゼ的洲刑Iに上 

って永意化そ&ん*ろ林地ベ少なくないふに注g しなけばなら

・ .
なF. こクしたるでﾡに注急%そす»こては、 林呼長竹行京に 

yいて林呼ﾡ法料②入子次田ﾡY な リ ﾡぬ訓生艦物べな料に用さ
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て. 総老内報の有め物の千ﾡ口県そし私糸生ﾡに恐彩署なス 

すのそはないかということであろか、 このような科例はみらなか 

っ た ・

4 意糸林糸の条懲

4 - 1 枚糸林業生ﾡつ系件

承糸林系は. クまてもなく及系がﾡゼ主体であろからその林ネ 

生産は及条をぐろ生准つゐ糸件上 って 次メ 今けらみ. 花上# 

る ○私ふは 本株分めのみなﾡﾡYしﾡ林ﾡﾡ送. いば妖求 

的老余ﾡなく*ていあが 下. 生産の歯糸件そ"め力 

情 " ○祝 ﾡにしぼって方※しよう.

す ラめカﾡ竹に大ミな岡確るもつ命力Yﾡﾡ力○有用 

次そみなけばならないが、 スーヤ, 2-4, ラー2久ら叔 

ば. かりの刑ﾡﾡにﾡしていろじのの. そらはﾡ分作業り 

命力化・ﾡﾡ止でろり. 一ﾡした作系休系べ確ユしておらす、 依台 

として人力光め中べら 枚林段せ であ»ことにﾡりはル\ xこっで ・
ﾡに. 佐伯ﾡみていてﾡ備分仲派となってろものは、 地は 

内にﾡ在的にﾡ在し < いた次米的が物であっ て、 汝糸は枚林ﾡゼ2 
送むろんり これら労物力なろろﾡ及前ﾡYす方 こYベ払来た 

へし、 A米○及・ 糸A校岡の飛を著よっ < そらのﾡ社失糸的 

労やベ下初へのﾡﾡそみ、 ゅみいは可物的Yなり、 他米的及旅 

は赤分め力のみな前ﾡと した枚林生産«ゼむzﾡ ってい方 

らz. このあ状分めめ 殺検ら 新ら しい諾事情によ ってス物そ系たレ 

ヘムりﾡ少さちことになった. 叩ち枚地改ﾡ○彩署YレてXチ* 

高ﾡY したニ ・ 三刃②分ふら中紀、 ※米ﾡ会 »よど本月ﾡ会の州大 

キは. 表糸らニ・ 三ヌマそ女の労力を子ﾡﾡへ#女すクに至 

ていっのべﾡて力ろ. こらの向保につて調盗②他承なﾡお 

みYﾡ。回. ※ス3〜スクメカよど3一3②チ7回とﾡス2糸のと方 

りでろみ. 料の不ﾡご登ﾡ○不手ﾡよって夕くそべ付いが 

ﾡか②力や力から就ﾡすろ二, 三刃女の力めカベヘなリタくなって 

いろものてみら. ﾡ状事右年々ﾡはﾡﾡな大半z与»て
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表 佐町にお力けろニ・三ﾡ女の ﾡ米状え

注 前※ぶ去くヌノ年ヲ月)によっ

な- 7才
ノ8～

• オ
W〜、
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¥ 生 s s o o o s4 5ty
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ナ ろA向I ろ 
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糸のﾡ少* 

たラの力*1 
次Y してﾡか 

なる力 て城本 

力で生ﾡ支

※24承 ﾡ 米米人*
令 • (%)

A* 具糸 ¥生 計

i 取 4 /ee
4, ララ 4 /oo
7x /7 f ・ /20

区 Sd / /oo
お 24 < /2o

させばならないので力ろ。 かくし 

て. 意によろ 野へ ○ﾡゅの叔入 

は仲々ふるでないよ うに矛想さろ 

加、 祝状ではﾡ3ク表のガめ祀分ポ 

alにもみろよう、 枚糸物ﾡ分よ 

m作主休のﾡ分ﾡとろつ で さ した 

ろが合内係はみらす むしろ神会

光8図 ﾡ業ほ営階沼別・・合

ズ @印ロは依伯町会体っポ系秋今
<吨2シ斗丸料)

ス ○Hは仕上部ﾡ会体○*A念
( (loyの千I"岬会よろゝ

. I. I.Iは意不はやルれく土地ゝﾡﾡ
そ示ナ
くﾡjY*問本四会よろゝ

* 米糸ﾡ2他番性はみらない

まﾡ的な*条太は少uく 不ネ
•; • ・-

’ 条な糸糸に参ﾡしくいろし◇な少、

二魚余比ﾡ (イ)
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ﾡ25衣 佐町ておけろ予糸別殺み故 

の花枚
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29表 遥去ノ向の林条賃力への ﾡ加状込

(イ) 意用先別,参加状況
公 弘 十

日 4 人 日 く7 ベ
• ・

日 葬

植栽札* フ 4 /ア 3 4e ス2 /ク 4
主ヤ女 / 22 22 4 4/e ス ク 4so クZ
・平 & 24 24 2 <2o 2 QN 2

汗30衣 Y のう力配分例(ラ年)
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都松

ヨ

I 今 計 /ロせッ 
作米"内
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/ /« s /8 3& ? 7
ス 夕 / // 3 4 8
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ヌョ < /o
分, /ス //
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計 クの 22 4e P /oo _夕童
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・フ) / Z /ク2 ($>
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2sq * ユ2スく = SW
3 ﾡ林米用は 林 砕 o 

f"・ 杯京く力ろ.

乙 地和検は. 水田?

& ﾡ/&っt/wサ 

高ポは?w*ス4 
ﾡ*ガろ ・

4-2 林野の現
ま ず ﾡ沢ハら、林好ﾡﾡ別分数団地救Y位 ・ ﾡﾡキら岡
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そ示すろラ/表②とおりてあろ. /ナ当リ田地ﾡは夕鈴であろた,

/田光平 面ﾡ 名 

大ﾡﾡ ど *加す 

ろ 傾向な ろろ。 レ 

かし型・ ﾡ離的 

乙は大そ欠ﾡめら

ない

系林 どな系 

洲林○区ﾡ令は 

»ラス表のとゃり 

でろろ. 針業洲林

ﾡては ・ マツ地

31表 林ザ 航再哀来 /户当 りの日地 

救メ ひノ団地平均林ずﾡヒﾡ内

京当伙 
(ア /アリノア当リ 

団救、 ぷ

/ a千

休所る状 
(ス)

E ～)」

「折有 L D Pp」

a く上oスイ> スo ノ オ ！ 4
/8 /4バ

な く2oゝ ? タパ 2ス x.3 イ87

C (/a/〜スAc) 4 3 /4ぷ 3
*

d (2/〜メッ> 8 ? ; スス。 4 バ
○ (te/上ゝ ラ 47 : ～4e e ユxa8 ッ
豺•平均 22 シバ ・ス 2 /422 -。
※ E,Dは解じ応二 PDは土た史ェ:ブ
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知れない. このﾡで、 そ○自べ的悪ﾡく村Iに地ﾡ送と隣水費 

の面)か、らし て スギ、 ヒノキ植救のTな林呼、 いbゅ々a地ル水y 

なく. 人工林奇』の夕少な米"及判え○企ﾡな係Yはなりえない 

けどめ 比孜 的 家 的化 の 可能性ホ 向 いYみらろd～e階ﾡにが 

いくも単に「ﾡ救し」 というだけでろってその Rﾡいは め て 粗 

次でろリ. 殺糸生&の糸的化ﾡ的とは対ふ的ぷるそ示してい»ろで 

p る

(注) •… •- N で 述べ 反 外収 关 竹 づれ•って いる 双 ス 〇 タ 方. スェ点 

そﾡ友して\ろﾡかはTe 修 君 つ/プ りみ であ う
・

つざに. 針米材・なﾡ材林別○人級ﾡ応そみよう。 計 •な別解面 

伍.w 夫々 ノooYす ず 商登別② Aﾡ店 ﾡ政さみろとﾡ3ヌ表っ

とおリくろみ。
清"そスﾡしてか.

広あ系の業材林4
今4 <. 町r会体つ 43 
% 忆比軟して、 どの階 
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扱いな" め ﾡ枚な似 
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べ光していろ. «はッ
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Yのrﾡにおいて 6林内林平なかたアカマツ林な多\っで



-280-
あろシ

4-3 呼洲系ﾡい○気意

京ねい ○ﾡ火につてﾡ烈でﾡ千ﾡた休. ここで8う一及滋数 

係月 ・係 ・ 製炭才②英情支明らかzしよ ・

〔 植表Y 系林係 ○求況〕

人工の様列ﾡ成るみ々x、 スギ ヒノキ・ アカマツキでほは 

ﾡ検に記分*カケ、 の%合 tﾡ本救ケ少 な. ちなみに、 

当植表本ﾡは、 スギ22o〜ス2本、 ヒノキ 3e0本. アカマッ 

320本程段族通州ヒ*れて»りﾡらく球ﾡぐ方ろ. る木は大初分 

を系林包合 o ﾡ にﾡみべ多く。 表※は世林情功 公の一部を祐木で 

受系っくいろ. ﾡ救に当っては6な%除くﾡﾡくた用ガイな 入 て い 

ろ(芳,“我). とこって双立ダク年問○枯状えなみろY. 承象 

合, *A
A. /件きり 

ﾡﾡキい 

加が○#合Y 
共に地レて 

いろな、 ・ク 

年○同向「A 
したﾡ」 

は優か 30% 
に す ざ な い, 

しかしなべら 

自点的立地

34衣 ﾡ$グ同のﾡ萩状況

本 ﾡ京全・ ﾡべ 乙株 力の入ボ況

な条* 
(%)

ﾡ ス 
(・)

ノナ☆リ /4ッ ノア・枚入ﾡん A 用 ッl合c%
「て 
登 (2 面状 g 白方 計 丽牟2 <2 メシ <3 2 & ce ss
今 ヌ /ク 4 <4 &
c e <o ス 3夕 42
4 42 スス ペ スス スス 22 : ァ47 3 25 24 打 /2o j 22
子切 o /7 2 ス7 4 11 2

ﾡ求系千はﾡ共ﾡ系中のだ用ﾡみ平ぐ 

み. 「台・」「4・分」 はそて四係ナョ 

り 台系ガレ ・ 恵 用海仗,% 示す

的項から②M的で意かほ済におけろﾡ台ﾡ分へら ﾡﾡ zるう zさ、 

ﾡ在る及上のヘエ林く *にスギ ヒノ+など)の 大化は方 え ら 

す、 こ«6って 邻落裁 旅 の ﾡポ情名太すろ ことはﾡなな 

い むしろ泳ﾡ広の段階で方条すろガ次よッ 共係的そろろYXり 

わ. そこで. 第益常米ハら&去ノケエ岡のぶ林係日のWなﾡ 

す Kチ yよ表のて力りてろろ
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分ﾡア月から ?月にかけて、

いは3月に行う fメ作系...

主と し て アカ マ ッ林... 外の 

係角作糸は会くみらない. と 

か6注意すべミ柄は、 夕くo
令係合のたら下刈Yいうよ 

りム、 むしろﾡ平*目的ンした 

不 M であって、 地力のﾡとケ 

かなりﾡ極的におり、 しかる 

自浜有林・化 人m 有林な同Pナ 

z 自由林承ぞ 行ってい»ポ次で 

ろろ こは林呼の行灰竹 

zおいて杯単台深な王な目的Y し

の係月の 米江 (下メ)

才35表 ﾡ去/力ﾡく昭や3ゝ

林 
テ L 労め入本え

/ナ リ入翌 セHt合oo
合. 4.み 酎 ペ羊

7 /o 4 4
& 4 ノス 2 4
c 火 / 8 2/

7 e fe 4
c 42 4 4 oe o
工 o / 火 4 ク

※ /ア当状入入ﾡは

(下m常方协/係ア.)

ていたことから、 そ慣ぜ化さ

のかめ知な\し. また、 現下の枚糸任さ上…… すでに述べた 

り地の地力 ﾡ神 上凶妥ら …… 体点 ヒして当並の林平な必要 

uしていろたYかも招れない. しかし. ﾡ縦的にも自糸ﾡ山林Y 
・ほどﾡﾡのないﾡ産ぼ直ゼ地 …… カマッ林分るそ方ろ が大新分 は 

ﾡ杯単地となっていろ …… から台に 板 取 てミカ仕ﾡなってい 

み税在. 何故、 汩想依然 とした 自 家山林 9 系ﾡ いな唯ﾡ せAばな 

らないのろ う か ? ○妖内ベ生 ずみ. ﾡ冷○ﾡおﾡ点ﾡ在*ナ洲神、 

盗のﾡ系から述測して. 電芝的改»ろいは林素常・ ﾡ梅 o 水斗 

Kﾡ分 *慮に件希 して いみた»かYでPわ.

下メ労物ぐはﾡ用ﾡめがかなりのウエイトそちめていろべ、 備天 

用登り 常 来* 少く の第合、 ゅい・ 手間ﾡ予の慣行的ﾡめな大キ々ち 

p悩ﾡ酒ほどこ。 ﾡ向 公強くなっていろ. な力を系○杯ﾡは行 

ていなx い.

上◇よ>、 系林保 月②現えはったく ﾡ次的 な ろろべ、 

- の及象く 6◇ノナ ...  /及歩、 coスナ ...  ノsス、 co/ナ

/及. *ナ $ スゝで林地ﾡﾡな試みられ. 株々ては力 

ろな林業 への知成・ 表谷 な高めっっカろことは汝日ざれて +い
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〔 牧ﾡ別用のボ況 )

戒近よヶ年向K»けろ 以係利 用 o ボえは ※ 34表のとカリ で力み.

*36表 系近ケヶ円の叔状況 用れの 

主はは、 伐 

ﾡﾡにはﾡ 

a . *太 

・なってい 

っため. 夕 

ﾡ 引 物 o H 
みYなリな 

f<町内ﾡ 

有へのユ木 

ﾡﾡ大ャ

※ M,L・な 別、 自 み用係はふア/マ

疲 孫. (u木ﾡたゝ 9 ! 安

投*4 /ナ当リk • 守" 极停 フナョッ/ススイA。,

(%) ( と t M火 
() c ヤ 可 •計

4 
c

4 

e

/2 

// 

ヌ

<7

<o

<e 

ス.o 

2.o 

3e

/o

ジ01
ス。 1

42

ノク上 ;

- 

夕4 
ス4o 

aoo

/o3so
字3”

ユ

/e

8e

/ア化 

/® 

ど"

ス

e

2o

/22 ,

<oe ;

y。

。

soe

平 スo 22 <o ィ 24e 2e 匕一 ・7 2ク コ2

のみぐろク.

分そ5めている

予炭林は 台糸供用9分の台み久ﾡノ外に まっ<立不えリて 

り 依係は他人に みせ らﾡ次"き作糸Yﾡびつけらて久 

業は行Pて いない.

用材は、 マッセスギ ヒノキのﾡﾡ※は少なくﾡ女全伊ク地 

ては 当リ よp。 ～ 2 2p。 円ﾡﾡで方ろ ただし パルプ材(ア 

カマッ は /eeo～$o。 円. ﾡ炭材は229〜 so。 円<K引* 

ていろく 邦ﾡﾡ将ﾡから ゝ。

極捺法 疚 制台 を よ 依係ﾡ良 は、林有規収Y並行・ 州oLて 

いろがケカ年向の#合としてはﾡかのようてろろ 台多用 枚杯て , 
・

いマ%同ﾡてろろ

敗无代金の伏接. すなりち 牧くﾡﾡ)②勃み・ ﾡには「生 

活放」の捕ォ とい う/アを 除いて は. 「冠培予条貴」、 「意※"る 

式」考な力げられ. "はりこの報ﾡにアけろ林"は、 ﾡふのﾡ曲的 

夕繰のに 処 すクﾡみと してﾡ葛的な目やな杯せら ていカム 

クでろろ ・
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※ﾡ求んく敗用象新)は、 aゐ«にノナ - 電くm有uムら

* 网”“ 石 (P"eoe* ) «作り町内ﾡム業々へ ― ヒク港層 12/ 
レナ ー 自ふ山林から°ね4 2る*#にし て承ﾡへ - の計2 
アのムで».

また. ﾡﾡ意糸はαﾡ倉に/ナ —- 系大は他人u林から票会で 

千用"e0天さ生Aし※ゆへ ---  ミメ 階層比ノア —— &ネは日夕u
M 向 ～.2o。 不さ生 しw内糸オへ —— ○2ナみられろてけ 

た *の«欠ない. *第 家人共にﾡぷつほゼ主べこに*#し 

ていろ

Qパ沼み製右は制ﾡ外っwl地こて 専糸的にﾡ事 してい 

ちべ城子 して ぐは< 包さ※ぷくろろ 
・

力、 林野訓産物 として. マゾタケマコクケのた生そみろべ自

K 犬にと どま り、 生仮並った②持別な丹のﾡﾡいは行われ 

いい. シイタケの栽培 は. 町内の一初のﾡるで行われているな 

フ こ 郡落 で はみ られな い. しかし. な島・大竹・ど回を②泊地に 

4いことから 「不時 栽 増」な 有利 で あ ろ と して岡ないたて おり 

切なれ導に上 ? て. 北ﾡ内ﾡ条ひかなリ②会入*もたらすて 

カカう.

二： 総ﾡYﾡ干②岡ﾡ点

メ上. 上初ﾡKカけち本み林系そ岡層門②比状セ通してﾡ米生 

たのﾡ命ど、 林呼用・ﾡねいの令ﾡ仕く素的化)の側るへら
・ ・

した 肌. とそ受的すばっぎの とカ リ てあ ろ.

この都ﾡに力けっ及み○ほ芝 が はﾡおして系ﾡくろり、 そこに 

る+2水業生AY ホ" ○直ﾡ的四係は、 州地○地力催#Y安命っ 

各経済る○2点に条的 されろ

罚世の世力推博の面そは 水ﾡ作地ﾡくろりながら、 多登○行殺 

物R材#と洲地以外◇林呼にボめ て いろ求ﾡ そ» . しか必専用の 

承平地は糸少なくﾡえビの桜系林内へらの係ﾡな行っ て » L 
/^って、 力み強及の収スﾡ作用は体バとして催ﾡさていろこY 
1 a ろ.
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永をﾡﾡくﾡ牛のﾡ角 > と林野 と今岡保はﾡ料ﾡ済今からし く 

かなり今様なふのホおたy予想•QX■た松、実味はまだそり段南に達 

して\ 枚なのガカは対やて少なので、 そ 9 芳物力 は 冶 e
んご対地Kにﾡ光*あ. この. 祀1牛の何糸は、 料ﾡM生を物 

pよび呼入"封そ新ﾡとしておリ ﾡ用の土地用ﾡ円1さ件わい 

訓条的生Aかまル. スりに分ガに余裕そ生じて。負のよくない. 

しヘじﾡゆﾡ栄○ﾡい 林呼 車 の 利用 な 行 わ/•てい な い. 学 ﾡ改郎 e 
行われマない. したどって. 林ﾡ有の如行はﾡﾡ牛土た上に次 

さα形予力さ も ない.
意糸生ﾡ用ﾡ本の考入に 内与す スず2叔ﾡはﾡめて永く. 

ﾡ丹府福の大ハベ*さ て 作用も も っ てい».

放対*活Y林ずの7係からみは、 ﾡ&材料YﾡえﾡﾡY向 

そいっマいクな、 &サ料C岡しては. むしろ及村生ﾡのﾡに不合 

ﾡな力り ※が俊済 ぐ○え の形電は報式 く ﾡ&. 多ﾡの多ら 

用)ハら カクラ・ トアンへ報状すクカ向Iにカクんら. この魚で 

の"の夕は少ない.」 また. 系震没料については. 始んビの枚ふ 

な林呼 &滋料 にﾡく体砂してい»現状そろろが この自ﾡの&ﾡ 

はﾡ対的ならのてはなく、 枚米生たつ発石力上 ど広料9 流通 消六 

○合ﾡ化導のめ こうした奇でののめっﾡﾡ・1投びはme 
ポ移Y 共にうナろてあろう.

っざに、 このﾡ惑Iスナけ々林呼«M用Yﾡ扱い○合性く糸的ル 

のﾡるからみ ば、 越てﾡぬ伏筒にろろ. そク系大○飛は、

茶生震Yﾡ系生産Yが同-の枚系よ ? て 芝まて\力とYにボ 

ゅらみ. すりち、 ﾡふ○土地ﾡ老は現ﾡ時立いてめ手ラめる

次Yレ 自豕、力-中 心として行っ'いろ办ら労伪離済と. 倉泉 

生産ぐめ、 -力は素や作物な記しなべら、 みCは枢水作物を叱 

すろYいうゃ合次uまみように、 会土地儀芝おいてめ 糸的的 
1メ米優老 y 加な林糸段老 となﾡ今せら. 自意分力次枚※段 

逆に函る 力向は林"は全くﾡ次な糸扱いそ父けるい米ﾡに力».」 

このょう花上初%に力けク"は、 浪生ほ上. »クいは及
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生芝上1ﾡなた炎さ bち. 他ろ段済林z L て糸的ゆ政状い水Tﾡ 
な店に愛っているべ、 その水扱いは. 意糸生虐ビつ向まYネら 

休ず て対す々場ﾡ、のたにﾡ○てﾡ次で、 場令によっては林地つ点 

ﾡ化いﾡ会せら. 久水改場そます»いくつへ○著次ね**n2. 
すロりち. ・3 >
イ) 枚かによ2林呼○H用はﾡ系ﾡ老塔ば○ぷ化につれて大*く支 

配がら8そのめ我せは少しい減っていなじ。 ■って は 至 肥 

戒果を又えるため に不可欠 であった我敷林は Aﾡほ済みはけし 
い※&下にろろ今日おいて も現会 入 x将ろたらﾡとして* 

はり不可次そ»ろ. Kもかムりらす、 求系の林米*似で状#水準 

■ ■め < fい ことベま ダ指構 *ろ. ﾡなはも ちろん展来を ャ 

としていとら意糸如ﾡんろいは次ﾡの%将に並p、 林米上o 
知織と 枚ﾡは ﾡ却も て おリ、改塔のﾡ一ﾡNYして そ○如織な 

り状ﾡなり旅より一番向上ミろ似裂べろろ. tちろん意米-叔 

Yふみ い わば有校的岡逮 *め った林米。 次ﾡ的 ・区済的中
裁の向上化であろ

マ A 久ろ枚ﾡ共ﾡ的林糸地城 ・ ﾡなカけ力糸師口の生Aﾡ 
糸えにﾡして、 状特的ね功・指考を行う場令には. すぐにタくの 

ル党によっ く公に*れていろ 「林糸生A計動」ついての方えカ・ 

手渋を生でた用す2は爆 西式さ件な寸方%要すあぐろろ 

うくとの 同ﾡに ついスはAさめて考Kし系なﾡえて»く ).

) 林川用○本で注た*そすみこYは、 家ﾡﾡﾡ②トン・カ? 

ラへの扱状で方2. 逹の入手次困維な現在. 多型○歩坪がX 
材料Yしく快われクためr、 喚老での有ﾡ物○ﾡﾡなﾡ化し 衛 

高、 ず平木依舟すろ友今るていろクで、 ﾡﾡね○改当 

は. に生ﾡ 改場 ばム り でなく枚不生ならび林糸生Aへぬな 

す力ことなり、 枚条林らﾡ条②改も・令化と共再方な す 
ろ事八く方ろ

) つぎに、ﾡ系のほせら父ﾡ性へらはみす承司的余ガカのえ 
会ﾡ用化べセ大なﾡ心本Yなろ. このた». ﾡ・林系常○有減
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的田令せによろ余分力○ﾡ用化と. 会入ﾡ加の め②力途べ 

え払*Wばならていでろろう。

I 汝条求ﾡ的林業地坂にお け る林系土ﾡ郡 

○ﾡ例的考 条 

- 林ﾡゐ澄並利 用め止のんめの状ﾡ的 

火力 z中なと して -

1 削ﾡ祝*

ﾡ糸経済の長期的 安文的発及 に円与す々水条林条○ﾡﾡﾡについ 

ては. すでに多くのﾡ的研光が*て\ろ. その/ノっ枚系林 

※の生ﾡ計動く改る面 )て河すみ研べあり. 大内 ・ ﾡず両らに 

よってすでに研メ政系べ公えせら、 以のﾡに及立っていみ.

けてt. 個別浪糸り林系部門②主&計愛米人に係して、 そ○ 

ﾡ的扱功・ﾡ#改行なうル令、 意糸がす林米部門の主ﾡ目ﾡのﾡ 

※主体○②済的内都平情によって 「チ株性」 と「研ﾡ性」そ有すろ 

こ、 らにﾡ老主の林※知数"老ﾡYﾡﾡ水ﾡのれ及光、*に 

支ﾡさみこYから仲々ふ弱ではなく、 「すぐた研成票」○た 

用に当 ってなお多く○ﾡ壁に直ﾡすろこY再々て»み.

そ上胡ﾡ○承京林系は. ﾡでみRように多く○%令. A老ﾡ預 

○本ﾡ性 ○め林②H用なたかい。 しかしなべめら、 - 部の例 

外を除けば「林地への月成校」 ○円べベ壌て個く. 株秀的Aよ 

のみ少大の岡NそうYいったﾡるな多い. そのれめ、 林地の通 

ﾡ用②傾向がみら. そのﾡ系. ﾡ系林○林木ﾡﾡべ滋クし 也 

禄4はﾡ下 レ. カな減ﾡすろといク よ うな林ﾡ○用 • &ﾡい力 

式へYﾡﾡ していろようみ られろ.

こら②門係を減式的ﾡづけばﾡ因 B型のYカリあ 

すなりち、 一般の小祝ﾡ林野有ﾡふ力いて は林ﾡから ○歳○ 

みﾡ大の岡常な4クﾡ系、 (/), 々、,() ○剤来次係Rず. "が 

ては森林の生産ﾡﾡなﾡすろﾡXな系すろこYなろ. すP
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毋 9図 枚坂林*生ﾡの桜式ﾡ

休光へ°*な入Eさ 

的て派大ならしめて%ぷ a- 
拉 て林力%ﾡ強しっつ ペax

- wut «xゅ しAっﾡ 

の免承を日すポ柱的合

※ 卜へゥ岡ドがラすく、 内 
ﾡ水#ど他位にとビまリ A 
萩状共べ枠燃で女、 Mﾡっ 

つ○»めな入ﾡAにAろ
か a1はよ(n用)によっ

て
少

が
い

減
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ホ
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カ
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脓
,
 

て

tt 

し
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々
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 略 妁 

A 住 幻 
♦
 な を S- ホ

ち 林地 設利用 生" 皿/ Iそなろわけくろ々. これそ及ﾡﾡ 

系の一際において食いとど、 ">• <-3> ○胡ねご回りつつ*次、 

上 りラ次②林ﾡ主産へY飛及ミ すたつにﾡ茶の計乱的女之公ぬﾡと uろのくろろ.tころぐ かかろ地 数ら 林条 意条そ対みYL て、 林県初mo" 
及etocd Peax ”を 案足す ろ 際 に、 伏米っ「ずぐ』た研えﾡ系」の 

考えカ ・ 手法さ生でた用 すろには若干の工人な以ﾡであみと忍うの 

そカめ. ﾡ/○函さスよう.

より約的 4林系枚 系く改送にW して項松 性<承す系ゝ - & 

妖りに生ﾡのﾡ光列也ﾡ(▽) ○際上に と り、 その上&量さ □oAピ g で表わすYすろなら ば、 そ ○改考力向は一ﾡ的ﾡ点からギ 

かみPガ向ろみYいえク. しハめ巡的な改場力向なガ々 ・生ﾡ 

出名あめっつ. P力向に向ってむるのとみスならば、 そは0AB'C'ら0ABCへの発ﾡ*ﾡ治しているめのYﾡさろ 在未
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○「すぐた方え力」はこうし 

れﾡる 次も そ対象Yしていろよ 

シ It みられ ろ べ 花上引ﾡIにナ 

けろ枚系林系は曲係くイ 水単の 

よ う なﾡと救術に 伊ポしマが 

り. 納を○ﾡ公報告の内ふから 

いって. **ど ば呉ﾡ ・ o 
私商う向く P一0ヘクカ向)z 
uリつつカろように とみられろ 

こ*前ﾡさ ○カ向へ Aた さ せ 

一承に曲点 co) »ろいは くハ) へ 

#並く afwtocc化>*せろ こYが 

怪ましいりそろろべ、 そは- 

球にして注ﾡ*べたいし. 2 
ダ. 後向さにサまんYすろ林糸 

«名 の方 旬を何と し’て &ストッ 

プ*せならい

本リポートは、 以上のような 

10昭 生ﾡ 型曲際 

く生産送ﾡ別練 )

依えしくい々ハ. この埼パ 

は 床 点 に 圻 して 口 であ る. ま 

た、 &.6.ro型は. 久 次 県 

"7的ガ物糸"的ヘよって 

ス化すろ.

帆人から消及的ではろ»べ、 一え○単ﾡ期同内にﾡ委Y恐り力が 

糸そ祝介すろりけで、 ﾡって#ﾡな方え力へら汝すみ. ます

個列浪ふﾡ済の況*から *ね何なあﾡ因公枚糸な し て そ ク した 他 

ﾡな間に符らせていろのか. そ○妥因*係リ 林糸生A○ﾡ台さ 

の先展シ可能ヒすろたり ほ は. その林TIスお"て何べ妥・ネベ

系ヶほの「入」かを又ﾡめろ. すなりち.林分率位に「この 

ﾡ及は及少/のな入Y し <じそだ」 という受ﾡz その林ルさ対 

承てしてのた量の*塾を欠すろ. つォッ 系の生A# 
祀をﾡせずて力ろX○林な生み払すための浪少戻区系Y * K 
ろ投入条ﾡ く . イ-オ )そﾡ文すわ. さら2、林野の現況ハら 

一え期向力いて. そ○wれ.イーメズめ系ﾡ*扱じた"場合、 林ルの 

生A殺ﾡなﾡ ビず永所的生産名老みうろと ころのﾡ大 m&A ム n
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◇uイ-hut. の可能ﾡな検す之
しかろ及そ、 そうして女れた一えﾡ岡内の. 林舟○系少殻投 

入区送ﾡﾡと双大ﾡﾡTﾡ総LYつ枚本ﾡ済Y②向そ於計すろろ 

で力み. 印ち、 そ○意ふ②電済内ﾡIにないて、 送委加*れ方のむ2 
み.イ-オ そﾡ入すっこごがﾡてろろつかビうへ、 また. 可 

祝*ろ tee. ?tax. &ut- 才 ◇全翌○荒田内で、 塔々ら日的% 

充又しうろのかどう久 について検豺 す るわけ であ る 
・

その常票. tcみun.<-オ ○送受ﾡさな入し符ないﾡ令 ろ

いは. な2wax.cut-才 ○T能型でいってしても、 意系ﾡ済 

内術へら今受ﾡそしﾡないﾡ令には、 何予かの形で林地○生准お 

ﾡの個下%未す ぐ力ろうから次巻ら米をﾡすろ必ﾡ 欠x って未ろて 

カククし また. &っut.x-t の※妥翌そﾡ入してなお余力 

みととま. ゐろいは イなe waz ・t-uズ Tﾡﾡ で+分のえなﾡ 

o場合には、 よりﾡ&的な高次の改き糸なﾡ糸す»ことじ米 

・ う.

いずして &.「個列表ふの野にアいて一太ﾡ向内②ネ少ﾡ 

入め受ﾡY 系大ﾡA汝T能受冬ﾡ大し、 そY枚が任済の内ﾡ事格 

zP対・検さ通じて. m有林叶へ②一文ﾡ間中のﾡ*の叔系ﾡ

我を提 供する」といウ筋寺次本 リポートめ存え方 であ る. Lたなっ 

て比ﾡ的期岡 く sカﾡﾡ及 ゝの計乱とな方

求あの ﾡ済 は-九、 素平の上うにみえ»べ仲々一仲的なじつては

く. ﾡ々ﾡ々返を、してﾡﾡ払りない 小双炭媒表系 

cナいてはﾡにそうで力ろ. このようなこと久ら R期にわたって 

の生産計動は、 Yかく計乱つための計動ﾡりぐすい. ク ーﾡ 

○孫期日ﾡという ものはぬそぐろろけビめ 上にべたような 

m1o「動り株り返し」そ通じて. ﾡ水ﾡ林糸意ふ○ほる的な 

欢晰水準をた か、わろこと こによっく、 すでに公スさよ>な 

「マ次の改も計ﾡ」へY及すクそとを日途Y レ、 終扬 的Kには「浪 

*段洲の安え的ﾡ及と主活の向上化によ り」くﾡ能す»ための 林" 

の径り力」につて方えて行くわけて»ろ.
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2 考糸○段取り ・ 手順

以上のよう方えうに基っき、 その段取リ・手ﾡついて、 係宜 

上、 苫糸的にべればつまのとおりで方る

c1) 大ﾡの花樫

ﾡ敵ﾡ孫に当っては. A野&の論スく 目X林試研え報也 o4
3 、 /ク$&. ラ ゝと大内段○ﾡスく会. ルシ 3. 42 3 ) o
天ﾡ羽盗事 ・ 要 領に 単ﾡ し て行った

(2) 月林呼 おけろー友 期同中 9 我少 限 投入必要腌堂と 残大 限 

Ak"ﾡﾡ霊の月え

イ 林分ふの況えにんじた 限少/ぬ裂状入ﾡ○kY 林 

会型 o 承え

コ 林分号のﾡえから期得*ろ双大ﾡﾡよﾡ型んﾡY 
有林ﾡ会宴9 昇え

(3) 枚なﾡ済内ﾡ率情Y () ○ﾡ受とつ対・ 検針

イ 意夕限投入以委ﾡ受についてのするの検

'4イ) ﾡ会松入T能ﾡからの検

ce) ﾡサカ供ﾡTY. 配分上からの検

cハ) (イ). (。 ②ﾡ系に惑うく 対ﾡ万法ついて ○検

ロ 系大ﾡ産立可能ﾡ置ついてつ検

(イ) 次計上く消経済)からそ萌* ろ林野度去 期樗 量 x A 
ム丁ﾡ費Y ○検計

* こ◇ル令には及ﾡ見ﾡしべぬるYなってくろ

co) 総ﾡのるにﾡづく

* 以上oﾡ・株%じて (4)へ務行.

(4) 林分列花来上の次条平系○糸えと叔示

3 ポ例考条

下、 T家 Yあの次料にりとづいて著例や考糸なみろ次. A 
ﾡのﾡ合からなく大確花なﾡ票になろ2とzお断して おく

3-1 有林呼の ク イ - アut 以妥総受 て クz ..eut- uイ 可 

ﾡ総登のﾡ汝につて
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個 々 ○福ﾡ○林分号の現に たよて、衩入 •産火の跖更を算 

すべまでろる次. T 条有林野 tYふ②そベﾡ一地以内に»る

こと"、 自成的生A系件べﾡ似して»こYムら、 便宜上一括して. 

/名当 りの双少校入必委Y系大A女可ﾡ翌ヒ*ﾡﾡし こn 

そTふ Yﾡ2 疥 対林野 についての 始型冬 ○た»。 ※ﾡ#v し 

た。 このﾡ采は弁3ク表 <イ、 co) のYおリでろろ

なお. ヒノキ・カラマツキについていFﾡら 試 z将クべミでろ 

っが 平例ﾡ系Iにおいては当林分なないのでﾡﾡした また 

双低 •我X9両極限 の一練の書灾に あたって は, ﾡ断的媒ﾡさ回さ 

すろ量へら、 なあ系お田・X木・ﾡSPのもさ符て火した.

ﾡ37ﾡの② イu イーut 桜受型○祝 く/% 当 り )

②- I - .

i 列 * 必要里 ¥々 会 4 摘 要

番 木 /目 e00 标夏 4 4 aoysエスA着径な

地 神 > 3$o ク22e 払作※そ除く ヘメポ倍

付 ・ 729o はうよ◇円

* ,
. to

・ so $oo 会2早/・

ギ

ヘ

帝木

遺州

2年日

♦

<eo本 s

sse

タスフo

/ <oo

ﾡﾡは 0x

ェ 下 勿人 3se $oo 全 ノロ

T
刈 存目

o年q
スヘ

/2く

3se 

o

ス20

ラ oo

ク

岡 ス4年日 4o^ oo X.200 米材 c小kL ) そ 含

支 «0年目 ス/0く oo 820o J て/ヘ/q、 /〜 スバ'

とみ て つ kした ._____________

L-
針 $o270

/ロヒ/&以上◇"は 

e C""全欠ろと.
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列 大行4 全 」 ﾡ そ

/キ日 な タボ ・24の地は /〜ス 月2行>,

下 Al 2re 3to スoﾡ刈キ/ ・

f AI a华円 4ヘ 3$o 2reo '
ア

力 v • 除久 24Q ヘ to 3eeマッの主1上メﾡをネ 6
マ ののみそ似し他はす.

ツ 問 伐 oへ o0 ee 1 ﾡ木は会術林すろ
系

界. 字 伐 : う年ヨ /oへ 00 2ooo。J スギヒ 同探伏 鼠一金 む
へ.L ﾡ地ヌ約のﾡ性そ方大

.
1 _ て月〜J月>.

*. ーー.. ■・・ S -- . ■ ■ 9. ■ ■■ ■■1
/ 国 兆ッス上。 ・オは. やタ4 *

計 &P$。 ・

1 °イ 全なカク.

-2a 別 被* 塁型 色 公 M 梱 受

¥/アカマッ 
ペマャン

/4q » o2d
本 22の

。

/ス !

パプ

2so ) 昭4年及消貴為弊 個) (f)
③ 地 # » ス to l 2oce ネ保ス〜 3ガ日?押

ア a 付 ? o^ $2 o $eo ヘ 央は系 z休いて倍べ

力 况b
マ 下 " レ' 3so 3 $eoe 金川耳/回

ツ ス4日 弘 to ス/eo ﾡ刈/ロ

ヘ 下 4 3年目 e 3$o W $ee 全年/ 回

工 及切 • ﾡ 年q 4o eo マッ○主A 上.スP "ネ。

冰

生 4 <4*q
カネ目 /o^ e

4o
々/"クoeeo

o ○*以な し他はす.

トアカマッ大能林の路合t网し

t ス2 4 入ギと画棟の荷助金欢あシ

© 14 以国 ヘ ユル /2$o 商ﾡﾡ / 株て ス～« 本す.

複 

米
二く崎ゝ 伐 ス4e o^ / 22o ﾡダ◇/米性から火シ川つ依状べ逸、

林
針 ノ2p$2 依汝そ女い◆りてえ
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係求 く林呼域 ) "め受 /なa 当ッ /s～ス◇へ ..... 達*じ◆む 

2^*3$。 = 720o円、.....  /ヘ/ロクo〜/o大く生学)

* 粗 糸 操队 やモ /なa 当 り /クへ s 人 -.--- »

ダくx 340 = よス←。 円

ﾡ37表 イax.euズ-uオ 可能ﾡつﾡく/当ッゝ

j夫行成、
踊

手 a 会 次

② 伐|oxま 尸 (マへ$や) ? i E22 で P22 ﾡネPo* oxex木ゝ*PPぷ

ス 岡 依 <4 スス20 3.ooo 1 r®o 1 2 Qル 2222o J けろ立木とふ、

計 々氏シ/""
「-| /2年生

「- T Peo スクo ーザマンの去め ◆むっでw
ァ : *3e*く* ◇x太ゝべ了た

力 xア
・ノ 

林 

か

岡
似

年生

3$年史

o
/2o ；•Wo eeo$2oo /4Y2co/2fo.eeo

この抑木門ox /円が
) ﾡ*力.7 邸ねぶ年の佐1地力にだ
けク立木密お

計
し......-.---

/,&.7oo +/ooo円=/スス4.7oen
理伕 s早* 3 ア勿 ス7oo ては大さていない .•

主()ど 2○年生 /2o 4o /820 /28.22ど
・1

_____出______ //a 7eo
で I
、

吁& 
土
甲
バ 1
天w

ス*林

フフカマッ 林

品水林

*川係ﾡ 地

2

' 〜四 eはe >///* 
○林や/g

本 
/ダ20～ ス22の 
みeヘス意

Xe～スx 
/パ〜スァ 

なw～xuッo /w～スタルバ

スwパヘラwc*

ﾡ岡採ﾡ
••

•

•

注 …… 除材く戻どく 消求 ) そ火造.すめ令、 /当 リ やタ4依

く /依や3貴目 )の主准がべ新ﾡ く収炭ゃ フ〜 ル“ 桂民),

底 糸 支度 Y 生 活 ヒと な 我 と,墩 初く 0 ：& 豪>は. ﾡt杯点 

○絶な財&&有林入ら旅ルすスカぐ, 下メ・ 隊伐 研忆
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・"に主Aみﾡ本物は. 力ﾡﾡ○意卜で林外へ#方 

k*いこY客ﾡ別てすとな. 一やネの▽能ﾡを入した

3-2 寧例方条I-.くT及系○ﾡ例)

イ T系のﾡ済のあらましと林呼のポえ

T次の条株はク人て、 犬型ヲ人以外 は 自豕の佟も秀初 R Am て 

いろ。 その能力ﾡずﾡはス4くそろろが. 総老主ごﾡ主灰でろ 

り条的なX林業ﾡ材への象加はス。く混ﾡる方ろ

こ今光うぐは一ﾡに耕地にめくまず畑地受しいこヒから、卜 

ﾡ十クラ作そ中べYした承系ﾡ巻なﾡなってい々な、 T条では ・ 

地面ﾡ加ﾡで花上新の上層ﾡにﾡ し、 水ﾡ ・ウラ作ずの他に x 
ﾡ・米ﾡなとり入水糸生ﾡなさんていろ. Wち、 ネロクラ。< 

/田光・ 者面旭よスY 系材画 cea で/ 団地。 スロ※ a の件 

光<洲用Lマ、 *愛の位にそモ ﾡW・肥ﾡ牛考の生AくK) 
入によってみさ神していろ. 林野。 加有 は後な/タル てあ 

主Y し て 自系旅料Y有初びﾡ料らﾡ源と L マァ 用 L てい る

ﾡさﾡりﾡ去の告米から月別のﾡウ配分そろとづけてみろと w 
ﾡ靴口そは4月と /2H②2つ○ピークなもった取分型2示すム 

こに対応すろ系材Y林米術門はガめﾡ分均キ化的役るして、 

ろ. また. X用労め力はXﾡと洲ﾡ部門ふ/2へ ス◇人(大 

力ゆぐ要の4メゝのネる及来類にらてカッ その化○時期に 

いて は内在すろ台あ方力の余ホみらろ 
・

生産・消ﾡのﾡﾡさ令めた生た物の次派岡そみるY. 林*部「 

かもを針 へ 仕向けろもの は ソグスク2*、 マキ322求夕承

クメムろろ. また及業郭"へはソグ/22来く系ﾡﾡ○KNにo 
た め,Y林" ¥ ス8 ◇*く生*1そ)べ力ろ. 注忆 意*#W 
ら林糸 へ仕向けていろいのは何いみらな\. 政業Y永との関 

は. ﾡ本用依米的みるのほかて殊系預と千乳. ﾡ9キが»ろ ぁ 

計は. ﾡ・林両都門からつ呉や仕父にクえて 3$み円ほ②ﾡ会 

女を している” 乙にはA米9"のい入な九くらてえ%係。 

ていろ
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上客炊おすば、 Tぷのﾡﾡでは、 土地M用千ﾡくﾡ物力ゝx 

生た物のH用は、洲そ主他ヒすス意系口な中だYなって☆ッ、 

林ずはそのﾡ棋べ小*いめかT&○岡Nるﾡく、 枚系炎ﾡ的、 方 

みいは象計ﾡﾡ的な位番にお て い ろ 
・

福林ず/ヲなは3団地てりへ. fも住から救的並いﾡ 

吐そ力み. 有Y洲用 取状 いの※ﾡ ・ 死江予○枚ふ*注べ»Y、 

Tふの林呼は大半なﾡ来入ってから入手しも②てろり そ 

らは自象用生たﾡ材力みいはﾡ本広料○供冷深と してﾡ用さろ 

と共 双近だ 至 っく. 耕地への転用—— そそﾡ○並攻○»でろ 

クな現次では同ﾡTﾡ地なくった - ごﾡ型用式会系と して、 

#ん, 永族神成の英化くゝといっように一"ゆて夕ぷ○ほ責 

そ燃ﾡYすろ場令に、 T象のﾡ済にな文剤のﾡた*ﾡしていろが、 

そ ○R扱いは 未だ信的 でろ み.

月 林呼 おけ々角う◆力年ﾡ○系ヶﾡ次入凶表"ﾡYﾡ大 

ﾡA 氷常ﾡら又

ﾡ述の「方えカ」ぐ「系所「ガ林み当面$カ手向の ?t.イt-/&オ

必爰专 Y maz out_t 能ﾡをﾡすﾡ引ふ系の ような»" ◇
ﾡ38表 T次有林野ら枚入ﾡﾡYﾡTﾡ翌 (よヵ4)
|------

せ；

2ォ
〜 1

」________

串
面 ﾡ 

co)
s ﾡ 
(x")

求少催校入

尚 今

会坂m 教* 会 Aの

/ アカマツ

ッ ツ 

ラザ ツ 

«ズ ¥ 

「ザ ッ 

4 ッ....w*〜マ* ・ ..

ヲ

7

2ス

4

44?
◇2 
aro
〃溶

4e

4
-ス

〃へ

メ

Z?%

2eo

M？初

2sg

7oe

々セ

ン

ス

* x 
/20

ア 

f

-22e0
<oo

osoo
ススペe

主(2木たゝとヌが文 

ﾡ受べぐ生Aさみ福系 

生中象■•-/田 

内スネ “% 

主(ﾡ本依係)

生平41....ロ
計 <oi 2 Poo

aox
/XPよメ

* ずt 城はR則Y し て林ﾡ外へちさ ない.

書3 /の分は%4に係し < 天糸下ヌ新そ行 >6・ 
ヒ しﾡ間中ゥ下刈* 6◆めて カカ.
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ハ 有林ずら 浜夕限状入以受総ﾡどにﾡ大岡産Tﾡ能費の 

浮文術型 とﾡ象ﾡ済内新事情Y◇比牧 • 検スび林分別のﾡ系 

辛浜く ア PAn >
デ ラ8表から祝入 ・ 産女の②始受は.

1 ① 如ス イー オ の / 妻 組 豊....  ララ 人 ........  的 ノァ0o月

、©?2x. 〇α人产〃■ ○丁ﾡﾡ型 ・---- 8o M (d木) -----  的 «onso。 円

---- 林野生)メ7o0メ 

xなろ

このせ2「枚る後済内研○才」セい クフィル ターを通して 

検すすわわけでろろべ. キナ「投入ﾡﾡﾡ」つ\てﾡ材し」う *Tあえないては ﾡ会的余なく才用分ゆ杯用によろ現金出のば 

大化)は余りメ料はネす 自ﾡ体みめ力○え会ﾡ用化ベ光丹し< 

方常*んばならない. 現在 9 労伪 能力极鼻 値 は ユ4くで»るケ 

大賞的えは ス2ヘ及 てあっこてなすでてべた. こ 休 現在ゥル 

旅ﾡ内へ らして、 向ク$カ年○周 は大 W なう化はないもつセス。 

九2. そこ ぐ今力年岡○旅送分物伏総▽ﾡ受«ヌえす っY 5ooo 
ぐとな2 < ス2ヘメス$q* 42日 ).. Tﾡ○昭和33年に力け»* 

ゆ分ゆ受は今2ク人でろリ. 耳々 こ②ﾡ良つガ物に向に合うY4 
父すば、 ダカ年円る2ケラ人ﾡ及○竹委効切ﾡYろ. しA 
って. 町能ﾡY表ﾡつ※次α4よく余Yxろ こな向うよカョ 

・
向そおいく発生すると予ﾡ*ろ台糸対力の遊休化物カてろろ 

しが?て. ロ.で昇火した?・イーイ委ﾡﾡく 33人ゝセ会置 

択入 してもな力十二分の余ﾡなスらろ○て 承前的的性る外山 

て方えばﾡ少ﾡ&妥費上 ○状核仲なな入 い可Yムっ て※»

T氏は. 減ぶYななら. 飛水林◇アカマツ用林化々急WLてい 

ろが. こ九。十分の項能性べろり A岡期口の自系ﾡめカﾡ開○ 

として、 他てそ ○減A %料めにくいこY久ら大い注日 •考慮 すヽ 

*そ力みう。

つざ. 今x.cwそ-オ "「常ﾡついて検しよ. 昭ね33年 

の林野 A物消六量 く 々 は月型とみらろ 自ﾡﾡ材○が委1 ) か
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ら、 当司$力年向の社ﾡ列我受なﾡﾡすろと次らとおりてろろ

・
社ﾡ S.3平今fそ翌

「系g1よ化のため »来Y
ソ ダ

台※生ﾡ料 っoo"
自系生汚旅料 o

・ s。 *

系沼ﾡ押と問 seoxtい
尻深料 ュgo*ct,

マ キ

R 炭

/$2eネ...#/2r)
soo・—ーッx・トタル

ノ$2x…… &
/p00X

こど、 ▽.くみた?tax.euズ-u才能総王Yそ比と秋した場令、 その

能翌 Poの続田内で 十二分に活え汝米ろも ○こみらろ. 門X 
よ力平岡の林野ﾡﾡ /4200 メそビクよクしてポ迎すろ

»で»ろ. こ対すろ産ﾡ代型は >o。 *ﾡべてろ り. a ﾡ
九えしフ々ﾡではい。 現状ぐは. 不を村地主の有になクの

ゃ刑なるていろことから その代償としてﾡな杯ﾡな行な

ってい々りけぐ

なかなリ 液ヶ

ろろべ. ※才固らﾡﾡ化が進むにつて、 そのそ

しうろ見込みてろろし もしるこの供ﾡ派を任た

A

算

示

令ぐる、 財た区有林から自由に杯取しうク仕ﾡみになっていろ

ら さしたろ円ﾡはいようで方ろ

この他に、 生乏上から少ぷの汝貴な裂すろようなﾡ沢公向う今力 

○岡にはみらず むしろﾡ々② 久な○ﾡ麻ボ悠Y にらみ今せて 

分の向はAの増求に恐な注すべ ミ*ろ力う.

かくして. 有林 K対すろ 林分列 ○次糸事A Paortou P&x そ

u * 引9表のと おリ でろろ
" 1 ($カ条A)ﾡ39表 丁茶有林野への次糸革項く林分をっ及ud*&r)r*w*=**マ****キン*****.-......-.**------....------.-..--.-..--...--......-------.--......--...-.......*-....................*幸*みマ*業森新業幸神帝業奈卒卒マキwママギギママ*----*--マママママ事等業*マ報。。マwマ幹 w幸幸マ ﾡ科** ﾡ *体業

ﾡ呼の え

230 4o

卜 
令 %

' 当高含カ年向み状条ﾡ項 (xwrcaud どar )

ア

力

ツ

用オoa,耳前なに子妇マハ万冰紙植或の或化せ用おしケみよ之当曲の 

主我取見合せろ. サ合20へ yoxほ○ﾡ必行なっ て ホな
.. ・ バ

フカし、 門"林分の催そるめとこてが一つの力会ぐ力ろう. 

このﾡ合、 沼甘せの加系の生心が可総で方ン.
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・--*- - -マ- ー ・- - ・ - - -・ ・

有 ○死
当 寄 カキ向 ◇浜糸事ず くf&....4*&at)田 

地
林、
相 型

林 
全

状(*) で 
<)

B

2
グ

ッ

3 a47

-- ※ぶヒケら 刑休化そたしくい々こてから アカマッ化そ 

今魚せらい. 系ぶ不性系術が可ﾡくろり. 少ﾡﾡ入くふモ 

アカマットて並成しうみ. 3 力卑周 の用W 方5 は3人«薫科木現/ ： 

ろ念む) *3のめク円及で日条休分○程用Iに役っ #

3
ザ

ッ

7 22
ﾡ糸の林(アカマッ林化ゝY地力ﾡ分そ今スて. 林内ﾡるとA。だ

けイゅlレ. その不え分は. 不を地まL&から迫/状洋H用なﾡ" 1
X2曜を基死でれていんmW代は. 自曲標京の 札ﾡをるそ

用すクとと べズで力ろう._________________

C

1

4
ス

ギ
2 20 4

役"4/ロでく杯利ﾡっ/てにゝそ行なっれけて型 丿

ていろ. 王木の生天と系す木の牧夫ビ. 私止ﾡ"バ、 

幺费冰大行しだい. 〜o%余っ*なイって(#eラハつ収入) コ)。

林森買用疋儿刍すろの%ー家であろシ.

ッ

4

1

2o ス

オ七相 ノス 林分っ次示* 央なYクこてによっ < 初め/r t 
ろ*そ"Wすは、氏点 m を告の材料 M 中足 リろり ぐ. tふボガ*

川併、する球味からすれは. 主似をえ今せたい. 依. 次は 可 能である

く〜～今 5M&)

4
ブ

ツ
$ 20$

e2っ分Aし. しか し,)、面从 るみ リ仕居 から 上陽の电：/ 

ろのぐ、当るは.ﾡずのﾡ』及にしておいて. ボネ. 州よ° 

公と回9rし アカマン林化(中球作果>すみこと 6 方丸一..

計 /e s
* イTKizしてめ. u休化力の力べかな"女てネカYら力?て 

クu・イ-バイめチユは勿崎、 当及つ入がたてカク. や

は、・ 状。d1とこそケけはならないてカカう.

3一3 事例方条I... く Y及塚の事例>

イ. Y枚か○ﾡ済»らましY 林"の ﾡえ

Y永の永状は8くで、 ﾡ刃が化く枚立ゝ そ予人しくい力は自 

かﾡ老仲りし て おり. そ○カﾡ名 くけ右位)は夕
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ぐぐ力ろべ、 京平方物な送5いてスス人よてろろ. ﾡないマ次て 

総ﾡによろﾡ女な千兵してァり、 ニ刃 ベﾡ千え倉 になっていろ.

州②福は. 花上郭ルではﾡ«にランク ろﾡがく xo。 ) 

でカり. 3田地にまYまっていろべ、 知光てこしく大次まて. こ

にクラ作す. *で4ベヒ"入めていろ 小るムなベ らいビ 

にはそそ /4 *余を救場し てい2べ、 敗九 すちほど9生Aはみらy 
す ﾡﾡﾡと共に台る消意に充てられていろ

林野 の 折有 面 桜 H ヌオ4 a で、邪 第 で は 上層 —- Fス位—— に高し、 

河 取引川的目的ろろやはXR引仲ク目ゆそもﾡしラろょうな 社 % 

もっ くいろ. 殺※生2手段りるはよくえ大して力り、 包な用○ﾡの 
ﾡ核くラーラー)そもしていろが. こうした大意桜ﾡ、 大な 

ﾡの2入当っては 林野 沢 産 が大で な役おなxしていろ

及※ﾡ訳②上た選 ﾡ光ﾡではゃは り米べ巻位でろり、 こzウ 

シ 作 奏. らに高んべつづいていろ. ﾡ作ﾡはﾡ認化 ず会 g 
条消にて らて いろ。 林米新内では新水状○ﾡ#く 立*※た ) 

ﾡ主で. 円和ラ3年には的 /2o メア そえ却して フカ円ﾡ及らK入る 
何ている

柄ﾡのﾡ系へら、 別のゆ翌そ媒計しその記分型々弥分けろと、 

「東り 陽合 と 航伙 してい る 次 内ふ的には、 Xﾡ部口なみらKす、 

林木郡r、i、のが入和合-林野隼• M豪务/除认し幼R至るある一 

^治していと. た. 月別労の率分上のビークつMﾡべﾡになって 

い々か. 水田ﾡぷ○刻合からして*ほビ多い労的型そはな< こ 

は ﾡ物本ﾡのﾡめ公大さく形«していろん». ヒみなまろ 

ﾡ用分のは 「ﾡ迎J作系IWR火され、 田。収武くﾡゝ作*z業 

ヤとでいろ. 妥すろてころ Yふておいマめ内セす々ながﾡや余力 

○%会旭化は系*れておらす 林糸の特に1林分物湿で○枚入" 

そよりタく なし うろﾡ力さめ っていろ %○xらる
各解口キの生物の父光状をろY、 林示ヘら本場nへ4的 

けとり②は. フダ32。求、マキラ22米、灰水*クメム»る. 意
円へは、 准府ﾡ系料Yしての林呼求 3 so。 x がスってxz
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ﾡﾡから林示部口 へ仕向けろもは. Tぷの ゅ令Y 円林Iて何ﾡもみ 

らない. 系部円Y条Y②同めTから例くか似していみ ¥ 

2ろて、 Y象の本は. 浪・林ﾡﾡから○ﾡ物仕ﾡにえて、 zo 

る円ﾡ及2現会ヌ払なしていろが. このヌ払のんo. 枚糸#円o 

会入約327円。林条税円ヘらろ フみ円余の収入とな元当 して 

生のをえを係っていろ

芈 竟. Yﾡ2おいても、 水l な主ﾡ作目Yすろ及糸都門ベスウの 

位ユzちめて 力 り. こに対たナス林米郭口は報訓次的なたな今 

えら/ていろす さないめのYみらろ.

ク$4な2 林呼 は今田地でﾡ成*、 生ﾡﾡる*して逸くない 

か、リちくから呪をるムの林る行 して おリ その増めはみら 

ない. この用:ﾡいの状えな»Y. ﾡあ用賞材の供冷漁と

ろ他に、 す女○メ用、承角責、 あろいは療糸京4、 *らては 

彦 糸用ﾡﾡﾡ○導入 火会といっんヌ令く、 許的なみぷの大に際 

して、 Yか○経ﾡにが和的なえ的城能を承し 生汚の向上化大い 

2ﾡユっていろ. しかしななら 执術水率次非怖忆 低網 であ リ. 

○地故一般の及あとﾡﾡ1みね次へらﾡ向*から、 一てて 

化を裘慮 くれる林公もみられ. その改巻糸べ送妥となっくいろ. っ 

ざに, 林分分○な入・産つ埼翌%ア文しよう.

ロ 有林野 zおけ々向う ダカ年岡のﾡ少ヶ服投入ﾡﾡ総ﾡYR大

Rﾡ可ﾡﾡ置のヌえ

T 条Y同の 妥領 そムしたﾡ系はﾡ«ク表のヒおリ で力みろ

弁40表 Y永所有野ﾡ入我平Y産ﾡﾡ (ダカ平周)

林 
ね
称 
子

・ n
4ヽ

・ A 
(かハ

る nA 

c)

系少R 入 私大限え4
▽ﾡﾡ W 今

金ぷ 次 ﾡ 企 ネo

/

2

ラ

<

ゲ ツ 

フカマッ

アカ マッ 

ス ギ

/

o

3

/a/
"7
2
,シ !

メ

/

ゴ

7ee
4tto
2eo

ア 4
x"'

ス メ 
ダ合2
24"

xe 第 極 伐 く生&*ル☆令

/ocee こべ(立木たゝて人ﾡ

: f/Ix.../g(t*11

*ス2g 間*材ム奈 クe
##***** • ..
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※ 林ﾡ平は 係則 どしく休地外へ村ち*ない.

林 る3スは. 544にど林し天数不采竹そ行うものと して

4 穆

・ 

()
cA) cx"

系な入
必要王

私大ﾡ産以

ﾡ 方

ネ・ 全迎 女 全 独用

今

4

7 

& 

?

/2

ゾ ツ 

ス ギ 

ﾡギ 地 

ス ギ 

サ・ッ 

エカマッ

&

$o

7

&

28o 

ノン

2ス

20z

<e4

4e

s«

ル

4

k7eo 

ス岭

/ス4o

フo 
ア2

$4e

%

ゝッな

cSスo

&zoeo

ま*・2 /
ェく2太た)

¥/ダク平向の生ギ受

主べ(立木た)

土*t2 /a

・ 24 o3
3 43 8x 

夕 /P

ﾡ向ヤそぬﾡな下共用そも念めた. また4とふ林分は8年 

Kす々 も。 zし て用Izﾡ岡o下用そ令»た.

ハ. 有林野の 系少校入ぬ炎栄置 並ど承大ﾡ企事だ候量2 

人ﾡ型Y枚糸区消内ﾡ市情Yの比然・ 決対及ル、林分別の提黑

40表から、ﾡ入・A◇ﾡ登は、

一 , . ( x9く )
①っ.ィ-才 な愛受 ……V ト…… •的 .3' I スギ協木 ラス* J

- © ?taz. cwt-ズ マ能発費 ..... 立 木 e が... . 的 / «7円 

し…林野単/タカメ<生算也量 > ・

z2.
とY. X糸区内術からいたらま2ﾡ事情とな比はﾡ検け 

あY次のYxッ そちろ.

t す 疚少 很技入必 要倦 畫 と枚糸経派の四であろな、 YあtTふ

円林式会るで②余裕なみらない. 8計貴中2ちめろチ*の水 

消大なかなりのウエイトさちめて 当分の円は意糸行のみく不及し 

矢ちでろろ. しなって. ク.ームズ妥は受*えすめては、
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自ぶ分ゆ余力のﾡ用化そた行し てラえ ねばな ら な い.

後○労物係有状はすでにみたように、 生右仏で24人 

く在子中②い②は合まずゝてろろ.」 ス○ﾡな子えさていカニ 

刃ク高ﾡ※べ向並いスる、 孫* ○ に よ力ﾡ女る阿fに予タさ 

てり. また. 浜労の大子ﾡ系64ういていろベや系検はﾡ4。 

子 矢 く 案外 部販 )といクこYそろろ久ち 現を24く○主A労めカ 

は今ダカ専問を社ﾡしても大さ立ﾡ化はいもあヒみらろ. し 

かし条著労ゆをめ系すば大賞的には スス人ﾡほなろ.

こ冬量にして ダカキ円 ○ﾡ津分ゆ供常可 ﾡ受てすろY 
3320人Yなろく スス人* スよロ *42月). こて対して呼33 
にけみ大ﾡ対め登はS2へでリ. 向ラよみ手向そこのﾡ及o 
大ゆﾡで社必ナろビ似えすば、 ・カ4同のﾡ分のモは 

X a 耳 るス4タク人とな る. したべって. 今カ年商X引440へ丘 

及の自か分ゆ力のぱ休化現及べみらろ ことになろ.

□.てﾡ央した林ろ フu.ーオ凶季ﾡ受 c eク/?2ヘ + る木代" 

2+oe 円ゝYと救・検材すろと 派ヶ服どそ総登を消及にしてな 

お相当の余力なろろことになろ. と○他に. ﾡ系やでは、 生A※ 
ﾡそかなりﾡ係していろことから 労の人ﾡヘ少なく. さら 他 

ヘﾡﾡ地の須州く ﾡ系有○耕本ﾡに4 り/日及し < スョ問o 
兄返り 労やそもらうゝじ行いクろから 当高タ・ 多湿の林地へっ 

イ-t e Tﾡ てなろう.

次に双大限よ"ﾡﾡﾡとﾡ新段事情ついて 検 しょう.

円ﾡは、 子女の永角共及ど同並 子想*»象次材の及化に仲 

うなﾡくる那 B女今立・な*犬用)キ へ○対メ方 なでカリ 

时的タ額の 犬用 9 的源として. 呼②枚ﾡなﾡえ将ろかどうか. m 
ち. ▽.てみた mwz. ◇&t-イマﾡﾡ ¥○ﾡ田内で 会え的 セポレ 

っかビ>ム公検*Aばムら な.

ﾡ長の地み的頃行ムらみﾡ犬用は /2カロ～30み叫Yいり 

み欠、 こ*上仏でみて仮30み円YすろY、 カョ向2ヘ 

て42み円ﾡ炭②以妥承Yなって未ろ また水角は長那○大4』

・ -303-
ﾡによってかなり軽ネうでろろが、 J引・«月。 高校通式

てよって向うよ力年向にう2ス円ﾡ及な受祝さ. 併せて、 向 

クダカ年内に?2万円 余っ辛 損になろtっとみらろ.

らに. 自ﾡ材つ早向そﾡは下ﾡつとおリでろり. 今べ s 力 
平内Cぼ司受ﾡ始受Yみなし 六合、

並ﾡ /斗向○ﾡ

自 衣 法 料 e2 *  < $oe *  f夕 o w )
' ee 察   ～ $ee 央  e/$»計 3ワ

ﾡ 次 ? $o*... ス$ox..  e9 /a w J
外¥

と»。

ﾡ登供料ウ J今22X……/アoeex く生*空費)

こら今登愛くﾡ会kや?クス円十ﾡ物仕向的ラタ. 史 革 

/?カメ)と. ロ. で文○林"。 az.〜.t-t Tだ・Y%比*し 

幣系は. 林呼次その投ﾡさ十分系じうろも②Yスらろ.」 部ち 

そ2系大能ﾡは /er く や ス «み叩ゝ v P 2e。 * (生) 
質%ﾡﾡしうとヒみらろムら でろっ.

, しハしxなら、 当かの向はぷ材成○ま化ﾡくろるこヒマ 意ﾡ 

米の系新期し迫ろととケ予ﾡ*. 夕景ﾡﾡ○系Yして並い将 

不そ隻zX*ばならな\ ことから、 向う $力ﾡ向のﾡTﾡ型 

そめ及に刈用す ろことは一方なﾡす»向恐で»ろ.

* Y&は *刑ﾡね水へ2ボ話*2九W*-ペ4し< 

らす チ賀っ女共に対しては林&*た当す 。 ことz

かくして. Y数月林#への林分別次糸事沢くアよ4ア.)z 
おしく表示すばﾡ«/表のような»
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才41表 Y家所有山への案事項(林分号の/®/イ<ムと/ムzmu) (夕カ 年 同)

M 林 Sの現況

当 面5 刀年回の堤宋才ﾡ (/veucd/ktn)「 林
令

桐(2 (?ピ座 相

A /

ッ

ツ

/ /a/ ・包家分力(ﾡ休化ィカ)かかのりあるとみられるのて,林季(アカマンツ用材林に)E 
ィテなつきき好子のる会である.天然下ﾡのみてﾡ天て受弟そ期ﾡ系ないかシマッと正 

本(非*「い)の人工ﾡ以ケ望ヨれろ。5ヶ年回/Sペ4とこホ代ノ西RT人で可か性十-全

8
2 勿 207 4

・ 捻伐(出幻する ことによ っ て.キ計かう の饗體 に各 2 るしよかろ つ。8タ7万F余 ウ

乙メ科しウる.イズえはノ/月〜2Fまての同回に行ないン更新のﾡ欠にを区りネ 

は"ﾡ料木をﾡﾡ Lた い ﾡかの才へ ぐす 足りる.

3 a 2/8 •下刈作東に是郭心拳/これによ って 判幻に生方 さる下率は林ビへ露えする4 
ウr一か17る ・ 可Z9引 にに 4 220本ﾡの昨料木の 混ﾡ を回りたい...-ナﾡﾡ予 

よ04T酸本バ8よe0F余、 S2年の保可ﾡし負む.自条のさ休近ののた用 : マニ っ

C
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ギ

23 Q80 /2ラ

3のPt長ﾡは休野からの煙出によつて浜長に充しフる.・#ﾡ"#分 ﾡ大産は可ﾡ 

その概エマては,イ支の著情から火○*の同イ支をﾡﾡしたか把2とどのポ たeへへ 2-とrって」3o理夕(eeTQ)=mなてし*i。らov®・2A 2.え32
$

ゲ

ン

e 220 ・ に萩的ﾡ味資好のてあえから. S7年同に〜2 園のぼ早利用«#0,7.* )引 

ﾡてあっう.しかし可及的には林相7からの杯ぶるﾡ中的にステゥべさて,それの不8 । 
クにロ津区有林の列用にさつてを足するのか型策てあろう。

ス

ギ

仞 2/0 S%

・ 主(吉桜して字社よの混時的支出へ充当すろとして約タんぐヶ日のﾡ出 a ﾡ 内出iる。 

ﾡをﾡすべさﾡは「浜』時ﾡ林→てスギの両あとこゃかにテ っとよい・ 

"保ネ互*か対のでうり.本地利問の ﾡは化2ゅいでヌ○ぬに買品 し2 そ.

D 7

深

草

地

o42 ・林5の分レトは.ア興的に季そ受合せあのよい、そこてこの材分(7月 - M 
のt6死としてバ之うろよウうに「常改女」と下配字のﾡ祀るえたい.主尾。らモ並のポ内 

にあるのでおMS另であろと即密に酬:化これかちな自象物の産和)處としく；r-、・

E

e

ス

ギ

o 202 /o

・ぼからきのの逆にあり,出(小出し)にも不便なと二ろてあるからもうしはっく 

ののWE大成長を谷ちたい.現有属府税ﾡくチRの高用年ﾡからみ、て』ヨ和ロル4年ﾡに 

愛竹期ぐ数びな予理されろからこにﾡとるも一案/=opと:Z1roレヒ/A-皇iく」

プ 7 ・F革示平も可能ではあるかこれをア合せてせか普強そ図りたい.今なm々にﾡ郡に 

停のスらることと,資産位炭の兄から肥木植によるアカマン曲版を炉 1したい。当面タク年ﾡに現状雑神てよいであろう。

/o /8 Q20 &

・#相ん2,◇く承分のﾡﾡを受へれることによってﾡ字*ば料の供給は3山 スに 

ケしウるとみられるかマキは若干不及するであろう.ﾡ出器の-部とﾡ当するのレょ! っ 

ミの本クには小社雑たヶ3く型生しているので交0岡2行のい20-部e不そ王当 2 F/
?4 3o3

ネ以上のとおりであるか,T条と同様,☆分の回は知と新の至ﾡ向上化; 引 

でた行テさはならない。次代のﾡ管ﾡとなる次男X忍ごﾡ神したい.
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4 株とス為

ホ リ ポー トの1.ては. Iの「実藤→から ひさされたﾡ円ﾡ 

の中から, 「林英生産計ﾡ→についてO向題をﾡえ, 特にﾡ業 

従昼的ﾡﾡ林ﾡを象とした場合の F林業生雇計画の為え方」 

について新たな堀案を試みた、その理古は. かかる地域滇義を 

対象とした場合, 従末の「手去-を応用するためにはうくの困 

ﾡ・ 障壁に直面し, 突7性かうすれると思われたからてある. 

町ち. そのようなﾡ条を井条として,生てﾡ用するためには 

ﾡﾡ的てはあるが一定の係期向かﾡ要であろとし そのr準 

保 期 同」において為すべき 事柄 に ついてのﾡﾡを行なつたわけ

て. ﾡく 中 統 な考え方から が発 している。

すなわち, 対井泉ﾡ条のﾡ有林野において, 一期向内にﾡ 

唄ﾡ要と目される頂界的投入ﾡをﾡし 同時に, このゅし. 

c-ズ ﾡるの全岳を校入した男合の. 一ﾡ虫向中の景大 

ﾡに可能な産出量を定し, それらのﾡ予と営ﾡﾡ※内部の認 

軍とを汁・検甘計することによって, その結果に余ガある時 

は最啓の英を. 送に非力 の場合は 巻わ策を提実 (/uucduL

Eav )することによ○, そのﾡ字の林束生ﾡを安史的に前向 

の発楽ﾡを山らせしめ. より商次 の生ﾡ計画へ と 発展 させること 

を意区 し Tたわけてお る.

2・ ては, その段取り・手についての受点のみを条的に 

述べ 3・ においてT家. Y家2アのﾡ#をもとに, 大締て 

はあ るが例的考条をめた、

以上をいじて,以下, 1 ・2の反ﾡされることがらをT出に 

べ ておこう。 す

の 干万別の生雇矢件をもっ林逆, あるいはﾡ表に, 常に建 

甲しうるよ>な知誌や技的テータが名しい二とてある。し 

たがフて, ?そイと ・ c?し ーノ ・ あるいは り以<> . ct と 

の / 線を 個々の林地について ﾡ定 するに当 り, やゃ独的試 

腕 になったこ と を反石 Lている。同時に こち した波荷的デ
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-アがﾡ習に整行さていろことの要性を潔だしている.

③ このような芸柄と, さらに, 現実の一桜ﾡ字の球普知能と 

枝衛*準が伝ﾡてあることから 現地の指後#ﾡの固ﾡ性を 

みるのであろか., テータの整ﾡと同時的に付行して 貝ほn 
林業知認と枚術の向上ヒを, よ り 早堀に初受的にﾡされる 

ことを布支して止まない。 ク論, ﾡ定者及地区におい ては, 

指の 効票が天透 してﾡ ﾡの知ﾡ・ 技術木 #か督 めらn そ 

の成要を あてい るわ て5るか 求た一化さn ていない 

から てある。

なお, 広路ﾡて発行された「#業坂炎への —— Sラv 
シ日- は, 林*枚の 改ﾡ指ﾡ におい て益すると ころ が 

大てあり, その有効的ﾡ問そ空れるが 円時に, 細部にわ 

たろ枚術的テー タの神整が要 ・不可欠にして, 危を要する 

てあろちとﾡわる.


